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刊行にあたって

農林水産祭事業は、平成13年震で第40聞を迎えました。 昭和37年に事業が発足

以米、この40年 IHîの農林水産業そのものの変貌はもとより、社会的、経済的背誌

は出内的にも、国際的にもともに激変してきたわけであります。

天皇杯受賞を最高の栄存とする顕彰普及事業を、 $Jî" 1止紀に引き *Il~げ、ることを光

栄に存じているところでございます。

さて、昨年11 月 23 日に開催された農林水産祭式典で、は、天皇杯、内閣総理大臣

賞及び日本農林漁業振興会会長賞が、名賞 7 部門、あわせて21の個人・団体に授

されました。これらの受賞者は、全国の農林水産祭参加表彰行事におし、て見事

農林水産大臣賞を受賞した、 585人(合団体)の最高111争に立つべきものと農林水産

祭中央審査委員会の厳正な審査の中で評価されたもので、あらためて祝意を表す

るところであります。

ここに刊行する「受賞者の業績j は、天皇杯等三賞の選賞審査に関与された各

位のご尽力によりとりまとめたものであります。中央審査委員会の石原会長の

「選賞審査報告J 、各受賞者の「受賞者のことばj それに各分野の専門家による

受賞者( I:L\品財)の技術的経常的評価に関する部分で構成されております。

現代の我が国の農林水産業を担う最先端の経営者像をお読み取りいただきたい

と存じます。

この[1骨子が今後の我が屈の農林水産業並びに農 LLI漁村の発展の道しるべとして

広く活用されることを期待するとともに、受賞者をはじめ、関係者各位の今後

益々のご健勝とご活躍を祈念し、農林水産祭事業に対するさらなるご支援ご協力

をお願いして刊行のことばといたします。
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選賞審査報告

平成13年11 月 23 E3の農林水産祭式典において、天皇杯等三賞

の授与に先立ち、石原 邦農林水産祭中央審査委員会会長から

選賞審査報告が行われた。

以下は、間報告の全文である。

審査報告を EII し上げます。

昨年 8 月以降水年 7 月までに農林水産祭に参加致しました

348の行事において、農林水産大臣賞を受賞された568点およ

び各地域の{むらづくり部門審査会J で農林水産大自賞受賞

者ーが決定された 17点、合計585点について、本主!三 8 月以来、農林水産祭中央若手査委員会

および農産、 主主糸・地域特産、林産、水産、むらづくりの 7 部門の分科

会で、書面審査、現地調査など慎;設な審査を震ねてきました。これらの議査結果を経

-生活分科会で、さらに経営・生i舌の面から検討を行った後、去る 10月 221ヨに中央

審査委員会を開催し、 7 部門それぞれに天息杯、内閣総理大臣賞、日本農林if卒、業振興

会会長賞の三賞合計21点の受賞を決定致しました。そのお名前、課題などはお手元に

お舵りしてあります資料にございます。

をはじめとします三設受賞者21点の業績はいず、れも、 211lt紀段初で、

第40屈という節目の農林水産祭にふ怠わしく、充実した立派な内容のものであります

が、その要点はお手)Ï;の資料に記載されておりますので、ここでは、本年度の特徴を

含めて、全体を通じて感銘の深かったいくつかの点を申し上げ、'fîj手査報告と fえしたい

と存じま

第 i 点は、受賞ヰJ併のもつ、独創的なうb1創立i ということです。 農産音l\f"J で天皇杯を

受賞された農業生成法人オジマスカイサーピスは、水稲18ha、大豆180haを栽h、5 し、さ

らに無人ヘリコプターを導入し、このヘリコプターの機能性、作業性を最大限活用で

きる体制を組んで、水稲、麦、大豆の病害虫、 ~\f~草防除などの作業受託延べ9 ， 000ha と

いう想{象を越えるような大規模経営を展開し、いずれの作物も高L を上げてお
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られます。さらに悶芸部門で天皇杯を受賞された、ミニパラ鉢物生産を行っている大

西さんは、鉢を載せたベンチが生育に伴ってレールを移動する養液自動かん水システ

ムを使って、省力、低コストを実現し、年間120万鉢の日本一の実績を上げておられま

す。このようなすばらしい経営が行われていることは、日本農業に明るい展望、希望

をいだかせるもので、非常に頼もしく思いました。

第 2 の点は、農業経営における機械、装置などの使い方についてです。採卵専門の

養鶏経常でうた皇杯を受賞した北栄産業有浪会社の市村さんは、従来の無窓鶏舎を改良

して建設し、大型のオゾン脱臭装置を日本で初めて考案、製造して、鶏糞醗醇過程の

悪臭を取り除くことに成功し、さらに鶏舎の環境制御をはじめ、卵の生咲から出荷に

関わる機械装置類をすべて、自分の考えている経常に適合するように創意工夫しなが

ら製作あるいは改良し、にわとりの生育状態、採卵状況などの情報を、リアルタイム

で知ることができるシステムによって、成鶏11万羽の大規模経営にも拘わらず、非常

にきめの細かい管理をして、生産性の高い経営を行っておられます。また受賞した土

地利用型農業経営は、すべて規模の大きい複合経営ですので、作物の種類に合わせて

それぞれ特殊化した専用の機械を沢山使用せざるをえません。このような経営を行っ

ている方々は、栽培、経営に合わせて自分でこれらの機械を改良しておられますし、

また農閑期に時間をかけて自分でよく整備されることによって、耐用年限をはるかに

越えて、中にはトラクターなど20:4三、 30年使用し続けられている例もありました。我

が国では、機械化が急速に発展したこともあって、機械の過剰投資、あるいは機械に

振りまわされ、使わされているなどといわれてきましたが、受賞された方々は、機械

の主人公になって、機械を改良、維持しながら、効率的に完全に使いこなしておられ

ることに強し、感銘を受けました。

第 3 点は、地域の産物へのこだ、わりが、経営の発展、地域の活性化につながってい

るということです。熊本県天草の松下蒲鉾店は、天王存の漁協から仕入れた魚、[エソj

を原料に用いて、天草西海岸で汲み上げた海水から造った塩と「エソ煮干しのダシJ

を使って製造した滞鉾「天領j が、天皇杯受賞の対象となりました。さらに|可じ水産

部門の山形県漁業協同組合婦人部吹浦支部および、大弘水産株式会社は、それぞれ日本

i旬、三時沖の地元で漁獲された安価な「みずだこj や低ランクの「マカジキJ から高

い付加価値を付けた村=産品をつくっています。また95%が山林の和歌山県龍神村の天

(2) 



皇杯受賞者毘砂さんは、林fl!!の作業道をよく整備し、効率的な木材生産を行いなが

ら、木工品の耕作や林床に生育したサカキ、ウラジロシダの採取力11工など、家族会員

参加で、村でやれることは全部実施し、これらの経験を生かして「森林からのメッ

セージ運動J を通じて、木の特性、森や林業の主要性を地元の小学生をはじめ、全国

規模の普及にも努めておられます。むらづくり部門では、天皇杯を受賞した仁保地域

開発協議会はじめ受賞した 3 間体は、地元の産物の販売を村づくりにおける Ijl心的活

動としています。とくに、横浜市の舞間ふるさと村推進協議会は、大消費地に近捺し

ている都市農業の特徴を生かして、地J易産の農産物、斎産物を市内の消費者に直売し

ています。

これらの経営や活動から農林水産業における地域資源の開発や活用の重要性を、改

めて教えられます。さらに農業の間際化の中で、前に述べた最先端技術を駆使した大

規模経営で治Jい生産性を実抄同一ることは、勿論非rm' に大切ですが、一方ではここで述

べた地域の産物にこだわり、 日也ìm地消J 、 「身j二不を実現するよう努力するこ

と、この考え方を広めていくことは、わが医iの食料の自給率を向める原動力になり得

るという点で極めて或姿で、非常に いと考える次第です。

最後に、本年度の段も目立った特般として、多くの受賞者が、環境との調布l をめざ

した環境保全ià.~農業に取り紹んでおられるという点ですのオジマスカイサービスは、

資産農家と述けいして製造したよIt肥による土づくりによって、水稲・大豆を ì~R農楽、

ìl，長化学肥料で栽培し、官城県の認証を受けています。北海道で 5 作物の輪作を実践し

ている中島さん、モモ・リンゴを生産している福島県の)1 1 [湾設振会、北海道子取IIIJ 野

菜ー生産振興会トマト. i~j瓜部会は、有機資肥料ーを多用し、病害!1(発生子祭などを活用

することによって、減化学肥料、 j成農薬を実現しています。また、大分県で肉川町[二部

脊をしている矢方さん、千葉県で酪農経営を行っている川!名さんは、いずれも高し、飼

料自給率を恭礎に循環到畜産経営を確定されています。

さらに、天皇杯を受賞した東馬場さんは、水稲・タバコ・サツマイモの栽培を行っ

ておられますが、プラウによって、反転釈を伴う 40~60crnのiU井会年数詞行い、それ

ぞ、れの作物の特性に合わせて製造した堆IJ~ を毎年施用する徹底した土作りによって、

土決消毒を行わず、 j成農薬、減化学肥料で栽生成し、とくにサツマイモは、地元の

牒造会社のこだ、わりの焼酎の原料となっています。

(3) 



さらに注目すべきは大iml さん、市村ーさんの経営で、大西さんは、ミニパラの栽培施

設を構築するに当たって、年間のi昆度差の大きい日本では、技術的に非常に難しいこ

とは承知の上で、循環理養液自動かん水方式によって、使用した養液を系外に出さな

い技術の確立に挑戦されています。市村さんも採卵経営をはじめる最初の段階から、

鶏糞の再利用、それに伴って発生する悪臭の除去などの環境保全なしでは、畜産経営

は成立し得ないとの考えを持って、多額の経費がかかることを覚'出の上で、すでにお

話ししたような多方面からの検討を加え、立派な成果を上げておられます。

環境保全型農業の重要性は、充分理解されていても、生産者にとっては、経営の重

荷になることがしばしばあるため、ともすれば取り級みが消極的、受動的あるいは対

症療法的になる中で、三賞受賞者が、環境との調和、環境保全を経営あるいは生産技

術の中心に位置付けて、積槌的に努力し、生産性と環境保全を両立させておられるこ

とは、農林水産省の「食料・農業・農村基本法J に基づく基本的な政策の理念が高い

レベルで実現されつつあることを示しています。

このような経営、生産技術が、点から線へ、さらに面として、日本農業に広がりを

もつようになることを期待して、審査報告二を終わります。
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日次

選賞審査報告/石原 邦(農林水産祭中央審査委員会会長) …(l) 

〔農産部門〕

天皇杯受賞/農業生産法人・有限会社オジマスカイサービス … 

(JF3林水産省生産局農産振興課稲係長/石 FH 大

内閣総理大臣賞受賞/森 武可

(農林水産省生産局農産振興課麦第 2 係長/EIl久保邦彦)

日本農林漁業振興会会長賞受貰/中 島直範・…....・H ・-…・ H ・ H ・. 27 

(農林水産省生産局農産振興課雑烹企画係長/伊 藤持行)

〔園芸部門〕
天皇杯受裳/大同 隆…・…・・……・・……・…....・ H・-…………… 37 

(独立行政法人農業技術研究機構花き開究所長/浅野次郎)

(千葉大学 W{I芸学部教授/安藤敏

内閣総理大盟賞受賞/Jl I 西農振会....・ H ・-……・……...・ H・-……・…… 57 

(独立行政法人農業技術研究機構果能研究所長/梶浦一部)

(明海大学教授/高山隆子)

日本農林漁業振興会会長業受震/平lTx. 1町田1菜生産振興会

トマト・胡瓜部会…・…・………… 69 

(独立行政法人農業技術研究機織理事/中村 浩)

(千

(社 l団丑法人全国農業己改文良普及協会事事‘務尚長/千字: 梶 紀

〔畜産部門〕
天皇杯受賞/北栄産業有限会社…....・H ・-…...・ H ・-…...・ H ・-…...・ H ・ 87

(社団法人日本養鶏協会専務理事/島 田 英



内閣総理大芭賞受賞/矢方義子・….....・H・-……....・ H ・....・ H ・ 103 

(社団法人全国肉用牛協会事務局長/遠藤幸男)

日本農林漁業振興会会長賞受賞/Jl I 名 正幸....・H ・-…...・ H ・ 113 

(社団法人全国牛乳普及協会専務理事/松原敏春)

〔蚕糸・地域特産部門〕
天皇杯受賞/束馬場 伸…H ・ H ・ H ・ H ・....・ H ・....・ H ・-………………・ 125

(農林水産省生産局特産振興課生産流通班工芸係/水 田 |場 介)

内閣総理大窪賞受賞/古田俊雄・….....・H ・.....・ H ・-… H ・ H ・-… 145 

(農林水産省生産局特産振興課生産流通班養蚕係/五十嵐悦子)

E本農林漁業振興会会長賞受賞/衛藤真二……………・… 159

(農林水産省生産局特産振興課茶業班茶生産係/鈴木保恵)

〔林産部門〕

天皇杯受賞/民砂典明……………………………………...・H ・ 175

(林野庁間究普及課研究企画官/堀 靖人)

内閣総理大臣賞受賞/高屋敷幸雄…・…...・H ・....・ H ・-…...・ H ・ 187

(林野庁研究普及課研究企画官/堀 靖人)

日本農林漁業振興会会長賞受賞/田山 久・……....・ H ・..… 195

(林野庁jîJf究普及諜研究企画官/徳光善

〔水産部門〕
天皇杯受賞/合資会社松ド浦鉾店….....・H・..………・………………… 205 

(財団法人東京顕微鏡院常任顧問/中 尾 治!責)

内閣総理大皇賞受賞/山形県漁業協同組合婦人部吹浦支部 …… 219 

(漁業損害賠償請求処理委員会専門家/片 山 正宜)

日本農林漁業振興会会長賞受葉/大弘水産株式会社……....・H・-… 237 

(独立行政法人水産総合研究センター中央水産研究所

加工流通部品質管理研究室長/河 崎恵美子)



〔むらづくり部門〕
天皇杯受賞/仁保地域開発協議会…....・H ・...・ H ・.......・ H ・.....・ H ・-…… 249 

(農林水産省農村振興局農村政策課農村活性化調査係長/西原 正彦)

内閣総理大臣賞受賞/星野村農業・農村を考える会....・H ・.....・ H ・. 273 

(農林水産省農村振興局農村政策課課長補佐/長 行洋)

日本農林漁業按興会会長黄受嘗/舞同ふるさと村推進協議会… 295 

(農林水産省農村振興局農村政策課農村活性化企i関係長/飯野和 政)



受賞者のことば、

無人ヘリコプター活用の省力的農業の展開により地域農業を確立

農業生産法人・有限会社オジマスカイサービス代表山 内 孝彦

私達は、宮域県北部の水出地帯に専業農家の後継者として就農し、当初地

域の仲間とともに水稲生産組織を組織し、経営の拡大を志しました。やが

て、規模拡大するにつれて、病害虫防除などの水田管理g作業に多くの負担を

感じ、地域の兼業農家も同様でした。その解決策として、私達は省力的で小

田りの利く無人ヘリコプターが最も効率的でないかと考え、先駆けて無人ヘ

リコプターを導入し、水稲の病害虫防i訟の作業受託を行いました。

その後、業法人の設立とともに無人ヘリコプターによる防除作業受託を

拡大しました。また、 i直播きなどの各作業や、麦や大豆栽培への利用をすす

めて、農機 11l の低減に努めています。さらに、 Il!J 内のブロックローテー

ションによる転作団地の取り紛みを受けて、大栽1千?を受託しました。

栽培も、無人ヘリコプタ一利用で迅速かつ的確な作業が行えることから、 ~J'Í

初から大国樹を受託しましたが、収最・ 121質ともに高い成果を得ました。

水 EEJ農業法人の経営安定には大規模な農地集積が必要といわれています



が、私達はむしろ地域とのかかわりを考え、私達が得意とする省力的な農業

の展開より法人経営を確立しながら、農家が困難な農作業や転作を受託する

ことにより、地域の各農家の倒性を生かした農業を充実させ、地域農業全体

の生産力を高めることができるものと考えています。

私迷は、近年の厳しい農業情勢の変革に対応すべく、 経営を展開して参り

ましたが、今後の農業は、ますます大きな変化に直面するものと思います。

私どもは、これに常に迅速に対応できるよう、さらなる経営発展に努めて参

りたいと考えています。

園地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

オジマスカイサービスの活動拠点で、

ある中田町は、宮城県の北東部に位置

し岩手県に接する町で、Il1J の東側を北

j二川が、ïITi1ftlJ を迫 }II カf流れる、水平IJ に

恵まれた平泊水悶地帯である。気候

第 1 図 1:1:1 回 IlD'の位置

は、奥羽山系と北 tLL!系に閉 まれた平野部であるため、 積雪量が少なく 比較的j昆

i援な内陸性気候で、ある。年平均気混は 1 1. 4
0

C、年 日照時 111.1 は1， 648時間 、 年降水量

は1， 021null と少ない。

総世帯数は4 ， 324戸、総人口は17 ， 033人で、このうち農家戸数は2 ， 333戸(総世

帯数の54%) 、農家人口は 1 1， 179人(総人口の66%) である 。

イ 農林水産業の概要

農家戸数のうち、主業農家は436戸(農家戸数の19%) であり、県平均(14%)

と比べて、主業農家の割合は若干高い。

耕地荷積は4 ， 0 10haで、こ のうち田が3. 630ha と全体の約 9 割を占めている。

農業粗生産額は68.4億円で、このうち米 (37億円)が54% を占め、その他では
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きゅうり、 トマト等の野菜 (9.9億円)、肉用午 (9.9倍、円)、乳用牛 (4.5億円)

の割合が高い。

第 1 表 ヰq王111fT における農業粧生成額(平成11年)
(q�.f¥�: : f.色、 PJJ

主f城県

1ij Jlj:.1主

古(i{'î ìll その他

5.3 
(7.796) 

'j'LlIIIIT 

(2) 受賞者の略歴

昭和61年、中 IfJ !lIT浅水地区で30 a 区画の県営ほ場整備事業が始まったことを契

機として、山内氏をはじめとする地区の後継者 5 人が、水稲栽培の省力化・低コ

スト化を図ることを目的に、オジマスカイサービスの前身である小島生産組合

(任意団体)を設立した。 昭和62年には、組合で、受益面積30ha規模のライスセン

ターを導入するとともに、組合員の所有するコンパインを用いて、水稲の収穫作

業及び乾燥調製作業、 I伝fノF大変栽培に係る作業の受託を開始し、平成 2 年には 111

植作業受託を開始した。

また、平成 5 年には山内氏ほか総合員 l 人が、産業用?!l~人ヘリコプターの操作

に閲する技能を修得するとともに、無人ヘリコプターを I 台導入し、いもち病の

防除作業受託を開始し、その受託稲積は、 IIIJ内だけにとどまらず、郡内、さらに

は県内外へと年々拡大していった。

このように組合の活動が拡大していく中、県や町で、生産組織等の法人{とを進め

ていたことも相まって、平成 8 年には企業:的な経営感覚に基づく新たな事業展開

を悶るため、組合を基盤として山内氏ほか 2 人によって、農業生産法人・有限会

社オジマスカイサービスが設まされた。なお、法人の設立に当たっては、法人に

参加しない組合員の営農に支障が生じないよう、機械の利用調整等を行った。

法人の活動は、穂類・規模ともに年々拡大しており、平成12年度では、経営耕

地面積は役員 3 人からの借地及びその他の農家からの利用権設定による 12.4ha、

つ
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作業受託而積は、水稲全作業受託5.5ha、大豆全作業受託180ha、無人ヘリコプ

ターを用いた防除作業を中心に水稲、麦、大豆の部分作業受託延べ8 ， 913haの大規

模作業受託経営を展開している。

写真 1 オジマスカイサービスのみなさ 写真 2 大豆の収穫風景

ん

第 2 表経営耕地面積の推移 (l�t¥L : ha) 

ヱJ!. f& 8 �� 、 I'-f& 9 "I� ミ IC成 10il� 司王 f& 11 t，ド 平成 12 {I� 

中子'{:;l;緋 Jilirlrj fl'i 9.9 9.9 10.4 10.4 12.4 

III 8.6 8.6 9.1 9.1 11. 1 

1.3 1.3 1.3 1.3 l 目 3

;J(fiTI 6.8 6.8 7.3 7.3 7.7 

大豆 1.8 1.8 1.8 1.8 3.4 

!1~払j ・ U'Í'.来 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 



第 3 表作業受託期積のi((~移 (ìj í. j,i: : ha) 
、!と 1&811: 、 1'-1&9 5f'. フ]7. 1& 10 iド 、n& 11 1 1ミ 、!三 11見 12{I'. 

合作業 5.7 10.2 5.7 5.5 5.5 

J制'ft. ﾝiI'i'1 6.500 j:t� 7, 000 j~îí 7.500 Wi 8, 000 1~自 8, 000 1~îi 
自白 M.，包ftかき 25 30 25 24 50 

111111(え 21 29 30 32 35 

IjM~~ 6,900 7,500 9,250 7,600 6,610 

Jlxf主 38 ,lO 43 /18 48 

I;吃J:~'"刈烈 65 73 78 78 80 

その他 。 60 77 82 185 

友 Ij)jl\í~ 170 250 250 250 240 

j三 令i'I' :;K 45 80 150 180 180 

|ぬ|徐 280 ,lOO 500 650 1,595 

I、" JlxflM 40 40 70 70 70 

i�: :その他は悩JJ巴、除fr

圏受賞者の経営概要

(l) オジマスカイサービスの構成と運営

オジマスカイサービスは、 LLi内氏を代表取締役、{むの 2 人を叡締役として、経

営f管泣;型羽狸F明現[1及び

さ jれ〆Lている O

このほかに、常時雇用者として 5 人(男性 3 人、タ:性 2 人)を雇用しており、

男性 3 人は作業班のチーフとして 3 人の役員とともに各作業経の指揮監管を行

い、女性 2 人は、販，充、経理等の事務を担当している。さらに、年間延べ2 ， 000人

の臨時房用を行い、大規模な受託作業を円滑に実施している。

に
-
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第 4 表 オジマスカイサービスの構成と役割分担等(平成11年度)

役職?ぶ "Filit� 11二 IliJ労働 IL\'IIU iミな役割分担i

代表取締役( iJl 内氏) 48 政 2, 058 総折、労務管理、!山|徐、力!日、!仮光

取締役(佐々木氏) 42 2, 058 機十'1&、経Jm

取締役(及川氏) 48 320 J主J:Nllr四

',1;\'11.\ JiiUTl (り5) 5.400 作業政チーフその他

'lE' lIl 尿Ifj(!C) 3.200 術造り等!坂売業務、経JI]! 'jf務その他

出:;II .j }jlUIJ(95) 27 , 600 作業 (;j(fiTI、大 TJ) ~:~'~ 

日JÎtIl!JíüfJ ll (女) 560 作業(水稲、大 VL)等

il :及川氏の労働ll.\'IiiJは、当時病気療従のため、 イ!日1'] に少なくなっている。

(2) 省力化・低コストイヒへの取組み

オジマスカイサービスで、は無人ヘリコプターをはじめとした各種高性能機械・

施設を所有(一部リース)しており、これらの効率的な利用により、大幅な省力

化を実現している。

第 5 表 主な農業機械・施設の所有状況(司王成12年)

機械・施I没等の手'T\類 台数 機微・施設~:~~の係先{ 台数

!nf，人ヘリコブター 5 ﾉ� 、 ライスセンター (30ha ガHVO 1 +点

コンパイン WLl fl. "JIJ見) 2 手「 汎m乾燥機(自動'Jl~込袋 il'，'{ .J き) 2f� 

トラクター (26 -80ps) 5 t� k以jき ìJU機 (#)jrîJrl 土Jl!~lお施i没を f昔J[J)

!日航機 2 台 1'1けと tiJi' lﾉ� 

フ 4 ークリフト 2 t� 予í' ùν、ウス 5 N[ 
コーテイングマシン lt� 0 , 453 m') 

it: リースによる後ぬは合まない。

水稲では、 10 a 当り労働時間は県平均の 5 割程度であり、作業受託組織と比較

した場合でも、施肥や i除草、防除作業等無人ヘリコプターによる作業を中心に労

働時間の削減が図られているため、 8 割程度となっている。大豆についても、労

働時間は東北平均の 2 割程度、都府県 3 ha以上層の 7 割程度となっており、 180ha

という大規模生産によるスケールメリットがし、かんなく発揮されている。また、

罰Jや農協の指導による各集落での大豆栽培作業委託地の団地化への取組が、機械
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の効率利用に大きく寄号している。

第 6 表 水稲の10 a 当たり直接労働時間 (ll :f!三産)
(単位: 1I.!fIIiJ/ lOa) 

作業会1 オジマスカイサー PA 平均 ⑦/② 都府県全作業 ①/③ 
ピス① ② 受託総織③

干If[ Y 子Jili ・ 71{il 4.1 5.7 72% 3.2 128% 

斜1:;(品・ f集地 1.5 3.4 44% 2.4 63% 

f Ll1i!(え 3.5 4.5 78% 2.7 130% 

施Jl巴 0.3 1.5 20% 0.9 3396 

除草 0.2 1.2 17% 1.0 20% 

I;;j除 0.2 0.7 29% 0.5 40% 

:ì:À:耳目 2.5 7.8 32% 4.3 58% 

刈lru見殺・乾燥 4.5 6.5 69% 4.5 100% 

'1'. /)(1. );�' Jlfl 0.5 0.8 63% 1.3 38% 

合計 17.3 32.0 54% 20.6 84% 
注法人の伶地~:ljS における労働時 111]である。

Yﾌ:2 :凶11汀1.入のため、合計とい'J;l!{は必ずしもゴ士しなし、。

第 7表大の10 a 当たり直接労働時間(1 1年産)
Vii.f史: 1I.'i'!IiJ/ 10a) 

f'1';た 4ぅ オジマスカイサー ~Uと、IL .t5J ⑦/② 長1; I{JりjL ①/③ 

ビス① ③ 3 ha 以 l 会③

î:JI起・絞地 0.9 2.0 45% 1.2 7596 

J極純・自主)J~ 0.7 3.3 21 % 1.5 47% 

'i 'jiJl 除草 0.7 6.7 10% 2.5 28% 

|坊 i徐・ );ì:J!H 0.4 3.4 12% 1.9 21% 

メIj lfX:.lJk殺 0.6 9.5 6% 1.8 33% 

乾燥品M~~ 2.7 0.8 338% 0.7 386% 

'UHì'型H 0.4 0.7 5796 0.2 200% 

ズ1 〉3、 ~ìl 6. I1 26.5 24% 9.7 66% 
� 1 :法人の会作業受託地における労働H年 laJで、ある。

内 2 : f副会五入のため、合計と内訳は必ずしも 致しない。

機械の利用に当たっては、作期の異なる他の地域での作業受託により稼働面積

の確保を国るとともに、無人ヘリコプタ一、 トラクタ一、コンパインについて

は、稲・麦・大立への汎用利用を行い、農機具費のì~ljii成を留っている。さらに、

無人ヘリコプターによる水稲直捕栽培に取り組み、省力化・低コスト化に努めて
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いる。

(3) 周年就労体制の確立

受託作業の少ない秋冬期の就労対策として、平成 8 年よりライスセンターから

出る籾殻を利用した燥炭 (420m l ) や籾殻酔液の製造を地域の 7 戸の農家と連携し

て行い、籾殻燥炭については水稲育苗床土やパークたい肥用として利用・販売を

行っている。また、水稲育苗床土の製造・販売、大豆の調製作業、米・大立の販

近隣の農家等へ委託製造した米・大豆の加工El (包装もち・味噌)の販売等

を行うことにより、年間就労体制を整嫡している。

第 8 表 作業体系と臨H寺雇用体系

fí';t?内特 2 ο ，、 4 d 戸 6 7 8 9 10 11 

JJ JJ )J JJ )J )] JJ JJ n JJ JJ 
;J(稲掃椛-予fI'!'í

Wj 起・代かき

交|坊!徐 4是回4酔

1I 1111iえ( fi'(Jili'~干む) 昏四四幽事

大以Jili'紐 i•• 
水tìn ・大 'i!;}j除

;j(稲 J!K校 喬一国~

;)(稲乾燥 1銅製・，'I\j可

k げ収紘一-調製

大!、-Ij~別

係決裂j込

b一一一一←一一一一|ノj(tìn Tft'j'j比二上製造

(4) 安定した収益の確保

法人化により社会的信用を得ることができ、生産した又は販売委託を受けた米

や大豆の販売先の拡大が園られている。

米については、借地等で生産した米のほとんどを農協に出荷しているが、米軍支

小売業者として、自らの産米のほか町内産の米を農協から購入し、精米加工して
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に飲食業者等に販売している。

については、減農薬・無化学肥料栽培等に取り組むとともに、農協から倉

を借り受け良質大豆の周年供給体制を整備することにより、県の児腐組合との

第 9 表収支の推移 (Jj�. j�: :千 11])

Jf� 11 三子!災 9'r' 土|え 1& 10:'1' 、 i勺& 11 {f 、|ミ 1& 12
'
1' 

収入 107 , 624 163.473 278 , 075 343 , 423 

Jl~ '~I~q'妙jé 卜がi 14 , 307 50 , 641 80 , 957 12 1, 315 
受託1'1';;定利(11詩人へリ) 70.772 46 , 289 90 , 806 74 , 176 

イシ (その他) 10.399 30.029 40 , 571 52.921 
その他収入 12 , 146 36 , 514 65 , 741 95 , 011 

…〉3ι iL\ 106 , 785 162 , 517 276.826 343 , 319 

'JiY 入lJ;l1l!!i 76 , 611 134 , 396 24 1, 574 294.659 
ぷ材料'!:'( 11, 558 47.422 150 , 113 187 , 847 
忽Jil〈t 〆[]ぐ '1♀t 790 775 1, 135 1.278 
燃料 ï'i 1, 621 2.464 2, 980 2, 625 
1:r 11:( 料 3, 654 4.710 5.450 4, 945 
作業委;;{宇| 26 , 196 32.831 22 , 181 28.310 
u血改良資 1, 256 1, 240 1, 223 1, 891 
労務 ~'i 26.915 38 , 698 49.043 53 , 140 
減1ll1j11't 1,11 �'i 4, 621 6, 256 9, 449 14 , 623 

!UI.)'d'i ・ 'þjQ: i~j;flj!~'i 548 20 , 155 29 , 308 38 , 970 
1;ilj，左手数字| 1, 996 2, 181 8.844 
1'/ Lt, ~'( 2, 699 2.374 3, 719 3, 884 
会議liJfjl年 'l'( 2, 341 915 2, 832 2, 310 
事務j国 1，i，''l 'i 897 780 1, 649 2, 630 
{浪 liß~ 中i 3.537 3, 474 5, 485 4, 669 
水道光熱ï'i 699 704 738 906 
者l 税公法 978 941 2, 350 3, 917 
1主総 'l 'i 2, 402 8, 323 9, 363 10 , 107 
2住 ~'i 434 648 991 1,703 

t~・ ~ -1民主主 16 , 465 8.922 7, 193 9, 794 

'iA'・ Jt外'l'(JiJ 245 2, 440 2.478 6, 664 

特別jft欠 15 , 381 5, 526 3, 466 3, 026 

、 li !別 Jil 主主 839 956 1, 249 104 

日: 1 ‘!と成 12 '1'の Y12泌物光 1'.在日の l:KJ íi){ (土、 J;~lhiﾍ n ~ ilJ!l 大r.L. 友(約 8 '，1;1]) 、民協 tPj前ぷ米(約 1 '，lilJ)、
村'i~:':!奴光(約 1 c，liù)等である。
2 :平成 12 '1'のその他収入の内訳は、大. ?乙 '1'.政委託金::~; (kf] 4 c，IW) 、 juI交付金(約 4 対)

ぺ子である。
:3 :労;r'H'ilこは役L'l '1'千i酬を合む。
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間で安定的な取引が行われている。

米・大豆の加工品については、地域住民、町内外の観光・保養施設、直売所等

で安定的に販売している。

収入の確保及びコスト削減への取組により、平成12年において、法人としての

収入は343百万円、役員報酬i として平均約 7 百万円(役員の所得は約10百万円)を

確保しつつ、営業利益は 9 百万円を超え、損益も黒字となっている。資本金につ

いても、設立時は 3 百万円であったが、平成10年度の増資により、現在は 5 百万

円となっており、経営基盤の強化に努めている。

璽受賞財の特色

(l) 環境にやさしい農業の実践と米、大豆の安定生産

土づくりによる生産性の向上と環境にやさしい農業を実践するため、稲わらと

の交換により町内の 5 戸の畜産農家から供給されるたい肥を施泊する(水稲の場

合 1 ~ 3 t/10a) とともに、近隣県の養鶏農家(オジマスカイサービスの臨時雇用

者でもある)との間で籾殻と鶏糞を交換し、供給される鶏糞を基肥として施用し

ている。また、籾殻を利用して製造した籾殻酢液の散布を行っている。平成 9 年

からは、水稲・大豆の減農薬・無化学肥料栽培を実践し、大豆については、 11年

度から始まった「みやぎの環境にやさしい農産物認証表示制度J の認証を受けて

いる。

水稲、大豆の収量については、法人の借地等及び全作業受託地についてみる

と、これらの取組に加え、無人ヘリコプターによる適期防除(大豆では、動力散

布機等による防除作業に比べて的確な防除が可能)をはじめとする栽培管理の徹

底、集落単位でのブロックローテーションにより団地化された水田での、米と大

豆を組み合わせた作付体系の確立の取組等により、水稲、大立とも県平均を上回

る水準で、安定しており、平成12年度においては、水稲は610kg/10a (対県平均112

%)、大豆は265kg/10a (同 139%) となっている。なお、大豆については、各集

落においてブロックローテーション方式で取り組まれているため、 2 年に一度、

ほ場条件が変わる中で、安定生産を実現しており、法人の栽培技術の高さが示さ

10 



れている。

第10表ノd(fìn、大立の単J[Y.の推移 (ììí.1点: kg/10a) 

デ1& 、 1'-1& 三 j勺& 、 1'-1戊 、 1'-1&

8 {Iミ 9 ::1' 1011'- 11 {I� 12 ::1' 

水稲 オジマスカイサービス③ 590 6:50 690 600 610 

県、|ιJ';] ② 521 530 488 522 544 

(/((9b l 113 119 141 115 112 

大!J オジマスカイサービス① 270 260 270 270 265 

県三[1.J';J ② 145 137 123 143 191 

(/( (96) 186 190 220 189 139 

主ì:: ぶ稲は ì):人の iI\'J也等でのqJ.Jlx、大 I，:i l土全作業受託J訟での qí.収である乙

(2) 車播栽培技術の導入

水稲作業の省力化のため、平成10年より、無人ヘリコプターによる註播栽培に

取り組んでいる。 描種作業受託は、王子成10年の 5haからif.々増加して、平成12年

には40ha となっており、さらに法人の借地等においても 2 ha;喜入している。

無人ヘリコプターによる散矯であるため、出芽・市立ちを安定させるためには

田聞の均平度が重要となることから、レーザーレベラーをリースにより利用して

耕起・代かき作業を実施している。

また、揖種作業に当たっては、安定した播種j約交を保つため、ほ場ごとに土壌

の硬さや落水程度が微妙に呉なることに対応して、 }g~人ヘリコプターの飛行高度

や速度を調整している。

播栽培のJI又量は、年による変動、ほ場による差があるが、総じて移植栽培の

9 割程1交となっている。

(3) 大規模受託作業を支える安定した労働力等の確保と巧みな労務管理

大規模な作業受託を円滑に実施するためには、作業規模に応じた機械・施設の

整備とともに、作業量に合わせた安定的な労働力確保が必要となるが、オジマス

カイサーピスでは、突入数81人(男性68人、女性13人)、延べ約2 ， 000人の臨時雇

用を安定的に確保している。特に繁忙期の 4~9 月における臨時雇用は、地域内
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だけでなく、近隣の漁村のカキ養賄業経等亡WJは 11 月九 3 月であり、春から

秋にかけて比較的作業が少ない)を版!日することで、作業技の安定確保を実現し

ている。

これだけの雌111 を効率的に行う場合、労務が大変になることが想定される

が、

ア 月 1 1ぱの役及会で、の作業ブJ引ーの決定

イ 毎週月Ilj'ilH の初会で、の役員・作業民Ji'，jの j主総，l}司法

ウ LL!内氏による作業スケジュールの組み立てや

工 作業スケジュール等の事務所へのおな:

オ 作業終了後における作業El誌への作業内容・

;1犬況の昨lit

人による作業;iliJ歩

といった流れで、適切な人員配1fl:を関り、計 Illiî 的に i喜朗作業を行っている。

なお、天候による影特を受ける防|設作業等では、 111 そがjlJJ躍となるが、オ

ジマスカイサービスでは、作業五11チーフの指tHili刻、fの下、 lí;:;; 1I初出 11 庁カ'11\勤可能

な [1 をあらかじめ把保しておき、その後、天候を弘つつ、連絡で勤務殺を決

める{本iljlj;を整f1/ìi し、、な 1行を行わないようにしている。また、時II:}雨 ITJ Z'i-の

一ー在日を合めた先進地視察初日i多等を Íl}:if:'.行 L、、役の資質 ríìJj二にも努めている。

また、部分作業の受託に当たっては、知人ヘリコプターによる作業について、

作業量に合わせた県内外からの応按体制を綾部J (作業ピーク 11.)' には 10fìの飢一人ヘ

リコプターが採働)するとともに、水

稲の収穫作業のうち法人所有機械で対

応、できない部分について、近隣の

農家や受託組織への斡旋等により、適

期作業を円i告に実行するように努めて

いる。

(4) 地域農業、社会への貢献 写真 3 作業ピーク時には10台の;11([;人

農業生産法人として、地域の水稲・ ヘリコブターが長ぶ。
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麦・大豆に係る作業を大規模に請け負い、委託農家の省力化、機械の過剰投資の

回避等による地域全体の稲・麦・大豆作の生産コストの削減に寄与している。

また、混住化等により、有人ヘリコプターによる一斉航空防除が地ヒ防除へ切

り換えられていく中で、いち平く無人ヘリコプターを導入していもち病等の防除

を請け負い、 i病害虫被害の軽減による品質の向上や省力化に貢献している。

転作については、ff1Jや農協による指導のもと、ほi易撃備事業の実施に合わせて

土地利用調整が進められる中で、町内の各集落から、ブロックローテーション方

式で白地化された転作地における大豆の栽培・病害虫防除・乾燥調製等の作業受

託を行い、地域の士地利用の高!変化、水証i農業経営の略立に貢献している。

さらに、県内では農業従事者の高齢化や後継者不足等から耕作放棄地が増加し

ていく中で、オジマスカイサービスは、耕作放棄されそうな農地の作業を請け負

う têい手として活躍している。

なお、法人の役職員は、無人ヘリコプターの高い操作技術を有しており、操作

に係る指導員として技能講習会を開催する等、全国的に無人ヘリコプターの先進

地として知られている。

関今後の課題と将来の方向

オジマスカイサーピスにおける高性能機械を用いた大規模作業受託は、今後、

町内で 1 ha区画の陸i場整備が進められる計画があることから、さらに、省力化・

低コスト化のメリットが発現されるものと考えられる。

また、基幹的な受託作業である無人ヘリコプターによる水稲の訪除について

は、近年いもち病の箱施用斉Jjの普及拡大に伴って減少してきているが、大豆や麦

の生産が拡大していることから、今後は、これらに係る作業受託を拡大すること

としている。なお、町や農協において、集落機能を活用した集団的土地利用調整

による転作の団地化と生産組織への作業集積を推進しており、今後とも安定した

受託量が確保されるものと考えられる。

このほか、無人ヘリコプターを用いた直播栽培については、新たな投資を伴わ

ずに大規模かつ低コストで実施できることから、作業受託の拡大を目指してい
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る。なお、平成13年から新たに、近隣同Iにおいてホールクロップサイレージ用稲

の直播栽培の播種作業を受託しており、各地でホールクロップサイレージ用稲生

産の取組が拡大する中で、さらなる活躍が期待される。

加えて、オジマスカイサービスでは、みそ等の加工品の本絡的生産・販売に向

け、加工場の整備を検討するとともに、法人の加工品をはじめ:lm域の農産物の販

売を行う註売所の整備を、地域の野菜農家等と連携して進めているところであ

る。

以上の取組みにより、今後のさらなる経営の発展が期待されるとともに、地域

における水悶作全体に係る担い手としての活躍を通じた地域農業の発展が期待さ

れるところである。
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受賞者のことば、

私の農業経営

森 武司

私は、岐阜県最南端の治:津町において土地利用型農業を営む専業農家で

す。これまで、営農組織を持たない集落において、水稲の基幹産業を請け負

う兼業農家でした。平成11年に、後継者となる長男が大学卒業後、 -H寺農外

に就職し就農の意志を閉めると同時に会社を辞め、水稲、麦、

する導業経常を始めました。

を主体と

近年、米1nfi下落による農家の意欲減退とともに、地域における担い手農家

への期待、営農組織の重要性が増しており、このような状況において土地利

用調整のための話し合いを進め、短期間に経営規模拡大と麦・大立の|型地化

を実現することができました。これは長年にわたる地域担い手の方々の業績

と、地域内農家の却lWio によるものです。現在では、小麦35ha、大T;JA5haの経

営面積です。

私の経営が、このように発展できたのは、地域の農家をはじめ、農協、農

業改良普及センターのほか、 IHT、県、 i到などの関係機関、団体の皆様のご指



導、ご協力のおかげと、深く感謝しています。

国内産麦を取り巻く情勢は、 「水聞を中心とした土地利用裂農業活性化対

策大綱」や、 「新たな麦政策大綱J が示され、展望がひらけてきました。

そこで、土壌改良剤の散布、大型機械の導入等を行い、 「基本技術J と

「収量及び品質向上安定化技術J 、 「効率的作業体系J を考え、低コストで

高品質な麦の生産を行っていくとともに、安全で安心かつ、健康的な麦を消

費者に供給する役割を担っているということを自覚し、さらに精進していき

たいと考えています。

関地域の概要

(1) 地域の立地条件

海津UIJは、岐阜県の最南端に位置し、長良川、木曽川及び捧斐Jl I の 3 河川下流

部合流域に高須輪中を形成する海抜 O. 7m~ +2. Omの平坦な沖積平野にあり、面

積は東西6km、南北17km にして44.21km 2、年間平均気温16.9
0

C 、年間降雨量

2 ， 282nilll、日照時間は 1 ， 884時間である。

総世帯数は、 3 ， 884戸(総人口 15 ， 213人)で、このうち農家戸数は1， 516戸と全

戸数の約40% を占めている。

高須輪中は、輪中特有の低湿地であり、古くは江 第 1 図 海i率引IJの位置

戸 i時代からの度重なる治水工事により洪水の被害が

減少したものの、多量の降水時においては耕地が冠

水する等、農家は昭和20年代に至るまで劣悪な耕地

条件下で過酷な農作業を強いられてきた。こうした

状況を打開するため、戦後、土地改良事業に積極的

に取組み、排水機場の設置、区画整備及び農道・用

排水路の整備による堀田の解消・耕地の汎用化、用

水取水源の確保に努め、現在では、県内屈指の穀倉

地帯となっている。
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昭和50年代に入ってからは、農業の機械化、水田裏作による民二地の高度利用等

への要請から、水I日の乾出化、大型機械の~卑入に対止、する 12道. [[現場 i主画等、さ

らなる農業基盤の整備が求められ、 f[主1. 県営かんがい排水事業j 、 口調場整備

が実施された。

(2) 地域農業の概要

耕地頭積1. 970haのうち約90% を水「司が占め、平均耕地面積は 1. 29ha/戸と珠子

均0.7ha/戸をかなり上聞る経営規模にある。しかし、総農家戸数1. 516戸のうち

73.2% を第 2 揖兼業農家が占め、専業農家は全体の9.3% に過ぎない。

かつては低湿地部:であることから水稲の単作地慌であったが、近年は i昭和55:tt'.

から着手された国営長良市用水事業放びに県営Im[場整備卒業等による用排水路分

離、大足踏悶場の整備と、米の生産調整の推進等により麦、大豆等の土地手IJm

作物の作付けが大きく増大している。また、県内では比較的温暖な気候と消費

地・名古屋に近いという立地の有利性を活かし、尽くからトマト、きゅうり、い

ちご等の施設国芸も盛んである。

業粗生産額は5 ， 172百万円であり、その内訳は、 71寸前 1 ， 356 百万円 (26.2

%)、日1j'菜2 ， 291百万円 (44.3%) 、花升等713 目万円(13.8%) 、畜産399 百万円

(7.7%) となっている。

第 1 表 海津 IIIT における農業粗生産額
( ��. f劦: :1ιíhll J) 

総1Ilftiii'~絞i 水稲 i友 J:J'í !,/ JJ� glj' ;ri 月 'X その他

iiij:iltlllj 5, 172 1, 356 271 ]]6 2, 291 26 1. ]]2 
Ut ，キn (lOO.O) (26.2) (5.2) (2.2) (44.3) (0.5) (21. 5) 

昨仰ベ1;1'::ト 1ペ::1て 129 , 024 32 , 106 582 443 35 , 926 6, 105 53 , 862 
(よとヰq (lOO.O) (24.9) (0.5) (0.3) (27.8) (4.7) (41.7) 

ä: /1 LI-t合'h入のため、合計と内訳は必ずしも寸主しない。

璽受賞者の経営概要

(1) 経営の概要
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海津町は「水 l王|農業経常時立対策J を契機に、麦跡大立の作付けによる 2 年 3

作体系を推進することにより、ノドIEI の土地利用率の向上や、実際の耕作者である

営農組織の経営安定を IZlるため、①土地利用調整のための話し合いを集落で行

い、農家の合志のもと積秘的な麦、大豆の団地化を推進し、作業受託者の作業効

の 16JJ-_ を図る、②111]"1付の農業者からの農地の委託要望を基に広域担い手セン

ター (J A) が調整を行い、農用地保有合理化事業により、地域の担い手への円

十時々受託を図る、③町内の営皮一組織で、構成される「海津地域営農協議会」におい

て u也利用調整、栽培技術等の研究を行い、単11又、品質の向上を進めるといった

lfüll を実施しており、地域の水出を有効に利用していく体制が構築されている。

現在地域のt日し、予となっている営農組織は、劉場整備事業の進捗とともに昭和

61 年よりその組織化が進み、その進展とともにブロックローテーションも徐々に

維立されてきた。現在、森氏と法人組織 2 組合を含む20の営農組織が、 11可の水田

l出積の 2/3 に相当する約 1 ， 200haを受け持ち、農作業受託を中心に地域の土地利

用車農業を担っている。これらの中には、農地の利用集積等、大規模経営のス

ケールメ J) ，)トを吊かして効率的な大型機械の利用並び、に作業体系の確立により

、生産性を実現し、中核的な担い手として先駆的な役割を果たす営農組織もみ

られ、氏の経営もそのひとつである。

氏の所在する立野地域においては、上述した地域的な営農システムの下でブ

ロックローテーションがほぼ時立され、嗣j卦の集団化が進展している。氏はこれ

まで借地や作業受託による水稲を中心とする大規模経営を展開してきたが、大学

の農学部に在籍していた長男が就農することになったことから、平成11年に、こ

れまで近隣の営農組合が行っていた|可地域の転作を全て引受け、耕作規模を大き

く拡大することとした。 12年産で、は小麦3 1. 6ha とその後作として全面積に大立を

作付けるとともに、水稲15 ， 7haの作付けと基幹 3 作業(担|起、代かき、田植え)

40ha及び、収穫作業の部分作業受託20haを実施している。すなわち、 1 戸 3 名の労

働力で、主な作業問積は今年度、水稲55.7ha (15. 7ha +40ha) 、小麦31. 6ha、大

豆49ha、合計 136.3haにも述ーしており、極めて大きな面積を耕作する大規模経営と

なっている。
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、|乙 J;X: 8 {[ミ

Iﾎ!ﾎ {ì',. lO.5ha 

;Jçf詰

可:王 dι、t二。~i; 1O.5ha 

f'F 11 

60ha 

;J( 稲 i 必幹作業 N~I;íí川北ゐ
{う .JI~ 30ha 40ha 
受 託\ 1/;(彼1'1'X~ 以校1'1' :;r~ 

20ha 20ha 

iJ: 1. )，l~幹作業とは、 jóJI 起、代かき、 111Mえて、ある。

60ha 

)1!~I:lí、作業

'1Oha 
II;(fiH'I,)f 
20ha 

2. I ÍlÎfi1は、 '/id削111の耕作!jNfl いも介む IÎIÎ fi1であり、森氏の IYrイfJ也;土 1.2h日、 {ii 地は23ha
で、帝王'，'々 lüi E'tとしては24.2haとなる。なお、勺j也J点はブロックローテーションが')UjÍ1iさ
れていることから、トJ1 1也の関係でぶ稲作HIÍlÍfi1は交わる。

(2) 作業の省力化

氏は家族 3 人による情人経営でありながら、常民主/1合.'Ìí~みの経営規模であるこ

とから、効率的な作業体系を構築し、 jfí~ri( したイítì)J 化を凶っている。

このような省力化の[夫として小麦を例にとると、大尽|必[m[t品がI'tIf由化されて

いるため (897a 、 1 ， 445a 、 393a、 425aの 4[現地)、大型機械を効率的に駆使し

る状況にあり、また、作業lliîでも耕起・捕椋・施JJ告・除草剤散布の作業の実

施、乗用管理機での追JJ巴作業の実施な

どにより効率的な作業体系を実現して

いるほか、無人ヘリによる赤かび病防

除や収穫後の if!z:煉調製を農協に委託す

るなどの対応、により、 lOa当たりの作業

1時間は2.2時間(全[![平均6.5時間)と

徹底した省 )J化を実現している。
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第 3 表家族の労鋤状況

(3) 高所得の実現

氏は大規模化によるスケールメリットを活かしながらコストの抑制にも努めて

いる。備えば、機械 1 台当たりの年間の作業調積はトラクターで59.5ha (118.9ha 

-:-2) 、田植機55. 7ha、自!民型コンパイン33.7ha (67.3ha-:-2) 、大豆コンパイ

ン 3 l. 6ha と極めて高い稼働率となっている。

そのため、氏は、作業中の機械の故障による作業の遅延や、使用年数が長くな

ることによる植付け効率の低下によって作業委託者に迷惑を及ぼすことを回避す

るため機械の吏新をかなり早くしているが、年間の稼動同額が大きいことから、

機械に係る費用は低く jJfJえられている。

こうした低コスト化への取組みゃ、設述する収量や品質向上への努力により、

生産調整に係る助成金を除いても農業所得は3 ， 072万円という緩めて高い水準と

なっている。専従者 1 人当たり所得では1， 000万円を超えており、土地利用型の作

物のみの経営としては特筆に値する高い所得を挙げている経営と言える。

第 4 表 水稲・変・大豆の10a当たり生産費
(�'� f立: F1J /10a) 

123主 光熱 ぷ材料f'l 土地改良

1'l lJ lx右手 極i'út'( 肥料 1'(
会5 斉iJ ~!( 動)]1'( 

公口県諸 f{! れ! 水利 t'l
生産tì'J!JU'1 tl1wrl.~~~ 

;J(fj古 120, 000 11, 700 5, 278 7, 604 1. 268 500 14 , 317 

小友 62 , 148 1. 120 5, 698 4, 192 1, 192 316 14 , 067 

大 η: 46.400 914 1, 326 5, 627 1, 509 316 6. 127 

建物q'( liif J 日 �'( JTJ 合計 支払 支払
所 1~~J'

tZ機 JU!( 労働~'( 利子 J也代

水稲 7.852 。 52 , 208 。 3, 689 67 , 792 

小麦 8, 020 。 38 , 150 。 3, 545 23 , 998 

大 i~~~ 8.046 。 23.865 。 。 22.535 
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第 5 表経営の概要
(ì向、j: . 千円、%)

I:{ う上 121住宅fl収録 Jl~ 業 *t'r~・ 11( 従業所得 !îJrfW十f

水 18 , 840 9, 465 9, 375 49 , 8 

変 19 , 639 11 , 769 7.869 40.1 

大 E、} 14 , 662 8, 952 5, 711 39.0 

作業受託 11, 888 4, 120 7, 768 65.3 

ノ円、 65 , 029 34.306 30.723 43.2 

関受賞財の特色

小麦栽培においても、大豆栽培においても、基本技術の励行が良品質な麦や大

を生産するうえで最も重要となる。そのため氏は農協や普及センタ一等の指導

の下、これを確実に実施するとともに、生育状況を的確に把掘しながら栽培管理

を行うことで収量水準の高位安定化を実現している。

小麦を中心、に具体的にみると、

① 排水対策においては、暗渠 (7.5m間隔)と明渠 (8m間隔)を組合せ、排水市

の管理もきめ細かく行うことにより排水管理を撤底しており、 12年産の岐阜県

においては収穫前の降雨により、倒伏、品質低下が発生する中、氏の生産した

小麦の 1 等比率は95.3% (県平均85.3%) となっている。

また、このような等級の高さは大

についても悶様であり、 l 等比率

は県平均3.9% に対して29.0% と非常

に高い比本となっている。

②土壌診断については、海津営農セ

ンターが闘場ごとに、窒素、燐酸、

カリ等の分析を実施し、普及セン

ターが測定結果を検討のうえ、石灰

投入量を決定し各生産者に連絡して 写真 2 問地化されたほ場。排水管理
おり、氏もこれを基に開場ごとに小 も徹底されている。
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麦栽培に適した土づくりを実践している。また、大豆については麦の生育状況

に応じながら独自に土壌改良資材を施用している。

③ 生育診断については、農協と普及センターが国場ごとに生育調査を実施して

おり、調資に基づき生産者に生脊情報を配布するとともに作業時期等を伝えて

いる。また、収穫時期については、農協、普及センター、食糧事務所等関係機

関が各集団ごとに収穫時期jを調査し、連絡会議で、各集団の代表者にその結果が

伝えられ、各集団は11又穫作業を開始することになっている。なお、このような

情報の伝達については、海津町では麦、大豆の栽培が担い手に集約されている

ことの効果が大きく、そのため、適維な情報を迅速に生産者に伝えることが可

能となっている。

④ 病害虫の防除については、小麦は無人ヘリによる赤かび病の防除、大豆は

ブームスプレイヤーによるハスモンヨトウの防i訟を実施している。なお、発生

予察については普及センターが中心となり実施し、防除時期の指導に当たって

いる。また、閏場には併せてフェロモントラップも設置し早めの防除を心がけ

ている。

なお、麦については平成12年産より民間流通の仕組みが導入されたことによ

り、これまで刀、ヒに実需者のニーズに即した品質向上対策が主主要となってきてい

るが、製粉会社からは岐阜県の小麦についてはタンパク含量が低いとの指摘を受

けている。こうした課題を克服するため、品質分析を穀物検定協会に依頼し、タ

ンパク合量、容積重、フォーリングナ

ンバ一、水分についての分析結果を翌

年の生産に反映させる等の取組みを

行っている。

また、氏は、播種量を播犠時期に合

わせて増減させ、菜数の安定確保に努

め生産の安定を図るとともに、適期播

種による苗立ちの安定化を可能にし、

加えて適期追肥によるタンパク含量の 写真 3 自脱型コンパインにより小麦
高い小麦の生産、また、適期収穫によ の収穫にいそしむ森氏
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る 1171質劣化防止にも努めている。さらに 13年産の小麦については、緩効性肥料を

活用した高タンパク小麦生産試験を実施するなど新しい技術の確定・導入にも禎

極的である。

このように収最、品質向上に向けた現紺みにより、各作物の平成12iF践の 10a当

たり I1又量は、水稲515kg (県平均492kg) 、小麦409kg (県平均337kg) 、大豆232

kg (県平均132kg) といずれも県平均をヒ回る収量を実現している。

第 6 表水稲・変・大の単収の推移
(�i.j�: : kg/l0a) 

101ド 11 11' 1211' :T Jり

森氏 405 1190 515 ,170 

/1'，稲 !町、lえ均 1100 485 505 463 

りん、jιj今 396 471 492 453 

# .L"¥: 397 409 403 

小炎 /1 1 1"' 1っきJ 394 405 400 

民~'lえより 322 337 330 

森氏 196 232 214 

j-u[ 111) 守I.JéJ 146 133 140 

県、11. j:~J 144 132 138 

襲撃普及性と今後の方向

氏は今後の規模拡大を視野に入れつつ、当閣は作業効率を考慮し、経営面積の

拡大は作業受託を詰け負っている近隣地に絞って行っていくことを考えている

が、水田農業における麦、大豆の本作化が指向される中、 UIJでの完全ブロック

ローテーションの実施や技術指導等の情報交換の実施など、氏にとって麦、

をr!:J心にした農業経常に取組みゃすい環境にある。

氏の経営は、まさに本作化のJ主体的実践として水府民:業の将米方向を展望し符

る事{郊であると言える。
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受賞者のことば‘

ゆとりある持続的大規模畑作農業の実践

中島直範

畑作は水稲単打二と大きく異なり、品質. 1也力・生産力の点から輪作が欠か

せません。しかし、北海道の大規模畑作経営では、急激な水回転作の強化や

安価な i!!~ì入品などの影響を受け、{ノi~1τJlrl\ 日が減少しています。そのため、思

うような輪作体系がとれず、作付面積や作物間の収益バランスも崩れてきて

います。限られた経営面積では、ある作物の作付i面積を増やせば、他の作物

の面積が減り、輪作も悶到tになります。これが椀端な場合には収益に影響

し、経営も危うくなります。

経営を考える上で、より高い11又益が見込まれる作物に生産を移すことは当

然の方策ですが、農業は長期的に継続されるものであり、短期的な経済効果

だけで考えられないという難しさがあります。

北海道ではクリーン農業が推進されており、その中でも私はj二作りを震要

視してきました。具体的には、休l~~~î肥や後作緑肥を主体とした土作りに努

めています。休関紘一杷では緑JJ巴肝j デントコーンを一つの作物として位置付
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け、十分に生育させた後大最の有機物として畑にすき込みます。その跡に秋

崎小麦を作付けし、収穫後は麦かんを全量還元します。そして後作緑肥とし

てヘイオーツを晩秋にすき込んで地力維持を図っています。この結果、農薬

や化学!肥料を最小限に抑え、環境との調和に配慮した安全・高品質な農産物

の生産へとつなげることができました。

二十… 'Itl~紀は爆発的な人口増加により地球規模の食糧危機が心配されてい

ます。そうした危機!惑をよそに、1::1 本では輸入品を含めた供給過剰という現

状もあります。その rl…lで消費者が求める高品質を追求する事に、生産者とし

ては複雑な思いを抱えています。ですが今日、安全・高品質は最大の競争力

であり、消費者に選ばれるものを提供していくことが課題と考えています。

私の事例は、地域で特別な経営という訳ではありません。北海道の厳しい

自然条件の中で皆意欲的に取り組んで、います。

これからも地域の仲間と共に、国際化にも耐えうる足腰の強い経営体へと

発展させ、やりがいとゆとりのある農業経営を続けていきたいと考えていま

す。

園地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

芽室町は、 1-勝平野の中央部に位置 第 1 図芽室町位置到

し、十勝地方の中心部市である帯広市に

隣接している。気候は年間半均気品6.7

℃、年間|浄水量913nllilで、ある。総面積に古

る -):l lI t自は42% 、森林が40% と森と

IHI まれた EEI 回都市である。

当 11Irはト勝平野の中でも気象、土壊条

件に恵まれた I 戸当たり平均26ha (11 (J 

{I三)の大規模畑作経営が行われており、
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jミな作物をみると小豆の生産量は全道fや 2 位(l1if.!r~) 、小麦、鈴しょ、てん

さいは全道 11:1 3 位( 1ft]) であり、農業来日生産額も約220億円 (11年度)で全道 '1 1 3

位、さらに農業関連企業も数多く立地し、地域営民システムなども充実しitíyすで

も有数の農業を核としたまちづくりが進展している。

(2) 受賞者の略歴

中島直範氏は i昭和42i[三に鮪農学i五l短期大学をや:業し、父親が経営する 11:1 尚昆坊

に;坑農し、 5 年後に経営移設された。当時、当地j戎では立類を I1こ1{、とした作付体

系が-般的であったため、冷害を受けやすく経営は不安定であった。

中島農場では経営の発展をめざし、大型機械化民業を進め、規模拡大を凶った

が、 i品定的に発生する機械経費等により、依然として所得の変動が大きい経営で

あった。当農場では収入を安定させるため昭和40年代読半から豆類偏震の経営か

ら小麦、根菜類等を 1:1:1心とした経営に

シフトし、小麦、馬鈴しょ、豆、てん

さいの 4 作物による輪作体系を雌宜し

た。その後、ニンジン等を輪作体系に

導入した。

平成 llij三には環境調査会社に勤務し

ていた直範氏の長男も就農し、 I ド

場は氏と父、妻、子息、が経営する形態

となっている(第 1 表)。 写真 1 中島氏夫妻

第 1 表 家族構成と農業従事日数

氏名 1.'j'餮j イドiHíì

仁 l' g，) 依 m包 本人 5:3 

ﾎ!ﾎJf ユ毛 53 

幹人 長リj 28 200 

λjιq。与，/Jζミ l毛た

[1'1 没 父 <77 190 

[:j: 
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関受賞者の経営概要及び特色

茅室IllJはト勝地域の中でも気象・土壌条件に恵まれた地域であることから比較

的安定した経営を実現している農家が多く、他の地域に比べ規模拡大の機会が少

ない。しかし、中島農場では、昭和44年と 46年にそれぞれ離農者の土地3.5ha、

4.5haを!溝入した。さらに平成5年と 6年にそれぞれ近親者より 4.5ha、 3.5haを借り

入れすることにより経営規模を拡大した。現在は、経営面積37haと町内ではトッ

プクラスの規模となっている。

氏はこの経営lJj:地において小麦、小立、てんさい、馬鈴しょ、ニンジン及び休

関紙肥を作付する輪作体系を組んでいる(第 2 表、第 3 表、第 l 図)。

第 2 表作付作物の栽培面積の推移

作物 8óド 9 {!' 10 {r: 11 {F 12 i['-

秋まき小友 1. 20/1a 1. 200a 1. 397a 1.269a 1. 580a 
，U&j;j; しょ 772 773 784 783 780 
てんさい 605 621 597 627 628 
ニンジン 230 190 194 200 230 
ノj 、 \-i 520 480 400 435 211 
紋JJ巴コーン 252 350 241 296 200 
I~I 家政菜 20 21 12 15 34 

ノr 〉1、 3.603 3.635 3, 625 3.625 3.663 

i�:: 12 :f j ，-，;ftの小!，I 1J'、I'.ìlw，しているのは、 ~?lí ，'， i， H(への切り{与えを行ったため試験絞域として作付

けを減少させている。

第 3 表輪作の推移(例示)

ITlljJ必[，(分 81ド 9"ド 10 "r� 11"ド 12 {I三

}¥ 230a 小友 てんさい H~fTì しょ 休閑総JJ巴 小麦

小女

B 170a ，I.!~鈴しょ てんさい X!t鈴しょ {本沫H示!氾

ニンジン

C 420a てんさい 小 ~d. Hfr鈴しょ 小麦 小麦

休|羽総Jj巴

。 100a てんさい 1*閑出品!肥 小麦 小麦 jお鈴しょ

E 230a ノj、麦 小変 ニンジン 休日.~~~\肥 小児

馬主主しょ 小友

lE :休|脳会Jj巴の導入により変の lìíí 1'lõが特定されないため悶定的輪作は行っていない。
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① 馬鈴しょ前進栽域や休i羽緑Jl~i.~

入による持続的農業の実践

ト勝地域における輪作では、麦の前

作に菜豆もしくは早掘り掲鈴しょを作

付けるのが慣行となっているが、前作

の収穫作業と麦の措種作業が重なるこ

とから労働競合が起こる。適jザj作業が

行えないために収量・ 1111F[ 等の低下に

よる収益性の悪化につながることか 写真 2 1:1:1 島民場の風景

ら、 Jlf(jlì作を維持していく kで%tな課題となっている。

氏は、この課題に対応するため麦前作への休閑紘Jl目、ニンジンや被涜資材を利

用した時鈴しょの前進栽培の導入、 j九鈴しょの低iiIi合!取利用によるIlJIi¥tJ 1時期jの調

整等に取り組んでいる。これらにより労働競合が緩和され、前作作物の迎1tJj11)(穫

と麦の適j朗読flfI.という基本技術の励行を果たすことが可能となった。

また、休閑総Jl巴の作付けで、は直接J'l守な収援が生じないため慣行栽培に比べ単位

面積当たりの収話性が低 Fーする懸念がある。しかし、氏は休I~ll緑肥、作後のへ

イオーツを総Jl~として導入することにより年間lOt/lOaの紘一肥脳出を実現し、①肥

料費の節古此②労働競合回避による蒸本技術の励行により単JI又、 lli印{向上を図

り、③さらにはニンジン栽培において、$，lJ糞を併用した無化学:日間"1栽培による

付加価値化でJI又益を得ている。

② 持続的に高い単収を実現

茅室IUJ (まト勝地域の Iやでも生産性の

い農業が営まれている地域である

が、中島農場では、各作物とも IUJの qz

均単収を毎年 t 回っている(第 4

表)。

これは、馬鈴しょやニンジンの前進写真 3 馬鈴しょ前進栽培べたがけ資材

栽培や、馬鈴しょの低温倉原利用によ の i除去作業
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る出荷調整により、秋播小麦の適期播種や適期防除などの基本技術の励行はもと

より、地力維持や土壌診断の結果に基づき施肥管理を行う 収量向上のための

技術を組み合わせて導入していることによるものである。

第 4 表 中島農場作物lOa当たり収量推移と芽室町及び北海道との比較

fH知名 !足分 8 '1二 9 'ijミ 10 {F lHIミ 12 1,j'. 5 カ 1，1: 北 ì iJJj丘、 I l. Jり

平均 とのよじ\i土

中島 H~j~j 480 590 715 630 592 611 175% 

秋まき小友 対t室 IIIT 329 541 548 459 498 479 137% 

jヒ i持 JU 258 385 431 317 383 350 100% 

'1'島tZ場 318 302 330 324 336 330 139% 

丸三京 11If 249 220 260 302 324 313 132% 

jと Hサ ;11 196 175 214 222 253 238 100% 

I fJ r!'~~J J;!~ Jj;j 5, 294 5, 812 6, 796 6, 452 6, 357 6.405 119% 

てんさい ;丸三家 11I J 5, 010 5, 860 6, 490 5, 730 5, 840 5.785 108% 

北ìiûj丘 4, 730 5, 380 5, 930 5, 410 5, 310 5.360 100% 

<1'肉店 Jj)j 3, 270 3, 721 3, 840 3, 035 3, 448 3.242 88% 

X!~X~7 しょ ];j :3~IIIJ 3, 580 4, 090 4, 110 3, 540 3, 650 3.595 97% 

北海近 3, 610 4, 040 3, 810 3, 700 3, 680 3, 690 100% 

q' 向 ;1J~#)j 2, 589 3, 713 2, 871 3, 000 2, 839 2, 920 122% 

一/ン/ :5j二三ミ 11 1] 2, 580 2, 120 2, 560 2, 240 2.400 82% 

北海道 3, 050 3, 020 3, 050 2, 930 2, 930 2.930 100% 

1f料:伎十本水産省統計

i�: : }.!~}令しょ 1/;('誌の茶室 11I]、北海道の ftii は、収 !t~: iJ f-I',::j v リlJuUfJ ，ji，極・でん粉原料用品種を合む
、i乙均。このためi以-:}~:'I'tが低い生食!日品種(メークイン)を ~jU汚する'1'，1お Jl~J必の応鈴しよと

の t j:L*I~な比較はできない。

③ 新技術・新品種の導入

中島氏は基本技術の励行により生産性の向上を果たしているが、一方で新しい

技術の導入にも積椋的である。

例えば、馬鈴しょにおいて重要病害である疫病の対策として北海道立農業試験

場が開発した疫病発生予察システムを活用することにより、中島農場では4~5回

と確実に標準防除回数と比べ l 回以上の減農薬を果たしつつ疫病の発生を抑えて
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いる。

また、馬鈴しょの生育初期に「べたがけ資材(不織布)J による被援を行う前進

栽培を導入しており、これにより '1貴行栽培より 1 ヵ月程早い8fJ25 E:l 煩から潟鈴

しょの出荷を可能とし、労働の分散と有利販売を実現している。

については 3 大病害のうち落葉病、萎凋病に対し抵抗性をもっ「きたのお

とめJ を導入している。

④ 消費者ニーズに即した生産

大規模畑作経営の中にあっては、消費者側との夜接的なつながりが市Hlくなりが

ちであるが、氏は昭和47年以降、親戚の紹介で知り合いとなった大i授の仲卸業者

と馬鈴しょの直接取引を行っている。自己責任による寵接取引であるため段ボ

ルのデザインから輸送業者との交渉等を自身で、行わなければならず、導入当初Jは

戸惑うことも数多くあった。

しかしながら、消費者側との直接的な交流により農産物に対する消費者の意識

を TI支援捉えることができるようになったことから、消費者のニーズに印した減化

学肥料栽崎、減農薬栽培の導入を犠極的に行っている。また、家族労働による選

別作業についても房長しい選果恭準を自ら課すことにより消費者の信頼を維持して

いる。これらにより販売した馬鈴しょは非常に評判も良く、現在では年間販売

150t、販売額15 ， 000千円と中高農場の主力部門の一つに育っている。

⑤ すぐれた経営管理と経営効本の改善

氏は就農当時から簿記の記rj.民を行っており、会計データはもとより作付体系、

作物の耕穂概要、収量等の生産技術に至るまで詳細に記帳している。これらの

データは、経営計闘を定める上で必要な基礎資料として利用され、経常戦略をた

てるための情報として、また経営管理を合理的に実行するための情報として役立

てられている。このため氏の経営効率は極めて高い。

例えば資金管現閣において、多額の投資を要する併|人間の麦乾燥施設において

無理のない返済と次代の乾燥施設導入資金の{確保が間られるよう返済・資金計画

がま11 まれている。
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また、作物ごとに生産費が計算されており、その原価管理に基づいた経営改善

を行っている。すなわち、係数的基準に基づいて新技術の導入、休閑緑)j~、直接

販売等といった新たな経営戦争!~:について逐次許師検討を行い安定した経営を実現

している。

氏の計数能力は機械費の削減にも活かされている。大規摸畑作経営の「ドで大き

な支出ウェイトを占める機械費については、大多数を中古により購入し、冬季聞

の徹底した整備により機械の耐用年数の延長を凶り極力支出額を減らしており、

農具合=の建設では自身でできる工事i は

自ら行うほか、 iFF1ìHíが掴まっていない

機械については近隣の農家で、共同

入する等、経営のリスクの分散による

経営の効率改善のための数多くの手段

をヲミ践している。

なお、このような経営の取りおl みに

より、安定経営の指標となる自己資本

比率は、ほほ100% となっており、所得

についても畑作専業の伺規模平均を大

きく仁回った経営を実現している(第写真 4 過去の|帳簿類の説明をする中島
氏

5 去、第 6 表)。

第 5 表 中島農場と農林水産省統計調査における収支の比較

[ll ì].tJ)j[札 Jt '['，1ゐ j;~J~)j 統計HJM1t よヒ ギ

↓JI:l也 iíiíHi 36.63 ha 39. 19 ha 93% 

店業中[l![Y'主主 41. 998. 4 千川 35 , 110. ，1 千 1 1) 120% 

;;~%統合 ~I( 2 1， 160.0 千 11J 22 ， 749.8 干 [IJ 93% 
トー

112 業!リí1~} 20 , 838.4H'J 12 ， 360.6 千 I'J 169% 

Ijij匤+ 49.6 % 35.2 % 

it : ;;~林水政省統計!秘伝は 111Jêの-J:[J1{乍 t、lJ 業 30ha J.-:J、['.の、 [7. J~J数111'[ 、 r-llg，JJ;-~Jがま 12 1[二の数1I!(
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第 6 表 中島農場と農林水産省統計調査における農業経営費の比較

11 1/'，1，ゐ JJ.~J:J)j 統， 11';制f千 比 f十f

従業絞分ï'l 21, 160.0 千円 22 , �49. 8 千fI J 93 % 

};~ JR;@J1J労iT 0, 0 千!I J 68í ， 5 千 jlJ o gb 
稀]'ú 2, 35í , 5 2, 393 , 3 99 
動物 0, 0 5, 2 。

!肥料 4, 216 , 9 4, 5/18 , 5 93 
j\'iJ 干 i 0, 0 39 , 1 。

従業薬剤 2, 023 , 0 3, 027 , 6 6� 
消材料 1, 705 , 5 535 , 7 318 
光熱1fJJ)] 834 , 0 636 , 9 131 
tE機H、災 JIJISI11J q( 1, 825 , � 4, 24 1. � 43 
;;~m建物 0, 0 5�3.3 。

11 干 i 料金 3, 337.3 3, 182.5 lO5 
U:出êUミノj(;fJm 0.0 115 , 6 。

支払小作料 1, 163.5 868 , 6 134 
公;~~l;1日 f!jrt 1, 996 , 6 86�.3 230 
f'lW利子 112 , 4 748 , 3 6 
会 [Ihj)守 f'llï'l 0, 0 198 , 0 。

J;!l ~~j~i汽fJl<í~ 1, 220 , 2 0, 0 
出染被IJri q'l lO7, 3 0, 0 
民主ミキff:火山 330 , 1 80 , 7 1109 

i1: };Hi、 ')(Ii(ぐ tì統， il' ，ûl;]1í'(ま 11 {I'- の.J:lII作 11f 栄 30ha 以 Lの 'jcj"J 数11!( 、 r Illr，~~j J;~Jがま 12 '1' の数似

⑥ ゆとりある農業経常

大規模畑作経常においては、 . IJ'I荷体系のk11.み方により労働配分が決定さ

れ、さらに農地の整備状況による作業性や出荷先との出荷調整、労働の外部委託

など労働時間の削減について総合的な取り結みが必要で、ある。

ヰIJ誌jfi場では、生産性の向上、収益性の改善に常に配慮する経営を行っている

が、さらに労働についてもゆとりをもった経営が実践されている。長男の就農に

より労働力の増加が図られているが、)長用労働を全く投入せずに主たる労動力で

ある氏と長男の労働時間は年間それぞれ1800時間程度となっている。

中島農場では氏が経営移設を受ける以前に両親と家族経営協定を結んでおり、

長男の就農に|捺しでも家族協定を改めて結んだ。特に給与国では年収300万円を保

証しており、労働時間と所得の制加においてゆとりある生活が実現されている。
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襲撃普及性と今後の方向

北海道における畑作経営は、さらなる大規模化が進行しているが、規模が大き

くなるにつれて輪作体系の中で麦の前作作物の収穫作業と麦の播種作業の労働競

合が発生し、この問題の解決は畑作経営における最重要課題となっている。氏は

この課題への解決手法として休閑緑肥の導入等に積極的に取り組み、慣行の輪作

体系の下での経営と遜色のない11又支を実現している。同様の経営手法は将来にお

いて普及に足る高い技術で、あると考えられ、氏の先進性が高く評価されるべき事

例である。

また、国際化の進展による畑作経営環境の変化にも耐えうる効率的な経営体を

くことを今後の課題としており、さらなる規模拡大と生産性の向上を図りたい

としている。その実現のためにも長男をはじめ家族が組織的に寂り組む経営体を

日 JH している。
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受賞者のことば

i妓阜県の花き産業とともに

大西 隆

このたびは天皇杯の受賞にあたり、身に余る光栄と感激しております。

これもひとえに、岐阜県をはじめ地元の糸貫同等行政機関、また、各地の

花き Tll場などの取引先の皆犠、さらには岐阜県4の花き をはじめとす

る、花き業界に携わる皆様のご指導の賜と心より m，x;謝申し上げます。

就農して約30年、思い起こせば様々なことがありました。農業高校を

後、パラ苗生産に約15年にわたって取り組み、[17:3和62年から「日本で初め

て」 のミニパラ挿し木栽培による間年出荷を開始したのですが、その時が夜、

の京王'討にとってのゾにきな j!去1~~Jtnであったと思います。

同年、|岐阜花き流通センター農業協同組合が稼働を始めたことで、全国への

花きの流通体制が濃い、生産市iに専念:で、きたことにより、以降着実に事業拡

大を行うことができました。施設の整備や規模拡大に向けた取り組みを進め

る上では補助卒業を活用し、省力化を惚lるとともに、環境にやさしい鉢花生

を行うため導入してきたムーピングプールベンチによる循環製養液栽崎へ
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の取り組みにより、平成13年には、約15.000m2の施設規模まで拡大してきま

した。

i岐阜花き流通センター農業協同組合の組織的な取り組みと、一人一人の努

力、 「花の者r; ぎふ」運動に代表される|岐阜l~~あげてのパァクアァプにより、

岐阜県全体の鉢花生産も伸びてきました。そんな岐阜県の花き産業の進展の

I:I:Jで、布、の事業も一緒に伸びてきたと感じています。

まだまだ解決しなければならない課題や新しい取り組みも多々あります

が、今回の受賞を励みに、今後もお客様に喜んでいただける商品づくりに努

めるとともに、岐阜県の花き産業の発展の一助となるべく 一層努力をおーい、

さらには全国の花き業界発展にも貢献して参りたいと決意を新たにしており

ます。

震畿地域の概要と受賞者の略摩

(l) 地域の概要

ア 地域の立地条件

糸貫IU] は l岐阜県の南西部、本巣郡のほぼl干l央に位置し、東は 11皮卒市、 T!TI は J廿斐

郡大!llj' [ll]、北は本巣町、]?f，jは北方町、真正町に接している。 地形は概ね王r・担であ

り、本巣IIQ 山口付近を頂点とする棋尾川扇状地で形成され、肥沃な耕地に恵まれ

ている。総面積 1 ， 586haのうち農

用地面積は84 1. 93haで53% を占

め、総人口 11 ， 990人のうち農家人

口は4 ， 065 人で、34% を占めている

(平成12年 2 月 1 日現在)。年平

均気温は 1 5 oc 、年間降水量は

1 ， 700mm程度で、ある。また、町の

ほぼ中央部を南北に国道157号糠

と第 3 セクターによる樽見鉄道が

第 1 図本巣郡糸貫IflTの:立地条件
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縦覧、町の南端を東西に国道303号線が横断、その他一般県道が縦横断し、県庁所

在地の岐阜市への所要時間は20分、県下第 2 の都市である大羽市へは30分で、ある

(第 1 閤)。

イ 農林水産業の概要

糸貫町の総農家戸数は838戸で、その内訳は販売農家686戸(専業農家69戸、第

l 穂兼業農家73戸、第 2 種兼業農家544戸)、告給的農家152戸である (2000年 tft

界農林業センサス結果) 0 1町内主要品目別経営面積は付ï326ha、いちご13ha、花き

2.9ha、水稲324haで、あり、農業販売額16憶5 ， 700万円で、最も多いのはいちご32.5

%、次いで柿30.8% 、花き 19.5% 、オ寸前6.8% 、 トマト、ささげ、その他の願と

なっており、県ド有数の都市近郊型の園芸地帯である(平成12年度岐阜地域農業

改良普及センター調資)。

(2) 受賞者の経歴

本巣郡糸貫町は i!iくからの柿とたまねぎの産地で、大間氏の父も十ili を 1:1: 1心に野

菜と水稲を生産する農家であった。大西氏が岐阜農林高校に入学した頃、同じ本

巣'[5日内で、パラ苗の生産が始まり、高校の先輩もパラ苗生産を開始していたため、

花の将来性とパラ苗生産の収益性に魅力を感じ、パラ出生産を始めようと考え

た。そのため岐阜農林高校農業学科卒業後、兵庫県の伊丹パラ闘で研ー修した。伊

丹パラ関は(貯)日本パラ会関西支部の事務所を兼ね、ガーデン用パラ苗の生産

卸を中心に事業展開しており、そんな中で「パラj が世界的に楽しまれている魅

力的な植物であることをあらためて確認し、そんなすばらしい「パラ J の将米性

に希望を持った。

研修後パラ苗生産を開始したが、安芸い冬季の路地作業やパラ蔀の掘り上げ作業

など重労働が多く、何年か経ち腰を痛めてしまった。そのため、将来このままパ

ラ苗生産を続けていけるのか、不安を感じるようになった。

そんな時、オランダを視察する機会を得ることができた。オランダでは、非常

に大規模で省力的なミニパラの鉢花生産が行われており、 「花のすばらしさ j と

「軽作業化が進んでいること」に驚くと同時に「これだ! J と思った。

昭和62年に、フランス、オランダから親苗を導入し f日本で初めてJ の挿し木
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栽培による間年出荷(施設面積935m2、年間生産量10万鉢)を開始した。 I うまく

栽培できるのか、できあがった商品は売れるのか」と不安な毎日であったが、時

代の要望にあった「ミニパラ j は、思った以上に成果をあげることができた。

同年、本巣郡北方町に全国初の広域鉢物集出荷場「岐阜花き流通センター農業

協同組合J が稼働し、これにより全国への出荷体制jが整った事により、生産面に

専念でき、以降着実に規模拡大を行い出荷量も増大した。

また、平成元年には経営体質の強化を目的として農事組合法人を設立し、更

に、新商品の開発や販売の強化を図るため、平成10年に販売部門を独立させ、有

限会社を設立した。

これらの結果、平成 2 年には年間出荷量が30万鉢となり、その後も制度資金等

の活用で温室の増設、ムービングプールベンチ等の省力技術の積極的な導入等に

より、平成12年度には施設規模12， 380m九年間出荷量120万鉢、売上高 2 億 2 千 140

万円とミニパラ生産日本ーとなっている。

(1岐阜県全体で、は613a、 443万鉢、約 8 億円の生産額:平成12年岐阜県園芸特産

課調査)

また、大西氏は、平成 8 年から i岐牟花き流通センター農協の 2 代目組合長とし

て生産者をまとめると共に、岐阜県が進めている「花の都ぎふj づくり運動にも

積極的に関わり、県最大の花イベント GIFU フラワーショー実行委員会にも県

内生産者を代表して副会長を努めている。

このように、大西氏は経営内容はもとより、精力的な地域社会への貢献により

高く評価されている。

襲撃受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

大西隆氏の経営に参加している家族は、本人、妻(由美子)、父(克)の 3 名

に加え、平成13年 7 月からは長男(裕)が参加している。雇用は社員 5 名、パー

ト社員 20名、臨時雇い 4 名の計29名である(第 l 表)。

「ミニパラ J の生産規模は年々拡大し、平成12年度の施設規模は12 ， 380ばであ
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る(第 2 表)。年間の作付け体系は第 3 表に示したとおりで、ムーピングプール

ベンチ等省力技術の導入などにより、主要施設の囲転率は年間3.5屈転を達成して

いる。

第 1 表 家族と雇用労力の状況(平成12年)

氏名 11三 í!ì1ì ~;)'ctl'j J1~業従事 [1 数 制lJ %" 

大!思 I>!t 49 本人 300 汀

大脱出美子 47 x 300 日

大 1'[j 克 75 父 1001ゴ

大:1引 裕 23 長男 iゴ 米出オレゴンナIfiヒき f;.%Jf)jーにて iiJf修

(日 11 ~ 13 ilニ 6 月)

};:T1[j 誠 21 次男 IJ 一大学生

il長 主1: 主司 2601:3 x 5 人
常JHi~ 、

パート役員 164H x20人

llJ |恥 11判長し、 17011 x 4 人( 1 日 311寺 111] 労働)

経営と組織の強化を百的として設立した農事組合法人セントラルロース・ナー

セリー及び新企画商品の開発と販売力の強化を目的として設立した有限会社セン

トラルローズは、大西氏の統括の恭に有機的、効率的に機能し、生産、販売、経

営規模の拡大や、新酪品、新技術の開発・導入に大きな役割を果たしている。

これら法人の設立と運営に当たって、大西夫妻は経営の将来構想に関して十分

相談しつつ方針を決定するとともに、各々の得意分野に応じ役割を分担し、協力

してきた。

現夜は、第 2 関に示したように「販売部門( (有)セントラルローズ) J ["生

産部門( (農)セントラルローズ・ナーセリー) J ["経理部 i可(共通管理) J の

3 つで業務を分担し、それぞれの部門に従業員を配霞し責任を持たせている。大

西氏は農事組合法人の代表理事、存l現会社の代表取締役として決定権を持ち、技

術・経営聞で、の総括を行っている。安の由美子氏は役員として全体の総括を補佐

し、また、銀行員であったキャリアを活かし「経理部門j を受け持つとともに、

働きやすい労働環境づくりのため、従業員とのコミニュケーションを含め、労務

管理や福利・厚生などその総括を行っている。また、女性からみた商品企画を担

当するなど積極的な業務を抱っており、業務のJ広大には大西氏の手腕のみなら
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ず、由美子氏も大きな役割を果たしている。

特に設備投資、会社設立等の大きな判断が必要な時には、経理部門の責任者で

あり、隆氏のパートナーでもある立場から貴重な助言を行っている。

第 2 表施設・設備(平成12年)

機材~?:干名 }国w 台数 導入{F:次 立主 力 主i汁日j利月JII:il lIJ

{f.9('?J- ガラス jlili宗 4, 980m' S54 , 62 , H2 , 4, 8 凶年利用

'I!長 ，:ikJ，失サビニール i~泣J4 6, 500m' S52 , H4 , 10 , 12 Ji'iJ年利m

ノ f イフ。ハウス 900m' H7 !弱年利用

:ji務所 108m' 日2 );';Jil王手IJ !lJ

lU 1~iJ J必 487m' H4 WfJir二利月j

作業JJ)j 504m' 118 周年利用

Jl~1窃子fl官センタ-11\受ハウス 7, 250m' 8 月- 3)J 

j14風l暖房機 9� S62 , H8 , 9, 10 100 , 000kca l/h 2.400h1' 
{JJL胤 11左 J'J}機 3f� 111. 6 75 , 000kca l/h 2.400h1' 

iifHf\U暖房後 3 台 S52 , 54 50 , 000kca l/h 2.400h1' 
フォークリフト 1f� 、 118 500kg 240h1' 

il吃トラ y ク 3� 日2 ， 4 ， 6 1, 300h1' 

トラック 1 t� H12 4 t 200h1' 

アルミ合ヰf 10ﾉ� 日12 600h1' 

~f}j力駒場音寺 2 T:� H3 200h1' 

1'I~ljJiì:í 存器 7.449m' 日8 ， 9 ， 10 140hr 

ブールベンチ 9, 950m' H8 , 9, 10 , 11, 12 !i'iJ :i下手 IJ !lJ

ボッティングマシーン 1f� H6 240h1' 
コンブ。レッ十)ーー 十112 600hr 

茶刈り機(ピンチ用) 2ﾉ� 日7 750hr 

'j!王 iji 鉄骨ピーールj保安 2, 900m' H13 Ii'Bif.手 IJ) 日

ブールベンチ 2, 900m' 日13 g司 fド干IJm

第 3 表作付体系

i二'1' f 

ミニハラ 。一一一一一 X---E童図

J市しノド ピンチ Il¥i;;f 
)'1'11::ナ

0-一一一一×一一一一一図図

jlfi し本 ピンチ 1l11;:t 

0-一一一曜喜 一

チ・ IHJtlul 1
11¥1;;[ 

lMlli i 
押し本 時計i!Jで何J!rr(1"'111¥') 

※{j'.fi\]をとおして作付されており、 Liji'，には 1 JJ 'l' 旬、 5FJ 仁l' 旬、 8 )J Ljl旬挿し木の休11民させな

い作刻、 9 )J '1'10 挿し木の休1Il~させる{乍mについてのみ記絞した。
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第 2 間業務分担と役割

点ι市
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, (寄)セントう舟ローズ : , (農)セント 7ルロ』ズ:

・ナ寸~-

-総J汚の tilìf生
・ 1壬 ßll ;'flS[ If[~(f}j;fj
.労務'T'î;VI1
. 1ú~平I[ 、 /1/ ノ 1:

. ý:l'1 からみた尚f1d ， 1井11Ê

; 共通管理 ; 

(2) 経営の成果

ミニパラに転換以降、短期間に積極的な問定資本投資がなされ、施設規模は急、

迷に拡大し(第 3 図)、それと併せて売上高も飛騨的に伸びた。平成12年度には

総資産 2 倍、 5 千万円、売 i二高 2 信、 2 千万円の花き部門の iやでも有数の食業経営に

発展した。(第 4 表)。また高い収説性も実現しており、大間夫妻は役員報酬と

して収入を得ているが、その額は 2 人合わせて約 2 千 5 百万円となっている。特

筆すべき経営上の大きな特徴は以下の 3 点である。

ア 魅力的な商品開発

商品開発のため、オランダ、デンマーク等花き先進国の情報収集や、積極的な

消費者ニーズの把握を行い、ホワイトデーやクリスマス等、物日、季節に応じた

イベントの新商品・新企画提案への取り組み、ミニタイプのパラのみでなく、つ

るパラ、中輪パラも鉢物として酪品化するなど毎年 2~3 種類の品種を導入し、

絶えず消費者を飽きさせない商品開発に努めている。パラのlf.6'b生産ながら、 15

品種 2 規格(鉢の大きさ)を基本に、パスケァト、化粧鉢の工夫により崎広い要

に応える体制づくりに努めている。
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イ 低コストに向けた着実な設備投資、技術開発

施肥・かん水労力軽減と製品の均一化を図るため、ムーピングプールベンチを

積極的に導入している。さらに、施設利用率を高めるため、ポッティングマシー

ンでの土づめ作業から挿し木、ムーピングプールベンチの温室聞の移動、ピン

チ、鉢広げなど、一連の作業をライン化することにより労働時間を県標準の56%

に抑え、省力化を実現している。

ムーピングプールベンチはヨーロッパで、は広く普及しているものの、日本では

高温多湿の夏期に病害虫の発生や養液濃度が不安定になるなど課題が多く、技術

が確立されていないが、大西氏は先駆者として岐阜大学、県農業試験場、農業改

良普及センタ一等とも緊密に連携し、温室内環境の清浄化を中心とした省農薬防

除技術の確立により安定生産を達成している。

ウ 社会保障制度充実による優秀な従業員の安定雇用

労働環境についても、厚生年金、退職金制度、社会保険、雇用保険等の社会保

障制度を早くから完備し、優秀な従業員の安定雇用に努めている。

(ポ) 第 3~ 施設規模と販売額の推移
{干円)

250000 

時
的
目
制
旺
同
一
同

-44 



1) írl片対!!百表
第 4 表財務諸表

平成12iド 7 fJ 31 日現在 (J別立:干FJ)

1f践の :ì~l) f:'1依の古1$

宇1. iす ~~ 五日 手| I1 ノ丸、ぷ 告白

[流動'iHlil 46 , 695 [流動 t'!11il 53 , 677 

{枯l定資政] 204 , 666 [li~l)ι負1m 172, 104 

手{月三 I;'il定資産 194 , 193 i'1 1í'i合計 225 , 781 

カt~形|認定資 ìl~ 73 資本の古1\

投資等 10 , 400 [資本会} 3, 050 

[ìj;定 ì\f; jíili金] 50 

[剰余金} 22 , 480 

(うち当 j切手IJ 前) 1, 169 

資本合計 25 , 580 

1fúYt1守主| 251.361 S'!1fi・資本 {r"Iir ¥- 25 1, 361 
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2) 1ft益計 $7::f!j:

I~I 三[勺JX: 11年 8FJ 1 1'1 

寺 iHJX: 12 iド 7 月 31 1'1

科目

( Fl~\'"~長 1~1益の部)
['i:;" ;r)[)(主主]

，;'~J: ，'，~j 

[ 't~~';主 ï'iI!J 1 
極Wí ・ 1'úJ!寸11
m!;li)]~1E1吹
光熱製j力 1'(
諸資材 ï'i
1支給fy
il，北 iilIílru、Il ~'i
地代賃貸手|
UJ 荷述iT
U:~ ifrif 手数料
保険料
干11税公i深
人iH'f
(うち役1."1報酬)
その他~I(HJ 

千言及Hl失

('ri\・~外tiì径の部)
['/;\';;:三外収益}
受llY利息調G11
~:ff~ 11又入

['{~';主外資!lJ1 
支払利息割引料
雑J員失

経常利孫

( q"!i' iJ リJ民主主の注目)
{特別利益}
回定資政売却益

[特別損失}
回定資産徐去J民

税引前当期利益
法人税与~;
当期手IJ益
前 JUJ繰越利主主
当期未処分利益

(�". f企 T ド])

~t ~f:i 

22 1, 404 
22 1, 404 

226 , 128 
6.670 
4, 514 

11 , 227 
30 , 898 
3, 522 
26.829 
8, 033 
7, 315 
5, 201 
9, 090 
2, 756 

84 , 180 
25.398 
25.893 

~4 ， 724 

12 , 347 
26 

12 , 321 

5.878 
5, 816 
60 

1, 745 

486 
486 

491 
491 

1, 740 
571 

1, 169 
10.310 
11, 479 

注) (皮)セントラルロースナーセリーと
(有)セントラルローズの連結決算である
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麟受賞財の特急

(1) 技術

環境問に配慮しつつ、作業・生産効率を高め、均ーで、品質の良いものを生産す

るため、下記の体系づくりに取り組み、 10a汚たり労働時間を2 ， 23911割問(県標準

3 ， 990時間)と大IlIffi な労働時間の短縮を実現している(第 5 表)。

ア 環境に配躍したムーピングプールベンチによる護法循環システムの

省力化と周辺環境への配慮から、全国に先駆けてムーピングプールベンチによ

る養液循環システムを平成 8 年から導入している。平成12年にはムービングプー

ルベンチの聞積が生庄施設の80%、約10 ， 000m' (Hl3: 生産施設の84% 、 12 ， 850

m') まで拡大している。このシステムの導入により、余分な肥料成分が施設外に

排出されることなく、ベンチ上に配置

されたポット全てに均一に、水と}肥料

を供給することが可能となった。

従来の頭上かん水と伺様の乾・湿の

リズムが調節出来ることから、低コス

トで均 aな良品生産には欠かせないシ

ステムとなっている。また、ポッテイ

ングマシン 栽培温案 出荷場所 i需を

ライン化し、ベンチ単位で移動できる写真 1 生産品主から出荷場までベンチ
工夫がなされており、これも省力化に のまま移!fî}Jできる

一役買っている(写真 1 )。

循環システムで問題となる土壌病害については、平成 9 {j三にピシューム菌によ

る大きな被害が発生したが、県農業試験場、農業改良普及センター、 1I1支中L )c"詳と

の連携を密にし、資材の滅菌やほ場f~\Ï 1:.の徹底、月 2 屈の養液成分分析と日常の

pH 、 ECチェックの徹底など、温室環境の清浄化とパラ生育の健全化に努めた結

果、現状ではピシューム障による病害の発生は殆どなく、耕種的問除を達成して

いる。

イ 生産効率を高める土詰め~挿し木技術の確立
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ウ 施Jle: .かん水、病害虫防除作業

の省力化

養液f盾環型のムーピングプールベン

チの導入により施肥とかん水の作業を

コンピュータで制御しており、人が行

うのはスイッチパネル板の操作と確

認、肥料の調整程度となっている。

また、温室内に送風機を設置するこ
写真 4 自動防除機

とで、温室内の空気が停滞せず病害の発生はほとんどなくなり防除の回数を少な
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第 5 表 10 a ~たり労働時間等
ド段( ) I勾は千鉢、I:Íた 1) ';ýj'動 ll!ílW，~，; (l判、i: : hr/ T針。

{下~才i 作業jV!f::j
うち M !ll うちがb)) fl:!IJI:i'lIlj 作業日Ijにみて労))

{桁与一
ヲj・1劫 11.\'[IIj れ::-À~n~:11¥1 U~孫t;~!{ iV~ ~~~. ~:，'j; t~{ iJl~ 与した r，~，î

i二読め 63 63 21 378 ングγ ンン

(0.6) (0.6) (0.2) (5.6) |フォークリフトの4人1

tH し{il!.1II必 697 697 L 218 ，ド y トへの jl'(iian し本u

Niし本 (6.6) (6.6) (]7.9) 術館山

ピンチ・移動 589 581 112 672 45メ'Ji:J:による IU}Jピンチ、ム

3主泣;げ (5 ‘ 6) (5.5) (1. 1) (9.9) …ピングブールベンチ干Il lIn

施!肥・かん水 8 8 105 1l~ùz 1.抗 J~l)~ ム ピンタブール

(0. ]) (O.IJ (1. 5) ベンチのJ詩人

l，)J;I:: !l， 1均|徐
(054) 7 

47 12 210 1'1 :F}Jr:}j I:":ii~件ノ、

(0 , 5) (0.1) (3.1) 

tU計百 520 503 52 735 ム ピングベンチ J詩人、アル

(4 , 9) (4.8) (0.5) (]0 , 8) ミ fìrlr 引I11I 、コシツレ:;>1[-

による n1r 術，~I ，!;'

その他 315 248 672 定例・ J~'i: J~ì:. ~:\;Jl[!

(3.0) (2.4) (9.9) 

+,;1 2.239 2.147 3.990 

(21. 3) (20.5) (58.7) 

'ji ;f者 f主総 t'i L 183 784 ;j.;1b� 首、州、対j問、 t:t 1ù~í~~'.j:fFXs ^,r; 

(]1.3) (7.5) 
ノ日三、間け 3 , 422 2 , 931 日

(32.6) (28.9) 

参考.大泌氏10 a '当たり 'UE{il:l 05 千H、 uμ:;~~ H/ilOa ~lí た l)ll'.ilriii::68Hi、

くすることができた。防除については約7 ， 500ぱに自動防除機(写真 4 )を導入

し、 l 自の防除は l 人で、半日程度で行うことができ、省力化とともに人にもやさ

しい防除{本系となっている。自動防除

機は必要に応じて肥料の業開散布等に

も利用している。

エ ピンチ作業の省力化

茶刈り機を自ら改良した自動ピンチ

機械(写真 5 )により、ピンチ作業の

省力化と、ピンチから鉢の移動・鉢広

げまでの…連作業のお力化を図ってい

る。

オ L/'，術作業の労働軽減

写真 5 茶刈り機を改良した機械による

ピンチ作業
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アルミ台車(写真 6 )を導入し、ムービングプー

ルベンチから出荷調整の鉢移動を楽に行えるように

した。また、古いド葉の整理など製品の調整にはエ

ア・コンプレッサーを使用することで、楽に早く行

えるようにした。この結果、 l 日にパート 10 人で

1 ， 200ケースを出荷調整でき、出荷量の多い時期で

も無理なく対応できる体制になっている。

カ 遊休施設の効率利用

パラの最大の需要期である泰に出荷する作型で

は、パラが休眠する性質を利用し、 10月下旬から翌

年 3 月上旬程度まで農協の水稲育苗施設 3 ヶ所
写真 6

7 ， 250ぱを借りてミニパラ栽i音に利用するなど、設

備投資を抑え、効率的に生産施設を確保するための

遊休施設利用にも積接的に現り組んでいる。

キ 作業体系に配慮した生産のライン化

アルミ台車による

鉢の移動

ムーピングプールベンチを隣接する温室にスムーズに移動できるよう各議室の

入口位置を設計し、出荷場も各温案か

ら持ち込みやすい位量に設置するな

ど、育成から出荷までベンチのまま移

動できるライン化が関られているた

め、鉢移動という重労働を女性でも可

能な軽作業に転換している。また、挿

し木作業や鉢広げ、挿し穂、の採取など

を行う女性パートの安全性と効率性を

高めるため、ベンチの高さは低めに設
写真 7 女性パートによる挿し木作業の

定し、作業場や通路も広くとられてい 状況

る(写真7)。
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(2) 経営

ブ三品H免京王営によるスケールメリットを最大rjl~に生かした{止コスト生産・有利販

売を実践し、企業的な経営を展開している。

ア 法人化による企業的経営の確な

平成元年に(農)セントラルローズ・ナーセリーを設立したあと、市場や大手

際!芸J;í~を対象に新食間rffî Ifll の n}~l発や販売を強化するため、平成10年に有限会社セ

ントラルローズを設なした。

税務関係については平成元年から税翌日二f:を入れて行い、平くから経営向 i二への

アドバイスを{号ている。

また、生産規模の拡大と共に、雇用が労働の主体となってきているが、労働者

が他産業企業と比較しでも安心して就職できる企業となるよう、平成元年から退

職金制度を、平成 2 11三から厚生年金、雇用保|換を導入するなと澗:会保障制度の充

実を宮内、{長秀な人材確保に努めている。こうした労務管理や福利厚生は、由美

子氏が4剖!日し、経営の安定に役立っている。

イ 社員の担当性による労働意欲の向 t: と作業の効率化

社員には生産部門、!仮，充部門、経理部門書:を分担させ、それぞ、れに責任を持た

せ業務を行うよう配置している。毎日の業務終了後にはミーテイングと作業内容

の検討を行い、それぞれの拍浅間の述携を図っている。その内容を次の EI の朝礼

で庭用者全員に徹底し、すぐに作業へ取りかかれるようにするとともに. EI の作

業内容の出在日Zをさせるなど、担当性による労働意欲の向上と作業の効率化を I~I っ

ている。

ウ 消費者を飽きさせない商品開発と情報交換

生産品目はパラのみの単品生産であり、消費者に飽きられやすい。そのため、

月に一度程度は大手際l芸店やガーデンセンタ一等の販売自に出前jいて、現場の消

費状況を確認している。 r!jJ品等とも常に情報の交換を行い、消費者ニーズを把握

するとともに、ホワイトデーやクリスマス等、物丹、季節にJ，Í)、じたイベントの新

商JAIl- 新企画提案や取引先からの企画を受け入れるなど、生産と販売の拡大に生

かしている。

従来は、ミニタイプのパラのみであったが、つるパラ、I'jCI輪パラも鉢物として
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高品化するなど毎年 2~3 種類の品種を導

入している。抱えず消費者を飽きさせない

商品開発に努め、パラの単品生産ながら、

15品種 2 規格を基本に、バスケット、化粧

鉢の工夫により幅広い要望に応える体制づ

くりに努めている。特に母の日、クリスマ

ス、ホワイトデ一等は、限定企画高品を提

供し好評を持している(写真 8 )。

また、最近はインターネットを利用し、

メールでの情報交換やデジタルカメラで撮

影した商品・栽培状況をリアルタイムに紹
写真 8 母の日等における限定企画

介している。こういった努力により販売 商品を提供

チャンネルを広げ、年間を通じた安定的な

取引を拡大し、現在では全体の20%程疫が相対取引や大手間芸店司との契約取引と

なっている。

エ 海外情報の収集と活用

効率的な生産技術情報を収集すると共に、消費者に絶えず新しいパラ品種・商

品を提供するため、オランダ等ヨーロッパを中心に年 1 ~ 2 回の海外視察を心掛

けている。生産現場の他、種苗会社や現地のガーデンセンターをまわり、海外の

動きには敏感に対応するようにしており、新品種、用土等資材、プールベンチ等

を積極的に導入している。

オ 大量仕入れによるコスト低減

諸材料は在庫を残さないよう仕入れを行っているが、規模J広大に伴い、デン

マークからのコンテナ単位の用士、 11" 留からのバスケット等、大量仕入れを行う

ことにより、 1 鉢当たりの用土代を 7 円程度に抑える等、購入資材のコストの低

減に努力している。
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盤普及性と今後の方向

(1) 普及性(地域への賞献)

ア 花き産業の振興

現在、大西氏は|岐阜県花きのリーダーとして幅広く活躍し、地域の花き産業振

興に貢献している。

氏は、昭和62年に全国に先駆け、全県下の鉢物農家(現在171名)による fl岐阜

花き流通センター農業協同組合j の設立に中心的役割を担うとともに、平成 8 年

に 2 代目組合長に就任し、農家各戸と流通センターをコンピューターのネット

ワークでつなぎ、出荷・販売に関する情報の双方向発信を実現する「花き i官報

ネットワーク体制J を確立した。

また、平成立年10月には、鉢物物流の諮問題の解決と花き産地・業界の健全な

発展を目指して全国 3 ヶ所の鉢物流通センターと共に「全国花き流通センター協

議会」を発足させ、その初代会長に就任している。

更に、岐阜県が進めている「花の都ぎふJ づくり運動に積極的に関わり、県最

大の花イベント GIFU フラワーショー実行委員会に生産者を代表して副会長を

努めている。

その他、岐阜県花のアドパイザーとして、花かぎりの普及啓蒙にも努めるな

ど、その誠実な人柄と地域のリーダーとしての実績は高く評価され、全国各地か

らも講演の依頼を受けるなど我が国花き産業の振興に115力的に活動し高い評価を

得ている。

イ 環境問題への配慮

養液のままれ流しをなくするため循環型養液システムを導入しているが、その栽

培技術は、日本での取り組み例がまだ少なく確立されていない。そのため、県農

業試験場、農業改良普及センタ一、岐阜大学等と連講し、給i夜する肥料成分の濃

度やかん水のタイミングなど、先駆者として技術の確立に努めている。

不要となった府土については堆積場所を確保し、近隣の方に自由に持っていっ

ていただけるようにしである。そのため、花苗づくりに利用されたり、地域の花
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壇作りに利用されている。

ウ 次代の花き産業を担う人材の育成

県内外より 6 名の研修生を受け入れ、内 3 名がミニパラ生産、 1 名がトマト生

産の経営者として自立し、自立後も連絡を密に取り合い生産や経営のアドパイス

を送っている。また、糸貫中学校、 l岐阜農林農業高校の職場見学の場としてほ場

を開放したり、農業高校で講演活動を行うなど、青年農業者の育成に貢献してい

る。

巾美子氏は、農業振興、地域活性化を担う農村女性の認定制度 11岐阜県女i生農

業経営アドバイザー制度J (Hl 3年 4 月現在123名を認定)の設立に中心的役割を

担い、初代会長として、農村女性がやり甲斐を持って経営に参両できる環境整備

に努めた。

女性農業経営アドバイザーとなり、研修会等を通じて、これまで交流すること

の無かった他品目生産のメンバーと讃極的に情報交換を行い刺激を受けあったこ

とで、積極的に経営に参画するようになった。

こうした府美子氏の経営の発展に果たしてきた実績が高く評価され、岐卒県農

業会議常任会議委員に学識経験者として委嘱されている。

また、地域においても、岐阜県立岐阜農林高校の評議委員に委嘱されるなど、

隆氏と共に地域の後継者育成に積極的に関わっている。

エ障害者への支援

大西氏は、企業の果たすべき「社会的役割」として、障害者雇用や自立援助を

重要課題として捉えており、雇用を前提に糸貫町時害者授産施設「いとぬき杉の

子園」から知的障害者を研修生として受け入れている。

また、岐阜市内の養護学校からも毎年 2 週間程度、職場体験を受け入れてい

る。

由美子氏も、 「押し花」の特技を生かし、 「いとぬき杉の子園J でパラの花を

使った押し花を教えている。現在では、授産施設入居者の押し花技術もかなり上

達し、押し花の名刺等の受注生産販売を行うまでになっている。入居者も、こう

した技術を習得したことで自信と意欲が生まれ、各種イベントへの出展なども行

いたいとの要望が出てきている。
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大西氏は、こうした押し花の材料として、快くミニパラを IHf，料提供している。

(2) 今後の方向

ミニパラでは全国 l 伎の生産を誇っているが、全国的に鉢花需要の多様化が進

み111nti:の無い商品は売れなくなっている。 消費者カ{jjÎllj)乏し、リピーターとして

着してもらうため、より魅力的で、i品目質な商店l を安定的に適正な価格で、提供して

いきたいと考えている。併せて、育て方・自ílí り方・品積等の積極的な情報発信に

より花き消費のJ広大に努め、より確実なシェア拡大をめざすため、次の事:JfI を行

う予定である。

ア 魅力的で、高fziFi な商品の安定供給

循環地養液システムにおける栽培技術は、その養lf主や水分管理などまだ改善す

る事項が多くあり、より良品質な「ミニパラ J jfrj IWlがで、きるよう取り組む必要が

ある。また、新たな試みとして、生物農薬を利用した化学農薬を使わない防除体

系も普及センタ一等と共に試験的に取り組んでおり、将来的には、安心・安全で

品質な臨11もの安定的な提供がで、きるよう技術の確立をほ!っていく。

イ 積極的な情報発信によるシェアの拡大

岐阜花き流通センタ一組合は、各生産者と組合、市場を結ぶ子出版ネットワ

ク事業j を平成13ifニから進めており、現在その利用が始まっている。当システム

を活用して売ヒけ等事務処理の効率化と、生産情報の積械的な発信による販路と

販売哉の拡大を行う。

ウ 後継者の育成と卒業の拡大

長男の裕氏は、平成11年から平成13年 6 月までアメリカで鉢花生産の研修を行

い、現在就農している。将来的には海外硝修で学んだ栽培技術や英語力を生かし

て、海外との取引等の業務を任せていく予定である。
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受賞者のことば‘

地域一体で育てる果樹産地

JI!西農振会代表村上 敬

当農振会は、福島市の北部「飯坂UlJJ に位置し、大正10年農事実行組合で、

設立され、 IIH和23年農協の発足と悶u寺に、集落を単位とする地縁的集団とし

て、 31戸の農家で、「農J辰会j に改組されました。現在は、新ふくしま農業協

同組合における、地域農業振興を実践する組合員の末端組織として、会員が

互いに密接に協力しあって、その役割を担っております。

明治初期から始まった果樹栽培は、昭和45年からの水回転作を機に f も

も・りんごj の疎地として拡大しておりましたが、一方では価格の低迷等多

くの課題に由〔聞していました。

この中にあり、地域集i支!として「高品質果実生産J を目標に掲げ、魅力あ

る果樹産地の維持発展のため f優良品種の拡大J や新技術を導入した「低コ

スト省力栽培J を推進してきました。 特に、安全な果実生産においては、複

合交信撹乱斉IJ (コンブユーザー)を使用した、殺虫剤削減防除体系による

「環境保全型農業j に寂り組み、福島市の果樹複合モデル地区として積極的
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な活動を展開してきました。

また、 「地域営農の発展は集団活動からJ を信念とし、技術の高度統ーか

ら系統出荷販売までのシステム構築のため生産者を結集し、 「運命共同体的

意識j を持ち、同じ農業発展の道を志しております。

このような、先人からの聞い結束と努力が今回の受賞につながったもので

あり、官民一体となった継続した活動の成果と考えます。そして、これから

も今まで、培ってきた組織力と地域のチームワークを最大限に活かし、会員一

丸となり名実ともに「素晴らしい福島のもも・りんごJ を育て、 21t世紀の果

樹産業が益々繁栄するよう、その一翼を担っていきたいと思います。

堅調地域の概況と受賞者の略歴

(1) 地域の概況

福島市は東北地Jj最南端の福島県北部に位置し、聞に奥羽 ILJ脈、東は阿武限山

地に挟まれた信達盆地の中央部にある。

盆地特有の内陸↑生気候で、泰は日照時i習が長く乾燥し日中の気温は高いが晩霜

の頻度は高

い。盛夏には

猛暑(高温多

湿)が続き H青

天の日が多

く、一日の温

度格差が大き

い池域であ

る。秋には秋

雨・台風によ

る降雨が多

く、冬期間の

第 1 図 I11西集落位置悶

ハ i西集落(飯坂町) 協吋 歪他省
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、積雪f訟は比較的少ない。また、年平均気温12.6
0

C、年間 i浄水量1 ， 088側、

月平よ';;日日夜 i時間 15 1. 51時間であり、知q!ffi!剖 11司は 5 月 20 日から 11 月 4 13 である。

二i二段条件 l土、吾妻山系及び阿武m~ILi系から流れるf'i!J上Jl I 等の流域に広がる!l~沃

なれ!1積ことmで、あるが、 UI沿しづ也'H7 は、 1と!品質土壊となっている。

福島市は東北. LlJ )1三新幹線の分起点で、あり、東北自動車道、国道 4 号制!がた

り、国道13号. 114-f:i-・ 115 号が東聞に延びる嬰路に当たり、県の政治、経済、文

化の中心となっている。

また、物流条件は陸路・鉄道とも恵まれており、京浜市場・閲 lEi市場・北;irj:j庄

市場の翠日のセリに間に合う位 j置にある。

イ 農林水産業の概要

福島市は、モモ、ナシ、リンゴを主体とした古いよI~樹産地であり、明治15 :íf頃

にナシ、同20年頃にリンゴ、大正初期にモモの栽培が始まった。 高度経済成長野j

以降、果実の消費が伸びるとともに栽培岡積が拡大してきたが、昭和50年代に入

ると、市街地の;広大に伴い平副部の果樹出桔は減少傾向に転じている。

現在当地域で、はがg8 ヶ月間果樹が!生産されており、栽i帝国簡は約2 ， 507ha、果樹

全体の粗生産額は 125億円に達している。

流通部では「新ふくしま農業協同組合J を核とした、系統一元出荷販売の捺備

が進められており、平成10年度までに全 6 共選場に果実の制度、熟度、内部品質

を測定 nT能な透過型センサ-J霊泉機を導入し、 iflI紫衣示による販売展開が可能

になった。

さらに、新ふくしま農業協同組合と

関係機関が一丸となって、平成 6 年よ

り、 1)ンゴを中心に複合交信撹乱剤

(コンブユーザー)を使用した、殺虫

剤削減防除体系による f環境保全期農

業J に取り組んでいる。消費者ニーズ

に応えるべく「安全・安心・信頼」を

モットーとして槙極的に耳文り f並まれ、

平成 12年度には福烏市で栽培されてい 写真 1 フルーツライン周辺
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JII西農振会と関係諸機関との関係るリンゴ、モモ、ナシの全栽培面積の第 2 図

63%に当たる閑地で実施されるように

一
一
一
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撞術包主力

福島媒
果謝試験滋
[試験・研究]

なった。

また、観光果樹園も盛んであり、

「フルーツラインJ と呼ばれる椋路沿

いには、農家自ら販売する直売所が立

ち荒んでおり、消費者との交流も盛ん

(写真1)。
#l:ill 

滋野共逃場
[集荷・共選]

怒坂営箆経済セン"
[生産販売の実務1 Iif符

経援会 JII西濃振会
班班班

班班

に行われている

産量援会

集団の略歴と活動の概要

集団の履歴

Jl I西農振会は、福島市の北部飯坂IIlJ に位置している。大正10年農事実行組合と

して設立され、昭和23年湯野農協の発足と問時に、営農と生活文化の向上を目的

に31戸の農家による「農振会j として改組された。平成 6 年には福島市内の 8 つ

の ]Aが合併した新ふくしま農業協同組合において、組合員の末端組織としての

役割を拐っている(第 2 図)。果樹生産を行う上で、生産者がお互いに密接に協

力し合い、広範聞な領域にわたって活動を行い、集団営農を発展させるための活

動や取組を積極的に行っている集団である(写真 2 )。

現在栽培されている主な品目は、モモ、リンゴであり、なかでもモモ栽培の歴

史は吉く、大正時代に始まり、昭和40年代には山林・原野の大規模な農地造成が

行われ、標高60m-600mまでに及ぶ産地

¥ 

(2) 

『

/ 

川西J~:t辰会メンバー写真 2

60 

が形成された。また、水回転作に伴う

そモの新植が行われたことに伴い、生

産量が飛擢的に増加した。また、非経

済品種の更新を計幽的に進め、平地で

の品穂構成は「作期 111日拡大と経済性j

に配車し、白 l!il~ . あかつき・まさひ

め・川中島自桃・ゅうぞら等を導入、

それとともに共選場の利用効率の向上



がIZI られた。 第 1 表 )ll jlCjJJlH辰会の果樹問地の概要

このように急速に進む出場情勢の変

化に対応しつつ、現在‘のそそ+リンゴ

生産体i!J1jを確立した。)11 rJE� Jf!J: i長会では

「地域営農の発展は集 1~t1活動J を持論

とし、] A における果樹生産組織の活

,'"" 11 

モモ

リンコ、

ナ ン

l&.i，'~: 1M ffl (うち IJ]W，I)

25.3ha (19.1ha) 

17.8ha (14.7ha) 

O.4ha (O.3ha) 

43.5ha (34. lha) 

性化にぎ、試験展示制場の設置や新技Wiの普及拡大の11)(組等、福島の果樹振興

に大きく貢献している。

イ 活動の概要

!111m J1H長会の組織は I知人J--- のよiミ樹栽培IffI fl'[ を有し(第 1 表)、 31戸の 111iJ加経営

体の果樹!認地而拍は 1 当たり1. 4haで、ある(第 2 ]1:()。

第 2 褒 !l 1 聞出張会の参加戸数及び経営規模

また、 Jはf設でもそそ・リンゴともに地f成司王j句とよヒíjf交して 120%前後のlj;íJ1又となっ

ている。出荷等級別の割合は良品質来の比率が高く、販売制においてもトップク

ラスとなっている(第 3 表)。

第 3 表 川間農J長会における収穫量、出荷額の推移

JIMili:j:: ( t) (lO a 、りた 1) JIK:j: (kg)) rHiiはfi (千円)
JiJ1|二i

9 1,1: 10 1， 1 今 11 11: 911' 10 {I: 11 {Iと

モモ 441.:3 (2.235) '143.3 (2.371) 438.2 (2 , 294) 177 , 575 201,318 193.794 

リンコ 360.0 (2.338) 377.5 (2.500) 355.1 (2 , 416) 69.921 78 , 093 73 , 36,1 

ナ ン 7.6 (2 , 533) 11. 6 (3 , 867) 7.9 (2 , 633) 2, 684 2, 883 2, 778 

808.9 (2 , 372) 832." (口側[削 2 (μ9 1) 250. 180 282 , 294 269 , 936 

組織体制は、 ]A新ふくしまの農J長会設置規定に基づき設設されており、独自

性を生かせる組織形態となっている(第 3 関)。集落内でアイデイアを出し合

い、地域住民参加盟の行事など「地域に密着したj 活動を展開している。さらに
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集落座談会や各種会合を通じて、構成 第 3 留農振会組織図

員が自由な雰囲気で語り合い意克交換日蚕瓦函開会会長会(476名}15?説会)

できる場を作り、地域の将来のあり方 ι 
{ 抽 鱒恒~~加制抽晴.ð. 1" ，，~\ tl 富農経済センター(地熔)段階i 飯塩地区鹿援会長翠絡協議書 (32名) 甘i 崎山叫五体晶咽四阻晶、 u 11 (32麗援金)

を問う中で、魅力ある農業について広 門 1 

く理解と協力を求める活動を推進して[湯野産銭会長五一議会 ( 8名)1 議鐸))段階

いる。 ι 
作業管理については、高品質な果実

生産に努めるため、農振会長、高Ij会

、品目リーダーを中心に、] A 、普

及センタ一等の指導機関とも話し合

い、全体会において協議検討を行い、

111 ，音盤援金 (31 名)
会長村 Jこ徽
副会長置辺 梶
会計 平弁銅賞総
監事住蕗進

住漆器

班長ー盟名①111 原 (4名)
トー-:î)小手山 (6名)
ト一一一③八十山 (5名)
ト一一④ 提 (7 名)
」ー⑤吉原(9名)

車道段階

隣組(恕)段階

生産者向志のもとで現場にあった最終着果最等の生産目標数値を打ち出してい

る。同H寺にその目標を確実に実行するため、摘果・収穫・一斉防除の作業期間を

開示し、各班長が作業進度を把諒している。また、作業が遅れている生産者につ

いては共間作業の実施により支援を行い、 「みんなでいいものをj を合言葉とし

て強く結びついている。会の運営資金は会員からの年会費と市・ ]Aからの助成

金(運営補助)をもってあてている。予算執行は役員会で協議の上進められ、そ

の経過と実績については必ず全体会又は班会で報告している。

盤受賞財の特色

(1) 環境保全型農業の実践

昭和50年代より住宅地が広がり、隣接する樹閣地における薬剤散布の際、周辺

への飛散防11:.に細心の注意が必要な状況となっていた。このような中で、複合交

信撹乱荊を利用した省農薬栽培による「潔境に優しい農業J の導入について当時

の農振会長を中心に検討が行われ、平成 7 年に農J長会で、取り組むことが決定され

た。

これには慣行防!除体系との兼ね合いなど多くの課題を抱えていたため、平成 8

年に「環境保全型農業試験圏場」を設置し、殺虫剤削減技術の広域的実用化に向
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けた実~ìE試験に取り組んだが、効果的

な防除体系の確立には主らず、新たな

課題に直面することとなった。これに

対し、生産者!と!らが調査班を編成して

病害虫の発生予察を実施することと

し、個々の i型地や地域内の害虫密度・

被害状況を的確に把握し、現場の状況

にあった殺虫剤の削減等に取り組むこ

とになった。また、集落内で取組のfz
写真 3 複合交信撹乱剤の活用

-推進の普及活動を展開するに当たり、以下の 3 つの方針を定めた。

-複合交信抵乱剤と天敵に影響の少ない殺虫剤を選択し、農薬防|訟を行う 0

・嬰 Ij;Jj除水準を設定し、少々の害虫がいても防除をしない。

が発生予察を行い、防除の要百をきめる。

この方針を徹底した結果、殺虫剤の大11!l~な削減が可能となり、平成10年度実結

では 1) ンゴ(ふじ)で'損行l坊 i添より 8181、モモ(あかつき)で 6 問、殺虫剤の散

布団数が削減された。このように、組織内で、試行錯誤を繰り返しながら生産者の

理解を深め、平成11年度にはモモ25.3ha、リンゴ17.8ha、ナシ 0.4haの全|湿地で、実

施されるまでになり、現在では関係機関団体一体となり、生産者にも安全な果物

づくりを進めている。

(2) 組織的な土壌環境づくり

} 11 f!9農J長会は、閤J也の排水対策と有

機質杷料・完熟1*二糞堆肥については、

良質な:l:lt肥を確保するため稲わらを一

括購入し、地元の酪農家に牛舎の敷き

わらとして使用してもらい、それを発酵

させたものを臨場に投入(グロースガン写真 4 グロースガンによる土壌の改良
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(写真 4 ) )を計画的に使用し、土壌物理性の改善、深層施肥に努めている(第 4 表)。

第 4 表 果樹作関係主要機械・施設の整備状況

被 JJ'1 ぷr-、1 米女ん人 {J:様.?~'c; 導入"F j樰f�'t 

i~~Jl>tj 1j白)j巴機(グロースガン) 1 ﾉ� ツた)}式 H9 

おu主目Ijり機(カシ、ユケアー) l 命 ;J<I L:式 H 10 

集IIH，;nîJr 木造 S 50 50 m' 

集会iW 木造 狂 12 165 m' 

(3) 集落指導の徹底による高品費果実の生産

月 1 回、現地指導会・巡回指導会を定期的に実施しており(第 5 表)、個々の

生産者の栽培管理を統…している。 11肉菅・摘花・摘果J を早期に行うととも

に、札肥施用、秋季せん定等の基本管理を徹底し、 十分な貯蔵管理を実践させ、

現年の大玉生産を心がけている。

第 5 表主な会議等の概要

会議ぞI i人l 才子 勺.J九三-

総会 毎年 1 j叝l (2 月)にJJfJ催、緊急!長{!I がある場合には|恥I!.j総会にて協議する。

ノfズ:.t fl 乞A? 4iHJ 20 11 の定例会。構成は会長、 MU会長、会計、肢が、班長。

全体会 役II 会の決定事項、協議内平手の報)~;. . {:ェ-，)主を行うため、必*に)，[:，じて開催する c

m i; 班ごとの活動を必要に氏、じ協議する。

婦人会 婦人の述帯強化を目的に、 if 5 回l の IJfJ{i!i。

写真 5 マルパ台木の超低樹高栽培法 写真 6 光センサー選果機
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また、従来槌勢が高い樹が多かったリンゴについては、作業性の高い樹勢を模

索するため「モデル悶地」を設置して研究を行い、 1.5rn)Jl11立を用いれば管現がTíJ

能な「マルパ台の超低樹高栽培法(写真 5) J を採用し、地域に適した手法に仕

上げ、普及を凶っている。

さらに、光センサー選果機(写真 6 )の導入で得られる選果データを恭に、陣

地管理、栽培管理の改善を図るため、集落検討会を開催し、 fi克品質・高糖度果

実J の生産に努めている。さらに、 1 H の集落!主談会で、果樹経営の分析と税務申

告の勉強会を開催するとともに、農挺会長と班長による戸別訪問で f今年の反省

から次年度の栽培方針や作業改善点りを各生産者と話し合い、その際、計踊僚と

実績偵を対比させ費用対効果を i珂 lì在にし、数字に恭づき具体的な改善目標を設定

する等、選果データを最大隈に活用している。また、新しい選果ラインには、自動箱

詰め機器が組み込まれており、収穫時期の選来場111役の軽減につながっている。

(4) 作業環境の整備と改善

点在して作業性が悪かった i五11也については、集洛内の話し合いを基本とした農

地の流動化(交換分合、賃貸借等)を積極的に進め、計画的な新槌・改植を実施

し、管理作業を国地ごとにローテーション化することにより、効率的な作業体系

を整備した。

また、労働条件の短縮を日指し、労力集中町:には、 ]Aの調整により、区域内

の余剰労働力を臨時雇用として活用している。また、選果場敷地内の指舎施設を

利用し、青森県からも援農を得て、家族労働が過剰にならないよう目標投ド労働

時間を管理している。同時に、臨時躍出の受け入れを生産者間で半日ごとにロー

テーションするなど、原用者の作業内容に変化を持たせ、効率的な労力体系と作

業賃金の統ー化を組織的に進めている(第 6 表、第 7 表)。

盤地域への波及効果

(1) 地域ブランドの膏成

JlI Tm農援会は、 IIfj和471f'.に当時の湯野農協が開発した地域ブランドの「サン
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第 6 表労働力構成

司会 iliÍì I精卵j ~ 29 成 30 ~ 49 歳 50 ~ 64 NJt 65 歳~
(うち久判J (うちたYU (うちた性) (うち一久勺|ゾj:) (うちたでu

J1~iY~会 flliI主上i 31 人( 2 人) 9 人 14 人 8 人( 2 人)

構成上i の主主}j)、 45 人 (31 人) 1 人 14 人( 9 人) 15 人(15 人) 15 人( 7 人)

76 人 (33 人) l 人 23 人( 9 人) 29 人(15 人) 23 人( 9 人)

第 7 表雇用労働の状況

ピーチJ 、 「サンふじJ の生産に、全生産者を挙げて取り組んでおり、食味の向

上、安定のための無袋栽培技術の確立に精力を注いできた。その結果、すぐれた

品質の果実を生産、出荷できるようになった。

さらに、市場での知名度を高めるために、 「サンピーチj の PR活動も農振会

の活動として年 l 回継続的に行っている。その結果、このブランドの全国での知

名皮肉上に大きく寄与し、産地形成の基礎を築いたとともに、その継続された惜

しみない努力と時固たる技術は他の地区においても模範となり、大きな波及効果

をもたらした。

(2) 地域の先導的役割

川西農振会は、 1 ha以上の国地による果樹経営、粗収入1 ， 000万円農業の確立を

目指している。近くに福島市があり、兼業で働く場もあって、経営規模が小さい

ところでも、農業外収入が時保され、安定した経営となっている。これに対し、

大規模農家は専業であり、高い収益を上げ、後継者も確保されている。土作りの

徹底等による大王生産技術、環境保全型農業等の取組を行っていることは、福島

市はもとより近隣 JAの模範となっている。さらに、このような農振会で確立し

た技術等は積極的に地地域への普及を図り、常に地域の将来を考えた活動を展開

している。これは、世代交代が進んでも設立当初から受け継がれている信条と倫

理を実践してきた結果である。加えて 4 名の認定農業者を育成し、常に新しい技
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宇野の導入検討を進め、そのための調査・技術の研鎖を農振会のみならず、関係周

辺総織にも働きかけ、 1rl] [1司と産地作りに努力している。持普及センターや JAの

指導会、講習会等にも積極的に参加し、地域と共に歩む姿勢を前田に押し IH して

いる。

このような徹底した地域活動が他の果樹生産者に与える影響は大きい。ロット

の確保による戦略的販売を進めるため、地域組織として系統販売の推進を

行ってきたことにより、地域の体市1J1Mlr，:が整い、活気をもたらし地域の果樹生産

娠興に大きな役割を果たしている。

(3) 高齢者、女性の参画

落葉果樹栽培には、:ji~:{E、摘果、授粉、収穫、部定枝の片づけなど、多様な軽

作業があり、男性経営者だ、けで、なく、Þ:tl:や高齢者もその力量に!忘じて、年If~l を

通じて多様な作業を分担しており、家族全員が参画した経営となっている。

関今後の経営展開

(1) 地域営農集団としての組織活動の掘り下げ

今まで、は農業生産部門を中心とした目標を立ててきたが、今後は地域組織とし

て農業生産部門はもとより、日々の生活を楽しめるように新たに生活スタイルの

目標を立て、構成員はもとより家肢の窓欲を高めながら、早期に実現できるよう

に努力していく。

また、生産から販売まで JA をより所としたー述の流れをもった地域組織を構

築するため、生産者の力を結集させるべく関係機関・団体と一体となった組織活

動の推進を行う。

今後増加すると見込まれる放任問対策として、栽培管理の合理化を集団で進め

ながら、作業の受委託と担い手への農地集積を視野にいれ、その他異性を明確に

打ち出していく。また、農業後継者の育成と確保を意識し、 2H止紀を担う青年農

業者を確保するため、関係機関. l]j体と連携し、意欲ある青年の就農促進を図る

と liiJ時に、彼らの経営状況に応じた適切な営農相談、技術指導ができるよう、一児
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なる組織活動の資質向上に努めていく。

(2) 更なる環境保全型農業の実践

適期・的確な施肥・紡除により化学肥料ー、農薬使用最をさらに削減するため、

各種資材の利用や使用法の組織的な検討を継続する。また、複合交信撹乱剤によ

る生物的防除をより効果の高い効率的な訪除体系とするため、集落における病害

虫発生予察調査体制をより拡充し、ノウハウや情報の蓄積を進めていく。
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受賞者のことば、

生産者@農協@関{系機関占体の取組が実った

平取町野菜生産振興会トマト・胡瓜部会代表大崎哲也

平取町のトマト栽培は昭和44年から水回転作の作物として、 [~i作野菜の模

索が私遠の先輩農家と普及センタ一等の関係機関で進められました。その結

果当地域の気象条件に適したトマトが選択され、昭和47年から 6 戸の農家で

試作し、昭和48年、道費補助事業により施設ビニールハウスの導入が進めら

れ、 21戸の生産農家で本格的にトマト栽培が始められたのです。この時は先

議農家のリーダーと農協は、トマトの栽培に取り組む仲間を集めるため

労を霊ね、 「多額な施設投資をして失敗したら」と言う危機感の中、真剣そ

のものでありました。この春は強風が吹き定植したビニールハウス3 ， 200坪が

被害を受ける等、大変な思いで栽培に取り組みました。

又、生産者、関係機関で市場に足を数多く運び、告分速のトマトの販売状

況、市場評価やアドバイスを受けたり、先進地の栽培農家研修を重ね、蔽選

な選別で市場出荷を開始しました。これら生産者等の努力により、私達のト

マトは札幌市場でも一流産地の仲間入りができるまでになりました。
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昭和57年には選別機を導入し、共選、共販体制となりましたが、この選別

機導入に当たっては、 「機械を入れると経費がかさみ、農家手取りが悪くな

る」と、反対する多くの生産者をお時の会長、農協組合長、若い生産者が説

得に当たり、出荷体制を整備し、収穫抜の寸主作業の省力化を行った事によ

り、規模拡大につながり仲間も増えてきました。

販売罰においては、道外Tlj場出荷を昭和58年頃より始め本格的には、道外

輸送の物流が改善されたこともあり、平成 2 年から一市場 l 億円販売を目標

に出荷したところ、品質評価も高く価指安定につながり、 13if.度には23億 5

千万円の販売高となり、全国有数の産地となりました。この問、転作事業等

の導入、 IIIT単独事業による生産規模の拡大と i差別場、予冷施設、育苗施設な

ど建設にご尽力頂いた行政、販売面等に努力して頂いた農協、生産指導に当

たって]買いた普及センタ一、品質、収穫量を競って生産に努力された生産者

の皆様とゆ体の取組が実ったものであります。今後もこの…体の取組で輸入

野菜に対抗できる高品質トマト、胡瓜の生産に努め、実需者、消費者に顔の

見える産地づくりと、全国のトマト農家との連携を図り、厳しい農業の国際

化時代をのりきって参りたいと思います。

関地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

平車町は呂高地方の西部に位置し、北東

に広がる中 LLi問地であり、総面積747.2km2

を有する道内でも広大な IHTである。

気候は比較的温媛で、年平均気温は 6~

7
0

C 、 7~8 月の平均気温は 15~200C で、

夏は最高気温が30
0

C、冬は 20
0

C を越える

ことカfある。
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降雪量及び降水量は沿岸地域では少ないが、内陸

部では多し、。 EI 照H寺 Ii号は 2 ， 150時間前後で、特に冬

から春にかけ日照が多く、積雪が少ないことから、

農業には恵まれた気象条件である。

東北部から南西部に日高山脈を淑とする沙流川が

流れており、その河川流域の狭長な irjl積地に水!万が

聞かれている。土壌illは排水良好な褐低地二1:が大

半で、これを生産基盤として転作のトマトが栽培さ

れており、 ー大産地となっている。

なお、三IZ~xUI]は、古くからアイヌの集落カfあった

地域としても知られており、その文化を後生に伝え

るべく、 「アイヌ文化博物館J が設置されている。

イ 農林水産業の概要

ニ崎県叶ち
明摂 b

日高支庁管内の農業粗生産額は、 524億円でそのうち軽種潟が67% を占める日本

第 1 表農業粗収入と農業所得
Uìí.f立: 100 )jjlJ) 

fド次 H7 H8 H9 H 10 日 II 

J;~ 業*Illl三 Jì巨額 6, 292 6.070 6, 015 6, 510 6, 346 

小 í\!' 3, 750 3.468 3.602 3, 984 3, 7112 

1, 623 1, 510 1. 419 1, 274 1, 344 

ゴよdリL ヰげ父し . ，、んZ 141 14 94 111 68 

し、も ðif! 25 27 22 17 15 

"ﾎ'i 主T 来 1, 790 1, 637 1, 945 2, 387 2, 202 

その他 171 150 122 195 113 

小百l' 2, 542 2.602 2, 413 2, 526 2, 604 

止IU、 l勾 J /V I二 586 703 535 649 669 

:rL月j 守二 773 723 718 671 659 

J!i'~ JJ本 114 126 135 154 145 

íl花街;ij他 1, 069 1, 050 1, 025 1, 052 1, 131 

そ1:.J}rr;;!J:~住所得 2, 146 2. tJ02 2.329 2, 830 2 , 67/1 

112業 I~rl!沖、.; (%) 34.1 39.6 38.7 113.5 42.1 

i 戸当農業所l~}(+jfJ) 4, 208 4.710 4, 567 5, 549 5, 243 



ーの馬産地である O 平取町の農業粗生産額は約60億円で、約60% を水稲、野菜等

の耕種作物が占めている(第 l 表)。

農家戸数は440戸 (Hll) で、過去 5 年間で100戸程度減少しており、専業・一種兼

業農家の割合は70%程度である。

耕地面積は4 ， 850ha、内水田面積は 1 ， 760ha (転作率48%) で比較的小規模の水

稲農家(水稲作付面積4.3ha/戸)が多い。

転作作物は飼料作物が主体で、軽種馬や i勾牛等の粗飼料に利用され、施設野菜

農家との間で堆厩肥の交換が行われている。また、転作作物の約 2 割を占める特

例作物では、約半分をトマト (85.6ha) が占めており、その他にきゅうり、メロ

ン、ほうれんそう等が生産されている。

(2) 受賞者の略歴

昭和初年に始まった「コメ減反政策j により、経営規模が比較的小さい稲作経

営中心の平取町農業は、深刻な影響を受けることとなり、土地の生産性及び所得

向上のために、地域一丸となって転作野菜の導入が検討された。平取町は、春の

日照量が多く積雪量も少ないことからトマト栽培に適した地帯であったため、当

初、農業改良普及所(当時の呼称、)の助言で 2~3 戸の農家が試験的に栽培を始

めた。昭和47年にこれらの農家が中心となり 2 ， 000坪のビニールハウスでトマトの

生産に取り組み、初めて市場出荷を行った。また、この時に生産者の発案により

平取町野菜生産振興会が設立された。

翌48年、北海道の水田転作関連補助事業を活用し、パイフ。ハウスの増設が検討

され、栽培面積の増加を目指して、試験栽培農家が各農家を囲って栽培への取組

みを説得し、 21戸の同意を得て本格的なトマト栽堵が始まった。

その後、ハウストマトの価格が上昇したことにより安定した所得が確課された

ことから、耕作者及び作付面積が増大した。しかし、面積拡大に伴い個々の農家

が負担する選別作業が大きな負担となってきたため、昭和57年に若い生産農家の

強い働きかけで共同選果施設が建設された。この建設によって、作付面積が倍増

し、 2 人の家族労働で600坪まで拡大している。

これに合わせて、トマト栽培グループは生産組織としても認知され、野菜生産
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第 2 表組織機構図

Jl~*振興対策協議会

FI ，':Slflî古 1\地区従業改良 iF及センタ

( ] A ヰえJIx.lI!j 152 ji 
トマト・胡瓜部会 i

~] A'l江川 8 )ゴ

ほうれんそう部会 (42)i)

メロン部会 (12 jゴ)

I.~;j )1"部会 (30 戸)

馬i'il~:部会 ( 7 戸)

ゴボウ・長'r部会(1 5 戸)

紫=主渓E雲"白f訂わ[れ}沖|作t-文之 白削郎1\ (ω19 ド戸i)

l去場L必;ク (2幻3 戸)

荷 3菜在 ク (ω32幻)iり) 

fJ.t( Iドj付4 今 (33 i了i)

i1司[ 主(%切?百~Ij ク (28 一ゴT

f術日可:j t負'1 ク (ω17 j'戸了)

1言 !川|川| ク (8 )戸ラゴiり) 

振興会の下部組織としてトマト・胡瓜部会が昭和58 年 1 月に発足した(第 2

表)。

平成12年の部会員戸数は160戸、 トマトの作付面積は約80haで、大半が転作田へ

の作付けである。

平成 3 年に夏秋トマトが「指定産地j となった後、栽培戸数と面積の急速な拡

大とともにトマトの販売額は年々増加し、王子成 9 年は 16億円、平成10年及び11 1:f三

は 19億円を、平成12年には20億円を突破し、北海道ーのトマト産地となっている

(第 3 表)。

きゅうりは、収益性確保のためにトマトの後作として位置づけられたifllffjlj栽培

で、ハウストマト面積の約 2 割程度の作付け(l6ha) で、販売額は 2 億円強で、

北海道から本州への出荷NQ 1 の産地となっている。

パ
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第 3 表年次別出荷実績

トマト きゅうり

年度 (i数 1m fi1 u反売ら; 販売令lfíi kg Ji'.l:泌 )i数 Wi5'éf,[ !以先金lfrl
Oi) (ha) ( t ) (I'f)j ドJ) (FIJ ) (}i) ( t ) (百万円)

lI ij キ1148 21 0.8 47 5 99 25 3 

50 36 1.4 121 21 176 56 9 

55 υ 45 2.9 295 50 167 88 20 

60 45 5.7 655 119 179 212 37 

2 63 14.3 1.207 286 201 400 105 

115 35.0 3.423 1. 028 300 60 711 179 

8 127 41. 3 3.873 1. 212 313 65 772 129 

9 140 52.5 5, 125 1. 680 327 66 499 175 

10 144 61. 6 6, 235 1. 924 308 69 738 247 

11 156 72.2 6.804 1.900 279 69 812 221 

12 160 78.8 7.789 2.162 278 72 795 241 

関受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

平取町野菜生産振興会トマト・鵠瓜部会の経営形態は、ハウストマト+水稲が最

も多く、全体の 6 割程度の農家がトマト部門を中心とした経営を行っており、安

定した農業所得が確保されている。ハウストマトのみの経営は 1 割程度に留まっ

ているが、近年、水稲作や畜産部門を

縮小し、 トマト栽培に重点を置く農家

カ'f~力n している。

平成12年の品戸当りトマト平均栽培

面積は 1 ， 500坪であり、l， 000~2. 000坪

規模の農家割合が47% となっている。

作型の多様化と施設機械の高度化や

「マルハナパチ受粉J 等省力化技術の導

入で年々作付規模が拡大し、 2.000坪以 写真 1 平取町に展開するハウス群
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上の農家は20% に達

した(第 1 閤)。

また、道外出荷の

積極的な展開で保î1告

が好調であることと

規模拡大によって、

販売額の仲びが大き

く、 l 戸当りトマト

ユF:l:5J f!反完結{は1， 300~ 

1, 400万円で推移して

第 1 図ぞ1:.ÞCrÍli f

いる。
0%  2(YJ� ,!O% 6096 品()% fo 

O
ノ)
 

v
nハ(
 
l
 

1 れ[J ~()Oパ'fJ ドロ 5()O~]()OO LJ1000 ヘ 2似)り口 :W()() 、 :lOOO 口:lOOOJ+以上 i 
平成12 1':[三は、前年

同様猛暑に見舞われたが、その教訓|を殺に対策を講じ、 は前年を仁

凶った。 1 )二{当りトマト平均販売棋は 1 ， 360万円で、 6 割強の農家が販売額l，000 

万円以ヒであった(第 2 ['ZI)。

水稲 (3. 23ha) 、 トマト(1， 900坪)及びきゅうり (250坪)の複合経営を行っ

ている中核的農家ド[Zlry. IIIT A氏)では、 12年については、猛暑による品質低下が

原因で、農家所得は減少したものの、 800万円前設を確保している(第 4 表)。

第 2 図版光会主Jiの波紋別DJ~~(Fî数

9 {ド

、ド I&: 7iI二
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i
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jo 
ハ
リ

20<){) 40(?6 609� 80
0
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iω% 

国主辺と 50(J j()()())j 0 lO()()-20(J(JJj 02000-30山j 0 :10ωガtj，
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第 4 表 中核的農家(平取町 A氏)の経営収支 (単位:千 11J)

H8 H9 日 10 日 11 H 12 日 12/H 8 

JJ; 業組lll)(人 25 , 437 24 , 711 27 , 235 23 , 815 24 , 205 95% 

うち水稲 4, 640 3, 767 2, 554 3, 921 2, 720 59% 

うちトマト 17, 805 17 , 537 21. 645 17, 646 19 , 032 107% 

うちきゅうり 1. 760 2, 273 1, 600 1, 372 1, 087 61 % 

従来IYr作 7, 456 7, 568 9, 2/19 7, 662 6, 469 87% 

jJ2外IYrf1! 811 764 664 746 610 75% 

民家所得 8, 267 8, 332 9, 913 8, 408 7, 079 86% 

(2) 経営の成果

平取町は、日照時間が多いのでトマトの栽培適地であり、排水良好な転作田へ

作付けし、軽種馬や肉牛の良質堆肥の投入で高い地力を維持している。さらに、

段数を制限し、 「訪花見虫(マルハナパチ) J を活用して着果を確実にするな

ど、 「適正管理」に努め、単位当たり収量は9. 5~ 10. 0 t /10aで、全道平均 (6. O~ 

6.5 t /10a) を大きく上回っている(第 3 図)。

第 3 図 トマト 10 a おたり収笠i七 il淡
(kg) 

12 , 000 

10 , 000 

8, 000 

「
1
1
1

G, OOO 

l. 000 

2, 000 

。

H4 H5 H6 H7 H8 1-19 HIO Hll HI2 

平成 2 年より施設野菜及び内I:j二を導入した複合経営を推進、輸入自由化等によ

る農産物の価格低迷等厳しい農業情勢下にあるものの、収益性の高いトマト栽培
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農家及び作付規模の拡大で、 ]A司王収 IIIJの農産物取り扱い実給は年々増加してい

る(第 4 悶)。

平取産トマトの収穫量は道内全体の約30%、最盛期の El i:H1W量は 100t前後で、道

17']市場では供給過剰になるため、 i諮問市場を中心に道外へ全体呈:の1/3を出荷して

いる。

道内・道外とも、値決めによる相対取引がi首加している。販売単価は市場価格より

も高値であり、 6~8FJ の出荷ピーク H寺は一定程度の有利販売となっている(第 5 表)。

第 5 表 平成1O~ 12年大阪市場及び平取産トマトの月別平均単価
(ì ìí 位: II]/kg) 

5JJ 6 JJ 7)] 8JJ 9 汀 10 )J 

ヱJl. h比 10'10 大阪 489 357 303 289 300 323 

ード 11以 472 364 321 331 309 322 

、 I勺lX: 11'['. 大阪 290 280 286 272 353 

三F JI以 409 325 293 300 299 352 

if'- Jí見 12'1" 大阪 204 194 261 324 332 379 

'1'- ll¥( 280 285 297 309 302 349 

※ ネIDüi't トマトの ìjí. filli は JJ 司王均 Jtjjliììí. filli
(7 Wú道外TIJJ身、 3 刻道内 ili場へI~U 111ý 、令体の7'，i;mu交が十Il刈 11\(1] 1 である。)
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関受賞者の特色

(1) 技術

ア 高品質化のための作21 ・栽培管理の徹底

12 月 20 EI 定植作型」は、定植が厳寒期に当たるため、地中加温および「二重

ハウス÷カーテン J (三重被覆)が必要である。闘場は前年秋に堆肥の施用と施

肥・ベット作りを終わらせ、定植 2 週間前から「地中暖房システム(ラジアン

ト) J で、地瀧を高めている。 3 月定備は 2 重ハウスと j晶風l暖房による加温とで、

スムーズな初期生育を確保し、堆肥の施用 (3 t /lO a )と深耕(深さ 50cm) によ

り膨軟な土層にした上で、 i韮水を扱えることにより品質の向上を図っている。

16 月定植J (土、高jEL期のため雨除けハウス栽培とし、急激な気温上昇で生理

障害や落花が発生するのを防ぐため、土壌診断に基づ「く適正施肥と革勢に応じた

追肥・潅水に努めている。また、 「怒校Y1U では品質の保持のため収穫段数を制

限しており、 2 ・ 3 月定械は 6 段、 4 ' 5 月定植は 8 段、 6 月定植は 7 段として

いる。 2 ・ 3 月定植ハウスでは、後作として 7 月末からきゅうりを作付けし、ハ

ウスの有効利用を図っている(第 6 表)。

/lI!) ，fif~ ハウス桃太fiI;

11Jl机:ハウス挑ん郎挑ん郎

o J，弘 軍一一…一一一寸綴線機織側線機線機線機欄 MrH[ 挑 J，fiI;

i 5)j 11. 201 1 ',Ë1IIi) 

o 弘
MIH:: ぬ J，fm 挑UH;S 0 

i¥1¥Hr. :桃ぶ白日・桃太郎自 O
)-Lfï~ 0: はぬ &・鉢/:I t 'f:定例図: J[匀!lt 

イ 減農薬・減化学肥料栽培の取り組み

北海道で、は「クリーン農業(環境調和型農業) J 技術の現地への早急な普及と
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定着を i議るため、平成 8 年から 10:9三までの 3 カ年間、道内の各地において実証展

示事業を実施している。この事業の一環として平取町では、平成 8 年、道立道高

農業試験場が開発した試験成果の「ハウストマトの窓素施肥法J の実践に取り組

み、施肥前に土壌残存窒素測定を行い、それを考慮した施肥により収量を損なう

ことなく化学肥料を減らすことが可能であることを実証している。

この結果を得て、平取町のトマト生産において下記の基本的な栽培技術を関係

機関と一体になって徹底している。

① ハウスへの耽肥施用(作付前の施用 6 t/10a) 

② 施JJ~fìíJの土壌分析の完全実施と施IJ~量ーの決定

(平成 11:9~度土壌診断点数 9 項目 :762点、 p!-l'EC : 110点)

③ 基肥は有機質主体とし、塗素施肥量20kg/10aのうち、化学肥料による施JJ~

は 2 分の l 以下とする。

この結果、土壌養分の過剰が徐々に改持されるにつれ、茎紫のi邑繁茂や軟弱体

質が解消され、トマト栽培の難題の一つである f灰色かび病J も顕著に減少して

いる。また、 トマト栽培の省力化技術として導入している「マルハナパチJ に対

しでも影響を与えないよう、農薬1~士 -;(rî は最小限にするために下記の取り組みを

行っている。

① ハウスの換気施設の高度化(天窓や!講師の自動化)により十分な通気性を

確保し、 「耕種的防除j を徹底する。

② 発生予察に基づく防除で、防除回数は 1 作型で前年の 2 分の 1 を目標とす

る(平成12年)。

③ 訪花見虫「マルノ、ナパチj に優しい農薬を使用する。

④ 環境に負荷を与えない「生物農薬」を使用する。

さらに、各農家の栽培実態(施肥防除)を把揮するため、また、クリーン農業

に対する意識高揚のため、 「トマト生産管理台帳」の提出を義務づけている。

ウ 持続可能な環境保全型農業への取り組み

産地銘柄の確立には、厳しい定量継続出荷義務を伴う。そのため、平成 7~9

年の泰の天候不順により発生した「灰色かび病」の防i訟で、農業による防除回数

を増加せざるを得ず、それは耐性E告発生の原因となった。その対応として平成10
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年から、部会員全員でi坊除実態把握のための野|阪記帳に取り組んだ。一方、軽種

馬や肉牛農家からの良質堆肥の施用や土壌分析に基づいた施肥改善により、連作

障害を克服し、 20年以上の作付闘場においてもトマトの白根栽培が可能であり、

土壌消毒を一切実施していない希有な産地となっている。

しかし、 「近頃トマトが作りづらくなっている J と言う栽培農家の声も多くな

り、半身萎凋病等の連作障害もみられ、農業改良普及センターや農業試験場等の

関係機関との協力による土壌断面調査や化学性の分析を実施、総合的な土作り対

の検討がなされている。

生産者個々の栽培の中でも、士作りと耕種的防除を基本に農薬使用回数を減ら

す努力が行われていた背景もあり、消費者へ安全で安心なトマトを届ける取り組

みが部会全員で始められたところである。(北のクリーン農産物表示制度統一牟シ

ンボルマーク rYES ! c 1 eanj による表示販売を実施)。

(2) 経営

ア 完熟品種「桃太郎j と道外市場

昭和61年に完熟タイプの品種である「桃太郎」を試験栽培したところ、 ïjj場詳

細が非常に高かったことから、平成 2 年より品種を従来の「旭光」から全面的に

「桃太郎j に変更した。日持ちの良い f桃太郎j への転換により、道外市場への

出荷が急増し、昭和63年の販売額は 2 億円、夏秋トマトの産地指定を受けた平成

4 年には 5 億円を突破した。また、品質の良いトマトを定量継続出荷するため

に、集団的な活動が強化されている。

一方、 トマト栽培において育苗は大

変重要な作業で、苗の良否はその後の

収量・品質に大きく影響を与える。部

会では平成 9 年に 1] A野菜背苗セン

タ -J を設置し、 「セル苗」による供

給を行い、苗の均質化と鰭苗育成に取

り組み、コスト低減及び省力化を図つ

ている。
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また、会員数の増加に伴いきめの細かい技術対応が必裂なことから、役員やア

ド、パイザー農家による臨場巡回や支部単位の現地問修会が強化されている。

イ 集IH荷体制の強化と作付面積の拡大

平成 7 年には、道外市場への安定出仰のため f予冷貯蔵施設J が新設され、鮮

度保持や出荷調整が強化されている。

道外出荷の拡大で予約柏刈取引が増加することにより、価格水準が高位安定化

した結果、栽培農家戸数・面積が急増し、平成 6 :Éj三から 10年までの 5 年間で他に

例を見ない程のiFJ い{rtl びとなり、販売金額は2.4倍の 19億円を越えた。

また、省力化のため「マルハナパチ(受粉) J や詩人防除ロボット」の

入、作製拡大のための「地中加温設iJilU の設置等の技術導入が進んでいる。

さらに、土作りやトマト収穫段数の制限、作裂の割り当て、ハウス天窓の設置

義務等高品質トマト生産のための部会栽培規約も強化されている。

ウ 共販活動

農協及び部会員から構成される選県連営委員会で、出荷規格、共選手数字'1等が

決定されている。また、カラー写真による「出荷規格‘覧表J を作成し部会員に

配布して品質の統一を図っている。さらに、選果場の作業効率の向上と規格維持

のためのシステムとして、規格外品が混入して出荷された場合は没収し、ジ、ユー

スの原料の自i としている。 r没収金j は部会の活動費にあてられ、府県市場視

察やパート労働者の慰労などに活用されている。

共選は1:ìl週間単位で共同計算されるが、この仕組みによって部会員に売上金が

毎週入るため生践の努力が金銭で註ちに確認され、生産意欲の向上と喜びにつな

カfっている。

i笠来場は労務管理をはじめ一切を農協が連常し、 トマト・胡瓜部会では、選果

場の稼働体制に合わせて部会員の出荷時期の調撃を行っている。

出世すうもは主に関西方的iで、近i!ミ、 j明間 {ìllí絡を取り決めた刊、11対出荷J が主と

なっている(第 n&.J。

ょに トマトジュースの生産

夏場における市場価格低迷I!寺の出荷調整を目的に、規格外I引を有効利用した

ジュース (lfH品名 rニシパの恋人J )への取り組みも進められ、近年の健
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第 7 表 農協一元集荷による完全共選共販体制

予{i~ì J市

コンピュータ -jljlJ 佐[1

12-13
0

C 

6 -1211NfifJ三百7

(H 8 Ji"~1往生政体fljlJ強化総 fT推進対策)

選'*機

等級~秀. f長・良・ ;ìf; (;ìf~品は 1r~r 選)

規約-3L.2L.L.M ・ Ml.S.2S

センサーカメラ式形状選別機

50-60 t /日処理!

(H 4 ;J( LE! JPl業縦立対策事業)

(H 8 1;1{jIUtllfiやj;flìlß!ldヒ総合抗 ;1主対策本業)

(H 10 UI i'1 振興等法林漁業特別対策事業)

j也主主

Jι IJj 

i目以

i 日11'4

t 

ノ、 (90) 

IH 佑光名科、 、 I'I&: 10 イ| ド I&: 11 {I ド I&: 12 イ|

九~~札似 2,1. 2 23.9 25. � 

十L~"ホクレン 1.6 1.0 ().7 

j'l'iJJ 、 1~HR 1.3 1.5 

九，"'f!J、牧 0.8 1.9 

コーフさっぱろ 2.4 2.0 l.9 

他 。 l 0.1 。。

ド 111 センター 10.1 11.,1 13.0 

)，1'1 1-\ごンター 9.5 9.9 10.6 

JL 築地 2.0 3. :3 3.8 

~;( ~~ 23.9 21.9 16.8 

大~~ 12.0 1!.<1 

官民太日i 七シター 11. 2 12.6 

大~， .Iじ;市 0.9 0.0 

道内市場(札幌・苫小牧) - 3 割

*翌日朝jセリ

(当 H 夜発送、 トラック輸送)

道外rlî場(大阪-京都) -7)切

* 3 日 H 初jセリ

(ーIぬ予冷・現朝発送)

(J R コンテナl愉送 2 日間)

康・安全志向の高まりの中、消費者に味の良さ、飲みやすさから評判も良く、現

在では道内各地はもとより道外へも出荷され、北海道を代表する地域特産品の

トップブランドとしての地位を確立するとともに、 トマトの付加価値を高めてい

る。
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オ 担い手確保への取り組み

平成12i!三から平取町新規就農者受け

入れ対策協議会が発足し、平取町野菜

生産振興会も構成メンバーとなってい

る。平成12年度は府県から 2 組の新規

就農希望者があり、 トマト・ îl;!j瓜部会

で受け入れ、農業実習の場を提供して

いる。

関普浸性と今後の方向

(1) 普及性

写真 3 ニシパの恋人

]A平取町は平成 2 年より、 あたりの農業組生産額2 ， 500万円、農業所得

600万円を目標に、施設野菜、肉牛を入れた複合経営を推進する 12 ・ 5 運動J を

積極的に展開、水稲共同育活施設や機械利用組合の設備による水稲作業の効率

化・省力化及びトマト集出荷施設等流通体制の整備を精力的に行ってきた。その

結果、トマト栽培農家戸数・作付面積はさらに増加し、 あたり農業粗生産額

2 ， 500万円を超える組合員農家は平成 2 1'1三の 6%から平成 9 年には18% に増え、平

成 9 1'j三のトマトの販売高は、水稲を抜い を占めるに烹った。

平取町のトマト栽培の成功は、隣IHJ の富Jl IIHJ に波及し、 8 戸の農家が当部会に

加入しトマト栽培に攻り組んでいる。

農業の国際化・自由化の進展する中で、米価の低落、畑作物の価格低迷や農

・農村の担い手不足・高齢化の進展等、農業・農村を取り巻く環境の蔽しい時

期に、地域が一体となった生産振興の取り組みが、経営改善の大きな成果につな

カfっている。

道外市場への出荷が拡大し販売価格が安定するにおよび、農業外に就職してい

た後継青年がU ターンし、就農するケースが増えている。平成 5 年に 2 名の U

ターン就農者があり、以後毎年 4~5 名(多い年で 8 名)がU ターンし就農して

いる。平成 5 年からの新規就農状況は、新規学卒就農者21名、 U ターン就農者34
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名、新規参入者 1 名の計56名となっている。また、農業外からの新規参入希望者

も多く、資金助成等町の支援対策等により積極的に受け入れている。

農業青年で組織される 4H クラブの活動は、近年活発で、 トマト栽培に関する

プロジェクト活動の成績を部会の集まりで発表する等、親!仕代からの期待も大き

く、円滑な経営継承への明るい材料となっている。

平取町では、経営主が妻や母:に給料(月 8 万円程度)を渡す給料市Ij、過に 1 日

の休日を与える休日制などを積極的に導入している農家が出てきており、家族経

営協定の締結農家は15戸となっている。また、年間労働時間は l 人当たり 2 ， 200時

間程である。

(2) 今後の方向

新食絹j去の施行や連年にわたる全国的な米豊作の中で、水稲の収説が減少、さ

らに生鮮野菜の海:外からの輸入の影響を受けて、 トマトの価格も低迷基調で、農

業所得確保のために作付面積の増大を余儀なくされている。ハウス面積2 ， 000坪以

上の農家が 3 割以上に達し、さらなる規模拡大は経営者の高齢化と新たな労働過

重の問題を顕在化させている。また、減農薬減化学肥料栽培による高付加価値ト

マト生産のためには、良質な堆肥の確保が必要で、畜産農家との連携強化がより

重要度を増し、またトマトの連作障害国避のために、ハウスの移設や縁杷等他作

物の作付けや、排水良好な転作田への新たな団地展開も必要となっている。

トマトの総合的労働軽減対策には、複合部門の水田作業の共同化や労働効率改

善のための農地利用集積等も必要となっている。このため、コントラクタ一事業

の設立や機械利用組合の符編など「農作業のシステム化J の話し合いが、現在地

域内で進められている。また、 トマト作業の労働過重問題を解決するため、安定

的にパート雇用を確保する「トマトヘルパ一事業」構想や雇用型経営(法人経

営)への転換のためには農協の役割も今後ト分期待されるところである。

平取町野菜生産振興会トマト・胡瓜部会の取組状況はj:)、上のとおりであった。

最後に特筆すべきことは、部会の指導者は、産地問競争の時代は過ぎ去り、

地の連携協力が求められるとの認識の下に、岐阜県高山市あるいは熊本県八代市

等の代表的トマト産地指導者と交流を深めており、その中で日本のトマト作りの
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J) ーダー的農家が結集した「呂本トマトサミット j の開催を検討しており、具体

的に開1fliスケジュールとシンポジウムのテーマを詰めていることである。調主Eを

jffi して、日本のトマト作りのリーダーとして、これからの日本のトマト作りを先

してし、く意気込みが感じられた。

r
D
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受賞者のことば‘

「不可能を可能に変える」をモットーに消費者の
信頼を最優先する養鶏経営を目指して

北栄産業有限会社代表市村栄宗

私は家業を後継するにあたり、衛生管;理と環境配慮を無視した畜産経営の

あり方では今後、日本の畜産業界全体の経営存続が難しいと判断し、これか

ら迎える新世紀は食品の位置づ、けで、新 1M: さは勿論のこと、高品質で、安全性の

い衛生管理の徹底したJ1Mfiの生、そして今までの養鶏場のイメージでは

なく鶏卵の食品工場といった農場スタイル。また、完壁な鶏糞の処理は勿論

のこと悪臭対策の徹底した環境配慮のできる養鶏場を目指し、日々努力して

きました。

鶏糞を一切:ljHfi しない直立ケージシステムのウインドウレス鶏舎の導入。

また、 1 S 0 や HACCP の良い点を農場に取り入れ独自の衛生管理体制の

導入での安全性の確立、鶏糞を醗酵処理し有機質肥料として100%販売(徹環

型農業の確立)、醗醇処理過程における悪臭を自社開発のオゾン脱臭プラン

トで消臭、農場全体の環境美化の徹底などを図っています。
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特に在、は、環境配慮、鶏糞処理と悪臭対策を第一に考え、養鶏経営を して

きました。また、不可能を可能に変える意気込みで ! 小さなことでも妥協は

しない ! 自分の甘え に勝つ ! を モ ットーに取り 組み 、 消費者の信頼を最優先

した鶏卵生産を行えば、 最後は自然 と環境配慮の調った養鶏場の確立を達成

すること が出来ました。

今後は 、 微力ではございますが栄えある天皇杯受賞にあたり、より一層 、

斬新な発想と創意工夫で日本の畜産業界の手本となるような農場を目指して

努力していきたい と 考えています。

園地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

石川 県は、 北陸地方の 中部に位置 し、西南から東北に向か つ て細長く東西

100 . 0km南北198 . 3kmで、北は能登半島 となり 日本海に突出している 。

気象は、年平均気ù'i\U4 . 1
0

C 、降水量:2 ， 592.6nml とやや冷涼な地域となっている。

古くから能登半島の輪島市においては伝統的な輪島塗が有名であるとともに 、 県

南部の寺井町においては陶磁器としての九谷焼があり、ま さに加賀百万石に相応

しい歴史と伝統の土地柄で、ある。

農業について は、 11年度農業1羽生産額が72 ， 650百万円、うち畜産は 17.8%の

1 2 ， 970百万円 となっ ている 。 また養鶏の産出額については、 6 ， 080百万円で、 うち

鶏卵が5 ， 950百万円 とその殆んどを占めている。

イ 農業の概要

事]l水 11ITは県中央部に位置し、米作中心の地域である。農家戸数560戸、耕地面積

641. lhaO. 14ha/戸)と仁1:1規模の農業経営と なっており、 この他この地域の特産と

しては 、 葛およびいちじくがある。養鶏は能登半島の穴水町、 能都町ーの 2 地区に

集中しているため、押水町においては 2 戸のみとな っ ている 。

0
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第 1 函北栄産業位置問

日
本
海

(2) 受賞者の略歴と経営の展開

昭和61 -'9三 石川県立農業短期大学卒業後、直ちに(株)日清製粉研究所にて研修

昭和62年 大規模養鶏場(京都)にての研修及び海:外農業研修への参加

1Jí3和 63年 自宅の養鶏経営に参瞬

平成 2 年 環境保全型養鶏を目指す観点及び衛生管理の徹底のためウインドウ

レス鶏舎を新築

王子成 6 if:ミ 鶏糞悪臭対策として全国に先駆けて大型オゾン脱央装置を導入

平成 7 年 付加価値卵としてのブランド卵「田舎の卵J の生産販売を|;仙台

平成 9 年 ウインドウレス鶏舎の増新築及び鶏糞自動選別袋詰め機を導入

平成10年 自場独自の鶏卵品質及び衛生管理のマニュアル化を導入

平成13年 更なる独自のアイデアを導入した大型オゾン脱臭装置を追加導入

89 -



襲撃受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

現在、北栄産業脊限会社は市村栄宗氏を代表とし

て、本人の他、妻及び両親の協力の下、常勤雇用 2

名、臨時雇用 (2.1 人相当)により経営を行ってい

る。

ひな導入羽数26千羽、平均成鶏羽数約110千羽を

飼養し、平成11年度の年時鶏卵出荷量は1， 982 t 、

販売積3.6f:言、円であった。

第 1 表家族及び労働力

続合…t に土、l する絞布^í 1]� iH�; 

家族 本人 3 4 仕立

実 3 4 歳

常 JW り) 5 4 成

Lと 2 6 i汲

阪 II~\'J1lf 延べ人"

6. 1 人

経営土地・鶏舎等の概要

敷地I面積: 5ha(借地)

鶏 舎:鉄骨ウインドウレス鶏舎3掠

写真 1 市村氏の家族

(夫妻および子供述)

年IlfJラj-働!]数

3 0 011 

3 0011 

2 7 011 

2 7 0 '-' 

1 、 3 7 7 FI 

2 、 5 1 7 1-1 

〔育すう舎 (720mゴ)、成鶏舎(l， 152ぱ、1， 536rがの各1棟)J 

施 設 :GP センタ一、天呂乾燥ハウス棟、鶏糞処理場、木造堆肥舎、鉄骨堆

肥舎が各 l 棟
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第 2 園農場配置関



(2) 経営の成果

ア 経営・運営概要

第 2 表 農業所得(最近2カ年間の実績)

イ 生産技術水準の現状

①'.1ィ:rで1:
第 3 表 当経営の技術水準と生産指標(平成11年)

Jf! 1.1 J仁会:産業有 [;l~会社 石川県畜産会

成主 HOO羽 111 た 1) 'I'-Ilil 長fj01'j 1t政治 1, 816kg 1, 680kg 

成主 HOO羽 15 たり 1 日、tií たり政0iJ {j[ 4, 98kg 4.6kg 

(49. 8g/ [�1 /;j;J) (46g/ 日/;]:1)

!ぷ!1()l 00羽将たり 'FIIIJ飼料 iì'í1'( li~ 3.595kg 3, 650kg 

自ω、1't' ;Jミネ 1, 98 2.17 

!戊 :HJi!iuì太2本 47.5% 45.5% 

l'{)l此い fもTか1 98.9% 99.5% 

成 )ifjへい死i十三 5.7% 4.5% 

成:高村IIì充ネ 52.3% 50.0% 

成主fJl00 :j:j :i1たり投 J' 労働 II，\'II\J 12.3U寺問 22.0U寺 IMJ

② 収主主↑ゴ

rJ[ 1] 北栄残業有限会主i 石川県議脱会

成主(j100 ;j;l" í たり年 ilfJ所得 65 , 500IL] 33 , 166[1:J 

成主n100羽〉Ii たり ì'ilíl 托] I/Y.入 339 ， 429円 300 , 3521LJ 

うち~(j0rJlUj光1/見入 332. 540fTJ 296 ， 352ドj

成:J}.lJl OO;j:j 当たり売上げ}Jll11 l1 i 195. 64711J 252 ， 050円

うち来初H'è 12 , 15()jlJ 48 , 7501]J 

うち購入飼料 y'( 118 , 386 [IJ 138 , 7001 LJ 

うち労働~'( 6, 426/TJ 28 , 6001"'J 

Ivr ず卒、 19.3% 11% 

f仰IJ II培、!i たり 'L:~ ,;Î'i U;l 11H� 103.9円
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第 4 表 生産性、収主主性及び所得についての推移(最近 2 ヵ年間の実績)

イl'正 、|三 I&ll :fflit

成主1)1 00;J3J 当たり年lIíj~n卵生成主i: 1, 816kg 

lì父~fHOO羽当たり 1 EI.~~ たり ì;j~01'l泣 4.98kg 

( 4 9. 8g/ 1l/3J:J ) 

1&虫色 100;J;J~ たり年 111]ïYÍ"Î!.ト 65 , 50oPJ 

成工(jlOO羽 25 たり奇fSI"jJ/JI.入 339 , 429[LJ 

IYr1tj.ヰt 19.3% 

J1J0fJ 1 kg '1'1たり生成1Jj(flll� 103.9jlJ 

'Ji: ;r~i\t ;/é..L tj' 372 ， 296 千f! J

fドIIfJ総IYd守 71, 842T中 l

関受賞財の特色

(l) 技術的特色

当経営の最大の特徴は、 “先ず鶏糞処理を第- (こ

考え、これに見合った鶏会設計及び鶏の導入計画を

たてる"をモットーとする環境保全型経営である。

この観点から

ア これまで、各稜の鶏糞処理方式を実施してみた

が、その効果に満足せず、日本初の大型!オゾン

脱臭装置を導入し、ほほ完全に近いレベルでの

悪臭対策を実施している。

イ 鶏舎内環境改善のため床面等の徹底した清掃写真 2
により、鶏舎内床聞には全く汚れが兇られな

し、。

、 1 1. 1&12 11' 1欠

1, 836kg 

5.03kg 

(50. 3g/ I1 j:j;J) 

62 , 267JIl 

331 , 8691LJ 

18.8% 

106.88f1J 

357 , 367+ILJ 

67 ， 052千 11J

自己アイデアも加

1l5!ミしたオゾンによ

る鶏糞脱臭装置

ウ 地域住民への配慮から全鶏舎をウインドウレス化し、鶏舎内の悪臭及び鶏

の鳴き声、羽毛が外部に出ないようにするとともに、農場環境美化の観点か

ら農場内には多数の花の植栽を行っている。

エ 一般にウインドウレス鶏舎内は水洗出毒が不可能又は困難な施設構造であ
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るが、独自の構造及び技術を駆使

することにより耐水性を高め、

オールアウトの度に水洗消毒を行

い、高度の衛生環境水準を維持し

ている。

オ 徹底した鶏病対策を行ってお

り、 I 羽当たり衛生資が72.05円と

一般的な場合の 2 倍近い経費を投

入している。

カ 卵殻表面細菌の卵内侵入防止及

び生産卵の商品化率向上のため、

鶏舎内エッグコレクターを改造

し、破卵率を半減 (6% →3%) さ

せている。

キ 鶏舎外壁に独自のスポンジ状の

クーリンク、、パットを吊り下げ、暑

熱時にこれに散水することによ
写真 4

り、気化熱による鶏舎内渦度の引

下げ、(約8
0

C低下)ることに成功し

ている。

写真 3 農場内美化

ウインドゥレス鶏舎側壁の自主

開発のクーリンクソ f ッド

下の管が散水用の水道管

(2) 最新技術の積樺的導入・活用による経営的成果

ア 常日頃より様々な関係データを収集し、パソコン分析に基づき鶏舎内を至

適環境にコントロールすることにより、ピーク産卵 (90%以上)が37逓問と

極めて長期に亘っている。

イ 農場独自のHACCP を導入し、衛生管理を徹底するとともに、オリジナ

ル飼料を添加し、 210~270日齢の期間に限定し、この生産卵の上位10% を厳

選し、付加価値卵としての「田舎の卵j としてブランド化し収益性を高めて

いる。また、食品衛生の観点から破損卵は全て廃棄し、食用に流通すること
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写真 5 検卵作業の様子 写真 6 製品化レベルの高い醗酵鶏糞

奥が l 次検卵、手前が 2 次検Di1
作業

を mJ避している。

ウ 鶏糞醗醇処理施設と全国に先駆けて独自に開発した大"!I;~オゾン脱臭装置を

連携させ、環境重視型養鶏として処理鶏糞の100%販売に成功している。

コ二 Tlî村氏は養鶏関係の最新の各種施設・機器を導入しているが、氏の生来の

機械好きから、機器等の故障11封書については、業者による修理は最初の 1 Iほ

のみとし、以後は殆んど全てを '~I 分による修繕としている。

オ 以上のこと等により、鶏群は平成11年度に限らず、平成12年度においても

引続き高水準の成績を収めている。

(一…ー) 飼料開 2.03 (1.98) 酬の生蹴 106.9円/同(l…)一日 052千円(ー]
阿)、所得率 18.8% (19.3%) 

( )内は平成11年度
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育雛舎日常管理マニュアル

衛生対策

出入り規制 衣類の交換、履物交換、消毒後入室のこと。

機材の消毒の徹底

鶏舎内の清掃 掃除機、帯等使用

日常管理

朝夕の器機の確認及び飼育鶏の確認

飲料水、飼料のレベルチェック、死鶏の確認、

水フィルターの交換

換気量、温度管理、点灯管理、飼料切り替えは、別紙の表を参考に実施

のこと。ただし、常に飼育鶏の状態を確認の上コントロールすること。

飲水量は事務所の制御盤で、毎日確認実施

作業管理の実施事項は日報及び飼育鶏のノートに記載

体重測定の実施 2 週間ごと パソコンデータ処理実施

血液検査の実施 1 2 0 日齢時

必要に花、じこの限りではない

育雛舎の主な作業内容

1 入雛作業

新関取り

2 デピーク

3 NBH120 DW 

チックマット取り

チックネットアップ国定

4 1 B D DW 

5 1 B C 7 8 DW 

6 NBH120 DW 

トラフ下げ国定 ニップル固定

l 、 4 段振り分け準備

7 振り分け作業
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5~7 日

1 4 日齢

1 8 B 以降

1 4 日以降

1 8 日齢

2 8 日齢

3 5 日歯令

4 0 臼齢以降

4 5 日齢以降



8 NBBMG+ICAC POX ILT 65~70 日齢

8 4 日齢9 NB 五 120 DW  

1 0 成鶏舎移動

1 1 掃除、水洗、消毒、乾焼、入雛準備

1 2 0 日 ~135 日詰合

1 2 栄養剤、薬剤jの投与について

1 3 点灯管理

1 4 換気管理

1 5 飼料管理

1 6 除糞作業

成鶏舎内の日常作業管理マニュアル

成鶏舎用

飼養管理

l 基本

日齢の若い順番に管理を行う 毎日

死鶏のチェック 記帳の実施

手袋の交換実施 履物の消毒実施

AB 

管理台車徳用で、 6 、 5 、 4 段死鶏確認

3 、 2 、 l 段通路から確認

ケージの奥にいる場合があるので十分注意して探す

日と鼻で死鶏を探すのがポイント

AB室 若い日 18告のロットからチェックのこと

CD 

管理台車使用で 8 、 7 段 4 段死鶏確認

し 2 、 3 、 5 、 6 段は通路から確認

ジェントルワイヤーのつり金具のはずれの確認も同時に行うこと

CD室 若い日齢のロットからチェックのこと

軟卵のチェック 記i瞭の実施

ロットごとにバケツ交換実施

η
i
 

n吋
υ



!欣卵 重度破。li の除去及び個数の時認

銅fl のチェック 記11長の実施

各段ごとの餌レベルの確認実施

飼料計量機確認実施

食下景の増減にはト分注意し成鶏の健康管理に努める

給水のチェック 記艇の実施

水計確認、フィルター確認、交換実施

ケージエンド、エンドチューフソk位レベル確認実施

水圧計はフィルター後の圧力が特に重要

AB室最低 4. 5 k 以ヒ正常時 5. 5 k .1:)、ヒ

CD室最低 3. 0 k 以上正常時 3.5k .L-:J、上

それ以下の場合至急フィルターの洗浄交換のこと

夏 季 クーリングパット使用のため水庄がかなり低 Fするため鶏舎内に入

室するたびに確認し低下が激しい時はフィルターを交換すること

水圧が低 lごするとケージタJ 8 段目に水が供給不能になる

夏季は特に大惨事の事故になるので十分注意をはらうこと

水量計の洗浄実施 4 ヶ月ごと 年 3 回 実施

鶏の健康状態チェック

詰って来ると流量が多く示される

成鶏に水が十分行き届かない

呼吸器症状動作確認

記11長および実施状況は、別紙のとおり

2 設備制御機器の確認実施 毎日

i品度、湿度、換気状況、点灯

記帳および実施状況は、別紙のとおり

3 鶏舎内の清掃管理 毎日

日齢の若い順番に管理を行う

ロットごとの掃除用具使用 帯、婦除機、ヘラ等使用

掃除項目 通路掃除、壁、その{副会の付着している留所
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集卵後の集卵機器の掃除、プラケースの清掃

集卵設備および周聞の粉塵除去作業、コンプレッサー使用

定期的に実施

ケージシステムの清掃、定期的に実施、コンプレッサー使用、

実施状況記帳は別紙のとおり

4 鶏糞搬出作業

ロットごとにより 5 日 ~7 日ごとに搬出実施

当社農場内の鶏糞処理施設へ運搬

搬出後、除糞システムの清掃実施、ヘラ、器等、ロットごとの

専用機材使用

記II!長および実施状況は、別紙のとおり

5 その他の作業

毎日の日報の指示に従い実行

6 トラブル

緊急時専務の携子育電話に連絡し対処する

機器の異常事態のときは警報機からの連絡が自動的におこなわれる。

機器セキュリティーシステム完備

日報に記帳し点検修理状況の対処方法の記入、部品発注

7 衛生対策

各鶏舎出入り H寺消毒実行

機器、資材の使い分け実行

衣類の交換実行、消毒の交換実施、週 2 回、火曜日・金曜日

舎内のごみ、粉塵、鶏卵の廃棄物は全て鶏糞処理場へ搬入後鶏糞と一緒

に処理する。

トラブル及び異常事態のときは、専務の指示に従い対処すること
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盤普及性と今後の方向

(1) 普浸性

市村氏のモットーは「不 I汀能を可能に変える志気込み! J r小さなことにも妥

協はしないけ 「自分の甘えに勝つけである。

受賞貯の養鶏場は最新の施設・機器を導入・活用しているものの、その技術内

容自体については現代の産業技術水準からみて各々特段に日新しい内容のもので

はない。

しかしながら、市村氏の最大の特長は前記のモットーに基づく、各種機器及び

技術について新たに独創的な組合せを独自に開発するとともに、絶えずこの更な

る改善、改良に努めていることである。

このため他の養鶏関係経営者にとっても、この窓;欲と;さ;志を持って取組めば、

その経営技術の殆んどは実現可能なものである。要はこのような気迫を持って、

常日頃の経常に臨めるか否かに帰結する。

(2) 今後の方向

ア 大型オゾン脱臭装置の崎支普及悦

市村氏の経営においては、全国に先駆けての独自設計による本格的な大型オゾ

ン脱臭装置を 2 度に亘り導入している。この利用技術の一層の改善により、一般

養鶏場にも導入可能な技術水準への確立が期待される。

イ 人材の育成・確保による経営体制の強化

市村氏の生来の機械好き及び根めて強国な意志に裳付けされた高度な経営改善

意欲に受賞財の経営内容の成果の大部分が特異的に依存している状況にある。こ

のためもし可能で、あるならば、今授のリスクヘッジのためにも家族内に又は有能

な従業員を確保・育成し、市村氏の技術内容の伝授等を行うことにより、経営基

燥のより の磐石化を図ることが望まれる。
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受賞者のことば‘

夢と希望を子牛に話して

子義方矢

九州、|の!主根といわれる九重述 ilJの北側に広がる「高原といでi誌の IIJJJ

IHJ飯田高原の農家に、農業経験の全くなかった私が嫁いで、平くも 20年が経ち

ました。

高原野菜を lドL、に肉泊三1:繁殖経営を常む兼業農家の技が家でしたが、夫の

大きな決断で平成 2 年から肉用牛繁殖の専業化にいjけ増頭を始めました。そ

れから約10年間で成午 7 頭から46頭へ増強を果たし、現在は56頭を数えるま

でになりました。

この増頭を実現するため、犬とともに「地域の豊かな草資源を活かした肉

m 午繁殖経営の実現」を基本に、増築した畜舎を活用し、主主が家にあった経
営を宮指しております。また、生育段階に応じたm手分け鰐育で子工|二の発育の

向上、育種{簡を活用した自家保留と受絹卵移植で優良系統を造成、豊かな

資源を省力化機械体系を活用し1'[1飼料自給率97.8% 、 TDN 告給率78% 、 T

DN生産ïJ( 17.8ドJ/kgのさらなる向仁、オンとオフのH寺間をはっきりさせた
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fゆとりの時間J の創出、そして、夫婦が経営を分担・協力し経営のパート

ナーとして頑張っています。

決して楽しいことばかりではありませんでしたが、自分たちの夢と希望の

詰まった子牛を育てながら、いつも前向きにチャレンジしてきました。私た

ちが育てた子牛が、 「さすが矢方の牛、さすが飯田の牛、さすが豊後牛j と

言われるような良い牛になるように、これからも歩みを止めず、努力を続け

ていく所存です。

時ならぬ逆風の中におかれた畜産の経営ですが、この逆風を次なる飛躍の

ための試練と受け止め、多くの関係機関にこれまで以上の指導・支援をいた

だき、努力を怠らないよう頑張っていきます。

これからもこれまで、以上に、夢と希望を子牛に託し、パートナーの夫とと

もに、子供たち夫婦や家族といっしょに、そして地域の牛飼い仲間ととも

に、次のステップに向け、牛飼いに精を出していきたいと思います。

襲撃地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

九重町は九重連山の北側に位置する。大分

市からの距離は、大分自動車道の大分イン

ターと九重インタ一間で、約51kmで、ある。

/λi ン/ノ 湯慨問町

矢方さんの家は九重町の中心部(標高

300m) から更に南東部、標高約900mの飯田高

涼にある。九重インターから矢方さんの家ま

で、距離にして約18kmで、ある。

夏の最高気温は30
0

C、冬季の最低気温は

ノ古 \\L三レ〆
熊桝本 心iiL~{?♂?

\ノ 寸山、，....

¥ 

lO OC 、 1 ~ 2 月に雪が多く、年によっては積雪が 1 週間以上続くことがある。

イ 農業の概要
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九重町の総農家戸数は1， 728戸、うち肉用午1tjjJ養農家戸数は342戸、肉用牛(繁

殖)飼養頭数は2 ， 342頭で、 l 戸平均飼養頭数は 6 . 8 頭である。このうち矢方さ

んの家がある飯田地域は九重町でも肉用午の飼養が盛んなところであり、師養農

家戸数は68戸、飼養頭数は777頭、 1 戸平均錦養頭数は 1 1. 4頭となっている。

町の大部分は LLi林、原野に護われており、耕地は主に玖珠山沿いの流域と 111麓

部の標高350~ 1, 050mの開に段階的に散在している。総耕地関積は2 ， 210haでッ1(田

率64%、農業粧生産額は5 ， 260百万円でうち米23%、肉用午19% 、花き 18%、野菜

18%、乳用牛 9%、果実 7% となっている。

(2) 受賞者の略歴

矢方さんの家の牛飼いの聡史は大正時代に，遡る。 矢方さんの槌父にあたる方

が高原野菜の盛んな飯田高原でキャベツ作りのかたわら共進会に出品する牛づく

りをはじめたのが始まりである。非農家出身である受賞者は、高校の開級生で

あった矢方家の 3 代目と昭和56年に結婚。そのころの経営の柱は300aのキャベツ

生産で、これに繁植牛(7頭)と米の複合経営であった。平成 2 年、銘柄産地で

あった飯田高原のキャベツにネコブ病が蔓延。このことを契機に経営の柱を肉用

牛に転換することになり、平成 3 年には20頭規模の畜舎と堆肥舎を建設、受賞者

のご主人が勤務を辞めて専業農家となり、父親から経営の移譲を受けた。

fまず50頭」という目標に向けて増頭を進め、平成 5 年には20頭規模の畜舎、

平成 7 年には20頭規模の斎舎と堆肥舎、平成11年には24頭規模の畜舎、平成12年

には堆肥舎というように、増頭に併せて若手舎と関連施設を段階的に整備。

増頭に伴う自給飼料の確保を留るため、平成 5 年には牧草地40a、平成 8 年には水

E[162aを購入O また、天候が一定しない高原地域において良質組飼料の安定確保と

作業の省力化を困るため、平成 7 年にはロールベール作業機械を導入、これによ

り粗飼料の品質は向上し、収穫作業と給与作業は著しく改装された。

経営のi基盤作りと i台頭を進めた結果、平成11年には成牛46頭、育成牛と子牛ま

で入れると 83頭の規模になり、玖珠郡内でもトップクラスの多頭飼育となった。

経営の目標として自分たちの代で成牛70頭規模、子供連との共同経営で120頭規模

を実現させたいという夢を持っている。娘さんが 3 人いるが、平成12/rf:'. 1 月には
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長女が結婚し、共同経営者を迎えて夢が現実化しつつある。

盤受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

矢方さんの家族構成は、受賞者ご夫

妻とご主人の母 t、それに 3 人の娘さ

んと長女のご主人とお孫さんの 8 人家

族である。また、経営耕 1& は，氷山

100a 、 '1伝換 EB300a、牧草地400a、放牧

地200aを所有している。この他に借地

の確保にも力を入れ、水田200a、牧草

地40旬、野草地300aを借りている。

ア 飼料白給率

写真 1 矢方さん(中央)とご家族

矢方さんは、自己所有地の他に借地や余剰草の利用等、地域に密着した土地干Ij

用による粗飼料の確保に努めており、そのことが粗飼料自給率97.8%、銅料全体

の TDN 自給率で見ても 78% と高し、値となって表れている。

第 1 表粗飼料確保状況

WÎ 初
'1:.1;巨・ Jlx穫 10a 当

f'I, [1 
IIX:;: 

総I1又J止 利ffJ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

牧草 1. 100a 101 1 0 1 0 ム l 4.500kg 495 t ラッアサイレーγ j~}

~!Í" .j': 300a 01 1, 500kg 45 t ロー)>車'Z:: Yf1

稲ワラ 1, 500a 101 450kg 67 t ロール乾苧

ノ1 、 ;;1 2.900a 607 t 

(i� 0: IIX枝、ム:掃稀 (illJ訟を含む。)

rl!i;作川 (300a) :イ州7ンとすーチャート A の泌婦、牧 'jU也 (800a) :オチャド主f十

イ 飼養家畜

自家保留を中心に増強を続け、玖珠郡内でもトップクラスの飼養規模となって

いる。
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第 2 袈 期主主家畜

[x: 分 !lJjí才 '[:}jk j"~:主人 jサhイ\1之~U'， ね:人 l奴ヅG 15色 IIJ iりJ~ミ lIJJ IjJ 、 rJ:5J

;j 7 。 。 2 4 6 4 6 , 8 
", 主íHII'[ ト I 1J1戊ぞ['， 1 。 4 。 。 4 2. 6 

f 。 4 3 7 。 3 3 :3 1. ;j 

円8 0 I /} 2 。 5 2 8 :3 80. 8 

ウ 官舎・施設

特におil脅な自己j養管i京を要する分娩牛舎と IIt1ì育牛舎( 2 i策)、育成牛舎を自宅の

周 Ufl に配置している。また、自宅から 3km(まと'liJlí:iLたところに妊娠牛の放銅牛舎

がある。これは、キャベツ JfIlの跡地を放牧場に殺備し、そこに連動スタンチョン

(20頭分)を備えたフリーパーン方式の給餌場を fjí:設したものである。妊娠鑑定

の済んだ繁雄雌牛は次の分娩までの問、ここで);ドド放牧し、省力的に管理してい

る。

写真 2 育成牛群

エ飼養管理

写真 3 妊娠牛の放飼牛舎

群分け飼育を行っていることが飼主主管現における一番の特徴である。子。工|二は月

rlj告と発育状況に応じて分娩牛舎、 IIfrì育牛舎(前期・ヰl期・後期)、育成牛舎と 5

段階に群分けして )1/実に畜舎を移し、司会小も分娩牛舎、 IJrrì育牛舎、繋ぎ牛舎、放し

飼い牛舎と 4 段階に群分けして }I/f'l に吉舎を移動させ、それぞれのステージに応じ

た師養管理を行っている。

-107 



オ環境保全

飼養管理フローチャート

分娩予定 7 ~10 日前に分娩牛舎(単房)に移動

分娩後20~30 日間、母子一緒に単房で飼養管理

日南青牛舎に移動

子牛は約7~8頭の群飼(月齢・発育により 3 群に底分)

給餌の時以外は、母牛・子牛ともにパドックで放し銅い

離乳 (4 ~ 6 ヶ月齢)後、育成牛舎に移動

去勢、雌牛の 2 群に分けて放し飼い

9 ~10カ月齢で市場上場

母牛は離乳後、繋ぎ牛舎に移動

10日間繋ぎ飼育、妊娠鑑定

妊娠鑑定後、妊娠牛は放飼牛舎に移動(周年放牧)

採食時 2 時間程度連動スタンチョンに繋留

堆肥は腐熟させて、その約 2 割を自分の牧草地や水田、転作田に投入し、土壌

改善に活用している。残りの 8 割についても、地域の稲作農家や高原野菜の栽培

農家と話し合って稲ワラと交換している。

(2) 経営の成果

ア繁殖成績

子牛の生育段階や母牛の繁殖ステージに応じたきめ細かな群分け飼育により、
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平成11年度の繁殖成績は分娩問楠12.6 ヶ丹、平均種付回数1. 2回、子牛生産率89.7

%、子牛の事故率「ゼロj と好成績を収めている。

第 3 表繁殖成績

日 欠Ji さん 九 lf(llIJ }久 J~(îl日 大分県

附[!j二王子:i~]ij'. iI治 (才) 7 . 5 9 . 0 9 . 0 8.7 

王子J5Jrm次 om) 5. 5 6 . 8 6 . 8 6 . 5 

王子均分娩 IHJI総 (か)J) 12. 6 1 4. 1 1 4. 1 1 4. 3 

平均Hd、JlllI数 (凶) 1.2 

初滋平均分娩JJ 齢(かJJ) 24.0 2 6. 1 25.8 2 5. 9 

子qニ ~trifネ (96) 89. 7 

1Jf.故i十二 (%) o . 0 3 . 7 4 . 6 

イ育種価

育種価に基づく繁殖牛の計翻的な保留・導入と交配により、優良母牛群の造成

を行っている。繁殖牛の育種価は期待脊種価も含めて平成13年9月時点で47頭と繁

殖牛の84%が判明している。

第 4 表育掻価の評価成績(平成13年、育種価判明頭数32頭の平均値)

社1 日 矢ブJ さん 飯[1:1)也 12<: 九 m IIIT 玖 J~( ltl; 大分以

校内;近況 (kg) 3. 3 6 1. 02 1. 70 2. 3 1 1. 36 

D G ( g) 1 9. 6 7 8.56 1 2. 0 6 1 3. 2 8 1 3. 8 0 

ロ ス芯 ITIÎfl'l (c rrイ) 1. 76 1. 1 4 1. 01 o. 9 6 o. 8 7 
ノ、 ブ l京 (c m) -O. 05 o. 1 0 o. 05 o. 1 5 o. 1 0 
j支ド脂肪ぽ (mm) o. 74 1. 23 O. 8 7 O. 9 5 O. 5 7 
B M S (N 0.) 1. 0 9 O. 5 9 O. 75 O. 7 6 O. 73 

ウ 子牛販売成績

子牛 l 頭当たり販売価格は、雌子牛・去勢子牛ともに、地域の平均値よりも高

し、。
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第 5 表雌子牛

耳{ 11 矢 }f さん 飯 111 九Æ:II rT J久J~d部 大分以

Wdï:: Vfi数 (gfi) 1 1 286 7 2 2 1. 5 6 8 6 , 6 9 2 

!ul')cw� 'jZ H) 日約([1) 301 297 297 298 299 

W.iヲボl在 'V :t~]1本軍t (kg) 263 257 2 5 6 258 256 

、 v-より i校72伝lî{各 (千ドJ) 343 325 327 330 

第 6 表去勢子午

r}i 欠 )f;さん 飯 111 九改 111) j久妹都 大分県

!!反子己説会文 (玖) 2 6 2 9 3 7 9 2 1, 7 5 3 7 . 9 0 5 

!仮子E時三!とよ5)11 ì愉 (11) 269 279 2 7 5 2 7 8 283 

W.i先 II!i 、 |ιj~Jt半iJí.: (kg) 268 276 277 2 7 8 2 7 6 

平均j坂光旬lî俗(千 1'1) 4 6 6 433 /1 3 1 427 4 1 4 

エ経営収支

経営収支の面では年間所得760万円(所得率47.9%) を確保。平成 8 年に認定農

業者として認定を受けた際の経営改善計画の所得目標 (700万円)を達成し、更に

総負債残高「ゼロ J と安定した経営となっている。

関受賞者の特色

(1) 平成 3 年度に経営(当時、成牛は 9 頭、。)を譲り受けて以来、短期間のう

ちに県内でもトップクラスの経営

を築き上げている。

(2) 高原特有の変わりやすい天候に

機動的に対応するため、平成 7 年

にロールベール体系を導入し、牧

はラップサイレージに、野草と

稲わらはロールベールに仕上げて

いる。

(3) 購買者の要望に添った牛づくり 写真 4 ラップサイレージ
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を進めている。そのため、購買者別に子牛の販売台較を撃備し、販売後の牛

の状況などを購買者から電話で開き取り、これらの情報を交配計画や師養管

理等に活用している。

(4) 11市乳下j:l の子牛を月齢や発育状況に応、じて前期・中期・後期の 31作に分け、

更に、 }ljft乳後の育成牛は去勢と雌牛の 2 î洋に分けてきめ細かに管理してい

る。また母牛は i騎手L期間 ~~l に妊娠鑑定を済まし、出!f;乳後は次の分娩までの

問、放牧場で周年放牧している。

翻普及性と今後の方向

非農家出身の受賞者は、結婚後、農業をーから学び、ネコブ病の蔓延から高原

キャベツに見切りを付けて肉用牛専業への経営転換を関った後、多くの肉用牛生

産者が自給飼料の確保、ふん尿処理、後継者の確保等を課題としている小にあっ

て計画的に増頭を進めながら課題の克服に努め、 10年後には粗飼料多給.ruの地域

でもトップクラスの安定した多頭錦育経営を築き .J:. げている。更には、生活にゆ

とりを持ちつつも、成工i二120頭規模を実現することを住指して、娘さん夫婦との共

同経営を展開しつつある。本経営は、近年、多くの農家が高齢化等を理由に肉JlJ

牛経営から離脱し、生産基盤の脆弱化が懸念される Iゃにあって、特に ~IJLLJ I場地域

における肉用牛繁殖経営の模範となり、かつ普及性があるものと認められる。
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受繋者のことば、

循環型酪農をめざして(自給飼料生産基盤拡大、

環境保全、計数管理のトータルマネージメント)

川名正幸

私は昭和49年の結婚を機に、実家から 60km程離れた房総半島の南端の館山

市で、陥農を営む川 l名家の後継者として、酪農に従事することとなり、以来今

司まで、 「土作り、草作り、そして牛作り」を常に念頭に置きながら、基本

に忠実で、健全な酪農経営の確立に向け取り組んでまいりました。

現在の飼養頭数は経営を引き継いだfl寺に比べて 5 倍に拡大され、生乳生産

は 10倍を越えるに主っています。この問、自給飼料作付面積は転作水田

の利用や農地取得を積極的に行うなど拡大を回り、増頭に合わせて土地基盤

の準備を実行してきました。

乳牛の生産性向上のため、守二群検定事業にいち早く参加し、能別データに

基づいた選抜淘汰を進めるとともに、県が推進する受精卵移構事業にも参加

し、遺伝iねな改良促進等により牛群の産乳能力は飛躍的に向上.しました。

現在、 146頭(絞産午前頭)を飼養し、延べ作付面積25haの図場に完熟:lítlJ巴
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の施用により、イタリアン、 トウモロコシ、ソルゴーを栽培して、安心で安

全な自給飼料の確保に努めています。

後継者不足がru↓ばれる中、末っ子の長男は「親父のような生活がした

い。」と自ら畜産大学に進学、卒業後はヨーロッパに留学し、加工、流通、

販売、村おこしといった勉強をしたいと希望しており、夜、達もそれまでの間

に更に経営の充実を図って、後継者にバトンタッチができれば最高だと考え

ています。

なお、今回の受賞に際しては、国内初のBSE発生県として、その対策に

御尽力いただいている関係者の皆さんや畜産農家の御苦労を思うと胸中は複

雑ですが、そんな中でお世話になった多くの先輩諸兄、従業員及び家族に深

く感謝するとともに、ここまで寝食を共に苦労してきた家内の存在の大きさ

を改めて感じております。

「牛乳は、自然が私達に与えてくれた最高の食品」との誇りを持って、こ

れからも努力してまいる所存です。

属議地域の概要と受賞者の略歴

第 1 � Jl I名牧場が所在する館山市の位置

(l) 地域の概要

ア 地域の立地条件

舘 111市は、千葉県の南端に位置し、

千葉市まで、の距離は約100km、] R 内輝

線と国道128号線が海岸部を走り、安房

地域の経済、文化、生活の中心的役割刊

を担っている。気候は、年間平均気温

15.7
0

C 、年間降水量1， 757nmlと黒潮の思

恵を受け温暖で、月平均気嵐が o oC を

下回ることはなしミ。 }II 名氏の牧場があ

る地域は、舘山市中心部から約10km離ム

~ 

出苦手足

v 
間隔

ヒ=盟属国

。"炉内.. .. 

4

刈
吐

唱
l
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τ
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れた正陵が平jj:t部の水 IEl :l也 Jfii= と隣接するところである。土地利用型の酪}誌を民関

するには決して恵まれた地域とは言い難い。

イ 農林水産業の概要

館山市は、畜産、野菜、花き、水稲等の複合経営ゃいちご等観光民間が営まれ

ている農業地域である。農家戸数は2 ， 229)=j (農家ネ 1 1. 7%) うち工卒業農家数は

604戸 (27.1%) 、総和j::t也;面積は 1 ， 990ha (耕地本18.1%)で水LBI出模 1 ， 390ha (水

間率69.8%) 、一戸当たり平均耕地面積90 a である。 農業粗生産額は、 8 ， 036奇

円であり、うち帝政2 ， 314百万ITj28.8% 、野菜27.1 %、花き 17.1 %、米15.4% と

なっている。また、経営耕地面積 3 ha以 1-.の農家数は 15戸、販売金額 7 百万円以

は 179戸である。

(2) 受賞者の略歴と経営の推移

川名氏は、高校卒業後、昭和46年に酪農技術を習得するために、 i主"祭農業交流

協会の派米農学研修を受講し、昭和49年結婚を契機に経営委設を受け本格的に酪

に従事した。

以下の経営の推移は、第 l 表のとおり、農地の購入 . flJi )1'] により飼料作付け l立i

積を約12haに拡大したほか、投資を tfpえるため既存施設を改造しつつサイロ、 ':1二

、堆肥舎等の増築、新築により経営規棋を拡大している。吏に ml内 . i1ij外の研

修生の受け入れ、消費者との交流、各種の地域活動等酪農経営以外で、も幅広く活

躍されている。
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第 1 表経営の推移

経'j:\"およびi円切jのtft移

A71校卒業後、ゴミ家のt23誌に就職

Jiil F?j~ f;'i; ~ cr，-交流協会派米j見学研修(ネプラスカ州立大)受講

結納を機会に経営委誌を受け陥農業に従事

'1 --li下検定、jト3誌に参加し、データに基づく計数%理陥伎を信条

とする

i1111 何日目1I.fr設立、第 2 次構造改 iヰ :Jfj長実施

líJI 修λj二受け入れ!日i始

!\~( J色造成 良llilのi即日に努める

つなぎ'1二舎建設、パイプライン、パンクリーナー(総合資金

{!?人)

11;":出排水 ['ji:完了

j必 {j サイレージ化の試行に清手

539f� I トラクタ一、ハーベスター導入

多 1II1給与実践

J~~境絵科fì対策 'JT*の実践(.t1í n~舎の建築)

飼料f'lôj;J けi訂版 5haに達する

70V濵 I フリーパーン午??建設

1 ，1，1定サイロ建設、 トラクタ一、ハーベスター導入(省産振興

1f:';ﾍ") 
ETI日j~fì

飼料作付けmí積 9 haに達する

'1ニ f}lN築

全1[1両日~ ~i!-j 1r~k'~I}人経'活発表大会出場(ヨーロッパ陥炭視察)

fi靖 LlI i\ iヘルパ一組合設立(理事)

隣地lI.待入

パンカーサイロ建築、アメリカ的jL2悦祭

100Qf� I A S E A N 、ヨーロ y パ研修生受け入れ開始

飼料約二十j け rÍl í1'ti 16ha \こ j主する

iflEI' 祈l余帝京環境保全組合を役立し、周辺民家との連携強

化

120頭!フリーストール怜住設し、規模拡大・制化を実現・ハウ

ス乾燥胞i没JfíUI巴 ~f建設

印出f I 'iiíïflUIJパート労働宕履III附始

fiiij 干l{'r， j .J ltrfrífiロOha\こ j主する

1509濵 1 IJI 畑出会議スタンプラリー指定牧場となり、 ìMJ(者との交

iJk を|立i る
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露関受賞者の経営概要

(l) 経営の概要

川名牧場は、土地購入と転作!日の帯

地等により飼料作物作付け面積を約

12haに拡大し、成牛82頭の他育成午61

頭、交雑種目頭の計 156頭を銅養して

いる。経営は、本人夫婦と両親の 2 世

代の家族経営であり、その労働力、農

業従事日数、役割分担は第 2 表のとおりである。

第 2 表労働力の構成

写真J1 1名正幸氏夫妻

i足分 長:é M ゴ!と ìl市 ;;~ -;r~ 1;t 'J¥-[-111)( ifj1� イラ

本人 5 1 :3 0 0 耳b、íく-川i、ト1 ノ，，:J乃1ぇFし

JC 4 9 :3 0 0 帝王 ~'ll、郎記:;:ì;J'll 、 1川 IJI f.Ft
家族

父 7 5 1 5 0 

t:) 7 :3 100 11下 il'~(体調不良ii，HiZ'i'

常 lii\ 2 :3 0 0 自，iJW1:�' J'I~~，: jl立

ヘルパー 2 4 
1~::I;II!illlt 

石川|基 ~t 1 5 0 

1 、:3 2 4 

(2) 経営の成果

乳牛の飼養状況は、第 3 表のとおりである。平成立年の経産牛平均師養頭数は

83頭で、年問総産乳量lはま8幻38 ， 774kgで

}成瓦t松績J主iを達成している O

第 3 表家畜師養状況(平成11年度)

111I1 1 f主 ;)-; jレ オミ lレ jレ ホル×布i

[i< 5) ¥ !&: 一JtJEJ 、 2 歳以下 〉日 政 守二 F 1 

WJ n 8 1 :3 8 2 8 1 0 157 

!ザj 1;: 8 :3 :3 :3 2 4 1 5 155 

J~J 82 :3 5 2 6 1 :3 156 

門
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飼料作物作付け状況は、第 4 表のとおりである。中山間の水田地域で飼料作物

作付け罰積拡大に市IJ約がある中で、ほ場は 5 カ所に分散し、借地依存率も 52% と

なっているが、ほ場は約12haで、延べ作付け面積は約25ha となっており、経産主|二

l 顕当たり飼料生産延べ面積は30.6a となっている。

ほ場の定期的な土壌分析や生産した飼料の栄養成分分析を実施して、データー

に基づいた栽培管理によって良質告給飼料の生産に努めている。収穫した自給飼

第 4 表 自給飼料の生産と利用状況

飼料作物の生産状況(1 1年 1 月 ~ll年 12月)

[メ: (ま場 地 W�fi'i !リÎ1f 前半:1 作物の 10 a .~当り 総Jlx:l1: t 主な

)J' 話ミザ u |足分 作i，J 体系 Jlx:d: 手IjIIJ 71三 !L~

ZL: トウモロコシ 7 t 

t~ r'�'( 111 256 a 'Yí イj 冬:イタリアンライグ 307.2 サイレージ

ラス、J二ン友泌橘
5 t 

J手 r'j'( 2 111 30 a IVﾎ1'f イタリアンライグラス 5 t 15.0 サイレージ

41;: トウモロコシ 7 t 

採 l{( 3 IJI 30 a rYr 千] 冬、:イタリアンライグ 36.0 サイレージ
5 t 

ラス、エン友泌1m

反:ソルガ、ム 6 t 

J采 JiL 4 1I1 260 a 1I'd也 冬:イタリアンライグ 286.0 サイレージ

ラス、エン友混J番
5 t 

反:トウモロコシ 7 t 

採 !"jt 5 J:I!I 104 a ,yî'{CJ 冬:イタリアンライグ 124.8 サイレージ
5 t 

ラス、エン交i1Hilì

j:1lI 
夏:トウモロコシ 7 t 

6 215 a 11'1'地 279.5 サイレージ
十ソルガム it~1m 6 t 

EL: トウモロコシ 7 t 

採 I'j'!~ 7 J:1lI 120 a 11'，'地 冬:イタリアンライグ 144.0 サイレージ

ラス、エン友 il'H話
5 t 

J示 ly1. 8 L11林 180 a rYî イJ ノkilミ牧 J~;f.
4 t 

216.0 サイレージ
( 3 1111) 

ほf主 9 111 1. 100 a H'，'J血 500kg 55.0 イナワラ
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料は話17主式i也ドサイロ及びパンカーサイロを利用してサイレージに調製して、サ

イレージをベースとした通年TMR を給与し、 '1二群検定の乳長等に J，t， じて濃厚飼

料を TMR にトッピングI曽飼い給与して、 ':1ニ群のし、泌乳量を達成している。

盤受賞財の特色

(1) 技術

ア 「土作り、平作り、 '1ニ作り j をそットーに拘げ、安心で安全な自給飼料を

確保するため、機械施設もない rl~l で、!な二メリり給与砂ビニールバッグサイロ→コン

パネサイロ等簡易サイロと変還を経て、現tEI返1/ι式地 fサイロ(サイロクレーン

っき)及びパンカーサイロを利用した大型機械による粗飼料生臨調製が可能と

なっている。この|旬、購入和飼料依存形態とならないよう経営規模のJ広大に伴い

飼料生産基推を当初の3.8haから土地時二入と転作的の借地により約12haに、段近史

に0.9ha増反して拡大しするとにともに、 1住肥を;存機質肥料として飼料 '}:III に投入す

る循環111の結成経常を確立している。

イ 平成 4 :fF~こ tilX Il J 市環境保全組合(平成 5 |王1. 千111余畜産環境保念総合に

名称変更)を周辺農家と連指して設立し、ふん尿処理施設を導入して、ふん尿を

適正処理して、観光立地南房総の名を汚さないように努めている。その処理方法

は、!主十万三分はハウス乾燥施設に強入し、 I~l 勤 1'Yt持装置での発際、水分前整後、た

い把舎に:lj目立、切返して、完熟:tjUJ巴を生産している。 i~JI:f華民家向けは、 10 ヶ月以

写真 2 堆肥袋詰め作業風景 写真 3 :ttt肥舎全景

119 



上発酵させ、袋詰めやパラで販売している。尿・汚水等液体分は、 3 槽分離の地

下タンクでばっ気処理し、ほ場へ還元している。

なお、平成 8 年の千葉県土づくり大会で知事賞を受賞した後は、堆肥利用客が

増加し、製品供給割合が 6 割に達し、飼料畑への堆肥の散布量との割合が逆転し

ている。

ウ 乳牛の生産性向上を悶るため牛群検定事業にいち早く参画し、乳牛の繁

殖・個体能力を把握することにより、初産乳量30kg未満の牛を拘汰する等個体

データに基づく選抜・淘汰を進める一方、初産牛が最も遺伝的改良が進んでいる

との方針で、初産牛からの後継牛の確保に積極的に努める等自家生蔵牛で95%以

上の牛群構成で、 TMR給与等師養管理の改善と相まって牛群の産乳能力を飛躍

的に向仁させた。搾乳牛 1 頭当たりの産乳能力は、経営開始当時の5 ， 100kgで、あっ

たが、平成 4 年には10 ， 000kg台を達成

し、平成 7 年度には12 ， 000kg台とよ↑:群

検定県平均8 ， 719kgを大幅に上附る千

葉県一位の成績となるなど午群の改良

の成果を高めた。

また、県が推奨する受精卵移植事業

に積極的に参加し、高能力午の確保、

遺伝的能力の改良のスピードアップに

努めている。
写真 4 搾乳牛牛舎

エ 経産午 1 頭当たり産乳量は、年間 I 万kg超え、平均分娩開 i痛が13 ヶ月、受

胎に要した種付け回数も1. 7田と多頭飼育・高能力牛の飼養管理を実現している。

生乳成分等乳質も以下のとおりで良質となっている。

乳脂肪率 3.75% 無脂乳図形分 8.6% 

体細胞数 113千倒/ml 細胞数 11. 7千個/ml

(2) 経営

当期生産原価及び損益計算書は第 5 表、第 6 表のとおりであり、売上高は

95 ， 500千円、売上原価61， 660千円となでおり、年間経常所得22 ， 101千円を得てお
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り、経産牛 l 頭当たり年間経常所得266 ， 271円、生乳 1 kg当たり生産原価60円等級

第 5 表当j羽生産費用
Ují.lι: PJl 

[;{ 分 土恥会じ白 復! 中'UUI二 1 BJ'l 、 'í 1) 

や~( {-J 1"1 1. 916 , 252 23 , 087 

も と ~i ~lf 988 , 070 11. 904 

l\,Yf 入 fi劦J ヂ| i'f 31, 050 , 539 374 , 103 

11 司。、rI、1 fi劦J キ1 3, 97 1. 168 47 , 815 

1Xz 1"1 H 142 , 000 1, 711 

ソJ
Inl. JfJ 3, 477 , 987 11 1, 903 

働 ι~( 8, 190 , 000 98 , 675 

11.667.987 140 , 578 

荷主総・以 ðt~ 品交 1. 497 , 040 18 , 037 

)1:. 主'!t ;J, �'f 1. 474. 240 17 , 762 

.JPi,; 中i 1'( 722 , 905 8.710 

3.;<. 4I3ibi 、 5, 359 , 511 64 , 572 
かえ 建物・情築物 2, 874 , 594 34 , 634 

位 機紋1(. . J!( jd勀 1, 514 , 433 18 , 246 

r\,( j出 。 。

9.748.538 117 , 452 

I1主 ず*~(iはz 1'( 3, 512 , 768 42 , 323 

g~ J! 、 ~J( 。 。

m j毛訪材料~'( 998 , 326 12 , 028 

t't fI料余その他 3, 237 , 950 39 , 011 

、11!羽 '1ご j)n qそ J1J f� iil 70.927.783 854 , 552 

月JI"I M 1)2 '1: ,1'1' ﾍIli� f,([ 10 , 643 , 736 128.237 

j切</'帝王，>長 Fド 1M 杯初 12 , 195 , 905 146 , 938 

WJ .1( M 必 '1二，H' ll11� f,ii 7, 714 , 327 92.943 

f-t. (ヌレ TJ Whtll11i 夜! 1, 443 , 000 17 , 386 

JJ巴Tf'1: ~~; !u) .}� II.\, ,1'1' 111日夜[ 1, 920 , 000 23 , 133 

物 lll1� 海'l 4.302.000 51, 831 

l(-.: 日 1 '1: /)Ii !J;( flll� 53 , 996 , 297 650 , 557 

'I'.;iLl OOk耳、'í f) '1: /)ji IJ;( flll� 6, 438 

3.5%J終t;nOOkg 、 'í 1) '1'. 戸Wß(lll1 i 6, 008 
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第 6 表損益計算書
(�j�. {¥I: : [']) 

iベ ノj)に 司。i今EN、 r.I! 経i}ì'~'[: 1 yf(ヨり

'j::rLWi光J[X 人 81, 268. 298 979. 136 

ツじ
fl.Wi光J[X 人 1. /1/13. 000 17 , 386 

うちヌレ fWi;J'éJ[X人 1. 443. 000 17.386 

J:lí~ 1犯す Wi光J[X入 4.302.000 51. 831 
rl,,!J 

その他 8.488.542 102 , 271 

95.501.840 1. 150.62/1 

!l)J (ffiHJ 主主 '!:;i打 10.643.736 128.237 

、IJ!~J1Ui'WIII (j-畆 70.927.783 854.552 
')じ

!tJJ'['絞 tm-' 12.195.905 146.938 

lll1� 
JtJJ~di，;J 主主午，};Hilli 古iíi 7, 714.327 92.943 

{む ;\:[I["J 干 IjJIJ J:íUI巴，Wli1li f.íî 。 。

, ゾし 1:. 1);( lll1i 61. 661. 287 742.907 

'J'� l..~(t~干IJ{，:" 33.840.553 407.717 

iもiFji己主f1'( 7.844.143 94.508 

共済制<í主 4. 115. 061 49 , 579 
Hぷ 干ILfk公札ili t'1111 1, 927 , 710 23.225 
';C 

'jf務 i'é 537.939 6, 481 

対立 働ソJ
IfI~ 111 386 , 443 4, 656 

家族 910.000 10.964 
JI!, 

小，;1 1. 296 , 443 15.620 fT 
その他 。 。

15 , 72 1. 296 189 , 413 

以来利主IÌ: 18. 119. 257 218.304 

'JI,\ ・ 受 JIJCfUf 965 II 

外~~ 経泣 '1'.処分託 。 。

JI~ その他 。 。

昔話 965 11 

Jd:L、平U j'- 507.268 6.111 
':、し、i 3, I • 

支払J古代 181.540 2.187 

外iIT L 経1m'!'.処分-lH 4.430.858 53.384 

JjJ その他 。 。

5. 119. 666 61, 683 

主主 'il月U 主主 13.000 , 556 156.633 

長官'ìI~lm~} 22.100 , 556 266.271 
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めておい生産技術による低コスト生政を行い、非常に!?品、11又説性 している。

関普友性と今後の方向

(l) 普友性

Jl I 7:d;lÇは、 l 戸当たり平均飼養頭数約25IÍl'!と比較的小規模経営体が多い!こ11LLJ r聞

の水田地祐二において、 「二J~.作り、主主作り、牛作り J のモットーに、土地購入と転

作!日の{昔地による自給飼料生産出様の拡大、ほ場の排水改良等によるほ場設備、

共同施設によるふん尿処理!とほ場還元、.'1二群検定成結を活用した繁 yül[ . 1:'1 家育

成. j~抜. iJ\)i太による牛l洋の改良、 TMR と増飼し鳴子13占j泌，!fL-'1二 j誌::flli等による産手L

能力の向仁等階段の基本を実行している大規模経営体である。また、泊施設を改

造して有効に活用する等投資の抑制、パソコンを活用した夫人のぬJ己記11慌による

経常収支、資産・負債状況の把握等経常感覚にも優れた安定した経常である。こ

のような基本に忠実な経営は、どのような経営にとっても参考になるものであ

り、了L地条件のHJljk(~がある地域においても工夫次第で、土地利用疋!の酪jたの発展が

期待できる事例である。

(2) 今後の方向

川名氏は、館LIJJ打奇麗奨励委員会委員長、 j;ミ業委員等地域の指導者として活躍

される一方、 1"1<1 内研修生や海外1iJfil多生を受け入れ、研修生がι11核農家に成長する

等陥農振興と l:lill際親習にも貢献されるなど多面的な活動をされている。

経産!:j二140頭に経営規模を拡大したいという考えがあるが、恭本1'19 な牧場の将来

設計は後継者(現在大学 2 年賠農を勉強仁!こ1) が就農後に話し合って iJとめるとのこ

とである。

今後の課題としては、分散しているほ場の交換・購入による集積・集団化、転

作目!の排水等整備、低コスト自給鰐判生産等コスト計算の徹底、消費者を念頭に

おいた生産物の販売と環境整舗等々経営の一層の充実である。また、毎 [1 の '=tì百

にゆとりと楽しみを見いだしながら地域と協調するー方で従業員、初ffi多生、家族

や多くの仲間とともに後継者と夢と希望のある牧場を 1=1指す。
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受賞者のことば

私は「土作り百姓J

東馬場 伸

「作物も人も大地の 1- に生き、土から恵みを]貰き、そして土に還る。 J こ

れが私の農業の原点です。それゆえ、土を育み、土を育てる百姓でありたい

と思います。私の土作りへの挑戦は昭和60年に始まりました。ところが目指

した先にはいくつもの盛がありました。土作りに欠かせない堆肥を得るため

の家畜が我が家にはいません。そのため良質な堆Jj~を求めて薩摩半島の斎藤

農家を駆けずり廻りました。しかし、最近の商産農家は、稲わらや野本を牛

舎で牛に踏ませたりはしないのです。そこで、自分で色々試行錯誤しながら

堆肥を作りました。 振り返りますと私の歩いてきた道のりは決して順風では

ありませんでした。しかし、土作りへの私のこだわりは、葉たばこの収量や

品質の向上に徐々に効果を上げ、手J、の考えに共感し、私の作った IJ しょや早

期水稲を求めてくれる人たちが次第に増えてきました。これらの土作りと経

営改普の努力が実り、葉たばこ、甘しょ、早期水稲について、ほぼ納得のい

く成果を上げるまでになりました。
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この度、天皇:杯、という栄えある設を国けたことで、私が長年考え実行して

きたことが決して間違いでは無かったと時信いたしました。この間在、を支え

てくれた関係指導機関、諸先輩、地域の仲間迷の励ましと支援、そして農:業

体!肢を通じて在、を勇気づけてくれた地元の子ととも達に深く感謝する次第で

す。また、平成元年に鹿児島県農村女性ホームリーダーとなった妻とは平成

13年 3 月に家版協定を結び、互いに農業がますます楽しく励みになっていま

す。これまで27年間、二人三脚で歩いてきてくれた我が良きパートナーであ

る姿にも感謝したいと思います。

後継者や法人化への移行など私たちの経常にはまだまだ課題は数多くあり

ます。そういった滋味では私の目指す理想の農業経営への飽くなき挑戦は今

後も続いていきます。栄えある受賞を機に、これからも地域の皆さんと共に

地域の農業・農村の活性化のために、また、安心・安全な食べ物を消費者の

もとへ胤けるために、日々精進していきたいと思います。

霊童地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

金峰町は薩摩半島のほぼrド央部に位置し、東は鹿児島市、南東部に川辺rnr 、

は加 i止田市、北はi吹上mrにそれぞれJ妾し四は白砂青松のr~\上浜を擁し東シナ if!j: に

第 1 図 金峰町及び受賞者宅の位龍悶

/ 
調注調滑
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面している。東西24km、南北11km、総面積は72.25kばである。

東部は、 F制定摩の笠11陛といわれる金11像 111 (636m) を主峰とする 111)日長が南北に走

り、小峰、起伏が多く、森林地帯である。

中央部は掘削水系域の平野部で、耕地が広がり、南薩!唆の穀倉地帯となってお

り、交通の使も良いため人家の密集した集搭が形成されている。

関部は、日本三大砂丘のひとつ吹 j二砂圧地帯が広がり、見掘りやキス釣り等II!J

氏の格好な憩いの場となっている。

気象は、年平均気温17.3
0

C、年間平均降水最は2 ， 193mmで、比較的高温多湿の渦

i援であるが、冬場は季節風や降箱が若干あり、また、地理的に台風の通過地帯と

なっている。

地質は、山岳地帯が主に砂岩・粘板告!吾等からなり、一部には花崩岩が見られ

る o UIT内の所々は!享いシラス層(火砕流堆積物)に覆われている。平地の河)1 1付

近は、乾団地帯が分布し、低地は黒色火山灰士の思ボク水問地帯で、:1:iI1地はシラ

スの丘陵台地が多く、豪雨時には土砂の崩壊による災害を被ることがある。

イ 農林水産業の概要

金峰IIlJの基幹産業は農業で、あり、耕地面積(1， 400ha) の42%で水稲が栽培さ

れ、野菜(ねぎ)、葉たばこ、茶、花き、果樹、畜産等による複合経営が行われ

ている。

金峰町の農業粗生産額(第 l 表)は約 2 4 1:志向で、うち水稲が 7 倍、 6 千万円

(31 %)を占めている。

農地の基盤整備率は、水田94.4% 、焔79% と進んでおり、県平均 (*1士174% 、

畑59%) を!二時っている。

平成12年における農家戸数(第 2 表)は、 712戸であり、専業農家戸数は252戸

である。 IIITの人口 (8 ， 175人)が横ばい、もしくはやや減少傾向で推移している rl::J

で、農業後継者不足が深刻な問題となっている。

今後は、平成15年に完成する金峰ダム及び畑地帯のかんがい施設整備、区画室2

JlI[により生産性の高い畑作営農をめざし、年間農業所得650万円、年間労働時間 2
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千時間を目標として、 5 年後には認定農業者数を現在の43人から 78人へと増やす

計副である。

第 1 表金蜂IßJの農業(平成11年) 第 2 表農家戸数の推移

れ: 回 (I[j fl![ 中11生産額 iメ: うy H 2 if 日 7 11三 H 12>ド

(ha) (百万円) E、1J1 業 417戸 347戸 252戸f

水 590 756 第 lf重兼業 147Fﾎ 145Tごf 87(T 

tl- しょ 175 147 第 2 種兼業 560戸 428)ゴ 373)� 

来た ii'こ 26 152 出家戸数 1, 124) 二千 920戸 7l2P 

!主i芸作物 153 505 

飼料作物 70 

その他 386 356 

一fti illi 524 

1, 400 

(2) 受賞者の略歴

ア就農

昭和45年、鹿児島県立市来農芸高校を卒業後就農。

両親と共に 1.3haの耕地で、葉たばこを中心とした経営に従事した。

途中、昭和49年から昭和]51年まで 3 年間、東京の印刷会社でサラリーマン生活

を送ったが、昭和52年に帰郷し再び間親と共に農業経営に従事した。

就農と同時に 4H クラブ等に入会し、生産性安定を凶るため、各種研修会等に

参加して技術を修得した。

イ 独立から安定

昭和57年、突然の父の死亡により経営移譲を受けたが、栽培技術や経営の未熟

さにより一時期低迷し、苦悩した。

しかし、葉たばこ栽培の有利性と土づくりの重要性を認識し、基本技術の励行

に努め、~又量・品質の向上に努めた。

その後、徐々に経営は安定化し上向き、葉たばこ以外にも焼酎原料用甘しょ、

早期水稲等の面積を増やすとともに、減農薬、減化学肥料栽培の取組みの研究・
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実践による有利販売を図るなどの経営改善を図った。

ウ現在

このような多くの経営改善の積み設ねにより、東馬場氏は葉たばこを主幹とし

た早期水稲、甘しょ等との複合経常により安定した農業経営を営んでいる。

髄受賞者の経営概要

(1) 経堂の概要

東馬場氏の経営は、 「葉たばこ j 、 「甘しょ J 、 f早期水稲J を組み合わせた

複合経営である。

経営耕地面積は第 3 表に示すように葉たばこ 2.8ha、甘しょ 5.5ha、水稲3.6haの

合計-11.9ha となっており、金峰町ゅの J;!i家 1 戸当たりの平均経営闇積 (1.3ha) の約

91告と大規模で、ある。

I 筆の平均面積は葉たばこが約0.8h a 、甘しょが約1.Oha、水稲が約O.2h a と広

く、ほ場整備も進んでいるため、作業の効率化が医!られており、大規模経営を可

能にしている。

農業労働力は第 4 表に示すように東馬場夫妻と母親、躍用者である。

写真 1 東馬場氏夫妻
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第 3 表東馬場氏の経営の主要指擦 第 4 表労働力

ì\I\1 日j 経常耕地 (a) 労働 続柄 fド総 1iIil 考

キll1l対立 所得 H寺 rln
うち{昔j也 (千円) (千円) (hr/10a) 

歳 i1ll l1J 

本人 50 延べ
葉たばこ 278 148 21. 764 10.468 167.5 

J!l 51 225 人1'1
11今しょ 550 500 8.231 2.905 26.8 

母 77 
水稲 360 290 5.486 l.427 16.7 

出 1\門合計 1. 188 938 35 , 481 14.800 

主要な農機具及び施設の保有状況は第 5 表のとおりである。大型で高能率な機

械装備により省力化が図られ労働負担が軽減されている。

第 5 表主要な農機具及び

H[ i万 導入年度 性能・馬))等 銘柄(式)

)自 トラクタ 干成 4 "1三 22ps クボタ

イ〉 平成 7 {f二 77ps クホ、タ

" 、 iつ!X:lO"F 33ps クボタ

イシ 司王 1&10{r~ 40ps ヤンマー

3il!iプラウ 、 ILlt，(: 7 {j� スカザノ

トラック ，[勺!X: 9 {ド 2 t トヨタ

業たばこ 高架型作業機AP-1 司王 It，(: J[)lミ 3 ps 三什i

イシ ヂ成 10il三 3 ps 三ナH

移植機 平成 12{ド 4 ps ヤンマー

業たばこ乾燥機 3 台 !昭和 53:>l三 9. 9m2 三ナトi

水稲 ホ。ツト FEl tìtI機 平成 10年 8 ps みのる

111航機 平成 11年 lOps クボタ

コンノ f イン 平成 7{f 55ps クボタ

穀物乾燥機 昭和57年 22ú会 Llpf>: 

穀物乾燥機 三FI!X: 7 :tl� 23{:1 LlJ 本

けしょ 11"しょハーベスタ 与 l'-I!X: 12 iド 25ps ニフロ
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(2) 経営の変遷

① 就農から父の経営主導のもとで(lIíHu45年~lItHIl 57 :tt三)

昭和何年に市来民芸高校を卒業と /iijf時に就農した。途 Ij:J 3 年間の東京でのサラ

リーマン生活(結婚はこのI時期)もあったが、父の経営主導のもとに従事した。

② 低迷期(昭和57年~昭和60年)

昭和57年に経営主であった父が心筋梗塞で急死、突然の経営移設となった。そ

れまで、は農業機械のオベレーターのように父の指図のもとで働いていたので、勾:

日の作業の段取りから水稲の水管埋に至るまで、経営や管理については素人間然

であった。

経営主となり、しばらくは、栽培技術や経常が未熟であったため、 l~J[JI.や品質

の低下を招き、やむを得ず葉たばこの耕作部績を80 a までに減少し、葉たばこ主

体から水稲への転換も考えた。

しかし、相談相手である建設会社の社1乏から f投資は少なく、確実でもうけの

大きい経営をしなければだめだ。 j とのアドバイスを受け、他の作物と比較して

収益性の高い葉たばこを中心にした経常に再び挺す事を決意した。

③ 規摸拡大期(昭和60年~平成 3 年)

技術の向上に努力をし、葉たばこ耕作田積を 180a までに増加することができ

た。これを主体に早期水稲とけしょの栽培を組み入れた現在の複合経営の骨格が

完成した。

④ 葉たばこと早期水稲の而積拡大(平成 4 :tlミ~平成 6 年)

平成 4 年に日置地区(広域)受委託共同乾燥施設が 4 話i所新設され、そのうち

金峰町に 1 施設が建設された(19.8ぽ 3 段吊 6 室処理面積12ha) 。このことによ

り、葉詰・吊り込み・乾繰. lf:x.り降ろし、袋詰め作業が全面委託となり、葉たば

こ農家は、業たばこを収穫し、共同乾燥施設へ搬入するのみとなり、大幅な収穫

期の作業の効率化が図られ、 i盛期収穫等による品質の向仁、労働力の低減による

規模拡大がTIJ能となった。

また、高齢化による葉たばこ農家の廃作が進んで、いたため、廃作者のほ場を借

り受け、 270aまで拡大した。

早期水稲については、全国で最も王手い稲刈りとなっていたため、度々マスコミ
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にも取上げられ、消費者から直接、新米が欲しいという問い合わせがくるように

なった。これも経営の柱になりうると判断し、早期水稲を360aまで拡大した。

⑤ 砂丘地でのほ場の集積と甘しょの契約栽培の開始(平成 7 年~現在)

平成 7 年より金峰町の高橋地区(砂丘地)にほ場を集積した。 1 区画が約 1 ha 

で、水道・スプリンクラーを設置しであり、高架型作業車 (A P 1) や大型機

械の使用ができることから、葉たばこの管理作業が楽になり、高品質・高収量の

確保が可能になった。現在では、約 2 haを 3 ケ所のほ場に集積している。

甘しょにおいては平成 7 年より地元酒造会社と契約栽培を始めた。これは氏の

栽培している甘しょの品種が醸造特性に優れた fコガネセンガンj であったこと

と、減農薬、減化学肥料栽培であったことが「こだわりの焼酎を作りたいJ とい

う地元調造会社の思惑に合致したためである。

昭和46年から青色申告を実施していたが、平成 7 年から複式簿記にも取り組

み、資産や経営の中身がより明確に把握できるようになった。

盤受賞財の特色

(1) 技術的な特色

ア 葉たばこ部門

0 葉たばこ

大型機械による作業能率の向上を国るため、ほ場は主に砂丘地に約 2 haを

集積し、砂丘地及び水田の特慨を利用した出来る限り土壌消毒剤に頼らない

方法を実践。

また、土づくりのため、米ぬか、牛ふん等にもみがらを混ぜ、 2~3 年堆

積・発酵させた独自の完熟堆把を自らが作り、県内でも指折りの高品質な葉

たばこ生産を行っている。

① 砂丘地での葉たばこ栽培

一般に、砂丘地は、作物の生育には不向きとされているが、 j差水装置さえ整備
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されれば、水管理と施肥管理が容易な、生産性の高い土壌へと変わる。

氏l土、乾燥に強し ばこの栽培には、砂民地土壌は最適で、あると考え、王子成

7 年から葉ーたばこを全て砂丘地に集積した。それまで、は黒ボク土の熔地で栽培し

ていたが、地力にムラがあるため、生育がまばらになり、 -斉収接が出来ず、品

質にもバラツキがみられた。そもそも、砂丘地土壌には地力そのものが無いた

め、施肥のみによる生育のコントロールが可能で、生育のJì:高いも良くなった。

j瀧荏水装置のおカか〉げげ、で

の張り. ì活苫着.初期生育育Aが良くなり、者葉枚数 08枚程度)も確保出来ている。

② 生育を揃えることがポイント

葉たばこ栽培では芽かき、芯止め及び収穫作業が重要であるが、生育が拍~jわな

いと、向じ作業を何度も繰り返すことになり、また、規模が大きくなればなるほ

ど作業ロスも大きくなる。このため、生育を揃えて一斉に作業を終えることが重

要である。

東馬場氏のほ場の生育は揃いがいい。これは、生育を揃えるために、大きな在l

は植え付け深度を深くし、小さな苗は植え付け深度を浅くして、了寧に市の高さ

を揃えるといった努力ときめの誕百かい作業によるものである。

③ 転作水田を利用したかえ農薬栽培と収穫作業の分散化

平成12年作は水回転作を活用し、水田50 a に葉たばこを耕作した。水田での葉

たばこの耕作は土壌消毒作業を省くことができ、砂丘地より充実が早いため収捜

作業での労力配分が可能になる等のメリットがあり、今後、継続して取り組む予

定である。

④ 良質完熟堆肥の生産による土づくり及びプラウによる深耕

砂民地での耕作では地力が低いため、自ら生産した良質完熟堆肥を利用してい

る。

堆肥は、自宅敷地内の堆肥舎で、購入した牛ふん堆肥に籾殻、米ぬか、油粕等

を混合し、 2~3 年の発酵と数閲の切り返しにより、完熟した良質堆肥を生産し

ている。

10 a 当り1， 800~2 ， OOOkg施用することにより、生育初~中期にスタミナ切れが

なく、生育後期に肥料切れが良く熟度の良い葉たばこ生産が可能となり、作柄の

133 



安定化と収量確保が図られる。

また、残幹処理機により残幹の堆肥化も実施している。

毎年、業たばこの休閑期の 9 月にはプラウによる深耕を実施している。この作

は、砂丘地の土壌においても葉たばこの管理機の圧密等のため、耕燥が形成さ

れるのを約40cmの深耕により破砕する目的とともに、日射と熱による土壌消毒効

果が大きいためである。これにより土壌市毒剤の利用減が可能である。

写真 2 東馬場氏の所有するたい杷盤

⑤ 高単!I又で、高品質な葉たばこの生産

これらの生産技術向上の努力と乾燥技術などの製品管理技術の結果、葉たばこ

の平ー成 12年度の単収は、第 6 表に示すように351kg/10a (県平均単収280kg/10a)

と極めて高く、仁級品比率も 98% (県平均70.2%) で、平均単価も、 2 ， 227円/kg

(県平均2 ， 040円/kg) と県内でもトップレベルである。

第 6 表葉たばこ販売状況

{I'.!交 WHlIf�fi't !波子éif{-;(t: !波子己主n 1kg当り代金 lOa~J り }Ilji{ 10a当り代会

日 kg I'J I]J kg fJJ 

5 185.0 3, 510 7, 292 , 730 2, 078 190 394 , 202 

9 227.1 7, 240 15.438.475 2, 132 319 679 , 810 

10 245.0 8, 148 17.927.125 2.200 333 73 1, 719 

11 292.2 9, 810 21, 569 , 565 2. 199 336 738 , 178 

12 278.0 9, 771 21, 763 , 670 2.227 351 782 , 866 
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⑥ 葉たばこの葉詰作業の省力化

葉詰作業は、吊具をパインダーにて吊込み・取り降ろし作業を行っていたが、

平成11年より吊具に針ラックを導入したため、パインダーと比べて 2~3 時間の

労働時間の短縮につながり、他の管理作業ができるようになった。

⑦ 環境保全型農業への取り組み

農業用廃プラスチック対策の 4環として、平成13年震にマルチはぎ機と残幹処

理機の導入、共同利用、共同作業を行うことにより、早期に残幹・マルチの除去

ができ、ほ地の保全や病害対策とともに廃プラスチックの適正処理が図られた。

イ 甘しょ音日

0 甘しょ

甘しょ作においては、減農薬、減化学!肥料栽培に取り組み、地元酒造会社

と契約栽培を実施している。

① マルチ栽培による雑草対策と増収

雑草対策と増収効果のために甘しょは全て黒マルチ被覆栽培である。このため

甘しょの収量は10 a 当たり 3.8 t で県平均と比べて15%収益が多い。

② 減農薬、減化学肥料栽培の取り組み

ルチ被覆栽培のため除草剤の使用量は慣行栽培の 2 分の 1 であり、病害虫

防除のための農薬散布は実施していない。また、化学肥料の使用量を慣行栽培の

4 分の 1 に減じており、化学肥料の不足分を牛ふんを主体とした自家堆把で補っ

ている。

③ 地元酒造会社との契約栽培で有利販売

生産した甘しょは、地元酒造会社(株式会社小正酒造)と栽培方法まで含め

た契約栽培をしており、でんぷん原料甘しょと比べ約 2 倍の単価で販売してい

る。

④ 甘しょハーベスタ利用による収穫作業の省力化

平成12年に甘しょの収穫作業の省力化のために甘しょハーベスタを導入した。
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この収穫機は従来の人力に比べ約 3 倍の能率になり、出荷もフレコン袋のため運

搬作業も大幅に省力化された。原料用甘しょでの県内の普及台数は53台であり、

甘しょの面積拡大に一役かっている。

写真 3 甘しょ栽培風景

ウ 早期水稲部門

0 水稲

地域でポット育苗技術にいち早く取組み、収穫の平進化技術により超早場

米「おいしさ輝く金l峰コシヒカリ」の銘柄確立に貢献した。また、減農薬、

減化学肥料栽培や「アイガモ農法j にも取組み、独自の販売先を開拓し、

有利販売している。

① ポット育苗技術による収穫の早進化

平成 2 年には普及センターと連携し、早期水稲の早進化技術であるポット育苗

技術の開発に取組み、従来より約 2 週間の収穫の阜進化技術を確立した。この

ポット育苦技術はその後金峰町に約20ha普及し、 「おいしさ輝く金峰コシヒカ

リ」の銘柄確立に大きく貢献している。

② アイガモ農法への取り組み

平成 6 年よりアイガモ農j去を 40 a で取組んで、いる。アイガモの水田への放鳥に

は、地元の小中学校、保育園、養護学校の児童生徒による体験学習を兼ねてい

る。これは自然体験を通じて豊かな心を育ててもらおうとの思いから東馬場氏が
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毎年実施しているものである。

③ 減農薬、減化学肥料栽培への取り組み

減農薬、減化学肥料栽培に取り組み、平成11年から鹿克島県経済連の有機認証

を得ている。

認証の内容は、

減化学肥料で、化学肥料を慣行栽培の 8 割減肥し、施JJ巴の大半は自家堆肥

で、補う。

減農薬では除草剤は用いず、農薬は 1 I自のみ使用である。

除幕斉IJ を用いないため、雑草の生息、宥度を減らすための耕種的防除を実施

している。すなわち、早期j水稲の収穫後、次の植え付けまで、平均して 7 自

の耕転(秋耕)を行っている。

エ 3 部門の作付体系

3 部門の作付体系を第 2 図に示した。定植作業は葉たばこと早期水稲が一部重

複するが、収穫作業は 3 部門が競合しないようになっており、労力の分散が関ら

れている。

第 2 関作付体系図

1J 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

… 1 0-ームム一口 口
1i!H主 Æお1[ 以後

IJ しょ ムム 己 口

7EM JI又殺

l!l.)UJ;J( ,fìTI ムム一一一 自己

定例 i以終

また、葉たばこをはじめに、甘しょ、水稲においても効率的な機械導入によ

り、省力化された労働時間となっている。
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(2) 経営収支状況

第 7 表 各品目の作業労働時間

(ììii立:Ini!::J/10a) H しょ u削v::f!;i/lrJ/10a) 

東馬場氏 り15指標

13.3 16.0 
13.7 16.0 
8. 1 9.0 
5.2 5.0 
11. 0 7.0 
8.1 10.0 
24.3 33.0 
54.5 53.0 
23.5 20.0 

。 2.0 
0.5 2.0 
3.0 4.0 
0.6 1.0 
1.7 2.4 
167.5 180.4 

(1判古 :1時/:i]/10a)

京.\!;助氏 u;J，t出JE

2.5 4.4 
0.5 0.5 
2.5 1.0 
0.6 1.0 
0.8 1.0 
0.7 0.3 
1.5 2.0 
O. 1 0.2 
1.3 1.0 
0.4 0.6 
1.5 3.5 
2.0 2.4 
0.8 1.0 
0.3 0.7 
O. 7 0.8 
0.5 0.7 
16.7 21. 1 

京馬場氏
(育前)

ヨHlüi 2.4 
管理 1.1 
J手1Ïî 7.2 
(:<j>:tJ:') 

iUI: 0.3 
1ft!氾ij文 11i 0.4 
おI*i; .悠J也 0.6 
施JJ包 0.3 
fPII:' 71~チリl~ り 1.4 
Mí,J 5.5 
l徐中 1.7 
i功徐 0.3 
つる切りマ晶子除去 1.6 
tl:1Îり 1\'1(り収秘 3.4 
ff: 又~~ijJ;:~ヨF主下TI 0.6 

26.8 

※ u;u 旨rJ:
鹿児島県政業経常管JI!!指導指標

(平 lilG 13:(ド 3 )J) 

作物別収品:t性襟計五を参考

県指lf;

5.0 
1.5 
10.0 

0.4 
0.8 
0.8 
0.5 
2.0 
5.0 
1.0 
1.0 
1.0 
10.0 
1.0 
40.0 

平成12年の農業粗収益は、 3 ， 928万円(うち葉たばこ 2 ， 176万円、甘しょ 823万

円、水稲549万円、その他380万円)である。
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所得は1， 780万円(うち葉たばこ1， 047万円、甘しょ 291万円、水稲143万円、そ

の他299万円)である。

甘しょは、加工用として、焼酎原料用、菓子用へ契約栽培として生産してい

る。

水稲は、早場米産地としての PR をテレビ、新聞などのマスコミの報道を通じ

て行い、出荷は ]Aの外に東馬場氏が独自で開拓した販売先も確保している。

たばこは、県の目標とする収量・単価とも上凶っているので、

で1 ， 000万円以上の所得を上げている。

第 8 表経営全体の収支の推移

第 9 表 部門別経営収支の内訳(司王成12年)

立5 たばこ 11"しょ

1'11 収主主 ① 21, 763 , 670 8.230.735 

高l税公設! 90 , 014 38 , 955 

舵 IYi1 1( 。 132 , 625 

肥料 1f( 1, 023 , 327 191 , 500 

出先l~t"l( 1, 368 , 310 575 , 054 

iY:H 料金 1, 027 , 055 455 , 922 

j}~t~11( 742 , 858 172.314 

"告材料 ~J( 832 , 650 419.414 

修総~J( 167 , 331 111.011 

動力光熱11( 1.047.079 296 , 571 

その他校JjJ 2, 281 , 297 1. 299. 621 

iJ，kil臨i'i''l1;IJ1 Ii 1, 959 , 211 1, 299 , 781 

}flf JiJ労働 11( 756.805 332 , 728 

Ij、，;1 ② 11, 295 , 937 5.325.496 

家政ヴ:5.働 111 2.377.910 1, 045 , 444 

K1 "Jf~Jijí-l~} 10 , 467 , 733 2, 905 , 239 

一③
しーザ一一
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5, 1185 , 9t14 

31, 729 

363 , 863 

490 , 633 

33 1, 669 

264 , 435 

206 , 777 

14 1, 363 

77 , 975 

350 , 493 

772 , 554 

912 , 978 

114 , 337 

4, 058 , 806 

359 , 253 

1, 427 , 138 



(3) 地域農業への貢献

ア 葉たばこ栽培の先導者として地域の単収向上に貢献

葉たばこ作にマルチ栽培を導入することにより、作柄の安定化と早進化を図っ

てきている。このことにより肥料の流亡を押さえ施肥効率が高まる。地温の上昇

により栽培が卒進化し台風を回避することにより、葉ずれなどの品質低下が少な

くなった。

転作水田の高度利用により葉たばこ作の経営安定も図っている。葉たばこを水

田で作ることにより、土壌消毒作業がいらなくなるとともに、畑と異なり地力の

ムラが少ないため、安定した品質と収量が得られている。

これらを地域ぐるみで取り組むことにより、第10表に示すように、地域の単収

は県平均を上回り、自家堆肥による土づくりで東馬場氏の単収はさらにそれを上

回っている。

第10表葉たばこの単収の推移
(Jf�.ﾍ)i: :円/10a)

年度 平成10 :ffó '1ア!災 11 年 平成 12"[ミ 平均

東馬場氏 73 1, 719 738.178 782 , 866 750.921 

会的IU] 平均 554. 134 584 , 495 617 , 057 585 , 229 

県王子土台 484 , 012 56 1, 909 576 , 462 540 , 794 

イ 新規参入者の受入による農業後継者の育成

平成11年度に大分県出身者で葉たばこ作を目指す新規参入者が金峰町に来初I し

た。関係機関との協議の結果、東馬場氏が約 l 年半受け入れた。新規参入者は葉

たばこ栽培の経験が全く無かったが、苗づくりから収穫・乾燥まで技術面や作業

方法等について l つ l つ教えた。その後、新規参入者は金峰町で就農し、現在に

至.っている。

ウ 財団法人カラモジアの「からいも交流j による外国人官学生の受け入れ

昭和58年から平成 5 年まで通算して 8 年間、マレーシア、フランス、韓国、

フィリピン及び台湾の 5 カ国から延べ 9 人の留学生を、それぞ、れ 2 週間ボラン

テイアで受け入れ、国際交流にも一役かっている。
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(4) パートナーとともに

ア 地域女性のリーダー

妻は、平成元年に「作業環境の整備と営農と調和のとれた生活設計の作成J と

いうプロジ、エクトの実践活動により、鹿児島県農村女性ホームリーダーに認定さ

れた。また、平成 3 年には、鹿児島県の農村女性の代表として海外農家体験研修

(ドイツ・フランスコース)に参加している。さらに、平成10年、鹿児島県‘火性

農業経営士に認定され、地域で活躍する良き女性リーダーである。

イ 大型トラクターも操作

大製特殊免許(農耕用に探る)を取得しており、様々な役職で忙殺される夫に

代わり大型トラクターを操作し、農作業の計閥的な進行を可能にしている。

ウ 家族経営協定!町内第 l

前向きな妻と平成13if二 3 月、家族経常協定を締結し、休日や就業時間の設定を

取り決め、それらを守ることにより、時間的・精神的に余裕が生まれ、さらに姿

と一緒に営農について話し合い、相談する機会が多くなり、ますます農業が楽し

く励みになっているとのことである。

また、家族経営協定の内容に「年 1 回の家族旅行の実施J を盛り込み、今年

は、北ìtlj:道旅行を 12月に計爾している。

(5) 1) ーダーとしての地域農業への寅献

氏は地域農業のリーダーとして、

① 指導農業士(平成 3 年~)

② 農業改良普及協力委員(平成11年~)

③ 認定農業者(平成 6 年認定)

④ 農業体験インストラクター(乎成12年~)

⑤ 農業委員 (王子成 11年~)

⑥ 農協現事(平成 8~11年)

⑦ 日置地区共悶乾燥利用組合監事(平成立 ~12年)

③ 日置地区共同乾燥利用組合金峰施設境事(王子成12年~)

⑨ 金IÙ引lJ葉たばこ振興会監事(日霞地区監事を含む) (平成 10if三~)
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また、農業以外にも地域の代表者として

① 金峰中 PTA会長(平成元年~7 年)

② 金峰町消防団長(平成 5 年~)

③ 金峰町総合振興計画す手議会委員(平成11年~)

④ 金峰町行政改革推進委員(平成12年~)

多忙な農作業の合間に多くの役職をこなしている。

指導農業士として、青年クラブの活動に助言、指導を行い、農業体験インスト

ラクターとしては、金持町の小学校、中学校、銀育園、養護学校の児童、生徒の

ために、稲刈り体験やアイガモ農法、各種の講話の講師として活躍されている。

農業以外にも平成 5 年から金峰町消防団長として活躍、地元団員チームを率い

全国消防操法大会の小型ポンプの部で全国 5 位の成績も残されている。また、農

業委員の一員として農用地の集積に奔走されている。これらの氏の活動は町の広

報誌はもとより、地元新聞にも数多く掲載され、農業担い手としての情報の発信

に積極的である。

また、役職以外でも、農業の技術・経営については、地域の模範的存在であ

る。氏が、新たな作物の導入、栽培方法の実践等により実際に成功する場面を見

せることにより、地域の農業者の生産意欲が描き立てられ、地域の活性化が図ら

れている。

関普及性と今後の方向

(1) 普及性

東馬場氏の経営は温暖な西南暖地の有利性を活かし、葉たばこ作や早期水稲の

阜進化に取り組み、労力の競合を避けた作物の組み合わせによる複合経営により

安定した経営をされている。これらの複合経営を支えているのは高能率の収穫機

械(コンパイン、甘しょハーベスタ)であり、有利販売(早期水稲、地元酒造会

社への減農薬、減化学肥料栽培の甘しょの供給)への取り組みである。

東馬場氏のこれらの経営に対する姿勢は南九州の葉たばこ作農家のみならず、

早期水稲、原料用甘しょ農家のモデルとなりうるものである。
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(2) 今後の方向

東馬場氏は 3 月から 7 月に労力が集ヰ1する紫たばこ作を主体に、 7 月下旬から

8 月上旬に収穫する早期水稲および10 月から 11 月に収穫する加工J:H(焼酎際平|

月1) 甘しょを組み合わせた複合経営によって労力を分散し、あわせて、高能率機

械の利用により安定した所得を確保している。

また、葉たばこ作では品質の高位安定化により単収の向上に努め、早期j;MìÌ:Ìや

加工用甘しょではがえ農薬、減化学肥W+i'ilt lf，による存利販売でより経営の安定を

国っている。

今後、高齢化のj並行に伴って担い手が減少すると予想されるが、東馬場氏のよ

うな高度な技術を持つ担い手の重要度はますます高くなるものと忠われる。その

ためには、土地基盤整備による作業能率の向上や農地の集積、より作業効率の高

い農業機械の導入等の生産振興が不TiT欠で、ある。また、減農薬や減化学肥料の取

り組みをさらに進め、活費者にさらに安全で、安心な生産物の供給も図る必要があ

る。

既に、氏は生産及び経営関においては成功を収めた農業者であるが、常に現状

にとどまらず、新たな取組みを導入しようとする積極性がある。氏は「自分が取

組み、成功した姿を見せることによって、{ltJIIïJの励みになる j を持論としてお

り、例えば、現在、葉たばこ後のカボチャ栽培にも取り組んでいる。このような

取組みが個人のみならず地域農業の活性化につながることが伺われる。

また、後継者については、東馬場氏は娘さんが 3 人おり、そのうちの l 人が間

もなく担い手となる若者を連れて農業後継者となる予定である。ゆくゆくは後継

者夫婦と法人経常に移行し、より高い営j長田標を掲げ、また農業が池域に根ざし

たすばらしい産業であることを普及して行きたいという希望を持っている。
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受賞者のことば、

大規模養蚕に挑戦

吉田俊雄

平成 5 年度に (Ht) 大日本蚕糸会の事業で、先進国型養護経営創出事業に

取り組みました。 50の手普いで新しい技術取得への挑戦です。この事業は l

齢から 3 締まで人工飼料による齢中 1 自給餌や、大型機械を使い、切断条桑

飼育で、年間 12聞の掃立を行って年間~又繭量10 トンを自指すという夢のような

計図iです。繭価格が 2 千円で10 トンとれば 2 千万円。養蚕だけで十分食べて

いけることになります。

まず、借地による機械化収穫桑図造成から始まり、その後は試行錯誤の繰

り返しで、どうやら飼育に自信がついたのはそれから 3 年後の事でした。こ

れからは人工飼料育による個人掃立技術の確立、蚕病防疫技術の確立、桑園

管理と機械収穫作業化の確立により優良繭の増収を国りたいと思います。

今、養蚕農家がおかれている現状は非常に厳しい状況にあります。養蚕機

械ひとつとってみても、養蜜農家の激減による蚕具メーカーの撤退によっ

て、部品の調達、修理が非常に閤難な状況で、機械が故障した時などは夜を
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徹して修理したこともあります。

しかし、環境にやさしく、食や医療など人間の役に立つあらゆる可能性を

秘め、また日本の美である手IJ装など、伝統ある産業を守るためにも、養蚕業

をこれからも頑張りたいと思います。

この度、第40回農林水産祭において栄えある内閣総理大臣賞を受賞できま

した事はこの上ない喜びであります。これもひとえに私を育ててくれた関係

指導機関並び、に諸先輩、蚕桑研究会の仲間違の御指導、御支援の賜物と深く

感謝しております。ありがとうございました。今後は今までの経験を生か

し、安と手を携えながら、地域の活性化に多少なりとも貢献していきたいと

思います。

関地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

富岡市は、群馬県の西南部に位置

し、東京から約100km、県都前橋から約

30kmの距離にある。平成 5 年 3 月 27 日

には上信越自動車道が開通し、首都圏

とのアクセスも一段と向上している。

富岡市の面積は94.14km2で、市内には

鏑川と高田 Jl I の 2 本の大きな河川が流

れ、鏑Jl I 水系を中心とした河川段丘と

里山に閉まれ、北西には丹生湖、南に

は大塩湖がある。

第 1 図富岡市位置図

荷台橋

。富岡市 、

群馬県

標高は140m~300m、三方を山に屈まれた中山間地帯で、年間の平均気温は13~

14
0

C、年間降水量は 1 ， 200mm ~ 1, 400nml、特に冬期間は晴天に恵まれている。土壌

条件としては、粘質の埴壌土で、 J也力は高く生産力に寓み、古くから養蚕、こん

にゃくいも、椎茸、畜産等を 1:1::1心とした農業経営が行われてきた。
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第 1 表農家数 (qí.j,i: : ri) 

(!;Ï'.'.!5J1H.本 ;Jzji((統，ìIイI'-WJ

第 2 表耕地面積
(ì ì1.f、ì: : ha) 

Jf[ 1:] 耕地 ìÍlÍ f!'1 Ffl '):/11 方:の内訳

同:.jvH/II 持JI指IJ也 その他

S 5 0 "1'- 3.100 823 2.280 981 1, 290 

S 6 0 "1' 2.900 738 2.160 1. 140 1.020 2 

H 71f 2, 590 663 1, 930 1, 280 651 2 

H 1 1 {I: 2.390 614 1.780 1.580 197 2 

(1;ト潟

第 3 表農業組j生産額
(�j�.jll:: (iJJI1j) 

ノι、"やìl ,fJfHt Kの|人j訳 主主!lf ti'f 片足 /1:の内訳

~'Í";た 月ミリJ イとき . .L-, 肉1IJ '1 こ .\"LI日午

S50 7.467 2.309 389 585 55 41 1.069 1.688 3.444 118 1, 280 

S60 7.571 3.509 399 1, 006 45 173 1.632 1.248 2.803 287 1.253 

H7 4.750 3.071 407 1. 571 96 317 552 144 1.535 59 752 

H11 4.660 3.230 250 1. 810 110 250 730 60 1.380 80 650 

(ji'í' n5Jた林ぷ政統計年 W)

なお、明治 5 1'1三には、殖産興業をJ旦う官営模範製糸工場として、水利条件、繭

の生産条件に恵まれた富岡市に、官営富岡製糸場が設立されており、古くから養

蚕、製糸の蝶んな地域である。

(2) 受貰者の略歴

昭和33年中学校卒業と同時に就農。当時は桑閣100a、7](fìB80a、搾乳牛 1 頭の複

合経営であったが、昭和40年結婚を機に、作物の選択的拡大による他産業なみの

所得確保のため、義蚕の規模を拡大するとともに、搾乳を止め適地適作のこん
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にゃくいも栽培を j草入した。

また、昭和37年には官岡市の農業後

継者クラブの初代会長として、年間条

桑育の導入や稚蚕共同飼育の普及に尽

力し、地域ぐるみで養蚕振興を推進し

てきた。

蚕とともに30年以仁を生活してきた

吉田氏は、蚕糸技術の伝承及び発展途 写真 1

上国における養蚕振興を支援するため、平成 3 年以降フィリピン等からの養蚕技

術研修生を受け入れるとともに、機械収穫桑函などの新技術を導入し、平成 4 年

には桑図面積を300aに拡大した。

平成 5 年には、財団法人大日本蚕糸会の先進国型養蚕経営創出事業により、 1

第 4 表吉田俊雄氏の農業経営の足跡

年度 桑栽培TL川iIi
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~3 齢人工飼料育、改良恐多段循環飼育装置による壮設飼育、条桑刈り取り機を

導入するとともに、者通桑陸l を機械収穫桑|ぎl に改植し、超省、力による大規模養蚕

経常を行っている。

また、平成 6 j'1三には、県単独寺-f業により、ブロードキャスター、マニアスプ

レッタ一、ブームスプレーヤ一等を導入し桑間管理作業の省力化と、堆慨肥の投

入や土壊改良による Uili生産性の向上を図っている。

なお、吉田氏の長男は現在コンビューターソフト会社に勤務しているが、親子

の話し合いで平成15年には就農を予定しており、生産者と消費者が直結した新し

い農業のあり方について、写真を:JWîし、ているところである。

盤整受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

吉田氏の経営は、養蚕に補完作物として乾燥イモ及び絹糸腺販売を取り入れた

複合経営であり、経営耕地I国棋は、桑|支j548a (うち{;?地302a) 、普通畑150aで、あ

る。?を通知iでは主に複合作物である乾燥イモ原fl の甘しょを栽培している。

作業体系は、 5 月から 10月にかけて養蚕及び甘しょ栽培、 11月から連年 5 月に

かけて甘しょの収穫及び乾燥イモの加工・販売となっている。

農業労働力は、本人及び妻の 2 人であり、年間農業従事日数は本人300 話、妻

250 日である。その他上政時における農業労働力は|臨時雇用39人及び研修生 2 人と

なっている。

第 5 表労働力

,L\ ぞ1 4初~t じ 作j 1f. i11'i� 民党ミ従 'jl JJ 数 朝日 iF J 

i'ilH俊雄 本人 5 8.1" :3 0011 

:>J:JEll 友 5 8.1" 2 5 0 E1 

i品 H: ワj 32 .1必 Ll 平成 1 5 {I三就終予定

Tム秋 長引の必 :3 :3才 11 

lU� イ系 :3 ;;}. LI 

|恥J1~')jlfnJ L".政 II} における|卵11j iJlf JIl 延 3 9 人
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第 6 表経営面指

第 7 表年間の作業体系

{ノl' 11 lJJ I 2 月 1 3 JJ I 4JJ I 5 月 I 6}j I 7 月 I 8 月 I 9 JJ I 10JJ I llJ] I 12JJ 

斤ウ~fì'プ勺!lr第や田2町問1問ト問タ2i 2 

主主 従
峠1 一5Z同一資四~

同君鉱石事晩与一々ω駄ーザ蚕l 
~イ叶luJft1

乾燥イモ
タ!

ィモJi::Z柱・販売 l
乾燥イモWJ5'c

総糸!涼 峠一一~

MIIH'l� i蚕飼育|

3長

氏は機械・施設の日常の整備はもちろん改造・設置等を自分で、行っており、機

械・施設に要する経費の削減を悶るとともに、独自に工夫することにより作業の

占層の省力化を悶っている。

(2) 経営の成果

氏は、機械化一貫体系を実現することにより、年 6 田 120箱掃き立て(平成12

年)という多回育飼育を実現しており、収繭量も改良型多段循環飼育装置による壮

蚕飼育、条桑刈り取り機等導入後の平成 5 年以降は、 4 t 前後と安定している。

なお、平成12年度の農業経営収支は第 9 表のとおりである。
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第 8 表 5j三次別養蚕成績

fド次 弘社、kiii: r..lil¥jllJl.:l: 1;出 >l 

liilfi 行i数 l以ld- 午 fillえ 仏11ぢ 糸品ミ Wi じよ'宇t 500立iu-数

4 {f 51臼! 90.0:rfj 2, 889.0kg 32.lkg 。//O 。//O 

5 {I ご 5 119.0 3.919.0 32.9 

6 1ド 子 140.0 3.285.1 23 “ 5 3A 18.68 75 274 

7 "1: 130.6 3, 978.3 30.5 /IA 19.05 83 27CI 

8 1,1: 6 118.8 3.719.2 31. 3 4A 19.07 83 266 

9 {I: 6 121. 0 3.645.0 :10. 1 5A 18.78 85 272 

1 O:ff 6 1:35.0 4.313.0 31. 9 3A 19.52 77 265 

1 1 "1: 6 120.0 3.936.9 32.8 4A 18.90 82 265 

1 2 :fl: 6 120.0 4.165.0 34.7 ど1 1\ 19.00 80 255 

第 9 表平成12年度民業経常収支

Ilt 人 文 J5-

i足分 :;'rz 'i'J� li 分 <往復i

H'J 千 IIJ (参与)

紛 (1¥) 7, /189 l J'i2!í,; 111. J (C) 3. 8lO 
(;宮市n糸 IJJ;D 五千1[( 11( 462 J~~^;{~収入に Ilîめる|総収入の;ヤú{t

乾燥イモ 5.0,10 Jj~干 I 'i'( 900 (A)/(B)=59.8% 

jJ~ λhli �1c 329 

Yt t:長助 M'( 350 去と抵の Iyínーネ

目玉~ �'l 662 I (A) (C) I/(A) =49.1 % 

(人 1:白川 1m

出計 n 'JI( 275 

1y 11¥' 1"1 329 

IìUfJ ラjHM'( 312 

lli物 fl f;;M11( 108 

't丹~)'i月!総人i'i 83 

223定 Ilt入 l iIー (B) 12 , 529 

}12外Ilt入 iìl [位Þ~'， イモ;in 2, 016 

12 , 529 5.826 
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関受賞財の特色

(1)技術

ア 作柄安定による多国育飼育体系の確立

① 稚蚕飼育

稚蚕専用蚕室に簡易稚蚕人工飼料育装置、自動給餌機及び館料保冷庫を装備

し、 1 -3 齢人工飼料育を行っている。 1 -3 齢人工飼料育を導入するにあた

り、蚕への給餌方法や給餌形態などを工夫して生育を均一化しその後の壮蚕飼育

労働力の軽減を回り、多国育養蚕の飼育方法を確立した。とくに、 3 齢までの発

育を均一化することにより、ウイルス病対策を完全に実施することが可能になっ

た。

② 中蚕飼育

4 齢専用蚕室を設置し、平飼いによる大量飼育、簡易給桑装援を考案して、給

桑や i徐j少作業などの飼育労働の軽減を図った。また、冷援房機能を装備し、温湿

度等最適環境で飼育しているため、蚕の揃いもよく蚕の飼育が計画的に行われ、

作柄も安定している。また、 4 齢と 5 齢を分離飼育し、 5 齢 3 日目に多段循環飼

育装置に移すため、 5 齢時における除沙作業が不要となり、 ;1士蚕飼育時の作業の

省力化を実現している。

③ ;1士蚕飼育

壮査専用蚕室に改良型多段循環飼育装置を 2 セットを導入し、自動給桑装置に

より封条桑給与(1日 2 田)を行っている。その結果上繭lOOkg当たり飼育労働時

間は36.5時間となり飼育労働が大幅に節減された。なお、吉田氏が開発した独自

の自動切断給桑機により、給桑が均一化し、箱当たり収繭量が向上した。

④防疫

スチームクリナ一、超微粒子自動消毒機等を導入して、飼育前の蚕室蚕具の消

毒の徹底を図っている。又、蚕病予防の観点から、稚蚕、中室、壮蚕飼育を完全

に分離するとともに、桑搬入と飼育残沙の撤出経路の分離など作業移動経路の一

定化、蚕室出入り口の消毒、作業手}II買の体系化を確立し、徹)ました:gf病予防対策

によりこれまで一度もウイルス病による違作はなし、。
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⑤ 環境整備

壮蚕飼育施設には外気導入ダクト、排気用動力換気扇、天井関などを装備し、

山の清治な空気をダクトで紋り入れ、換気、排気するシステムを作った。これに

より、室内外の温度差は 3 ~ 5
0

C下がり、飼育環境を改善するばかりでなく、省

エネにも貢献している。これら微気象環境の改替効果は、特に高温蚕期に発揮さ

れ、安定した多閤育養蚕を実現している。

⑥ 飼育践沙の処理

条桑残沙は、壮蚕飼育室から廃条コンベア及び麗条シュートを利用して、約15m

下の堆肥盤に自然落下させる廃条処理システムにより処理し、廃条堆肥を製造し

ている。この方法は、作業の省力化と向時に、飼育室と残沙の堆積場所を隔離さ

せることができ、病原菌の拡散防止に極めて有効な方法である。

イ 高品質繭生産技術体系の確立

高品質臨を生産するために、暖房機及び冷房・除湿器、大型換気扇などを備え

た専用上競室並びに族保管庫を設置し、適正な温湿度管理による繭質の向上を図

るとともに、上競労働時間の短縮を関った。さらに、上競室の床面のビニール

シートの被覆による蚕糞処理の簡易化や族の徹底した消毒によってウイルス:府な

どへの発生を抑えている。

繭の品質評価結果が解じょ率もよく選除繭もゼロに近いことから、吉田氏の生

産する繭は鵡需要者からも高い評価を受けている。

ウ 桑国管理作業体系の確立と採桑作業の省力化

① 機械収穫桑閣の造成

養蚕作業の約 3 割を占める採桑作業の省力化を悶るため、桑苗横伏せj去による

機械収穫桑関を計画的に造成し、平成12年においては全桑閣の70%以 i二が機械収

穫桑 i鶏となっている。

② Jj~培管理

肥培管l盟では、飼育安からの蚕糞蚕i少や残条を完熟堆肥化するとともに、畜産

農家との契約による糞尿:tti肥をマニアスプレッターで散布し、地域の倍近い10a当

たり 78kgの収腕量及び、良桑の生産を行っている。

③ 桑収穫

η
べ
υ
F
h
u
 --



写真 2 稚蚕飼育 写真 3 機械収穫(桑国)

第10表 主な機械施設の整備状況
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第11 表 ヒ lOOkg当たり労働時 11\1

総労働 イ下メ日り $!卜うん J仏:j~‘

11与!日j j主ゑ t之条絞殺! }jÛí!J巴、'1' 後五 長iiJ1î /".Jj長 J/ :，iUi必

株 11'[ し 初、 Ij~~ !'/J~ 条会メIj J/\(

!l.illjj Il.tliU 11')1日l I i.jl日j !l.iH:J lI!iI::J 川和! li!iI::J 

イi 人 95 8.7 3.0 5.7 86.3 25.0 36.5 15.3 9.5 

地域の、!と.t~) 132 12.0 4.0 8.0 120.0 35.0 51. 0 21. 0 13.0 

桑収穫は CH 700 条桑刈収機とコーンカッター改良理!条桑刈取機、 トラク

ターを利用した間外搬出機を組み合わせて行い、条桑収穫の機械化、搬出作業の

機械化により lOa当たり採桑時間は19.5時間]となり、規模拡大に大きく貢献してい

る。

写真 4 乾燥いもの生産

(2) 経営

① 援合作物の導入による経営安定

EH氏は、日本の伝統産業である養査業を守り発展させるべく取り組んでいる

が、繭悩格が低迷している今日、胸価格を補完する複合作物として平成 4 年より

乾燥イモの生産、販売を農業経常に取り入れ経営の安定を関っている。

乾燥イモの導入は、気象条件が乾焼イモの生産に過していること、家族労働力

及び養蚕施設の有効活用が囲れること、消費者の健康志向が高まる今日、消費者

ニーズに適した作物であること等の理由によるものである。
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乾燥イモは、育苗と定植作業が蚕期中と重なるものの、掘り取り・加工等のほ

とんどの作業は蚕期終了後に始まるため、養査との作業競合が板めて少なく、養

蚕で導入した機械、施設の有効利用が図れる作物である。

なお、 J A甘楽富岡では、吉田氏ら多品種小ロット農産物の生産に対応すべ

く、平成12年に直販センター運営委員会を結成。生産者と消費者を直結した安

心・安全な食料の供給体制作りを進めている。

田氏が生産する乾燥イモは食菜館(農協の直売所)、インショップ(全国各

地の量販店内の直売所)及び湘南生協等で販売されているが、丸干しで香り・味

も良いことから都市における新たな消費を呼び起こしているところである。

② 群馬ブランド繭生産の推進

群馬県では外国産鴎・生糸と差別化した[群馬フAランド」を確立するため、オ

リジナル資品種の育成を積極的に推進している。

県では新品種の普及を進めるにあたり、古田氏に試験飼育を委託し飼育法や生

産された隣・生糸の物性試験を行ってきたところである。吉田氏は、県の蚕糸業

振興策をよく理解し、 f世紀二一J 、 「ぐんま 200J 、 「ぐんま黄金」の飼育技術

の確立に積極的に協力してきた。

現在、春蚕期及び晩々秋蚕期には「世紀二一J を飼育し、高品質繭を生産して

いることから、地域養蚕農家及び養蚕研究グループが新品種を導入する際には技

術アドパイサーとして飼育・上競技術指導を行っている。なお、群馬オリジナル

蚕品種から生産された生糸は、製糸工場と生糸需要者間で固定価格で取り引きさ

れているため、生産された繭は高鎖販売 (2 ， 000円/kg) されるとともに、製糸経

営の安定にも寄与している。

特に吉田氏が顧問を努める iナ楽富岡蚕桑研究会では、吉田氏の指導助言を得て

平成 8 年より群馬オリジナル蚕品種を飼育するとともに、会員が生産した繭を

糸、絹製品(ボディタオル、靴 r、下着等)に加工し、消費者に直接販売するな

ど、活発な研究会活動を展開しているところである。

③ 海外研修生の受け入れ

平成 2 年 2 月に日比シルク友好協会(民間団体)からの要請によりフィリピン

を訪問し、養蚕技術の指導を行った。これを受けて、平成 3 年から 5 年までの 3
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年間はフィリピンからの研11草生、平成 8 年と凶作ーにはブラジルからの研修生、

成11年からは(財)オイスカの要請により毎年 2 名の研修生を受け入れ、現在に

っている。

凹氏は、自分で完成させた養蚕技術が発展途 tl!1の経済発裂に寄与するとと

もに、高度に発達した日本の養蚕技術を後世に残したいとの理由から快く受け入

れを行い、研修終了後においても、蚕絹防除対策、高品質繭生産技術等について

は手紙等による指導を継続し、発展途上院!の養蚕技術の向 i二に寄与しているとこ

ろである。

霊霊普浸性と今後の方向

飽くなき好奇心、向上心、誰にも負けないための努力をしてきた吉田氏は、就

農以降数々の難問をアイデアと実行力で克服し、家族とともに農業経営を発民さ

せてきた。

日本の蚕糸業が国時化の大波の中、安い生糸・絹製品の大量輸入により恨めて

深刻な状況の今日、今後消費者ニーズに応じた方向に経営転換をする必要がある

と考えている。

今後の農業・農村のあり方として、吉田氏は都市と農村との交流を推進し、環

境に優しい1. 5次産業を目指した経営改善を計画している。具体的には、水清く緑

豊かな環境で、消費者が蚕飼い、生糸作り、機織り、染織など余暇を有効に活用

できる場を提供するとともに、オーナー養蚕制度による繭・生糸・梢製品の供給

を目指している。

吉田氏は「チャレンジのないところに農業の発展はない。 J をモァトーとし、

2 年後に就農予定の長男渉氏と力を合わせて、新しい蚕糸業を創造する計図iであ

る。
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受賞者のことば‘

共同作業と雇用稀用によるゆとりある大規模複合経営

衛藤真ニ

非農家出身の私が、ヨiiの実家で生涯 I~I 然を相手に、自分の努力が直義経常

に反映される農業に転職したのが昭和63年。就農当時、茶206 a 、原利用 IJ諸

174 a 、力[J工大根150 a の経営而詣でしたが、借地による規僕拡大と地域の話

し合いや農地保有合Jfj(化事業により遊休農地の i現地化を段階的に進め、現在

では経営関積が茶596 a 、原料J1J tlづ出 1 ， 152 a 、加工一大根418 a となり、大規模

複合経常に取り絡んでいます。平成 8 ilミからは、各作物の労働力配分を効率

良く行うため家扶労働 4 人の仙、シルバ一人材センターを活用した躍用利用

による規模拡大を行ってまいりました。

経営の主体である茶部門においては、大!流!安茶生産組合での共同利用(摘

採・加工・販売)体系が確立されており、これと併せて大型機械を導入する

ことで、連邦i に適切な作業を実施し、生産性 -J!?1質の向上等が以j られたほ

か、労働力の負担も大きく i続減されるようになりました。また、環境課金M

農業では、天敵微生物の全茶園散布による化学農薬の削減や、土層改良事業
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クリーンな茶づ(心土破砕)を活用した物理性の改善と施肥の削減を図り、

くりに積梅的に取り組んでいます。

また、茶の摘採においては生葉の葉傷みを極力軽減する最新型の摘採機を

導入したり、加工大根ではデスク十深耕ロータリー耕による品質の向上を図

るなど、新技術の導入にも努めています。

さらに、経営の良きパートナーである妻との開に家族経営協定を締結し、

パソコンによる青色申告簿記を実施しながら夫婦一緒に営農改善に取り組ん

でいます。

今回の受賞は、池域の茶農家や農業関係者に支えられての受賞と考えてい

ます。今回の栄誉を糧とし、将来は後継者と共に作業の役割分担をしながら

茶を主体とした複合経営を目指し、企業としての農業経営を実現していこう

と思います。

知覧町の位霞
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第 1 図

関地域の概要と受賞者の略歴

地域の概要

地域の立地条件

知覧町は、鹿児島県薩摩半島の南端中

央部に位置し、東西約9 . 4 k m 、南北

22.3km、総面積120.2km2で、鹿児島市中心街

から約32kmの距離にある。周囲はそれぞ、

れ、鹿児島市、 }II 辺町、枕崎市、頴娃

町、喜入町に接し、南部海岸線は4kmにわ

たり東シナ海に面している。地形は最高

l峰白岳 (610m) をはじめ、 500m を越す

山々を連ねる北部地域からゆるやかな傾

斜で中部・南部丘陵台地を形成しながら

南部海岸椋に至る特徴のある自然地形を
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有している。年間の平均気混は17
0

C、降水量は2 ， 689mmで、年聞を通じて温暖で、あ

る。

イ 農業の概要

知覧町の総世帯数は平成12年現在で5 ， 176戸、総人口は13 ， 951人で、このうち農

家戸数は 1 ， 055戸(全戸数の20.3%) 、農家人口は4 ， 375人(総人口の3 1.4 %)で

ある。

農家戸数の内訳は、平成12年現在で、専業農家453戸 (42.9%) 、第一種兼業農

家238戸 (22.6%) 、第二種兼業農家364戸 (34.5%)であり、専業農家の占める

割合は県平均27.3% を上回っている。

平成12年度末における茶業経営形態別の認定農業者数は、茶専門型が中南部平

坦地帯で104名、北部山間地帯で25名、茶複合型が21名であり、知覧開Iの総認定農

家数266名のうち茶業経営が 6 割弱(150名)を占めている。

耕地面積は3 ， 170ha、うち水田は345ha、普通畑1 ， 501ha、樹関地1 ， 280ha、牧草

地44haで、あり、 4戸当りの平均耕地面積は3.0haと県平均(130a )を大きく上田

る規模を有している。

農地の区画整備率は、平成立年現在、誌面整備78.8%で、そのうち水田は99.7

%、普通畑76.4%である。畑地かんがい面積率は目標面積1 ， 150haに対し、 97.8%

と高い。さらに、茶関面積1 ， 226haに対し 17.6% に当たる 222.8haに防霜用スプリ

ンクラーが設置されている。

平成11年の農業粗生産額は、第 l 表のように、 20 ， 787百万円であり、そのうち

宙産部門が54.0% (11， 225百万円)を占め、耕種部門の茶が31.1 % (6 ， 472百万

円)、野菜が5.0% (1， 044百万円)、甘藷3.6% (749百万円)を占めている。

また、 IUJ内の荒茶工場は平成12年度末で42工場であり、うち個人は16工場

(38.1 %)、生産者が共同で運営する農業生産法人は10工場 (23.8%) 、有限会

社が15工場 (35.7%) 、さらに ]Aが l 工場 (2.4%) など比較的共同工場が多

く、 rUJ内の生産農家のほとんどが各茶工場の組合員となっている。
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第 1 表主11 覧IlITにおける農業相生産額(平成11年)
(ìれも1: : I'T)j [1 J) 

i念'['.prZ 街{ 35 J采卵約 長IJ~ i付IIl t- 型F菜 II",!# その{也

7;11覧 IIIJ 20 , 787 6, /172 4, 957 2, 356 1. 933 1, 044 749 3, 276 

(上ヒキ;) 000.0) (31. 1) (23.9) (11.3) (9.3) (5.0) (3.6) (15.8) 

lit~IJ ぬ PJL 413 , 000 31. 200 20 , 600 67 , 200 58.000 53.900 1.5.000 167, 100 

(よ七千一) (100.0) (7.6) (5.0) (16.3) (14.0) (13.0) (3.6) (40.5) 

rf ヂ1: n必児向の出作物J

(2) 受賞者の略歴

衛藤氏は昭和32 i=ì三に大分県で、生まれ、高校を卒業後、神戸の生協に勤務し、結

婚した。その後、農業に興味を持ち、昭和63年に夫人の実家に帰郷し就農した。

II(HD63年までは義父が経営主であったが、平成元年に夫人が経営移譲を受け、借

地の利用権設定を行い、その後、平成 8 年 8 月に氏が経営移誌を受け、利用権設

定も同時に行っている。就農支持の flB和63年には、茶2.1ha、原料用 !J藷1.7ha、

加工用大根1. 5haの援合経営で、あったが規模拡大への意欲に燃え、平成12年には、

就農以来12年間で茶2.9倍 (596 a) 、原料用甘藷6.6倍(1， 152a) 、加工用大根

2.3倍 (350 a )に面積拡大を実現した。平成 7 年には県営農地開発事業を導入

し、その後も農地保有合理化事業、認定農業者規模拡大助成事業等を積極的に活

用し、茶、甘藷、大根の複合経営を確立している。これらの事業の活用は、町の

遊休農地解消にもつながっている。

この結果、衛藤氏の平成12年の経営耕地面積は1，748 a 、延べ作付面積は2 ， 098

a となり、 IIIT内トップクラスの市積を有し、大規模複合経営を実現している。

しかも、平成 8 年には知覧町の認定農業者となり経営改善計闘に本格的に着手

し、 “雇用利用によるゆとりある農業経営"に努めてきた。また、長男は、平成

13年に農業大学校茶業学部へ入学し、後継者としてま15業経営の基礎を学んでお

り、次世代の農業の担い手として期待されている。
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写真 1 衛藤氏の家族

第 2 表経営規模拡大の推移

S 63 1-14 H5 H6 H7 日 8

λ"ビ、 206 406 1106 406 406 453 

(うち ýJJ 本) (69) (119) 

H'ぷ① 174 232 238 238 348 394 

(A:11n (]50) (200) (205) (205) (300) (340) 

It ，;f1② 。 。 。 。 4l� 371 

〈牧 i'î'(> 

IJ ，iお③ 。 73 67 527 。 。

のみ

11\;討 {~;~.I 1711 305 305 765 765 765 

①十①

大相: 150 200 205 205 300 340 

( 11".if1) 
11: 1 千成 11年分 茶の22 a は己主将i

2 大十民{土史約 riliHlで、原料川 lJ.ili の f灸作として作付け0

3 4士 f川土J!JJI I\11HJlt

H9 

507 

(54) 

394 

(340) 

437 

。

831 

340 

第 3 表経営耕地面積(平成12年度)

~ 163 

( iji, f庁: a) 

H10 H11 日 12

596 596 596 

(l43) (165) (65) 

429 429 1118 

(360) (360) 
付。 600 

。 。 36 

869 1, 029 1, 152 

360 360 350 



関受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

氏は第 3 表のように、平成12年現在、経営耕地面積は1， 748a (うち借入地

1, 426 a )、そのうち茶596 a 、原料用甘藷+加工用大根418 a 、原料用甘藷+牧草

698 a 、涼料用甘藷のみ36 a の大規模茶複合経営を行っている。

家族農業従事者は第 4 表のように 4 人で、氏が経営全般を担当し、夫人が経理

と雇用管理並びにこれに関連する農作業、義父が甘藷及び大根の管理作業、義母

が茶閣の幼木管理や大根の管理作業を担当し、役割分担が明確になっている。臨

時雇用者は、シルバ一人材センターを活用しており、延べ633人が茶国の被覆作業

と甘藷植付、収穫、大根の収穫作業等を行っている。

第 4 表家族構成と労働力

家族構成 {f. il.i~j 民主:従 'Jf FI 数 役割分Jn

点王't;~>-t 4 4 2 4 5 IJ 耳<<~f'ii\' fI~~J乃〉ybζ 

長 4 4 2 4 511 経flj! . J1lU!J 宇;ャ:坦!_~4'{;

義父 7 3 2 3 0 LI 11\市・大Hil管 JI!!.作業

Jむ IJ 7 2 2 3 0 I1 茶・大根伝'flf!作業

長引 1 9 後*iJi {í'予定 Jl-~)( 1i~楽学部イJ'学中

次!]J 1 6 

:リj 1 2 JùU!J ヴjj1'1J ;Jj j&べ633人Fl

長 ft 2 0 

写真 2 茶摘み風景

164 



(2) 合理的な作付体系による複合経営と共同利用

氏は、1，748 a という大規模経営のドで、…!二壊のJ主力増進と、物理性の改善、農

作業におけるピークの11珪減を I~I るために、第 5 去のような合理的な作付体系を確

立し、茶の収穫作業と、 1:1"諮の楠付時は、臨時原則者を活m して適期作業を行っ

ている。特に茶部門では、氏が組合員として大|鋒岳茶生産組合(組合員数24名、面

積64.4ha) に加入しており、機械の共同利用や共同作業(摘採・加工・販売)によ

り労力の軽減とコスト{氏減をほ!っているところに特i肢がある。

基本的な作付体系は第5表のように、茶の収穫が4月 1'1ニi旬 ~8 月上旬、 ~j'~者の植

付けが 4 月 ~6 月、 JI又穫が 8 月下旬 ~12月初旬、告JI又穫後、さらに大恨の作付

けを行し、 12月初旬~ 1 月下旬に収穫している。この作付体系が、衛藤氏にとって

高生産性を実現するうえで泉ましい体系となっている。しかも、茶については平

生から中生品種までのバランスの良い品種構成により適期に描採が百H~であり、

収穫期間も長く、また、共同で収接作業を行っているため、適期に捕採がなさ

れ、作業の交替も可能となっている。茶の摘探知!と~J;i長の植付11寺が重なる 4 月~

5 月には、臨時扇用で茶の被覆と告の植付けを組み合わせて効率良く作業を

行っている。

平成12年度の10 a 当たり JlxflÌ は、茶1，811kg (IIIJ平均 1 ， 463kg) 、加工1日大根

2, 291kg (町王l司令 1 ， 800kg) と町平:t5Jを上 IFJ っており、原料!日 IJ諸は2 ， 604kg (町平

)] 

主に

先立

1J1λi二

IJ;!ii+ 
牧市

II":í告+
大絞

第 5 表作付体系

231  5 6 7 8 9 10 11 12 

モ山一四明→ モ同一同町→モ一一一『今 モー町一一今

←-ー甲山参 モー一同開→モ一回一ー今

f�!d;jtt 

TiilmJJ-~ 言己貸付(牧水)

一一一今

Jlx般

十IrdJtt
，、

、，

165 

2 
l以後

JIXfif 

←一ーー→

大似納付け
←一一一i

以後



第 6 表平成12年茶品種別作付状況

第 7 表経営全体の収支の推移
(単位: H'J) 

平成 8 1jõ!支 '1勺J)(: 9'ド Jit 、|勺J)(:lO lド!支 子成 11 {j�:'t 平成 12'j二度

*1111)[ ~正 48 , 561 53.069 50 , 016 54 , 445 56 , 136 

主主?刊Y 24 , 653 29 , 353 31, 985 34 , 641 33 , 279 

f~!~ *r~rl~] 16 , 712 15.003 12 , 339 12.634 12.422 

:!í~lt政調LftlU役 1. 042 837 995 1. 188 1. 341 

イ1ヲ九1 ノ、日¥ 

jJ2 家)îJí" 1~J\ 17 , 754 15.840 13 , 334 13 , 822 13 , 763 

~Jí~ 
第 8 表経営の概要

(ì削、1: :f-f1 J 、%)

、!勺J)(:8 {f. 1文 、 i勺J父 9 'jミ!え 、 lë成 10

'ド!支
、!と成 1l{1'I支 平成 12{j'. 1文

j'jlJI)[主主 33.002 28 , 343 23 , 672 33 , 815 31. 513 

司rT: '!l;\.Yff 23 , 619 24.925 21, 446 24 , 869 26.046 
「 一一一一一一

i や，f[ Wd'( 8 。 17 。 。

I IJ叫 11'( 4, 661 4.824 5, 445 5, 289 4.324 
し

一一一一

i f;2 去，li1'( 1, 461 1. 931 3, 054 3, 094 2, 214 

l 動 }JJ¥';1!¥1'( 616 526 494 662 604 

(制半H'( 770 983 1. 199 493 270 

i 上地改良資 24 92 130 233 66 
ト 一一一一一

I ��ill� f'iHfJ 1'( 1, 338 2.229 2, 034 2.476 2.073 

flI fえ公認 141 300 206 292 174 

I ItffIlH'i 239 635 258 533 646 
」一一一 一一

i 支払利子 349 145 189 579 273 
「 一一一一一一

! 支払j也代 1, 197 1. 100 1, 068 1, 591 1, 386 

i その他
一一一一

12 , 816 12.160 7, 352 9, 627 14.016 

店業所得 9, 383 3, 418 2, 226 8, 946 5, 467 

組LftU'，役賃金 1. 042 837 995 1, 188 1. 341 

jJt家ifj;1"] I~r 1~j， 10.425 4, 255 3, 221 10. 134 6, 808 

)W1~:'率 31. 6 15.0 13.6 30.0 21. 6 
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:l0 2 ， 650kg) とほぼ地域水準である。 農業1'[1収説56 ， 136千円、農業所1~H2 ， 422 千

円、所得本22.1% (第 8 表)となっている。

(3) 大型機械利用と共再化による低コストの実現

大規模経常において、 j白期に適切な作業を実施し、生産性の lúJJ二を悶るために

は、大型!機械の導入とその効半的な稼動が不可欠である。その中で、原料Jllj=nj告

の収穫作業において、大型ハーベス夕、フレコン出荷による大型機椛の利用で県

平均に比べ42% も労働H寺間を削減している。加工用大根については大型大根揃rfll.

機をフルに活用し、 33%の労働短縮を行っている。茶においては大|境岳1t~~tlr{~組

合による捕採、加工、販売を共同で実施し、効本的手IJ用に努め、労働時間の分散

化で労力のi探減を図っている。

第 9 表主な農業機械整併lì (予成 12年現在)

{l'次 4イi f~; 

三 i乙 fJX: 5 iド トラクタ

平成 6 il' Ij}j~'iiファン

ミド 1& 7 {I' 派料i守口 タワー

'f馭)Ji: 8:(ド Ij}j功 i フ γ ン、 トラック

'!i. 1&9{ド 来 IFJ J\ljl功除機、肥料ii士 ;(Ií +及、 ?批I!JI\(機、 トラクター

、ド 1JX:1O{!' iì~í ぷ十;長

ヰミ f&ll:(!' 下品filf'Z機、 )(11机I!JI\(機、 )(1長選日u機

サ乙 li足 12iド トラック、将ワコ、ン

ウ
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第10表作目別月別労働時間
(可1.f立: hr/lOa) 

生業・荒茶 十m JJIIJ:}J1~ 

)J (うち自家労働力+ (うち I~I 家労働力) (うち自家労働力)

茶~lュ夜組合への rB 役)

うち家族. LU役 うち家族 うち家族

3.8 1.0 1.3 1.3 25.0 8. 1 

2 5.9 3.5 2.1 2. 1 5.8 5.8 

3 3.0 3.0 0.6 0.6 0.0 0.0 

4 9.0 6.7 5.8 3.6 0.0 0.0 

5 8.9 7.7 5.2 3.0 。 。 0.0 

6 7.2 5.2 0.6 0.6 0.0 0.0 

7 9.2 7.3 0.0 0.0 。 。 0.0 

8 8.0 5.6 0.6 0.6 2.4 2.4 

9 10.5 5.5 0.0 0.0 9.3 9.3 

10 8. 1 6.2 6.7 2.4 9.3 9.3 

11 8.8 3.4 6.7 2.4 18.9 6.2 

12 6.5 2.9 0.7 0.7 58.0 19. 1 
Jr込Jr手íl 88.9 58.0 30.2 17.2 128.6 60.1 

(4) 作物別10a当り収量及び単価

衛藤氏の国場は、罰Iでは黒ボクの土壌条件地帯にあり、基本的栽培技術の徹底

により、町平均を上回る高収量、高品質を実現している。

第11表平成12年度荒茶単収及び単価

衛藤氏 生IlnlllriF :l~J

l�UfJl. (kg) 単{íIlí (円) Jjl.JIJI. (kg) ヰi価([1J)

l 番茶 111. 4 3.072 91. 8 2.804 

2 牙rtと4 才ペ七、 100.5 1. 162 94.0 1. 134 

3 釆同え
a←そ 87.9 785 77.4 771 

4 需:茶 47.5 727 24.4 760 
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騒受賞財の特色

(1) 技術的な特色

ア施肥の改善

茶閣では、施肥をする箇所と大型管理機の通路が同じであるため、踏圧により

]二壌が硬くなり能全な根が生育しにくい状態となる。そのため、土層改良事業

(心土破砕)により、物理性の改善を行うことで、養分を吸う白色根を多くし、

さらに敷革(有機物)や硝化抑制斉1]入肥料を全茶留に投入し施肥効率を高めてい

る。

写真 3 土壌の物理性改善のための作業風景

イ 農薬の削減

茶園にフェロモンネットシステムを活用した防除と天敵微生物(ハマキ頼粒病

ウィルス)を活用することにより、化学農薬の使用の削減を行い、環境保全に努

めている。また、甘藷と大根との輪作により、土壌消毒の削減を図っている。

ウ深耕

加工用大根においては、通常は耕転のみであるが、さらに、深耕ロータリーを

行い、この結果、収量、品質の向上が関られ、荷品化率も高い。

エ情報の活用

氏が所属する大隣 JE茶生産組合では、その日の茶市場の相場や取引情報を即時

にパソコンで入手し、消費者ニーズに対応した荒茶の加工に取り組んでいる。

(2) 大規模経営に対応した、共同利用作業体系の確立
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氏は、大規模経営において不可欠な省力化を図るため、作業体系や栽培技術等

にも先進技術を積極的に導入している。

本町でも、老齢化や兼業化の進行と農業後継者不足によって、農地の遊休、荒

廃化が進むド1:1で、氏は先頭に立ち、農地保有合理化事業を積極的に活用し、自宅

から 4 kmの範閣内の遊休農地を借り受け、農用地の利用集積を図り、遊休農地の

解消にも努めている。

経営の中心である茶については、摘採時期前における品質向上のための被覆作

業と甘藷の植付作業を雇用労力でまかない、氏は、大|流岳茶生産組合で組合員の

ー員として摘採、加工に交替制で 1:1\役するとともに、甘諾の植付前のうね立て作

業を行っている。

また、茶の収穫作業が終了後、甘藷の収穫作業が始まり、その収穫後の畑にお

いては、大根の植付作業を行い、その収穫は茶の農閑期で、ある 12月から 1 月に行

われ、労働力の配分が効率的になされている。

異常気象等により、品質低下、価格低迷が年により生じる場合があるが、複合

経営により、農業所得の安定を阿っている。

(3) 収量、品震向上のための取組み

衛藤氏は、経営者としての意欲が高く、大|溌岳茶生産組合の組合員の一員とし

て、茶品評会にも率先して出品している。平成 9 年度全国茶品評会で最高賞の農

林水産大臣賞を組合が受賞したことから、翌年より自分の圃場を提供し、肥培管

理技術の向上に努め、全国茶品評会において平成10年、 12年 2 等入賞を果たし、

早場平担地でも高品質の品物ができることを実証している。

また、新技術の導入も積極的に取組み、中南部地域の温暖な気候という特色を

最大限に活かすため、早生品種から中生品種までバランスよく品種構成を組み合

わせ、さらに、知覧銘茶研究会のゆ員として、次年度の収量、品質、市場評価を

考慮した中切りと浅刈りを組み合わせ、秋冬期において茶芽がつぶれるのを防止

するための防霜技術を確立している。

茶摘採では、摘採された生葉の品質低 lごを防ぐため、摘採袋を使用しない最新

型のコンテナ式描採機を組合で導入している。
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加工大根においては通常は畑にディスクプラウを入れた耕転のみだが、氏は更

に深お1:ロータリーをかけることにより、収穫時の大根も抜きやすく製品も長くて

白いきれいなもの(高品質化)ができ、商品化率も高い。また、連作障害を避け

るため、たばこ作農家との畑の交換も実施している。

(4) 環境保全型農業の実践

茶における防除は、散布適期は役場内にあるフェロモンネットシステムを活用

し、適期に天敵微生物(ハマキ穎粒病ウイルス)を全図散布し、農薬使用の削減

を図っている。

改良事業(心土破砕)を活用し、茶冨土壌の物理性改善を積極的に行い、

有機物等(敷革等)も施用し、施肥効率の向上を図っている。施肥設計は茶生産

組合の生葉品質の均一化を国るため、施肥設計の統一を行い、年間の施肥量も

素成分で、従来の約lOOkgから 55.8kgに削減し、制化抑fljlj剤入肥料を導入する等、県

が進めているクリーンな茶づくりに努めている。

また、大根作との輪作体系及び飼料作との組合せにより、 IJ~.計直付け前の薬剤

散布を土i三減させても商品化率を落とさない技術を確立する等環境保全型農業を

践している。

(5) 家族経営協定

衛藤家においては、衛藤氏夫妻及び阿親が、円満な家族関係のもとで、ゆとり

ある農業経営と明るい農家生活を築くことを目的とする家族経営協定を平成12::fj三

9月に締結しており、家族の役割分担を明確にしている。夫人が経理と臨時雇用

の管理やそれに伴う農作業を担当し、就農当時から日記の記l践をかかさず、平成

7千!ミよりパソコンによる青色 I1ヨ告簿記記艇を実施している。特に効率的な作業計画

や臨時濯用者の的確な作業配霞は、犬人の手腕によるところが大きい。

家族労働報酬としては、専従者給与を支払い、家族全員が共同経営者である認

識を深め、雇用者が休みの日曜日は毘休日を設定し、ゆとりある経営を実践して

いる。
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(6) 地域農業への貢献

知覧銘茶研究会の副会長として、上級茶の生産技術修得並びに知覧茶の銘柄確

立の先導役を果たし、集落の青年農業後継者組織の会長(青友会会長)や、防霜施

設利用組合の会計等多くの世話役を務めている。また、農業経営の相談役として

活躍している。夫人は、現在地域の婦人会長を務め、夫妻共に農業の発展や地域

の活性化に積J極的に取り組んでいる。これまで多くの農用地集積が可能になった

のは、このような地域社会への貢献によるところが大きし、

関普及性と今後の方向

(l) 普及性

衛藤氏は、 「ゆとりある農業経営と明るい生活を築く J ことを目標に、規模拡

大を進めてきた。すなわち、大隣岳茶生産組合を通じて摘採・加工・販売を行

い、他方で、効果的にシルバ一人材センターを活用し、年間を通じて収入を確保

できるよう原料用甘藷と加工大根との複合経営により大規模茶経営を実現してい

る。その結果、とくに大型機械化により、労働負担・労働時間が大きく軽減さ

れ、また収穫時期を除けば農休日を計画的に導入している。

また、自作地を多く所有しなくても、永年性作物と普通作物の組合せで、大規

模複合経営を通じて、町の遊休農地解消に貢献しており、今後新たに農業経営を

始める人たちに希望を与えるものである。

これからは、さらに環境保全型農業に重点を置き、肥料、農薬の削減に取り組

んでいる点カ汁主自される。

(2) 今後の方向

経営改善計画に基づいた規模拡大を l;gjるために、認定農業者制度や農地流動化

事業等を積極的に活用し、優良農地の確保に努めている。今後も茶図面積lOhaを

目標に計画的に拡大し、後継者と共に作業の役割分担制による茶を主体とした原

料用甘藷と加工用大根との複合経営を目指している。

また、日本茶インストラクターの資格取得を目指し、お茶の消費拡大とお茶文
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化の発展に意欲をみせている。

今後、荒茶販売だけでなく、付加価値を高めた仕上げ茶の販売も視野に入れ生

産者の顔の見える茶づくりをすすめながら、地域農業の活性化に貢献するものと

期待される。

これらの氏の先進的な取組みは、先l覧U!] 茶業経営の規模拡大、機械化による省

力化モデルとなっており、成果の波及効巣も大きい。

今後とも、茶業は鹿児島県の農業において重要な地位を占めている中で、衛藤

氏の経営事例はゆとりある農業の持続的発展に大きく寄与するとともに、茶生産

の活性化の先導的担い手としての活躍が大いに期待される。
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受賞者のことば‘

私の林業経営を支えてきた「小さな点の行動」

員砂典明

林業は悠久の哲学を秘めた 「業j であります。 故に林業を維持するために

は幾世代にも直.って森林が適正に管理されなければな りません。 そして、そ

れぞれの世代における「小さな点の行動j の積み震ねが林業経常を支えてき

ました。

今、その通過点である 21 世紀初頭の第40国農林水産祭において、栄えある

天皇杯、受賞の栄に浴したことは身に余る光栄であり 、こ れまでご指導ご支援

を頂いた関係の皆様に深く感謝と後11札 を li3 し上げます。 いま こ の喜びを 、こ

れまで互いに支え合ってきた家族共々かみしめているところでございます。

これからも更に微力を餓け、森林の巣たす経済的、公益的機能の高揚に一層

努力すること を誓うものであり ます。

私は父より経営を引き継いだ、時から、明li在な経営方針を立てるために必嬰

な境界杭の設定、適地適木に努めた造林の積極的な実行、各種施業試験林の

設置による研究、施業の効率化と低コスト経営のための林内路網の設置、ま
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た、ボーナス制や休日制度の導入など雇用の近代化などを進め、経営基盤の

充実に努めて参りました。いわゆる 「雨降り対策j として間伐材による木工

品生産を始めたの もこ の一環によるものです。 ま た、近年では、林床に自生

するサカキ、ウラジロシ ダを育成し出荷 ・販売するな ど、 l当分なりに創意工

夫を重ねて参りました。

また、森林への感謝の意味を込めて 、 昭和4 0年代には自家山林を 「学遊

林J として開放 し、 今でも地域の児童に様々なかたちで利活用されていま

す。

昭和53年以来、 十月八日の「木の日 j には木の良さを改めて再認識してい

ただくためのさまざまな啓発活動にも取り組んでいます。

王子成 5 年度からは全国林研グループの仲間違と r LlJ村ーからのメッセー ジ運

動J を展開、県レベルでも森林 ・ 山村・林業の姿を正 し く理解して]頁 くため

の森林 ・ 林業教室の開催などに取り組んでおります。こうした「小さな点の

行動」が、森林の大切さを関係の皆様に理解して頂くことに役立つととも

に、私達の日常生活に欠かすことの出来ない木材を生産している林業に明る

い未来をもたらすものと考えています。

このたびの栄誉を機会に、さらに精進 して22世紀の林業の構築に向かつて

逝進していきたい と 考えております。

園地域の概況と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

和歌山県日高郡龍神村 は和歌山県のほほ中央部を東から西に流れる日高川の最

上流部に位置している。総面積は 2 万5 ， 523haで寸ヒは有田郡清水町、奈良県野迫川

村、東は奈良県十津川村、 南は西牟婁郡中辺路町、日高郡南部川村、西は 司高郡

美山村\印南町に接している。地勢は急峻で、探高1 ， 372mの護摩壊山を はじめと

し た紀伊山地を形成する 1 . 00001級の山々に閤 まれ、 95 %が山林によって占めら

れ、森林の94% は民有林である 。 耕地はわずか 1 % にすぎない。 年平均気温は
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14.5
0

C 、年降水量は約3 ， 200nilllで、気候

は j品i援多雨、地味は比較的良好で林水

の生育には適した地域である。

龍村1村における森林施業は従来、疎

植 (3 ， 000*/ha) 、組放担であり量的

を指向し、 rtJ伐期、大径水生産を

目標としてきた。しかし、昭和40年代

に入って外材が浸透し一般材との競合

が顕著になったことを背景に、さi村で

は質的生産へ移行する風潮が高まっ

た。すなわち、 ド刈りを早く上げるよ

龍神村位置関

う槌栽本数4 ， 000~6 ， 000本/haの密植

と、技好ちの励行といった集約施業が定着し良質材生産地としての基盤づくりが
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進められた。営々と造林が進められた結果、村内のスギ・ヒノキの人工林率は昭

和20年代の20%から現在では70% に達した。同時に素材供給から製品販売、住宅

産業への進出など積極的な取り組みを行ってきた。こうした経緯から当村の林業

を端的に表現すれば、住宅部材特に柱材生産を目標とした生産ーから加工、販売ま

でのスギ・ヒノキの a貫生産であると言え、多くの他の新興林業池のモデルと

なってきた。しかしながら、近年の価格下落、住宅建築工法の変化、住宅の品質

確保の促進等に関する法需の制定など林業、林産業を取り巻く環境変化の中で龍

村I村の林業も安泰ではない。今後どのような方向性を持って展開していくか苦慮

しているのが現状である。

(2) 受賞者の略歴

民砂典明氏は昭和 6 年10月に生まれ、昭和30年に日本大学林学科を卒業後、和

歌 I lJ ~主ー庁に就職した。昭和38年に氏は県庁を退職し、家業である林業経営を本格

的に引き継いだ。氏は引き紺:いだ山林において、植栽方法の工夫や林地IJ~培など

様々な省力化の可能性を実地で、検討した。また昭和46年に県内でもいち早く主伐

木の集材にヘリコプターを用い施業の省力化について検討するなど様々な可能性
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を試みてきた。さらに、作業道の開設にも力を入れ、当地域において作業道の重

要性を身をもって示している。

労務i面においても、その時々に応じた取り組みをしてきた。氏は昭和46年に降

雨H寺の労務対策と除間伐材の利用促進を兼ねた木工部を設置し、従業員の通年雇

用化に努めた。しかし、その後、昭和50年代 1:1J 頃から材価低迷に伴い百数十haの

経営では雇用を維持することが困難になった。そのため従業員には当時充実を

図っていた森林組合作業斑に順次転職してもらった。平成 6 年に氏の長男が帰郷

し、自営林業に積極的に参加したのを契機に、家族労働による経営を確立するに

った。

氏の所有する森林は龍村i村内の 2 カ

TYr に固まって分布する。氏はこの 2 カ

rYrの林分を立地条件をもとに、間伐、

枝打ちを繰り返し、良質材生産を日指

す集約な施業を行う林分と、長伐期施

業による組放的な経営を行う林分とに

区分し、メリハリのある経営を行って

いる。集約施業を行う林分には高い密

世で集中的に作業道を開設し、施業の

効率化と低コスト化を悶っている。

写真 1 真砂夫妻

木材生産の{也、当初労務対策の一環として始めた木工品加工を毘砂氏自身'が引

き続き行い、今では経営の…助となる;重要な部門に成長した。また林内にはサカ

キ、ウラジロ(正月用飾りに用いるシダ)といった特用林産物を導入し、氏の夫

人がサカキやウラジロシダを採集し、 ffiíjî りに加工する。

以上のような創意工夫により、員砂林業は家族による複合的林業経営を確立す

るに主った。このような経営は、林業経営が厳しさを増す中で一つのあり方を示

すものと評価できる。

また、氏は長らく森林組合理事として地域林業の振興に尽力してきた。加えて

和歌山県林業研究グルーフ。連絡協議会会長をつとめ、県内の林研グループ育成に

努めるとともに、全国林業研究グループ述絡協議会副会長および会長として、森
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林・林業の普及に貢献してきた。

盤受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

ア所在地

山林 和歌山県日高郡能十111村大字柳瀬ほか

イ 所有規模

iJJi;;j, 174.65 ha 
ウ LLi林の概要

民砂氏は龍村i村内の 2 カ所に合計174.65haの森林を所有している。樹種はス

ギ、ヒノキがrl~r心で人工林率は81 %に達している。 i治級は第 1 去から切らかなよ

うに刊~羽齢級と医 ~X齢級の林分が主体となっている。

州\iIi
l(fﾎ 

スギ

ヒノキ

ha 
マツ

その他

(2) 経営の成果

ア経営形態

日

1. 5:3 

2.02 

1.10 

4.65 

第 1 表樹種別[始級構成

III~ V~ 1引~

lV VI V血

1. 31 9.70 24.61 

3.41 11.64 27.62 

3.48 0.08 6.43 

12.00 1. 13 

8.20 36.42 59.79 

IX~ X 1 介，;1

X 以 l二

18.04 3.03 58.22 

21. 44 4.20 73.33 

9.99 

18.88 33.11 

58.36 7.23 174.65 

民砂氏は所有する全ての森林を対象に森林施業計画を作成し、計画的な施業に

努めている(第 2 表)。このうちスギ、ヒノキなと。の人工林で、は用材生践を主体

とする。過去 5 年間の平均で、年間約180m3桂皮を伐採し(第 3 表)、主に龍ネ111村森

林組合木材共販所に出荷している。
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第 2 表森林施業実績

用材生産の他、除間伐材等を府いた木工品の生産を行っており、そのための木

工作業施設も保有している。主な製品は、干支の置物、タイピン、ループタイ、

キーホルダーなどで主に個人向けに販売している。この他、林内に自生あるいは

移槌されたサカキと林縁部に自生するウラジロシダを採取し、自宅で飾りに加工

し、 JAに出荷している。なお、これら生産物の生産実績は第 3 表の通りである。

第 3 表生産実績

[><::�r¥iF '1/.1&8 、rh瓦 9 千成10 〉ド 1&11 :'1'-1&12 fIゴ》、 l♂jl

IIJ 材 II二段 (ml) 151 231 195 84 200 861 

サカキ(京) 3, 000 2, 500 2, 500 14 , 000 

ウラジロ(枚) 6.000 2, 000 3, 000 7, 000 9.000 27 , 000 

本 l 品(j附) 5, 050 7, 250 I 5, 250 10 , 350 3, 050 30 , 950 

これらの生産は、作業員等の雇用によらず、本人、妻、長男の 3 名の家族労働

によってまかなわれている。各人の年間就労日数を示すと、異砂氏本人 l土木工品

生産に200 日、林業経営に20 日の計220 日の就労し、氏の妻はサカキ、ウラジロの

採取、加工に120~ 130 日、氏の長男は林業経営に270~280 目、農業(キャベツ、

ピーマン、ズッキ一二、インゲンなど)に30~40 日就労している。

イ 収支状況

最近 3 年間の林業技入及び支出の推移については第 4 表のとおりである。これ

によると 3 年間平均の粗収入は1， 128万円で支出計が541万円であり、高い収益性

を示している。収入の中心となるのは用材生産であり、 3 年間の王子均でみると粗

収入の 7 割強を占め、所得ーにおいても 6 割強を占めている。他方、木工品加工も

重要な収入源として位置づけられる。しかも収入と支出はきわめて安定してい

る。こうした高い収益性、安定した収入と支出は先述した家族労働力による経

営、高品質材の生産による材価の維持、高密度林道栴によるコスト削減の結果と
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いえる。なお、借入金は農林公庫と農林中金からあわせて 1 ， 350万円である。

第 4 表林業粗収入・制支出の推移
(tFi¥!: :T-/fJ) 

収入の立15 支出の注目 Iy�' {J! 

|足分 JiH.J 木材 q!j IIJ 羽lJ!x入 IIJ材 木材 支出 (a) ー (b)

lj:ぷ ガIL t: 4本店長 (a) lJ'j子 加11: ,l[-(b) 

'flì父 10 1，j'. 8, 033 3, 037 390 11. 460 4, 157 982 5, 139 6.321 

司勺&11 千ド 8, 043 2, 648 370 11, 061 4, 242 860 5, 102 5, 959 

三1'- 1必 12 ij: 8.434 2, 475 1100 11..309 5, 200 800 6, 000 5.309 

i主支出の郊のJIJ材生産には、その年の JIH~'I:.慌に係る経伎の{也、作業iu~tj~*本 i付税撚税制H 、

森林核保i令官IJ;iの絞~'(も合む。

� 2 : IYr仰の1/'には n 家ヴ;1働分がfp まれている。

ウ労務対策

昭和40年代、畏砂林業では男女 7 名前後の従業員を JTIf !lJ していた。 昭和46年か

らは i年雨時の労務対策として除問伐材ーなどの米利用材を使った木工品製作の取り

組みを始め、 EI 1!諜・祝祭日の休日í!ilJを導入した。かつては天候に左ちされ定まっ

た休日がなく、年間就労日数が2001こ!を下削っていた状況から、 300 日近くまで就

日数を引き上げることができた。

これは現場作業員の通年庭用化が重要な課題となっていた当時において副期的

な取り組みであった。やがて他の林家や地元森林組合へ波及していくこととなっ

た。こうした就労安定化は後に年12 FI の有給休暇制度の導入や、年 2@それぞ、れ

1 ヶ月分の賞与の支給など、従業員の社会保障の充実につながった。

しかしながら、昭和55年をピークに木材価格が下落の一途をたどり始めたこと

が契機となり、民砂林業で抱えていた従業員を当時充実が図られていた森林組合

作業班へ順次転職させることとなった。そして平成 6 年には後継者である長男が

関東から帰郷したことから、以降は家族労働が主体となり、必要に応じて施業を

森林組合へ委託という体制を整え現在 っている。

エ 機械・施設の装備、活用状況

民砂氏の林業経営の特色のーっとして、作業道の積極的な開設があげられる。

自宅周辺に存する集約的な経営を行っている団地において、 11I話員 2. 0~2. 5mの作業

181 



道を約6 ， OOOm開設しており、路網密度は高いところ

で、約400m/haを実現し作業の効率化や低コスト化に

役立っている。将来的にはさらに高密度な路栂を展

開するため、現在も年平均500m程度の開設を続けて

いる。機械類としては人員、機械、林産物の運搬用

として4WD軽トラック l 台、搬出用の林内作業車 l

台、枝打ち機 l 台、他にチェンソー、 ドメ日り機など

を保有している。

木工加工では加工所11'東140m2内に、昇降丸鋸段、

バンドソ一、ベルトサンダ一等を装備している。こ

れらの木工用機械の多くは中古品で安く入手したも

のがほとんどで、極力設備に費用をかけない努力が

うかがえる。

関受賞期の特色

(1) 経営目標

写真 2 作業道の開設風景

所有山林は自宅周辺の団地(137.05ha) と自宅から数kml雑れた団地 (37.60ha)

に大きく 2 つに区分される。自宅周辺の団地については、集約な施業を実施する

ことによる優良材の生産を目標としている。問時に高密度の作業道を開設するこ

とにより施業の軽減、生産の低コスト化を園っている。またこの団地にはサカキ

等の林内栽培にも力を入れ、収益性の高い林業経営を実現している。

他方、自宅から離れた団地については地形的な制約から作業道等の生産基盤整

備が困難であり、長伐期の一般材生産という目標を立てている。

(2) 施業と技術

前述したように員砂氏の所有山林は自宅近くの団地と自宅から離れた団地の 2

つに大別でき、それぞれの立地条件に応じた施業が行われている。自宅近くの団

地137.05haについては一般森林施業計画を策定し、このうち約58haの森林につい
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ては公道から近いことや地形に恵まれていることから作業道を脳能的に開設し、

つる切り・除伐・間伐・枝打ち等の保育也:理を徹底して行い、集約的な施業を

行っている。特に間伐については要間伐林分に対ーする実行平は非常に高い。

当地域では枝打ちには鈍や鋸を泊いるのが普j場である。民{沙氏は、使用する道

具を工夫し、水道工事に用いられる目の説1かい特殊な鋸を使用し、木を痛めない

確実な枝打ちによる良質材生産を心がけている。また守[1の合紘林分では、

斉皆伐は行わず、択伐により長尺材生産などを行っている。

この団地では、氏が家業を継いだ当

時から林地保全や施業省力化を目指

し、いろいろな植栽方法を試したり、

林地肥培についてデータの11又集を行う

など、新しい施業方法に閲して試行錯

誤を繰り返してきた。さらに地形の比

較的緩やかなこの林分内に告生あるい

は移植されたサカキのために林内の光
写真 3 11\11えが行き届し、たヒノキ林

を調整したり、ウラジロシダが生えや

すい環境を整備するなどきめ細かい配慮が見られ

る。これにより氏の夫人の労働強度の粧品主にもつな

がった。

一方、自宅から離れた団地については、急峻な地

形条件や公道からのアクセスがむずかしいことなど

を勘案し特定森林施業計企画を策定している。ここで

は 5 年から 10年勾;に間伐を行うこととし、伐j出を 80

年とする長伐期施業となっており、自宅近くの団地

とは対呪官的にキ立方文なキ壬営となっている。

民砂氏の経営の仁1=1で現在最も重視していることは

作業道開設である。作業道の開設にあたっては、森

林を荒らさないように工事にともなうが最小限 写真 4 サカキのfìÍli り

になるように十分配慮している。こうした配慰は作業道1m設費用の減少にもつな
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がっている。

昭和40年代から労務対策として取り組んだ木材加

工においては、現在ではタイピン、キーホルダーな

ど小物を中心に多様な製品の製作を行っている。特

に昭和55年から取り紐んでいる干支の置物は好評を

得ている。

層調普及性と今後の方向

木材価格の低迷や林業の採算性の悪化など林業経

を取り巻く環境は厳しい。特にある程度の規模を
写真 5 民砂氏がデザイン

持つ専業的な林家では、経営を維持することは非常 した干支の置物
に困難となっている。民砂氏の林業経営は優良材生

産によって材価を維持し、作業道の集中的な開設によって優良材生産の前提とな

る集約施業と低コスト化の両立に成功している。また、林床を利用したサカキな

どの副産物の生産や除間伐材を利用した木工品加工を組み合わせた複合化とほと

んどの作業を家族労働でまかなう経営を確立するに至った。こうした異砂氏の経

営はスギ・ヒノキ一貫生産による柱取り林業を目指しながらも近年の材価下落、

住宅建築様式の変化、品格法等による住宅部材規制強化によって今後の展開方向

を模索している龍神村の林業に対して Aつの方向性を示すものといえる。

氏は自らの経営のみならず、長らく龍神村森林組合理事をつとめ当村の林業振

興に深く関わってきた。加えて和歌山県林業研究グループ連絡協議会会長をつと

め、県内の林研グループ育成に努めるとともに、全国林業研究グループ連絡協議

会副会長および会長として、全国規模での森林・林業の普及にも携わった。氏の

こうした経歴は自営林業にとどまらず、地域林業の発展、わが国の林業の普及に

も努力を惜しまなかったことの現れと言えよう。

今後は異砂氏の自営林業は、現在進めている作業道のより一層の整備を図り、

品質の高い木材をより少ない費用で生産する効率的な経営を目指している。また

長男が経営に加わったことで家族経営がより強固になっただけではなく、経営管
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理へのコンピュータ活用やインターネットを活用した木工品販売の模索など新た

な展開が期待できる。
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受嘗者のことば‘

施設利用で真の産地を目指して

高屋敷幸雄

北の乾椎茸疎地『穂市111]".] は右手県で最も北に位夜しています。当地方の

椎茸栽培の歴史は浅く本格化したのはlIí];f1i40年頃からで、栽培技術をゼロか

らご指導いただいて始まり、春先の i1li晶、強風、過乾燥という椎茸生産に

とって厳しい気象条件を克服するため、関係者が一甘えとなって先進地視察や

技術の研鏑に取り組んで参りました。今 El では、県内 1 、 21立を争う生産地

となっております。

我が家の椎茸栽培は、昭和46年に 5 千本の植菌からスタートしました。そ

の時点の栽培は、林地に展開するだけの籾放に近いスタイルで、冬季に~J:Jf~

を生産していました。 昭和50年代に入り、{:I:\1'，;Y先の市場で生椎茸の荷がだ

ぶっきはじめたため、乾椎茸に切り替えることにしました。この際、 「行F中ド途

? 

へと拡大し、次々と乾操機、散水施設、ハウス喜詩等?字:を i取|民丈り入れました o r資金

は大丈夫かJ と店j りの…方々のご心配もいただきました。
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当時、我が地方の椎茸栽培は、施設を利用していなかったこともあって、

植闘が 4 月中旬になりホダ化は遅れ、温疫不足や過乾燥も相侠って最初の茸

発生までに 3 年かかっていました。種菌の活着さ存は過乾燥のため低く、発生

する茸は小ぶりで、泰子は強風にあおられ最悪の時もしばしばありました。

このような中、無謀とも思われた施設導入の成果はすぐに現れ、 I1又量が導入

前の約 2 倍、茸も -[g] り大きなものとなり、感激したことが昨日のように思

い出されます。

今では l 月槙薦、ふた夏経過後の茸発生が標準となり、また、平成 8 年に

は他に先がけて人工ほだ場を導入し、より質の良い春子・秋子の生産に取り

組んで、いるところであります。

しかし、これで満足している訳ではありません。全国の生産量が減少して

いる今日こそ、地域に施設利用の定着を図り、真の産地化を目指してみんな

で努力していきたいと思っています。今回の受賞をパネに、微力ではありま

すが、十i主茸産業の振興に寄与して参りたいと思います。

関地域の概況と受賞者の略歴

(1) 地域の概況

種市町は、岩手県の最北端に位

し、北は青森県と接し、東側は太平洋

に出し、 r!Jは久慈市、南西部は大野

村、匹i は~!主計三 III]‘と:j~している。 t!Q勢は

111] の北西部の青森県と軽米町との境界

l~. にある種T!1岳 (740m) と久慈平岳(706m)

を ~Iijm とする山塊から東に綾やかに傾

斜した稜線が帯状に走り、 11可のほぼ全

域は標高300mJ.:J、ドの起状にとんだ丘陵

地形が大半を占めている。 II!Tの総面積

~ 188 

種市 Il!T位置図
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は l 万6 ， 851haであり、そのうち森林が82% を占め、耕地は8.2% にすぎない。

11fTの気候は西部の 111 間部と東部の沿岸部の気候とに大別できる。 UII問音11は夏季

において沿岸部に比べて気温は 4 ~ 5
ú

C高いが、冬季は逆に寒さが厳しく、 40~

50cmの積雪が見られる。 沿岸部は春から変にかけて、偏東風(ヤマセ)の影響を

受け、長期にわたり提携が発生するため、日照時間が短く、低i晶i郎副主となる。

当 11fTでは、昭和40:Ì!"-に!旦;告にある広荒樹林の有効活用を目的とした第i次林構事

業の導入が契機となってしいたけ栽培に取り組んだ。その後、1I1J をあげてしいた

け生産の振興に力を入れ、県 Fでも有数のしいたけ生産地となった。とりわけ、

平成 8 年度から他の地域に先がけて多数の人工ほだ場が導入され、生産技術の向

上、普及がなされた。その結果、平成13年度の岩手県乾しいたけ品許会において

種市 11fTが初の間体優勝を獲得し、当1I1rはしいたけの品質のたでも有数の生産地と

なった。

(2) 受賞者の略歴

高屋敷幸雄氏は昭和25年 3 月に生まれ、昭和43.{f

に岩手県立久慈農林水産高校を卒業段、家業の農業

に就き、水稲を基ij1宇とし、施設野菜(トマト、きゅ

うり)と水産業を組合せた経営を開始した。しか

し、昭和54年12月の大雪によりハウスが倒壊したの

を契機に、ある程度経営基盤のあったしいたけ栽塙

を基幹に据え、水稲、施設野菜、水産との複合によ

る経営にI阪換した。

当初はしいたけ栽暗についてト分な知識と技術を

持たなかったため、同じ集落の 5 人とともに生産組

合を設立し、しいたけ栽培の先進地へ研修に出かけ

たり、試行錯誤しながらその知識と技術の者得につ 写真 1 高屋敷幸雄氏

とめた。その結果、植碕本数は最初の年間 5 千本から 1 万 5 千本前後となり、有

効ほだ木本数 7 万 9 千本、年i羽生産量2.6 t をあげるまでになり、地域の中核的生

産者として活躍している。
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氏が生産する乾しいたけは、品質が高く、種市町や久慈地方及び、県の品評会で、

常に上杭に入賞している。さらに、全国乾椎茸品評会では平成 3 年及と平成13年

に 2 度、この品評会の最高の栄誉である農林水産大臣賞を受賞している。

高屋敷氏は、自らの経営に専念するだけではなく、平成 3 年度に県の「しいた

け生産技術地域リーダ-J として認定されて以来、地域のしいたけ生産者の育成

指導や品質の向上に努めてきた。王子成 8 年には他に先がけて人工ほだ場を導入し

て、持ち前の探究心から人工ほだ場の高度利活用法を確立する。氏はそれを自分

の経営にのみ押しとどめることはせず、町内外の生産者に技術指導して、地域の

栽培技術向上に貢献した。とくに種市町しいたけ推進協議会会長として先頭に立

ち、品質向上と出品奨励に努力してきた。その結果、上記のように平成13年度の

岩手県乾しいたけ品評会において種市町を初の団体優勝に導いた。

なお、地域活動においては消防団や農業委員、漁協理事を務め、しいたけ栽培

以外の分野においても地域のリーダーとして活躍している。

襲撃受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

高屋敷氏は昭和48年頃からほだ木本

数 5 千本でしいたけ栽培を始め、昭和

54年から林構事業を利用し本格的にし

いたけ栽培に取り組んだのは前述の通

りである。その後も、国庫補助などを

利用しながら、平成 8 年に人工ほだ場

を導入するなど施設の充実に努め、収

穫量の安定化と品質の向上に努めてき

た。現在では第 I 表からも分かるよう写真 2 人工ほだ場

に、植菌本数 I 万 5 千本前後、乾しい 人工ほだ場の導入により、しい

たけ生産量2 ， 500kg前後、生しいたけ数

百kg前後で、安定的に推移している。
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平成12年度の就労状況は、家族 4 名(男性 2 名、 k七1: 2 名)で、のべ375人日人

就労した。また男性 1 名、女性 3 名をのべ284人日 している。 自家労働と雇用

労働あわせた労働投入最はのべ659人目である。就労日数別の人数は第 2 表の通り

である。

第 1 表 と生産量の推移(司王成 8 ~12年度の実績)

VL 
Ht[ l手l 戸長

純白J /j"数 ~;j- f(t 乾しいたけ f…k しいたけ

(本) (m') (kg) (kg) 

、!勺& 8 "jô)支 15 , 000 109 2, 350 750 

~Iι !íl乙 9 ij'.!!t 15 , 000 109 2, 350 530 

五11. )&10'j三 J5t 13 , 000 95 2.400 130 

~F-fj文 11 11'-)立 15 , 000 109 2, 500 425 

平成 12年!立 14.000 [02 2, 600 500 

第 2 表 家族・雇用労働別就労状況(平成12年度)
(��.1;1: :人)

(2) 経営の成果

過去 5 年間の経営状況を示しているのが、第 3 表である。これによると収入は

800~ 1 ， 000万円前後で推移している。上記のように、生産量-が安定しているにも

かかわらず、収入に変動が見られるのは、しいたけ価格の変動によるところが大

きい。とくに最近ではi愉入しいたけの増大により、価格は下落舘向にある。その

ため、高屋敷氏は消費者ニーズにあった価格の取れる品柄の生産とコストの低減

により所得の向上に向けて努力している。

支出は800万円前後と収入に対する割合が高い。これは、品質の高いしいたけ栽

培に不可欠な被覆施設や人工ほだ場等施設の償還金返済のためである。

なお、機械施設の整備状況は第 4 表の通りである。
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第 3 表経営状況(平成 8 ~12年度)
U��.fil: : 1, OOQFI J) 

五 i u 三!っR 8 {f)支 、 IZIR 9 {F)主: 平成 10-(1::/交 、 11. IR11-(1三 jJE 平成 12{f二皮

L! 人 8, 124 10 , 967 9, 007 8, 710 9, 891 

文
生戸i'~帝王 1'( 6, 387 6, 167 6, 019 6, 633 5, 220 

H11~:t粍 ~l( 353 381 331 363 511 

その他 1. 210 1, 156 1, 138 1, 253 1. 730 

7, 950 7, 704 7, 488 8, 249 7, 461 

市n ~X: 品店 174 3, 263 1, 519 461 2, 430 

)ijr 1~ト 1. 921 5, 063 3, 272 2. 193 4.305 

� 1. '1:.I;f~経伐の '1' には 1'1 家 '/;1-1が経伐として含まれている。
2. 所行ーは純JjX:主主 +['1 家労itである。

第 4 表生産施設の導入状況

や~! 1jt 規 施設を文 官tì 主主J 

チーェンソー 3f� H5 ~H7 

WuJ(施設 1.5ha D�: S61 、 H7

乾燥機 60~t 3 台、 30枚 4fì 7 t� 、 S61 ~H12 

でゆ 人 Lほだ場 3, 300m' 3 +ni 日8~HI0

。〉 林 i付作業ljI 3 台 S55~58、Hl 2

他 穿孔機 4 述式火??け機 1台 日12

関受賞財の特色

(1) 技術

高屋敷氏は、しいたけ栽培について様々な面で、創意工夫を行ってきた。中でも

次の点が特筆される。第一点として発生調整があげられる。人工ほだ場において

種菌やほだ、水年齢の組み合わせに工夫し、散水等により分散発生をうながし、林

|今ほだ場と発生ピークをずらしている。こうした分散発生によって適期採取と労

働強度の軽減と雇用の効率化に努めている。第二点として、しいたけ乾燥があげ

られる。氏は乾燥する際の温度や時間を気温やしいたけの水分状況を見ながら調

整するとともに、ヒダの色合いがよくなるように仕上げ乾燥にも工夫している。
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(2) 経営

年間 l 万 5 千本の植菌が、 I自席数氏

の家族総出によるしいたけ栽培の最大

!恨の規模である。氏の経営は、規模を

むやみに拡大せずに、人工ほだ場の徹

底的な管理による高品質化と労務配分

の合理化によって低コスト化を両立さ

せてきた。しいたけ経営の収支出納簿

や毎日の作業日誌をこまめに記録し、
写真 3 人工ほだ場のしいたけ

次年度以降の栽培や経営に役;史てている。こうした積み震ねが現在の経営に結ひG

ついたといえよう。同時にしいたけ経営の地、農業や漁業との複合化により経営

の安定化に努めている。

器製普浸性と今後の方向

当地域において春のしいたけ発生時の乾操対策はZ主要な課題であった。氏は大

規模な散水施設の導入を行い、品質の向上と収穫の安定化を関った。また地域で

最も平く人工ほだ場を導入し、人工ほだ、場の最も有効な活用方法を自らの実践に

よって確立した。氏はこれらの新しい技術の有効性を身をもって示すだけでな

く、積極的に地域の生産者に普及してきた。種市[11]が県下でも屈指のしいたけ生

産地となり得た過程で高崖敷氏が果たした役割はきわめて大きい。

今後、氏は植T~Î本数 l 万 5 千本規模を維持しながら、品質の向上と省力化につ

とめるとともに、消費者のニーズに合わせた品柄の生産を行い、高収益・安定経

常を日指す。
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受賞者のことば

由林苗本と共に歩んで

田山 久

私が苗畑を経営する llli lRは、 IIB和21年、終戦後の食枯(*!I~の時代に「とにか

く、食べる物を作ろう。 J と原野を開接した畑地情です。私が家業の農業を

引き継いだ昭和30年頃は、甘藷、 l珪稲が主な作物で、わずかに市場向けの野菜

も作っていましたが、 n寺に現金収入を求め出稼ぎをした苦い経験も記'諒して

います。

昭和32年、私の伎んでいる地域より少し離れた久居地区でヒノキ、スギ間

作りが25んに行われていたことから「よし、苗木作りを始めよう。 J と決意

するとともに、 「久賠 LLJ林穂苗協同組合J へ入会し、組合員の方々に教わ

り、また、自らも試行錯誤しながら本格的に取り組み始めました。しかし当

初は厳しい自然と病虫筈の発生との戦いで、その苦労は一通りではありません

でした。それと同時にその頃の高木作りは原萌植え付けとiJJ行商木の出荷が

春に重なる上に、総ての作業が手作業と多忙を概め苗木の生産拡大に限界を

感じました。そこで組合員の一部の万と汗火植えをやってみよう。」と試し
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に 10アールくらいから始めたところすこぶる好結果が得られ現在で、は秋楠え

が定着しました。その利点は春と秋に作業を分散し年間労働力の均等化が図

れることに加え、商出荷後秋までの 5 カ月間に有機質肥料を鋤込み地力回復

ができより多くの健菌生産が可能になることです。

現在私も 60歳を過ぎ、我妻とともにこの歳まで大きな災いもなくこの道一

筋に頑張ってまいりましたが、 「苗木と共に歩み、よくぞ、ここまで来たもの

だ。 J との思いで感無量であります。その上、本年度農林水産祭において栄

えある賞を賜り私にとり光栄の極みであります。これもひとえに皆々様のご

指導とご鞭捷のお i告と心から感謝申し上げます。

近年山に苗木を植えてくださる方々も高年齢化され小型苗木が要求される

傾向にあります。その時代のニーズに見合った苗木作りを心がけ微力で、はあ

りますが精一杯努力する所存です。今後ともよろしくお願い申し仁げます。

臨地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

当該地域は三重県の中央、津市北部に位置し、

年平均気温15.5
0

C と比較的温暖で降雪、降霜の被

害が少ないこと、土壌は黒ぼくで菌木の生育に適

していること、河川 l からの用水利用が容易なこと

などから、戦後 ilJ林苗木の生産が大々的に実施さ

れてきた。

しかし、町内の生産者は近年の山林苗木需要の

減少からサツキを中心とした緑化水の生産へと転

換を図った生産者がほとんどであり、県内では鈴

鹿市に次ぐ緑化木の生産地となっている。
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(2) 受賞者の略麿

閉山氏はlIB布]1 4 1ド 12 月 8 日津市 [mJ漕 II!J に生ま

れ、 29年 3 月津市立一身問中中学校を卒業後、家

業の農業に従事し、 32年近隣では山行苗木の生産

が盛んであったことから、町内の先輩生産者に苗

木生産の手ほどきを受けて苗木作りを始めたもの

で、その後は独学による高木の生産を始め現在に

っている。

I[i定住

H日和57ír:・ 8 月~昭和59年 7 月

津市農業委員会委員

平成 3 年 4 月~平成 5 年 3 月、平成13年 4 月

~現在

津市大里陸合II/J 自治会長

表彰歴

日日和 5 9 íド 1 0 月 全国山林部知i品評会

ク 6 2 年 8 月 タ，

平成 4 年 1 0 月 ク

写真 1 田LlI 久氏

食器連会長賞

。

農林水産大臣賞

ク 5 年 1 0 月 二重県LlJ林苗畑品評会 知事賞

ク 6 1:1三 1 0 月 ク 県苗連会長賞

ク 7 年 1 0 月 イシ ク

タ' 8 年 1 0 月 ク 市|混 きðt'í記￡ Azz、壬耐主え:1吉又 2只町，

タ' 9 司王 1 0 月 全国山林部1:Hl品評会 林野庁長官賞

1 0 年 1 0 月 一重県LLi林苗焔 lZ評会 県苗連会長賞

ク 1 1 年 1 0 月 ク 県議会議長賞
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関受賞者の経営概要

(1) 家族構成

経営は本人夫妻で行っており、年間就労日数は両人とも 180 日以上である。

第 1 表家族構成

iミ 1', 本人とのがcW~

111 LU 久 本 人

一千代子 実

秀似 i主 リj

f'i 紀 長男の R

変;秘 イ系

平日 "止、 。

kヨ~ よ [手

(2) 苗畑の概要

普通畑を前畑として4.1haの山林用車

畑を経営しているが、春季の山行苗木

出荷後の苗畑を秋季までの 5 ヶ月間休

*ij: し、この間、裁断稲わら、さつまい

もつる、鶏糞、油粕を鋤込むなど有機

質による地力の囲復;を図るとともに、

土壌薫蒸を行い害虫の発生を防止して

いる。

(3) 経営の概要

:fj二iIltì 11詰

6 1 白木;生産業

5 7 イシ

3 4 会社員

3 4 ínf， J[i注

4 

8 3 ?!刊誌

写真 2 スギ 2 年生

致命

氏の苗木生産は年間労働量の均等化を留るため、原苗の植付をヒノキについて

は秋季に、スギについては春季に分散し実施している。

作業のほとんどが自家労働力によるものであって、家族労働を中心に生産して

いるため、機械化による省力化を図っており合理的な経営を行っているが、植付
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作業は人力による槌付にこだ、わり、 Jill Ff- 形状の優良な市本生産に尽力してい

る。最近の 3 カ年の白木生産は第 2 去に示すとおりである。

第 2 表最近 3 カ年(lO~12年)のl'1'í*生産状況

紗! 1OW- II 'j' 12ij' 

I','J iIlj; 1M H.:H、 f!J 数flIl1i4l〈ifl 1111 1ぷ fF nl'!" 11111' 1M H({十 nl','j 1/11 J 
干長 ~q没 ~~数 +:11士 ~~ïム 本政 f,'," イヰ紋 本政 ~~紋

まきつけ 8 :lOO 8 300 8 220 
ヒ
1 /II/H-:H 2 ，ド 1/:. 110 230 172 172 100 220 171 l7l 120 230 H8 1<18 

ノ
2 /il/JH1' 3 'j' ノ j 二一

キ
118 230 172 172 108 220 171 171 128 230 148 1:18 

まきつけ 3 3:� P 

60 35 
ス
l/il/l;J.:{+ 2 'j:I/:. 15 :n 29 29 15 :n 6 6 20 50 30 30 

ギ
2/nlHd十 3 'I'.IJ:. 

18 33 29 29 20 33 6 6 23 50 :10 30 

{fln 136 263 201 201 128 25:1 177 177 151 280 178 

生産した山行白木は、参附している「久間山林秘的協同組合J に令泣日" 1Ylf し、

協|可出荷を実施しているが、~~}~化水についてはJ! I )J で販売している。

(4) 労働

緑化水生産を合む就労状況は第 3 1 、第 3 2 去のとおりである。年間の就

労人数は延べ520人で、あるが、うち自家労働490人、揺用労働力30人で隔月rt;-は女

第 3-1 表 自家・原，，)別就労状況(平成立年)
( ��. fι: ソミ人)

第 3-2 表年間就労人数
(��.f¥!: :万人)
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性 4 人で、ある。

苗畑作業(緑化木生産は除く)の月別作業は、第 4 表のとおりである。

第 4 表 山林用苗畑作業の月別労働配分(平成12年)
U�jjj: :延人)

fj 日U 自家労働力 1l~)fJ労働力 J=- な作業

4 0 4 0 山行自{木品1Î取・仮椀

2 4 5 4 5 イン

3 4 5 4 5 [111T è'i 木 I~U ilif 、J)j(I'i'i柿j;ji1，fijii!ì

4 4 0 4 0 LLi行市本 tHj可、原市納付、穂子播1，J

5 2 0 2 0 除草、消:-{1};、追 IJ~ 、Ifx水

6 2 0 2 0 ク

7 2 0 2 0 イシ

8 2 0 2 0 ク

9 4 0 5 4 5 除草、 ij)í ，接、 十艮切、 秋fl{iiWjiiiì

1 0 4 5 1 5 6 0 旅立{坊ill[Y. . jJii i'!'� . fIIi付

1 1 1 2 1 0 2 2 。

1 2 3 3 Bl匀J 

350 3 0 380 

(5) 収支の概要

最近 2 カ年の経営収支は第 5 表のとおりである。

第 5 表最近 2 カ年の収支概要(1 1 、 12年)
(単位:刊リ)

区分 [1 llifô皮 12年度 官Iì 考

収入 (A) l'l'î木売り上げ金領 9.245 10 , 009 

i主J主 労務費 3.300 3, 800 労務費には自家労働力を含む。

生滋賀 1t~;j.'tJ( 3.800 3, 800 資材費には、以前代(綿子ー代)、

支出 (B) その他 400 420 去さ剤~'(、肥料費、燃料焚など、

7, 500 8, 020 また、その他には制包材料、1>111

地代、公干11公認及び資本利子 420 430 定資産f1H、1I費、組合子l知念、'+i

Z仁〉I、三111 7, 920 8, 450 務ï'c などを含む

主主ヲ|収益 (A-B) 1. 325 1, 559 

平成12年度の収入は10 ， 009千円で、支出は8 ， 450千円であり、差引収益は1， 559 

千円となっている。
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(6) 生産基盤

生産施設は第 6 表、出畑機械は第 7 表に示すとおりである。

第 6 表生産施設

干草 jJ! JJ.l. j免 施設数 制H 考

建物まfl 集Il I jiJf~め 132m' 11車 it依

作業倉山 165m' u来

消!水施設 ス701) ンクラー 302，'~ 

移動式ポンプ 6PS 3ﾚ ヂィ{七品 M J 117J(01'1J JlJ 

イシ 3PS 2 t� 力会ソリン イシ

JJI 水施設 集排水ill)' Uój:j!!lJì,W: 200m 

第 7 表部畑機械

機械の秘JJì 能力 数日 導入年月 jJm 37 

トラクター 2 5 0 0 c c H3 よ11: :ìiliWm

ク 2 500 c c H 1 1 f?1i;;f 1;年 W.JlJ

ク 2 000 c c 1 t� 、 日 6 自i訪れ以専用

トラック 1 t W 1i� H 1 0 Wiflf運搬JIl

イシ 5 5 0 c c 1 1分 日 3 小術物:ìilitA~J1J

// 。 1 ﾉ� H8 イシ

7'~ントボキ1'J..'!- 3PS 1f� 、 日 1 0 !氾事‘11孜;(lîfH Jfl

H[TiiN十H幾 1t� H 1 0 jt河組合兵 (44ヨ)

共同購入

根切り機 4PS 1t� H5 根切り;:I，lm

騒受賞財の特色

(1) 技術の特色

山行苗木生産に使用している種子は、三重県が県ド各地より選抜し育成管理し

ている精英樹の穂子であり、品種系統の優れた苗木を生産している。

天候等による植付i直後の活着性の悲化と枯損の防止、及び、生産時に見受けら

れる根形の鳥足状態を紡ぐため、人力による植村ーを実施するとともに、 2 回の摂
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切り作業を実施している。特にヒノキ

のJ~(替えにさj たっては秋期に実施して

おり、その結果、植付後の活着も良

く、かつ、根の形状も良好であること

から、県内の需要者はもとより、県外

移出先である広島県、島根県などから

も好評を博している。

機械化については、車輪による前本 写真 3 根切り機

の踏み倒しを紡ぐため、出j堀取トラクターには純正の踏み倒し防止羽根、根切り

機には車輪前方に独創改良した踏み倒し防止羽根を取り付け、機械化による省力

化を区内、優良高木の安定的な生産に努めている。

土づくりについては、春季の山行苗木出荷後の苗畑を秋季までの 5 ヶ月間休耕

し、この i旬、裁断稲わら、さつまいもつる、鶏糞、油*1'1 を鋤込むなど有機質によ

る地力の回復を図るとともに、土壌京蒸を行い害虫の発生を訪Il二している。

また、元肥に重点を置いて肥培管理し、追)J巴は苗木の状態を見ながら 1 ~ 2 回

程度実施しており、元肥労力を省力fとするため自動撹持機械「ブレンドキャス

ターJ を導入している。

閉山氏は、家族労働を中心に生産していることから、機械化による省力化を凶

り合理的な経営を行う 。ん‘で、植村作

業は、天候等による植付産後の ìLli着性

の悪化と枯損の防止、及び、生産時に

見受けられる根形の烏足状態を防ぐた

め、人力による椴付にこだわり続けて

いる。

これらの行為は、一見相反するよう

に忠われるが、これこそ氏が目指すと写真 4 2 年生のヒノキ

ころの、合狸的な経営による優良山林 (左根切り前、右根切り後)
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苗水生産の神髄である。

また、近年山行苗木の需要が減少し、 lllJ内生産者全員がLL!行高木の生産を中止

し、転職あるいは紙化木の生産へと移っている 1:1:1にあって、ただ a人 111行苗木と

緑化木の生産を組み合わせることにより経営を維持している。

このような氏の姿勢は、県内の山林市水生産者の注目を集めるところとなって

おり、今後も、その模範となることが期待されている。

盤技術、経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

氏の現在の経営は夫婦の共同作業による苗木作りであり、三重サツキを 11:1心と

する緑化木の生産により経営の安定化を関りつつ、当地域における 111行前木生産

者が一人となった今、{憂良菌木の育百i技術を総やすことなく次枇代に継示するべ

く努力中であり、近い将来に長男夫婦が引き *11~いでくれることを期待しつつ孤軍

奮闘している。
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天皇杯受賞 怨会広去を3思議議~~，足三

受賞者のことば、

物造りは人創りから

合資会社松下蒲鉾店代表松下晶一

創業大正14年の蒲鉾屋三代目を担う私は、大学を卒業し熊本市内の滞鉾屋

で 2 年間修行を積んだ後、 当時蒲鉾の研究にかけては第一人者であった高知

大学の志水寛先生のも とで研究生と して一年間を過ごし 、 基本的な技術と専

門的な知識を得て、美 しい海に固まれた天草の地に昭和58:9三 に戻り 家業につ

き ま した。

今回の受賞財である 「天領j 蒲鉾は 、 当初長IIJ奇からの「グチj で造られて

おり、 天幕で獲れる鮮度の良い「エソ」 に若目した私は、なんとか天草の原

料で「天領」ができないものかと、 平成元年から その試みを始めました。平

成 4 年には、天草で塩造りを始めた松本明生さんと出会い、天草の自然海J1t

を 「天領j に用いる よ うになったのです。

同じ年に結婚し、妻という 心強い協力者も得ました。要は店頭でお客様の

蒲鉾に対する意見 を くみ取り 、ややもすると独り善がりになり がちな私に、

いろいろな助言をしてくれました。 初め 「天領j はエソの焼き蒲鉾でした
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が、お客様には食!惑が 「硬すぎる J との意見が多く、蒸し蒲鉾に切り替え、

しなやかさを追求しました。また 、 天然;臨と赤酒を主体とした調味では味が

今ひとつ物足らなかったのですが、エソの煮干しから取ったダシの旨味に注

目した袈の提案でそのダシを添加したところ、蒲鉾のi味に深みが出て、今で

は多くのお客様から i床・食感ともに好評をいただいていま す。

ヲミ l1Lならではの素材を見つめi直し、美 しい自然をぎゅ っと詰め込んだ蒲鉾

を造りたい…そんな思いで取り組んできた 18年間でした。様々な人々との出

会いの ~I:Iで、進化してきた「天領j 滞鉾が、こうして天皇杯を受賞できまし

たことは、やはり物造りというものは、人と人との繋がりの l:þl で深まってゆ

くものであるということを感じています。先代から受け継がれてきた、お客

様との信頼を大切にする商いの姿勢を礎に、妻や従業員はじめ私を支えて く

れる人々とと もに、心の通った蒲鉾造り に日々精進し、 仰天理工 より全国に向け

て良質な天然素材の蒲鉾を、発信してま いりたいと存じ ます。

-地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

本 ì!iI市は、天主主上高・下島の中央、北

緯32度27分、東経130度 11分にあり、市の

区域は、本渡瀬戸海峡をはさんで天草上

島と下島に広がり 、総面積は 144.81km 2

で、東西 1 7 . 5km、南北1 2 .9km に及んでい

る。

天草地域は、天草西海や有明海、不知

火海(八代海)に閤まれた好漁場で、魚

介類の種類も豊富で、海面漁業では、ア

サリ類、マアジ、マダイ、サパ類、タチ
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ウオ、コウイカ類が漁獲され、海副養殖業では、板海省、フグ類、ブリ類、マダ

イ、クルマエピ、真珠等が生産されている。したがって、漁法も多穂で、漁場の性

状や魚介類の種類によって、採貝、小型定置網、料柄、船びき網、まさ網、小型

底びき網等々が発注している。

熊本県の平成11年における i船出漁業漁獲・養殖収穫量は86 ， 466 t で、全凶JIIM立で

2 位~4 位までに、フグ類養殖、クルマエピ主主婦!、ハマグリ養殖、板海苔収穫、

マダイ養殖、アサリ矧漁獲等が入っている。

イ イヰ iJ主 rllの水産JJIJ工業

本iJ支市の水産加工業には、現在、 4 業者65人(そのうち、部鉾製造業は、 2 業者

20人)が従事している。水産加工業の特長は、①天平の沿岸海域で漁獲されたJ也

知、を原材料とした、かまほ、こ、ちくわ、天ぷら、すり身等如、肉練製品の製造・服

売、②同じく地魚を使ったアジの開き、 ':':j サパフグの一夜干し等五百乾水産物の製

， 1坂売、③天本及び鹿児島県の長島 iljl介で養殖されたブリ、カンパチ、マダイ

を刺身用としてブイレーに加工し販売する三つの業者に大加することができる。

これらの産物は、本枝市の重要産物として、 ①島内はじめ熊本全域、関東|諮問

闘への小売店卸売、デパート卸売・ギフト問販売、②全開に対し通信飯売、イン

ターネットによる販売、③アメリカ、カナダ、シンガポールへの輸出等積極的な

販売活動を展開している。

(2) 受賞者の略歴

合資会社松ドす!í鉾店は、創業者である松下猛が大正14i!三に本渡市内で、鮮魚、販売

を兼ねて滞鉾製造業を始めてから、 76年の歴史を重ねている老舗で、あり、昭和41

i!"_ に法人化して、今日の「合資会社松下浦鉾店J としての基礎を築いた。

この問、かまぼこ(ちくわ、天ぷらを合む。)の業績が順調に伸びたことによ

り、昭和初年には蒲鉾製造販売専業となった。

昭和52iド、松下博(創業者である猛の長男)が代表社員となり、 f天平の地知、

を原料」とした創業者の姿勢を貫きつつ、伝統的手法と機械化を融合させた;指針:

製造を行い、天平全域にちくわ、フミぷら、かまぼこを販売し、業績を伸ばして
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行った。

平成 8 年には、昭和31

年生まれで45歳の松下品

一(博の長男)が三代呂

の代表社員に就任した

本大学経済学部を卒

後、蒲鉾製造・販売につい

て勉強するため、熊本市

内の竹下蒲鉾店で 2 年間

にわたって実技の修行を

し、史に、高生rI大学 jlîSz:志

写真 1 合資会社松下蒲鉾店のみなさん

(後列右から 3 人日が代表社員松下品一氏)

水寛先生のもとで研究生として l 年間、魚、 l勾純製品に関する専門的知識の習得と

研究にWjわった。

平成元年より、天草羽海で獲れる「エソ j に着目し、志水先生から学んだ「昔

の物差しに照らして現代の蒲鉾作りの技itJ を生かし、 「エソ j のみを用いた諸

鉾製造に着手した。松下部鉾店を支え、代表的製品である浦鉾「天領J は、創業

時より長崎から仕入れた「グチ」を原料として製造してきたが、現代表社員であ

る品ーは、 「天草:の原、半'1 で、天草ならではの蒲鉾をj の一念で、天草のエソを 100

%出いた天草かまぼこ「天領j の製造・販売を始めた。

平成4年から、松本明生氏が天草の明海岸で「自然海塩j の製造を開始し、松本

氏の塩造りに傾けるひたむきな態茂に深い感銘を受けた品 Aは、天草かまぼこ

「天領j に天草の自然海:塩を用い、製造を行うようになった。天草で獲れる「エ

ソ j には、天草の原材料を…との、品ーの良品をつくるこだわりのーつでもあ

る。

なお、蒲鉾「天領」に係わる受賞底は、 flB有147年ケーシング蒲鉾「天領J 農林

大臣賞、平成元年~平成 2 年蒸し焼き蒲鉾「天領j 水産庁長官賞、平成 4 年蒸し

焼き蒲鉾 f天領j 徳島県知事賞、平成 5 年蒸し焼き蒲鉾「天領J 宮城県知事賞、

平成 6 年蒸し蒲鉾「天領」水産庁長官賞、平成75:ド~平成 11年天草かまぼこ「天

-208 



~fjJ水産庁長官賞、そし

された第53 間全日，1 ;\!1鉾品

評会においてむしかまぼ

こ f天領J ( 

農林水産大臣賞の栄誉に

i持したところである。こ

のような受賞歴をみても

理解できるように、長IJ

者である初代の意思を引

き継ぎ、二代 1=:1 代表社員

の技術革新、三代 I=J であ

写真 2 11\品 [11- むしかまぼこ f天領j と他に扱って

いる If?î品

る現代表社員の天草の原料にこだわり、日々研究を;震ね、愛i肯ある製品づくりに

削注した結果の賜物である。

鞠受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

現在、資本金は600万円で、本ìJ主 rlîl:J'jで、天平かまぼこの製造及び直営販売(J;i:f命Iì

l店)等を行っている。天草苅鉾は、①板付けかまぼこ、②巻き物、③惇焼き

類、④はんべん類、⑤焼き物・揚げ物、⑤燥製かまぼこ、⑦その他(天草の塩、エ

ソの煮干し)に大別され、{間関商品の設類は30を数え、品iÎ~í えも豊富である。

店においては地元消費者から愛される五ií鉾店として広く利則されている。

直営店以外の販売方法としては、天全域の小売店・スーパー・病院給食・ホ

テル・食堂への卸売り及びインターネット!りおむ・通信販売等による会i型地方発送を

1'1:っているが、良質な lHí鉾を求めて、問答品への利用や;地方発送の販売が伸びて

いる。

社員は20名で、役員は会長(実母)、代表社長(品一)、専務(安)であり、

従業員は17名(男性10名、久:tt 7 名)である。 代表社員をはじめ役員は、創業者
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の教えを守り従業員との人間関係はもとより、卸業者、仕入れ業者等を大切にし

ており、従業員は役員をすべての闘で信頼し、いい職場環境のヰlで、仕事を行って

いる。

就業規程による定年は、 65歳であるが、本人の意思を尊重して、知的時害のあ

る男性の従業員は30年勤務しているし、高齢ではあるが障害のある子供を持つ76

歳の女性は27年勤務している。また、既に30年以上の勤務歴を持つ従業員が 3 名

いる等従業員に対ーする心遣いも細やかで、ある。

(2) 経営の成果

天草地方が、 f天草島原の乱J (1 637年)のあと、天草全土は幕府の産轄地

「天領J となり、初代代官鈴木重成のもとに新たな歩みを始めたことに因んで、

創業者である松下猛は、松下浦鉾店を代表する浦鉾に、 「天領」と名付けて、東

宮御所への献ヒも果たし、看板商品としての地位を固めた。その後、三代自であ

る品ーは、天草の蒲鉾犀であることから、 「天領」と名付ける蒲鉾の原料には、

天平の魚、を使いたいとの牟念から、自ら原料を捷して天草に点在する漁協を巡る

I十l で、信頼できる人間関係が生まれた。

その結果、平成元年から天草西海で獲れる新鮮な fエソ j を仕入れることに成

功し、このことにより天草の「エソj を 100%用いた天草かまぼこ「天領J が誕生

した。

また、平成 4 年には天草西海で造ら

れた自然海塩(写真 3 、 4 )と、平成

10年には蒲鉾の旨味と味を整えるエソ

の煮干し(写真 5 )との出会いが、

「天領j の品質向上に大きく寄与する

こととなった。

王子成 11年度における全商品の売上高

は、 l億7700万円で、その内むしかまぼ

こ「天領」の売上は350万円で、全閥品 写真 3 場の原料の海水を汲み上げる
の売上の 2% に過ぎないが、合資会社 天草西海岸の風景
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写真 4 天日塩結品ハウスの r↓I ( {f~fの写真 5 ìilí鉾の旨味と I床を調えるヱソ

r:!C1は京ijiF111 させた塩) の煮干し

松 n指針'Jll'Jの命は「天官U であって、この「天iifU によって全商品が':1二きている

といえる。なお、むしかまぼこ「ノミ諮りのJ1f9Ii小売価格は、 500円/1 本(化粧箱

入り 180g) 、ÍfIJ{ìlli絡は、 400円/1 本(化粧箱入り 180g) である。

露譲受嘗財の特色

(l) 技術

ア 受賞!日の概要

受賞対であるむしかまぼこ「天領j の原料となるエソ類の土r1:成 11年における漁

は、全IJUで7 ， 716 t 、九州、l で2 ， 727 t 、熊本県で185 t そのうち天草西海は165

t である。この天守土佐i i毎でj生れた lJ:.エソを 100%mい、同じく天草の自然海gi[で繰

り上げ、晒しは軽く行い、工、ノの煮干しから取ったダシで味を整え、長ii り }j にも

工夫を凝らし、しなやかさや Ilfえごしの良さは損なわず、に、かつ、天草の素朴さを

残すように心がけて製造したiIIî鉾で、ある。

イ 製造工程の概要

食品の力f1T ・製造、殊に、 iitl~Íj:のように魚介類を原料とする場合には、原料f;~I，、

の鮮度の管理と同じように、作業場、機械器具等の製造施設、資材、製dill等の保

管施設等を清潔に保ち、衛生管理j!に努めることが要である。
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松下請鉾出では、作業場については

清浄作業区域と汚染作業区域にほ分

し、出入口には防虫カーテンを、窓に

は|坊鼠. I坊虫網戸を設置している。ま

た、衛生的に作業を進めるため必要な

筒所には、手法場、靴洗場、オゾン消

毒機、空気清浄機、 i争水器等を設置

し、従業員に対しては、手洗の励行と
写真 6 ポスター・貼り紙により従業

消毒の徹底、帽子と作業服の着用の徹
員に衛生管理を喚起

底、作業場の掃除と機械器具の洗浄の

徹底等を図ることにより、街そ|三管理のより充実確保に留意している(写真 6 )。

むしかまぼこ「天領j の製造工程の概略を図示すると、次のとおりである。

なお、この「天領J の製造には 3 日開の日数を要する。

1 日 1'=1 :原料魚の仕入れ→冷蔵庫保管(一晩冷却)

2 1] 目:調理コ採肉司/1回しこ今脱水，冷蔵庫保管(…晩冷却)

日Ijに、エソ煮干しからダシを取り冷蔵庫保管(冷却)

3 日目:ミンチコ揺浩司成形コ包装コ加熱コ冷却-~~品(冷蔵庫 (2-4
0

C)

保管)

二字 I lIjffi L Jコ孟ι

訪日ヨコ下町均〔函IJコヨEココ日目コー目

① 日;〔判魚

Uj(W'1魚となるエソは、鮮度が落ちやすいので、夕方、工場から車で11時期ほどの

天草町大江・高浜地区の漁協に出 lif] き、 i巷に着いた漁船から水揚げされるエソ

(写真7)を選別して註接買入れ(写真 8 )、冷蔵康 (l-ü
O

C) に保管し、一

晩ねかす。

エソやグチは、蒲鉾原料として適しているが、グチは淡 I:':l であり、エソには他

内
/
ムω

の
ノ
ム



の魚、にはない骨味があり、原î~Hなとしては、 llJJ~l 月に獲れた、体長30cm rìíJf去

のマエソが最ヒである、とのことである。

写真 7 小型!出曳網で漁獲されたエソ 写真 8 苅鉾の間半'1 となるヱソ

の水揚)!I\~ift

② 調理H

エソは、頭、 i人-J II段、泊i らないように除去する。

③採肉

調理した如、は、 f台、 i先機は使用せずに

魚体を傷めないように子でìJtì争した

後、採肉機(写真 9 )にかけ、皮と '1手

をきれいに Jr>!.除き、歩留りが40~50%

の採肉(落し身)となる。

④ l開i し

íljý:志水先生は、 fマエソ等は，111[， 111羽し
写真 9 掠肉機で皮と骨を除去

であったが、鮮度低 iごによる臭を除くために水i附しが始まったのではないか…、

水i晒しの本来のあり )jは、如、の味はできるだけ逃がさないように…j と述べてい

る。

11到しは、ステンレス製のオケ(写真10) で、氷水で冷却しながら軽く行うこと

を心がけており、 f'~\の脂の浮き具合を見て、多い場合には 21司、少ない場合には
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I 回の 11回しを行った後、脱水し、 「エ

ソ本米のl床J を保つため、 --I~É冷蔵庫

で保管する。

11回しは、代表社員品一自ら行う。

⑤ ミンチ・揺潰

効率的にとった落し身は、リファイ

ナー(筋とり)は行わず、ミンチにか
写真10 専用ステンレス製オケを使い

けた後、ドイツ製の真空ミキサー 氷水でu閉す

(ソーセージ府カッター) (写真11 、

12) で揺潰を行う。 出品目すは原材料として、①マエソ70%、②ワニエソ30%、落

し身に対し、③天草自然海塩 2%、④肥後の赤酒 3%、⑤エソ煮干しダシ、⑥グ

ラニュー糖1. 5%、⑦冷凍卵 1310%、③7J( を配合して揺潰するが、これらの配合割

によって、いわゆる「てり j が違ってくるので、細かい観察が必要である。し

たがって、代表社員品ーと工場長が必ず立会うこととしている。

ドイツ製の真空ミキサーを導入するにあたっては、我が国の râJ等機種との性能

比較や従来からの石臼の播漬撲との試作検討、吏には、 ドイツ製の真空ミキサー

を使用している工場の現地見学等を行い、松下藷鉾店として導入の可ー能性につい

て頃重に検討を重ねてきた。

その結果、①ドイツ製の真空ミキサーの回転は、石巨二!の描漬機と問じように材

料を揺り合わせることができる。②回転の流れが石臼と同じで、対流によって練

られる。③描度管理が出来る。③原料として、冷凍すり身も鮮魚、(生魚)も需用

できる。⑤落とし身に調味料の添加が同時にできる等の利点が判明した。 な

お、原料の「エソ j の配合割合によっては、運転管理が一定ではないが、技術的

にいい品質の製品が出来ることが確認されたので、平成 5 年から導入した結果、

進物用の藷鉾「天領j が製造できる等昌信を持って推奨できる商品が生まれた。

ドイツ製の真空ミキサーによる播潰の時間は、低迷(1， 800回転/1 分)で 4 分

程度であるが、塩づり肉の肉質を観察し、描り!二がりは、 4 ~ 8
0

C になるように

氷で温度の調節をしている。
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写真11 招演のためのドイツ製真空ミ 写真12 ミキサーのカッター

キサ-

f天~f'U の製造工程における心臓部といえよう。

⑥ 成形・包装・加熱・冷1;11

揺りあがったすり身を成]I~機(写真 13) で成形し、生包装した彼 2 時間ほ

いてから、蒸し機(写真14) に入れてお℃、 50分加熱し、 IIJ心i品!支が83
0

C以上司に

なっていることを雌認する。

加熱方法(蒸し方)としては、魚体・外気iJÍIl ・試し蒸しをした îTií鉾のゲル強度

を考癒しながら 2 ~ 311寺間程度行うが、最終的には如何にゲル強度を判断する

かが技術的テクニックとなる。その後、冷却は尉I!r\\機で行う。

写真13 むしかまぼこ成形ライン 写真14 蒸し機に入れ83
0

Cで50分加熱
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(2) 経営

昭和47年に、農林大臣賞を受賞した、長崎で獲れた「グチJ を原料として製造

した「天領」も品質的に優れた藷鉾であったが、平成 4 年から天草の「エソ」と

天草の「自然海塩J を、また、平成10年から「エソ煮干しダシ」を使用して製造・

販売している「天領J は、合資会社松下蒲鉾店を支える看板商品としてその販路

を拡大しており、また、現代表社員である畠ーをはじめとする経営者の人柄は、

地元の漁協幹部、漁師、主婦というように幅広い分野で人望が厚く、加えて従業

員の経営者に対する信頼性等総合的に判断した場合、今後とも健全経営が営まれ

るものと考えられる。

盤普及性と今後の方向

むしかまぼこ「天領」は、あくまでも地元天草にこだわりを持ったかまぼこの

逸品である。原料である「ヱソj はあくまでも新鮮で、、揺りに用いる[自然、海

塩J は余分なニガリがなく海そのものの塩であり、 「エソ煮干しダシJ は旨味を

出し、かまぼこの味を整える効果を引出している。

このむしかまぼこ「天領」は、地元消費者からも愛されており、 「都会的な蒲

鉾ではなく、食感で天草を表現してほしいo J 、 「食感がなめらかすぎる。 j 、

11 週間以内に食べたほうがおいしい。 J 等の好意に満ちた意見を直接店頭で開

けるので、そのことを製品に生かす努

力をしている、とのことである。

また、社会勉強の一環として、地元

の小中学生が見学(写真15) にくるこ

とにより、子供からも率直な意見や注

文が聞けることは、将来成人に達した

ときに、水産練製品の普及消費にも大

きく影響するのではないかと期待が持

てる o 写真15 地元小学生から届いた工場見
むしかまぼこ「天領J の命である 学の感想文
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「エソj 漁は、 6 月 ~9 月までは天草町の底ヲ i き網漁の禁漁期間である。このこ

と自体は資源保護の観点からしても望ましいことであるが、今後、他地区で獲れ

た fエソj を原料としてむしかまぼこ「天領j にふさわしい技術開発を行うこと

が一つの諜題である。

地元の人々に支えられ、その販路を全国に拡大している姿を見るときに、現代

表社員である品ーの「あくまでも天草にこだわる製品づくり j は、今後の方向を

示唆しているものと確信する。
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受賞者のことば‘

地魚に真心を添えて魚食普及

山形県漁業協同組合婦人部吹浦支部代表高橋曜子

私たちは、平成 4 fj三から f~l、を使った一村一品運動に取り組んでいます。当

初、どのような加工品を売り出すか、部内で意見を求めたところ、年間通し

て地元で、水揚げされるもの、安価なものとして「ホッケJ と「たこ J が思い

浮かびました。しかし、 汁=ッケj に関してはいたるところで加工品が販売

されており、新規性に欠けるということで除くこととし、 「たこ(みずだ

こ) J を使うことにしました。この「たこj に付加価値を付け、商品として

売り出すために、部員一メしとなって試行尚一誤を操り返しました。そして、多

くの試作品の 1:1=1 から製品化にこぎつけたのが、たこに、たけのこ、ごぼう、

にんじんなどを加えた、炊き込みご飯の素である「たこ飯の素j と足を使っ

た薫製 f機たこくんJ です。この 2 Iftl は遊佐I!!Tの優良特産品の指定を受け、

地元ヤ各積イベントの出店で、人気の 147 いおみやげ品として販売されていま

さらに、平成 9 年 4 月からは、遊佐Il!Tで経営する道の駅鳥海[ふらつと j

219 一



に鮮魚、直売コーナー「元気な浜店J を開設しました。加工作業には慣れてい

る私たちでしたが、はたしてこの少ない部員数で経営していけるのかなど、

実際の販売に際しては不安だらけでした。今思うと最初の 1 年は無我夢中の

うちに過ぎてしまった感じがします。 2 年目以降は、お客さんへの対応もそ

つなくこなせるようになり、売上も年を追って伸びています。これもひとえ

に、関係機関の皆様と地域の皆様の暖かいご支援の賜と部員一同深く感謝し

ております。

今回の受賞は、私たちのみならず、婦人部全体として、この上ない励みと

なりました。今後は、これら加工事業や鮮魚直売事業とともに、郷土料理教

室や魚食普及のための鮮魚体験教室の開催、町の小中学校への給食への食材

提供など現在行っている取り組みを拡大していきたいと思っております。

霊童地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

山形県は、総面積は93万 ha、うち

森林が72% 、農用地が14% 、日本海

に臨む海岸棋は、約135km、人口は、

平成12年に 124万人(うち 15歳以上の

農林漁業就業者は12.2%) である。

遊佐ßIT は、東は秀111華鳥海山、西は

南北に約40kmの海岸線、海域は豊か

な水産資源を育んで、いる。人口は平

成12年では 1 万 8 千人(世帯数 5 千

100戸、 65歳以上の高齢化率は24.7

%)である。町は平成 10 ~ 11 年度

に、遊佐町農山村高齢者ビジョンを

第 1 図 山形県の地域区分

出態語車問機綾底分磁
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策定し、高齢者が能力発揮できる地域社会の構築等支援体制を推進している。ま

た、鳥海山、鳥海温泉、砂正等の自然をう古物に、観光客の誘致に力を入れてい

る。

婦人部吹浦支部の吹浦地区は、遊佐UlJの北部の漁村地域(世帯数899戸、うち j魚

家が259戸、農家が106戸)である。

イ 農林水産業の概要

山形県の農業の就業人口は平成11年に 9 万 l 千人、農業粗生産額は2 ， 400億円、

林業は平成11年に木材粗生産額は45億円、水産業は王子成12年に漁業就業者870人、

総漁獲量9 ， 420 トン、総生産額32億円、近年、如、価安、高齢化や後継者不足等によ

り、漁業経営は厳しい状況にある。

婦人部i次長tì支部が所属する出形県漁業協同組合は、昭和40年に 8 漁業協同組合

等が合併した全国唯一の 1 県 1 組合(王iz成l3-{j三 3 月現在組合員数1， 763人、 j副長市

に本所、吹j前等 8 ヶ所に支所)である。県内には 3 ヶ所の水産物地方卸売市場

(漁協はその一つの開設者(産売人) )、組合員からの受託直売高は33億円があ

る。

遊佐町吹浦地区は平成12年の漁獲量:199 トン、底びき船 7 隻、一本釣り等の 5 ト

ン未満の動力船(着火船) 30笠等となっており、 lまたはた、かれい類、すけとう

だら、まだら、たこ(みずだこ)等その種類は、 50種におよび合計水揚額は I 億

5 千万円である。

(2) 受賞者の略歴

グループの組織

この婦人部は、昭和36年に i日吹浦漁業協同組合婦人部として結成、合併により

現在の婦人部吹浦支部となった。 昭和40年に規約を制定、紺合事業に協力し、漁

村生活の改善と漁村婦人の地位の向上を図り、豊かな明るい漁村の建設からなる

3 つの理念をうたい、以下の 5 つの事業を行うこととしている。

漁協事業の発展推進と漁村婦人の地位向上

j魚、家経営及び漁家生活の合理化促進

漁協婦人部及び地域婦人間体組織の充実強化
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売店、加工直売事業及びそれに付

随した事業

その他目的達成のために必要なこ

と

平成 5 年には規約改正を行い、地区

内に居住する非漁家の参入を可能にし

ている。部員総数は、長い間29 名で

あったが、 11年度に30名、 12年度に31

名と若干増加している。現役員は 10名
写真 1 山形県漁業協同組合婦人部11)\

浦支部
(平均年齢67.4歳)であり、部員平均

第 1 表 参加部員数の推移

'F I文 店 !;tl 11:士 うち~i'if乱首ミ 11年 224 

千1& 6 '1汀支 2 9 ぞi 1 81'1 

7 2 9 1 8 

8 2 9 1 8 

9 2 9 1 8 

1 0 2 9 1 8 

1 1 2 9 1 8 

1 2 3 0 1 9 

1 3 3 1 2 0 、|三均年齢 6 4. 1 歳、家族[1数 4 . 2 名 IfJi齢者

2 1 ﾝI (6 6. 7 %)j引 1:1F 1 0 名 (33. 3 %) 

~1: i.((I. 主主 2 0 ÝI のうち 7 名が員外

第 2 表支部の役員名簿

ih:.;サ 役 ;ìiIJ 氏 1:1 "1ミ自主 専従 ，t な役割

ii店長 r"-:1 十両 政 j土 6 6 むと 総括支f1:名一

2 ì!ÎlJ îtl5 J!と ~b..:i~:I) í，ιJé- 1 6 6 ?足 元気な ìJ~I~iの店長 {t入. mr売・述千7f

3 。 背 l)j(みさ子 7 2 {え 部長の布Iì佐

4 役 n I~~JI 11-1 手II}' 7 3 {え 支部と漁業後一洛(14) との連絡調整

D f'r~;î1f~ 良子 6 7 fi'ﾉ Fi] 1二

6 L門みを 7 0 f� 1ft] ~L 

7 赤坂信子 6 1 告と 加l 仁部門製造IT任者

8 院予 高橋 J豊子 6 5 従

9 イン 斎藤栄子 5 6 告と

10 顧問 ;I~; !Jj\十(-j'- 7 7 従
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年齢は、 64.1歳である(写真 1 )。

盤受賞者の経営概要

(1) 経営の概要

婦人部I1JC浦支部は、婦人部(本部)と連携した漁村婦人の地位の向上と泊、家生

活の合理化等のための事業、平成 4 1ドから漁村センターのかn工室で始めた加工事

業、平成 9 年から始めた道の凱「ふらつと j の「元気な浜店J の鮮魚、等の

業、以上 3 つの卒業を行っているが、 3 つの事業は、平成11年度まで独立採算制

(加工事業から従来事業への d吉附Iì填あり)をとってきたが、平成12 11三度から

は、加工事業と i立売事業の会計を収益事業としてイミ化している。

(2) 経営の成果

LLJ形漁協 8 支部の婦人部の中では、婦人部l則前支部の31名の部員数は、規模と

しては下から 2 番目、また平均年齢では他の 3 支部と肩を並べて晴香の高齢者集

屈であるが、後述する種々の活動内容の中でも下記は特に注目に値する成果をあ

げている。

最近の地元漁業は、景気の低迷等による魚倒安のため、まだい等の高級魚、が、

従前の 2 分の l まで値下がりする等、漁業経営が大変厳しくなっており、この婦

人部の取組みが、地元の市場の活性化、吹iilìの魚、の知名度の向上、ひいては地元

漁業の活性化に大きく貢献してきている。

ア加工事業

婦人部I列車支部は、lItlf1l45 ij三からの海水浴場での浜茶屋設営と llí'HD48年からの

鮭料理の食堂設営をしてきた豊富な事業経験を生かしながら、平成 4 年から漁村

センターの加工室において、常H寺入手可能で安価なたこ(みずだこ)を用いて製

品開発の試作に取組み、人気商品の開発に成功した。 111]'で1ま農水産物の特産品を

18品目認定しているが、その水産物4品 iやの 2 I~もが、婦人部の開発した炊き込みご

飯「たこご飯の素」と燥製の「磯たこくんJ である。この製品開発を契機にさま

ざまなイベントに出店、 を行い、吹浦の魚、と加工品の PR をするとともにイ
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ベントを盛り上げる役割を果たしてきている。また加工作業には、一人当たり日

当5 ， 600円が支払われ、その額は平成 9 年47万円、平成10年47万円、平成11年39万

円であり、この売上げ実績は、参加部員の励みとなっている。

イ 直売事業

道の駅「ふらつと J の「元気な浜店j で鮮魚、等の直売をはじめたところ、平成

9年震の売仁額は2 ， 996万円( 9 ヶ月間)、平成10年度5 ， 316万円、平成11年度

5, 751万円、平成12年度6 ， 490万円(加工事業と統合)のように年を追って売上が

伸びるという成果をあげてきた。また 3 つの水産物卸地方市場からの鮮魚、の仕入

れは、平成 9 年震1， 860万円、 10年度3 ， 320万円、平成11年度3 ， 377万円、さらに12

年度は3 ， 556万円となっており、仕入額と売上額の比率は、 9 年度と 10年度は1. 6

倍、 11年度と 12年度は1. 7倍となってい

る。 r元気な i兵店J で働く部員の収入

は、時給400円から始まり、年を追って

500 円、 600円の時期を経て平成13年 1

月から 700円となっており、一人当たり

年間収入は、およそ 100~150万円と

なっている。収入は、各部員の口座に

直接振り込まれ、女性の経済的自立や

漁家の経営安定にも貢献している。

(写真 2 ) 

関受賞財の特色

(1) 技術

ア加工事業

写真 2 道の駅「ふらつと J での鮮魚

販売

平成 4 年に国の漁村婦人高齢者活動促進事業を導入し、周年漁獲されるたこ

(みずだこ)に着日し、塩辛、キムチ、干物等様々な試作品をつくり、試行錯誤

を繰り返した。最終的に頭の部分を使って、たけのこ、ごぼう、にんじん等を加

えた炊き込みご飯「たこ飯の素」を、また足の部分を使って慎製「磯たこくんj
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を製品化することに成功した。加工作業は、遊佐町漁村センターの加工室で月 2

問、 3 斑体制を組んで作業を行っている。

第 4 表に加工による付加価値の結果を示した。 2 つの製品とも販売価格(部l

fn直)は、加工原価の1. 6倍となっており、販売価格と生たこ原料価格との比較では

「たこ飯の素」では4.8倍、 「磯たこくんj は4.2倍となっている。

イ 料理教室等

加工事業のほかに、年に 4 屈魚料理教室を漁村センター加工室で開催し、

に水揚がある時期を選んで、するめいか、いなだ等の料理をつくり、農協婦人

部、地域の婦人部との交流も図りながら、一匹の魚、も無駄にしないような調理法

の実演を通じて如、食普及を図っている。また、年 2 回町内の小中学校 7 校(生徒

数1 ， 000人)を対象に「磯たこくん」による給食を行っている。

この漁村センター(床面積297m2 ) は、昭和62年に遊佐町が、新沿岸漁業構造改

により建設、漁協(吹浦支所)に管理委託しており、 flJ(浦支部の漁家活動

の拠点となっている。加工室 (52m2 ) には、冷凍冷蔵庫、手製の燥製乾燥器、

第 3 表 安価なたこの現状(儲格等)と付加価傭の結果(価格等)

たこ飯のぷ OT程)

~t i:ここ防〔半| 350P1/kg x 25kg=8 , 750円

力IITtil 117袋(l50gx 117袋 17.6kg)

かIIJ:n;(1i1日 26 , 230FLJ 

W;i~'，己fIlIí 佑(在/]) 。360円 x 117袋エ42 ， 120/IJ

!l以光倒的/)JII I: I);(11l1� 42 , 120/1J/26 , 230/TJ = 1. 6似

!lf;i光1illí 十件/llごたこ原料 42 , 120円/8 ，750/IJ =4. 8約

{必たこくん (L[ね)

IIとたこ原料 35OPJ/k宮 X22. 5kg=7 , 875円

}JIIUJ( 93袋(l50gX92袋 13.8kg)

力IU:JJ;(1Il1í 20 , 478/lJ 

!W光11t1ít各(在/]) @:360ITJ X 92袋=33 ， 120円

!以7'Ultldñ/ }Jlll:IJ;( 11l1� 33 , 12OP1/20 , 478jlJ 1. 6的

i桜子己主lIitñ/似たこ以半i 33 , 120IJ1/7, 875/TJ =4. 21庁

zJ 

つ
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η
4
 



空パック器、たこ洗い用の洗濯機、調理台、食器類が備えられており、大変清潔

に管理されている。

ウ 鮮烈、等直売事業

「元気な浜店」の鮮魚、は、婦人部員自らが毎朝J 5 時に起床し、酒田市内の三つ

の水産物地方卸売り場(酒凶水産物地方卸売市場(日本海水産(株) )、丸f号、 ií雪

山地方卸売r!i場( (株)山形丸魚)、酒田地方卸売市場(山形県漁協) )の 6 時

10分から順次時間差をもうけて開始される全てのセリに参加して仕入れられてい

る。安価で、鮮度のよいものを臨売して、売上げを着実に伸ばしており、平成10.f!三

には地元の吹浦漁港の水揚額の約 4 割に相当する 5 ， 400万円の額を売上げている。

このことは、地元漁業の発展に大きく貢献している。景気の後退等による魚、価安

が続く中、この活動は、地冗の市場の

活性化と吹浦の魚、の宣伝にもつなが

り、漁業者や漁協等から大いに歓迎さ

れている。一般的に仲買人への新規加

入は既存の仲買人から敬遠されがちで

あるが、婦人部吹浦支部の場合は、間

関の理解のもとに支障なく参入できて

セの且m
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み、仕入れ、会計、簿記記|慌も全て自

分速で行っている。

(2) 経営

ア日々の活動

日々の活動状況としては、第 4 表平成12年活動報告および第 5 表活動費決算額

に兇られるとおり、多彩な活動を続けていることがわかる。このうち漁村婦人の

地位の向上と漁家生活の合理化等のための本部との連携による従来からの婦人活

動のための経費は、漁協から 70万円、婦人部(本部)から 3 万円、平成11年度ま

では加工事業からの若干の補填、部会費6 ， 200円のみによって支えられている。

以下に特筆すべき活動をあげる。

ハ'
h
u

q
〆
臼

Q
ノ
し
】



イ 地元で獲れる安価なたこに付加1mi値を付ける加工品の開発

平成 6 年に町の漁村高齢者活性化対策事業を導入して、特産品作りにllx り組む

ことになり、地元で年中佐れるたこ(みずだこ)に滞日し、安倍iなたこに付加古lIi

佑をつけて商品化しようと試作研究を重ね、炊き込みご飯の素である「たこ飯の

素J とたこの燥製である「機たこくんj を開発した。

ウ 鮮魚直売のm I元気な浜J;~lJ の閉店

平成 9 年から j魚、業への理解を深めてもらうことを目的に、 IH] が総合交流促進施

設として国道 7 号線と同線バイパスの分岐点に道の駅鳥海「ふらつと」を建設し

たのを契機に、鮮魚i直:売コーナー「元気な浜店J の j宣告'を開始し、近傍、 j宝来の

訪問者に地元産の新鮮な魚、のI床を知ってもらいながら、 jドí ~'t拡大を実践してい

る。

f元気な浜JtlJ の J>ìミ而積は52m2で、売上げの 10% をテナント判として納め、会社

に利益が出た時には売上の 1%が割り戻されることとなっている。気な i:t~

店j は部員 18名(常時15~ 16名)が、 4 名交代、およそ週 2 [ii] の午前 911寺閉店ーか

ら午後 611寺閉店まで働いており、元旦を除いて!司年営業し、観光シーズンの 7 月

から 10月の聞が繁忙期jである。これまでに脱落者が全くない状況である。

エ 消費者への魚の食べ方講習会を開催

婦人部員の調理技術を生かし、 arr とタイアァプしながら魚、食普及のための魚料

理体験会を毎年開催している。夏はす

るめいかを使い、冬は日本海の寒だら

を使った郷土判明!の調理体験は、町内 b

外の消費者に大変喜ばれ、漁業者と消

費者の交流の場になっている(写真

4 )。また、年に 2 回、 IIIJ の老人ホ

ム 4 箇所に魚、の美味しい食べ方を教え

ながら、たらの昧11首汁やすり身等の池
一
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オ イベントへの出店
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イベントへの出店は、平成 9 年度 8 回、平成10年度 5 囲、平成11年E芝 5 困、平

成12年度 4 回で、時には東京都江東区の江東区祭りにも出店して、主として加工

事業により作った「炊き込みご飯の素」と「磯たこくん」をメインに直売し、地

域等の活性化につとめている。直売事業が多忙になるにつれ、イベントへの出店

は減る傾向にある(写真 5 ・ 6 )。

写真 5 都市交流イベント東京都江東写真 6 町のイベント「閣議り合戦」
区イベント イカ焼き販売

カ 高齢者ビジョン作成への参画と実現に向けた活動推進

婦人部は、遊佐問Iの「高齢者ピジョン」の策定に加わるとともに、その白標実

現の核となる高齢者組織のーっとして、高齢者の知恵と技術を生かして先駆的な

役割を果たし、ビジョン推進の一翼を担っている。

キ娯楽

婦人部は、働くばかりでなく、年 2 閉ご主人方も招いて夏場の欽み放題のビ

アーガーデンと年末の忘年会を盛大に催し、鋭気を養いながら部員同士の懇親と

結束、家族の理解の向仁等につとめている。

(注1)税務申告と納税

税理士のアドバイスにより、 11年度から加工事業と直売事業は、見なし法人

の事業として税務申告、法人税と地方税を納入

(注 2 )労働災害保険への加入

12年度から部員の作業中の負傷等に対応するため労働災害保険に加入
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(注 3 )道の駅「ふらつと J の概要

事業主体遊佐町 (LL!村振興等農林漁業特別対策事業)

建 設平成 6~8 年度、事業費 3 億 l 子700万円、床面積776m~

管理運営 遊佐UlT総合交流促進施設株式会社(第 3 セクタ一、社←長は遊佐町長)

おこi二産品の直営i直売、 トイレ等の施設の管理

訪問者数年間40万人(地元 2 割、近傍の秋田、庄内、山形 5 割、その他全

国各地 3 割)売上 年間約 4 能円(一人一一回平均1， 000円を購入)

出 店婦人部l次持支部(年間 6 万人が買い物)と農業者の青果物直売所
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第 4 表平成12年度活動報告(平成12年 1 月 1 日~平成12年 12月 31 日)

JJ 、{r'!い 9�JJ i人] 本争 JゑbJ IYr 
l バ 16 [1 主人í51 f1 1 gr'jふぐ祭 1) 12t, 漁協i次Ìllì支:ì~r
2711 役11 会(支市総会) 治、協 l次 ìlfi 支所

2JJ 1011 f1 l.l会 (;ö(な iJi， },"j IIJZ Ji.) 漁協!次ìill支所
1611 jjJ)市総会23ý， 漁村センター

トヨ JJ 8-911 負íí 5 1"1 'ﾍ': L'lí'j'作・久:'1"1: ì.((i, J3 cf，'交流大会 3 1'， ボ京fJZ林 {Iê余会fifí
11 [[ 役n 会(本ì'i!;jjJ} 'i;~' 総会) 23ý, 漁村センター

23 [1 Itr l} 人 j'm +~ !~:I) jJJ} ';;~>総会 94ノ: 漁協本IYr
/f ]] 11 [1 役11会(ふらつと 31人l 年記念) 漁協吹iJ Il 支所
12 LI IJ(I;fi)，I~本政策k制等，iil.IVJなよ-ょうど 11大会 iN， j湯本所
1511 道の駅ふらつと 3 JN]--f{:.記念 道の!収ふらつと

5)] 211 ~l;. j~;~ì)J} i.((t Ih!J ~j} 人 -;"i!;研修制祭 2 ý , rllfJ.;iE 
23 [1 役n会 (iiいか干:/.JII!議官会) 漁協 11J， ìfll 支 f升

6)] 1811 浜のかあちゃん料開教信 ì.([1，村センター
19 [1 'f i~jfìì)J; i.((', /h~~， li 人i"ilíiiJI!1華社民? ふらつと]己主tな iJí:!，i;
28 [1 {立H 会(税務 il)l，J1ì'報計、センタ一平刈) 漁協l次ìr/i7: IYr
29 [[ I)ft 11'(あぐり k'ltの会以漁協婦人部交流会 TfX 之Ìlil防災センター

7)] 15 [1 iJけj センターやーメIj 16 :1イI 漁村センター

18 LI 役1-1 会(タ [1 祭り iiú:ì支絞り 1 1'r}， i 漁協i引rIl支 IYr
2211 タ 11 ?jきり参加l j佐楽 1[1.前ふれあい広場

2911 ?fサ ì!~ クリーン j~:f;)J 64ぅ "可 ìJ~-念珠IY，j
8 Jj 5 [1 抗í:&祭りけ\}占 5 名 トノEJ干し実

2811 fZLi会(本部40IN]{ドツーデーマァチ H\rh等) l次 ìill公民館
9JJ 2 [1 5.('，の-í1五つ、く 1) 参加13 名 illlP 
2-3[1 j:;iht ツーデーマーチ，'j\!，'，;8 ý , i些仏 I!fJîl可 i己付王子f自n

26 LI 役よi 会 (ftrú 人部401，'0 年記念大会、l:F1Jíf り合戦) 漁協I次ìrlì 支所
10 )] 111 象iK，j IIIJ'j佐伯JU\lq 絞りí''ì 'ilJ(II'.J訂 5 ?" -:J I' /，j公民l

111 j兵のかあちゃん料Ji!l{文言{201ノI im，村センター

311 漁村 ktl 交流学集会 秋 [+1 ~f~北部漁 /hh
3-5H ì iJょ浜ÌJ'H~H01ぅ 11欠 iltli!J:h占Jjll 
511 イ'Îllj長作 V) 6 :í', J魚村センター

13 [] J;~ILI 漁村正:j ilJiì者対策俊Ú.ù~fUJ地域表彰受賞 tZ林水産省
21 I1 1己主iな浜 ;.i{反省会 I財 i!t公民自n
31 [[ 役員会(県民の ì iJj パス iili絡会長!と訪) 漁協 IJ欠 ìr/i )わりi

11)] 5 I1 UM\;の ?i江ノ t ス体験i兵なべの対応 100名 官民浜ドーム

1611 改正JASi1:研修会 2 ?" 約111従業改良普及センター
2211 漁協知;人郊設、iAOW]年記念大会 i.((!.I湯本 IYr
29 -30 FI 平成 12{['.liJ;日本女性リーダー現地交流会 jiL 指)打

12JJ 5 LI 役討会( l(f.光研修会遊{!，: llI r ~ííi 人研修) 漁協i次ìHi支所
8[] j遊佐 IlIr~íJÌ人{iJf修会 3 1'， 見7佐 111] 中央公民会

12 [1 n~~ r/ι スアップアッフ'"iiJl'修会 いこいの村庄内

1411 !?;林大目立受1't t>c 1-ll 会及び忘年会 見?栄思

24 [1 ふらつと大1'1: 除 ふらつと Jl:気な ìJí， lri~
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第 5 表 支部活動資決算額(一般事業)
(.qi.fjﾌ: : 11]) 

'l'-Jí.X: 9{f'. Jえ 平成 10年度 、!と Jí.X: ll {j'.)主: 、1'-成 12{j'.)$t 相1 支:

Jlx 入 776 , 204 777 , 635 654 , 900 559. 137 
会的・助成金

会議 ~'i 77 , 881 197 , 415 119. 147 139.783 ~;しM、、 f二Lぶ， ィ1ユぇしFl メ-ιT\<

旅 ï'f [J ,1'1 30.920 60 , 840 70 , 000 51. 000 
文
t'! 11[会 28.900 30.300 35 , 300 29.900 本当日負担 Ij，;:

研修 1'( 46 , 980 43 , 800 24 , 000 49.065 

活動 ql( 215.800 82 , 451 164 , 680 89. 121 クリーン述，fí})1tJl

ììtí lÊ M， ~li 29.499 47 , 725 25 , 824 16.530 

子。iiI ~Ii 15 , 000 66.628 68 , 650 56.5.35 

f文民 f投開H 42.000 44 , 000 64.000 6,1. 000 

次郎総il!2 289 , 224 204.476 83 , 299 63.203 

776.204 777 , 635 654 , 900 559. 137 

第 6 表 直売事業、加工事業の売上げ額、仕入額等
(�i f立: )j!IJ) 

fド!支 平成 9 {rミ)文 ヱ1'-!í.X: 1 0 {Ió)交 'ICJ�.X: 1 1 {fl交 平成 1 2 .1 1汀主:

元気な浜!お 2 , 9 9 6 5 、 3 1 6 5 、 752

IJII [虱¥ 1"1 1 4 0 117 7 1 6 、 490

3 , 1 3 6 5 、 433 5 、 823

由H\l.1 I:入れ 1 , 8 6 0 3 、 320 3 、 377 3 、 5 5 6 

11 、行-給料 602 1 、 300 l 、 5 3 5 1 、 944

制Ii 考 411~12Jj I ，ii とか1I 工をがl: ir
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第 7 表 「元気な浜!吉」年度別収支決算額
(t件位: IfJ) 

[正
fl j} 
ij 9 '1' 1止 10 '1'-皮 111ド!立 12>1二!支 J品1 '}.t 

Jlx 
Jじ 1'. ;f:j 29 ，ヲ 61 ， 372 53 , 157 , 310 57 , 516 , 790 64 , 901 , 220 

ノ、
その{むの光 i 2, 966 910 , 125 1, 584 , 098 1, 384 , 166 

。〉
¥:凬 Jlx 入 364 , 009 695 , 147 637 , 807 テナント料法7じ余

!UJ ~ミ柳ila'iJ 級 259 , 780 932 , 640 
ノ，11 29 , 964 , 338 54 , 431 , 444 60 , 055 , 815 67 , 855 , 833 

イ 1: 11: 人向 18 , 373 , 634 32 , 919 , 379 33 , 59 1, 015 35 , 558 , 071 
人 !l!lt'j!lma'!I,(:í 197 , 526 340 , 180 

): Mi 18 , 373 , 634 32 , 919 , 379 33 , 788 , 541 35 , 898 , 251 
労務的 イLヲえi f長 5, 546 , 600 12 , 532 , 510 14 , 975 , 890 19 , 444 , 300 

水道光熱波 600 , 918 1, 126 , 046 1, 179 , 882 1, 497 , 076 
!ffl ii'j H: 品 ~'i 664 , 288 1, 415 , 796 1, 828 , 013 2, 487 , 724 

11量級 1'1 267 , 522 34 , 000 156 , 550 
, ソし 減úIIîl込 j、!l 1'I 136 , 407 485 , 885 325 , 568 自動車すりみ機

'1 f!,fiil'M.ìiliY'i 486 , 132 522 , 027 306 , 413 398 , 876 
リース料日) -164 , 605 -32 , 921 197 , 526 64 , 470 

1, 854 , 259 3, 201 , 355 3, 997 , 719 4, 930 , 264 
ァナント1"1 2, 996 , 140 5, 315 , 730 5, 751 , 679 6, 490 , 121 32上の 10%

千"'利氏Uj二 1'1 144 , 115 207 , 585 551 , 873 405 , 016 労災保険料
会ぷ 1'1 10 , 363 12 , 100 

曻:!: 旅1'1 交通貨 5, 000 120 , 000 39 , 740 
うと i経 費 16 , 560 17.559 13 , 829 375 , 652 

，日ぺ々 咊H.t j3i搬 1'1 59 , 000 1, 155 30 , 864 
組事i公課1'1 12 , 000 123 , 400 543 , 000 

JII! 1~ 88 , 779 105 , 136 356 , 728 304 , 004 
iJ!� 1'1税 568 , 000 64 1, 400 

作 9, 131, 374 5, 659 , 169 7, 497 , 609 8, 829 , 797 
ぷ仁1主、 言i 29 , 094 , 446 54 , 312 , 409 60 , 062 , 233 69 , 102 , 612 

Æ:t 古干Ij :1.& 869 , 892 119 , 035 6, 418 1. 246 , 779 

!Ìíj!tJJHli，(f.修正首 889 , 073 
rìíiJザH民主主修 jE1N 52 , 600 
.~~ !ul利益 400, 306 

(iì:)、Flvi:l 2'W- 1支は「元気な iJ'U:'iJと r JJIl工 :~J-çv走 j を統合

関普及性と今後の方向

(1) 普及性

婦人部の活動が成果をあげるには、魅力ある活動であることが肝要で、ある。そ

の点で活動することによって自ずと生きがし、を感じるような仕組みが必要で、、吹

浦支部の加工事業とその製品の直売事業が、地元水産物に付加価値を作り出して
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いることが自に見えること(

7)、その製品が町で認められたう

え、給食にも供されていること、 「元

気な j兵店j やイベントには地元、近

傍、遠隔地の様々な人たちが訪れるの

で、度売を通じてその人達との交流が

出来ること、そして何よりも販売額の

実績が毎年延びていること、さらに加

と直売事業の活動が部員の収入
写真 7 安いホッケの付加幅値加工

につながること等が活動の魅力となっている。そして、従来からの婦人部活動に

も力が入ることになっている。その結果、これら活動による相乗効果が働き、活

動への部員の気持ちが益々結束してきている。

全活動を通じてポイントとなっている「元気な浜店」の直売額が伸びた要因と

しては、次のように考えられている。

① 酒田の市場からの仕入れにより、魚種の品揃えが豊富になり、このことが

J;5の集客力が増した。

② 仕入れ、夜売ともに経験を積み、魚の売り方、車売の仕方が!二手になっ

た。

③ 店頭で魚、を焼いたり、揚げたりする中食サービスが、調理の必要がないの

で、観光客等に喜ばれる。

④ 特産の njci甫の夏場の岩がきが、マスコミで取り上げ、られ、お客の数が増

え、全体の売上額の増加につながった。

山形漁協婦人部の他の 7 つの支部は、その地域の条件、環境が~11\iìlì支部と異な

るということなのか、 l つを除いてI~C浦支部より部員数が多いにもかかわらず、

これまで必ずしも従来の婦人活動の域を出ておらず波に乗れない状況となってき

ている。 上記のような婦人部111\浦支部の活動に刺激され、{むの支部でも底究や力u

工活動に取組み始める等、この活動が模範となりつつある。

また、吹浦支部の fふらつと J 出店とその繁盛振りが許判となり、刺激となっ

て、他の道の!択でも農協の野菜等の夜売所も増えてきている傾向にある。
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さらに、上記のような状況から、この婦人部吹浦支部の活動実績は、県内はも

ちろんのこと全国の漁村婦人部の良き範例となるものと考えられる。

(2) 今後の方向

今後さらに活動を発展させていくために、マンパワーとしての部員の数を増や

していくことが必要である。婦人部吹浦支部が、規約を改正して非漁家の婦人達

の参加も可能としたこともあり、部員数は長い間29名であったが、 11年には30

名、 12年には31名と増えてきており、婦人部の生きがいとしての活動の魅力が周

囲に理解されて始めてきている状況にある。このことにより、健康な人であれば

誰でも参加して活動することが可能で、あり、後継者については、徐々に新しい参

入が期待できる。唯一つ全員が心配しているのは、セリといういわば男性の職場

のような場所で、魚、の日平IJ きをしながらその日の売上げの予想をし、瞬間の判断

で利益を出せるような入札をすることが出来る特殊な技能を兼ね備えた後継者、

あるいはそれを実地に試みてみたいとし寸希望者をうることが出来るかどうか、

現実は、かなり厳しいようである。

販売出では、新鮮な割安な鮮魚、の取扱量を増やすことはもちろんのこと、 i直売

所の魅力アップになるような、かつ常に地元で手に入る材料により新たな加工製

品を開発することが必要となる。その魚、の候補としては、地元で多量に漁獲され

る、するめいかが最適な材料と考えられる。このするめいかを用いた付加価値の

高い特産加工品としての製品開発がキーポイントとなろう。これまでの事業活動

を通じて培われた部員の団結と穫々の取組みへの前向き姿勢が原動力になり、こ

の問題が解決するのも時間の問題と考えられる。

つぎに地域に貢献するボランテイア活動として、これまで実施してきた町内高

齢者施設への悲し入れ活動の定着と内容の充実を図って行っていくことを考えて

おり、その成果が大いに期待されるところである。

また、小中学校への給食も、その頻度を増やし生徒連の健康増進、地元の魚、の

消費拡大をはかることが期待されるところである。

以上のように、当婦人部では知恵と経験および技術の豊富な高齢者が核とな

り、地域の水産物を活かした直売活動と加工活動を主軸に、地域に女性高齢者パ
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ワーを感じさせる能れた活動を行っている。また、 ff.I， {i!li安等で、停滞しがちな地域

漁業に活気を取り戻す肱動力となっており、地域漁業の振興及び地域活性化に大

きく寄与するものと確信するものである。
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受繋者のことば‘

受賞者のことば

大弘水産株式会社代表小野寺弘志

弊社は、昭和51 年 7 月に創業し、各種の切り身や魚、試のほか、伝統的な

粕・味噌漬など本物志向の本漬商品を製造して参りましたが、近年は、 rll未

が良くても家躍で焼く手間がかかるj 等の理由から、少しずつ消費が減少し

ています。このため、消費者ニーズに対応するべく本品の開発に取り組みま

した。

コンセプトは「地場産品を特化」することでした。当地は、沖合の豊かな

水産資源に恵まれた漁船漁業の基地であり、魚市場には、毎日、まぐろ類を

はじめ多彩な魚種がたくさん水揚げされております。その中から加工原料と

して、 「真かじき j を選びました。真かじきは、夏季に三陸沖合に北上し、

大自流し網船により漁獲、水揚げ、されます。この時期のものは、特に、肉質

の色が良く脂が乗っており、原料としては最高です。従来の用途は、切り身

の漬物、煮物等がほとんどで、最終的には加熱され食卓メニューとなりま

す。
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私は、以前から真かじきの特性に注目していました。真かじきは、原料と

して冷凍した場合、かじきまくいろ類の中では冷凍変性や魚、色の変色が少な

く、赤い身色を長時間維持することができます。その特性を活かすことによ

り、かなりの付加価舗の高い商品ができると確信しました。

素材を活かすには、生食用商品しかないとの想いから、さまざまな試行錯

誤を繰り返しました。その結果、開発した「かじきの燥製」は、現代の洋風

化された食卓向きに、スライスした商品を生野菜と一緒にドレッシングや香

辛料を加えて食することにより、若者から高齢者まで幅広く利用できる商品

です。

これからも、微力ではありますが、地元にある素材を活かした商品作りを

通し、地域の発展と活性化に貢献して参りたいと思います。

盤畿地域の概要と受賞者の略歴

(1) 地域の概要

ア 地域の立地条件

気仙沼市は、宮城県の最北端に位置

し、東西16.7km、南北20.5km、総面積

184. 26km'で、東はJ者桑半島を経て岩手

県に接し、西部・北部は森林地帯、沿岸

部はリアス式海岸を形成し、太平洋に面

している。 湾口には大島を擁し、気仙活

i寄は波静かな天然の良港となっている。

人口はやや減少傾向で平成13年 3 月末

呂現在で6 1， 421人となっており、その就

気仙沼市位置図

宮城県

業人口は32 ， 418人(平成 7 年国勢調査による)、うち第 l 次産業は4 ， 782人であ

り、その68%である 3 ， 249人が漁業就業者である。

気仙沼市は平成22年度を目標年度とする第 4 次市総合計画を策定し、その将来
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{象を「活力とやすらぎのある間際水産文化都fIlJ として、市勢の発展に努めてい

る。

イ 水産業・水産加工業の概要

気仙Æi!J(土、 il[1合に寒流・|暖流の交錯する世界 4 大漁場のーつである三陸iljJ漁

場があり、特定第三種漁港である気仙沼漁港を i#f し、遠洋. il[1 合漁業の根拠地で

あるとともに、沿岸漁業・養殖業においても:主要な役割を果たしている。この気

1111出港は、|絡の!吾桑 IUJ を含め、 j宝i羊. il[1合漁船134 隻、 j魚、船乗組員 2 ， 200人を擁す

る全国有数の船籍港であり、平成125f. における気1111沼市魚市場の水揚げ設は、数

量で13 1，547 t (全住110位)、金額で298 1.窓3 ， 521万円(全[11[ 71立)、二iLなぶ揚げか、

種はまぐろ延組、かつお一本釣、さんま棒受*1l'J 、いか釣であり、生鮮かつおは 4

:年年 j述主続 i臼34本ζ .の水J揚易げを誇つている O カか、じき額は主に近 i江海j毎正延詰紺i屯1で j江漁f魚\\ ð控をされ約

i日3 ， 80∞o t の水J揚易げがあり、全l国溜 ‘の水揚げ

宮城県における水産力加l日]工業生産量量.(は土王平[2:王)成4庇d日15守守年年i干下下..二宇で、 Jは土45臼6 千 t でで、あり仏、 北i討海J毎正道に次ぎ

全!田君第 21位立であり、県の食品製造業の出荷額の約51%を占め、気仙治、女JI[ 、

巻、指釜の地域経済を支える重要なJ車場産業となっている。これまでは迷洋やir[ 1

合漁業で、水揚げされた魚を原料として、産地魚市場を核として発展してきたが、

漁業生産の著しい減少に伴い、以来1. {J'{fl

保が関維な状況となり、現在では加工

原料の多くを輸入原魚、に依存してい

る。

また、長ヲ|く不況の影響や消費の伸

び悩みや価格競争、輸入品との競合、

また衛生管理対策への対応など、水産

加工業を巡る経営環境は依然として厳

しく、近年の水産加工品の生産量は総 写真 1 気1111潟市場に水揚げされたカ
じて減少傾向にある。 ジキヂ~[

(2) 受賞者の略歴

大弘水産(掬代表取締役である小野寺弘志氏は、昭和21年に青森県八戸市に生ま
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れ、地元の八戸水産高等学校を卒業後、昭和40年に焼津市の側マルハチ村松に就

職し、独自j的な調味料の開発に携わるとともに焼津市場における原料魚買い付け

に従事していたが、その営業手腕を認められ、昭和42年に横浜冷凍(株)に移籍し

た。同社において東京・気仙沼事業所に勤務した 4 年間は、主に築地市場におい

て、ハム・ソーセージの原料となるカジキマグロ等の買い付け等に携わった。昭

和46年、結婚を機に退職し妻の家業を継ぐため気仙沼市内の(有)ミツマル商店に入

社し、稚内でスケトウすり身の製造プラントを建設するなどねり製品の製造販売

に意欲的に取り組んだものの、オイルショック、インフレの影響から昭和51年に

解散したが、同年新たに大弘水産(株)を設立し、代表取締役に就任した。以来25年

間、これまでに培った調味技術、慎製技術、商品開発、原魚、買い付け等の経験を

最大限に生かし、気仙沼産の魚介類を活用した地域特産品の開発に力を入れてき

た。氏は、時代のニーズを敏感に取り入れながら、自社の経営多角化を視野に入

れた商品開発を推進するばかりでなく、実力のある地域のリーダーとして、気仙

沼水産加工業協 IliJ組合常務理事、宮城県水産加工研究団体連合会会長など多くの

役職をも務めつつ、気仙

沼水産加工研究会会長と

して地域の若手加工業者

の指導・育成にも積極的

に取り紘んでいる(写真

2 )。氏の子息もそのよ

うな父親の姿に感化さ

れ、大学では自ら水産食

品学を学び、その後横須

賀の水産会社に 2 年間修

行した後、現在は大弘水

産(掬に入社し、父親とと

もに商品開発に意欲的に

取り組んでいる。

写真 2 大弘水産株式会社の社員の皆さん

(前列中央が小野寺弘志氏)
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関受首者の経営概要

(1) 経営の概要

昭和51年に水産加工品の製造と販売を主体とする大弘水産怖が設立され、代表

取締役として小野寺弘志が就任した。現在、資本金1， 000万円、年商約 2 億 3 千万

円、従業員は男子 8 名、女子12名で魚類の粕漬け、味噌漬け、みりん漬、団体給

食用食材等の製造・販売を行っている。

平成13年度の経常利益については、厳しい環境の変化により主な販売先への売

り上げ不振があり、それに対応するべく商品構成の変吏なとマに時間がかかったこ

とや、勤続年数の長い高齢の退職者が相次いだことから一時的に赤字となった

が、新規商品の投入や平成12年度大臣賞受賞の効果もあり、販売先の開拓も進

み、大幅な改善:で、推移している。

かじきの燥製は、平成11 年 5 月より…般市民向(スーパ一、通版、ギフト

用)、業務用(ホテル・レストラン)に販売を開始するとともに、郵便局関係の

頒布会を利用したり県内. 1'11内の見本市やジャパン・インターナショナル・シー

フードショー等で PR して全国への普及に努めている。

品質・衛生面については県、市及び業界による研修会に従業員を積極的に参加

させ、社内教育に反映させるとともに、 (財)日本冷凍食品検査協会より、適宜

指導を受け、 HACCP手法による高度な衛生管理手法の導入なども視野に入れ

ながら、鋭意取り組みが行われている。

{呆有する生産機器はド記のとおりである。

自動除鱗機 2 日仁! 冷凍魚、用帯鋸機 2 台

魚類割裁機 2 台 自動トレ 包装機 1 台

調l制覧手~ò機 3 "É仁l、 コンテナー洗i争機 l 台

冷凍魚店勤一つ割機 1 台 冷凍魚、スライサー l ムIコ

真空包装機 3 台 自動シュリンク包装機 l 台

自動枢|包機 2 "Éコ、 加熱装寵ボイラ 2 台
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(2) 経営の成果

(創設以来の商品開発に対する取り組み〉

昭和51年に創業して以来、豊富な地元産の新鮮な原料如、を用い、各種漬魚、の製

造を主な品目として営業してきたが、これらは素材がよく安価で、製品の消費量も

多かったものの、美味しいものが少ないという声が多かった。そこで、こうした

消費者のニーズに対応すべく、常にもの創りのコンセプトとして「ひとつ上のも

のを創る j ことに社長自らもアイデアを練って取り組み、調理用途が広く簡便、

かつ贈答品にも向けることのできる商品群「蔵造り本漬けJ を生みだした。以後

広範な製造販売を展開し評価され、昭和59年宮城県知事賞、平成元年水産庁長官

賞、平成 9 年水産庁長官賞ほか、多数の商品における受賞の実績がある。

さらに、遠洋マグロ漁船の減加や資源の減少で地元産の加工原料が激減する

方、輸入原料が急増しているが、価措が不安定かつ大手加工業者との競合等の問

題もあることから、平成 9 年からは、気11li 沼;旬、市場で、入手できる近海産のマカジ

キを加工原料とした地域特産品の開発に意欲的に取り組んで、きた。これらの商品

群 l土地場産業振興、消費者ニーズを先取りした斬新なアイデアに基づくものとの

観点から非常に高く評価され、下記のとおりコンセプトの異なるすべてのカジキ

加工品が農林水産大臣賞を受賞している。

シークインかじきの詩

(平成 9 年度宮城県水産1JLl工品品評会にて農林水産大臣賞受賞)

かじきのカルパッチョ

(平成10年度宮城県水産加工品品評会にて農林水産大臣賞受賞)

かじきのj薫製

(平成 12年度全国水産加工品総合品質審査会にて農林水産大臣賞受賞)

(地域ぐるみの水産加工業振興への取り組み〉

受賞者は、自社の経営戦略としての商品開発を推進するばかりでなく、実力の

ある地域のリーダーとして、気仙沼地匿のみならず宮城県の若手加工業者の指

-育成にも意欲的に貢献している。

受賞者が現在会長を務める気仙沼地区水産加工研究会は、昭和36年に気仙沼地

区で水産加工業を営む若手経営者や従事者で構成し発足したものであるが、発足
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以来高いアクティピティを維持し、水産に関する知識や加工・経常合開化技術の

修得や経済的向上を目的に活動をしている。このような地域ぐるみの活動の成果

は、研究会の会員有志が平成 3 年に取り組んだサンマ加工品「サンマくんj が予

成 3 年度宮城県「地域資抑起用型起業化補助事業j の指定を受け、さらに全水加

工連審査会で、の農林水産大臣賞を受賞、平成 5 if'. J支農林水産祭での天皇杯の受賞

に結びついたことにも十分に反映されている。

なお、気仙沼市においては、加工業者も主体的に将来的な水産加工業のビジョ

ンを策定するための水産加工戦略会誌を設けているが、受賞者はその専門委員と

してこれに積棟約に関わり、将来に向けて気仙沼市長への提言書の作成に貢献し

た。

騒受賞財の特色

受賞!げである「かじきの慌製J は、鮮やかな朱色で、色変わりが遅く附し、身質、

l床は比較的i~~ìÉJであるが深い冒みのあるマカジキの特性を生かし、なおかつ、調

理H加熱する捺に身割れしやすいこのか、禄の利 JFl JJIl:工]二の欠点を同社が長年培って

きた技術で解決し、生み出された。これまでかじきまぐろ類の司~1J;j社111工品は極め

て少なかったが、全く新しい概念のもとに生鮮感に富む前ijlJ;jミ燥製品として完成し

た、希少価値のある独自の開発商品で、ある。

(1) 原材料

原料には、夏J切に三陸沖合に Inl遊し大目流し網により漁獲され気仙沼市場に水

揚げされたマカジキのうち、魚市場ーで、の検品落札により、鮮度が良いがその如、体

の身色が劣る、部分的に身割れの恐れ、脂肪が少ないなどの判断理由で高値鮮魚

出荷用から除かれたマカジキを使用する。このような低ランクのマカジキはj魚獲

時の取扱い状況等によりしばしば生ずるが、これまでは切り身や味噌漬け・ ~;"l 泣

けなどに府いるほかなかった。

しかし、このようなマカジキであっても、入札u寺に鮮度や脂肪詮を般常に選

別・急速冷凍保管され、製造の都度必要に応じて解凍し用いられるため、原料の
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鮮度は抜群によい。これらの冷凍保管

は、表面乾燥が少なく品質保持が安定

しているパイピングコイル方式冷蔵庫

に委託保管しているため、周年安定し

た品質の毘料が使用できる

3 )。

(2) 製造工程
写真 3 最適な条件で冷凍保管されて

fかじきの慎製j は、注文に応じて

手作業によりひとつひとつ了寧に製造

している。

いる原料のマカジキ

全工程に約 5 日間を要する作業であり、非常に手間がかかるが、約300問/kgの

原魚、から、 6 ， 000円/kgの慎製品に仕上げることができる。販売時には、約500gの

燥製品 l 本が末端価格約3 ， 000円で販売される。

その製造工殺の概IU告は、以下のとおりである。

冷凍原料→定形カット→皮・骨除去→半解凍→水洗→調昧液漬け・解凍

→調昧液漬け込み→表面加熱→冷却→表面乾操→冷媒→真空包→冷凍

ア 冷凍原料の定形カット、成型

冷凍マカジキを帯鋸機で切断する作業は、単純で、

ありながらその製品の出来上がりを非常に左右する

写真 4 帯鋸機による冷凍原料のカァ

ト風景
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難しい工程であり、熟練した社員が作業に当たっている(写真 4) 。この工程で

は凍結状態のマカジキを切断し、骨やI血合肉、皮を除去し、燥製サイズに整える

が、身質や色訴の悪い部分や身割れした音11位を取り除き、筋肉縮織の方向性や脂

肪の乗りなどを五感で総合的に判断しながら、適切な部位を効率的かつ均一一サイ

ズに切り取っていくもので、冷静かつ正確な職人としての瞬時の判断力がとくに

要求される(写真 5 )。

イ 誠i床 i夜の漬け込み

切断し表面をクリーニングしたマカジキのブロックは、…5
0

Cの冷蔵庫に設さ、

中心j品度が…100C程度まで解凍した頃合いを見言十らい、 l説い状態のまま粉体の調味

料ーをまぶす。このような半解凍状態で粉体調味料で処理する独特の手法も、これ

まで、培ってきたマカジキ肉の特性を知り尽くしているからこそ試行錯誤の末に編

み出されたもので、製造工程中の鮮度低下や色調の変化を最小限に押さえ、調味

料の効率的な浸透、独特の弾力のある燥製品の食感の創出に寄与している。ここ

で用いられる調味料(食境、アミノ階、 トレハロース、酸化防止斉Ij (ビタミン

C) 香刊の配合は、原魚の素材を生かすことを基本に、香り、味、うまさ、

色調の項目がバランスよく出せるように l吟味され工夫されている。とくに使用す

る糖類としてのトレハロースは、r;!守品 i羽発の過税で、その笠I床性だけでなく、食

塩との相乗作用による調味液の浸透促進効果、製品の凍結保管時のタンパク質変

性による解凍・スライス後のドリップ抑制l効果、食!惑の変化に対する抑制効果に

ついて十分に吟味し、多穂類の糖類のなかから選定されたものである。

一定;最の調味料が浸透したのち、加水して手返しを繰り返しながら、調味ìi主を

さらにブロック内部まで浸透させる(あんじよう)。作業工税途中のブロック肉

は身割れしやすく、崩れると路品価値が損なわれるため、非常に手間と H寺聞がか

かるが、作業員の手により根気強く行われている(写真 6) 0 4 時間ほどで調味

液の約70%が肉の内部まで浸透するため、その後 3 昼夜にわたり… 5
0

Cの冷蔵庫内

で熟成させ、昔話味i夜の浸透が完了する。

ウ iriJ による表面加熱

調味液が十分に浸透したブロックはすでに身質が引き締まり、保水力が高まる

とともに、生ハムに近い独特の弾力を呈ーするようになるが、さらに食感を整える
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写真 6 調味液への漬け込み 写真 7 薫製機に並んだカジキ肉

ために、食用油を用いてブロック表面を ìf空く加熱する。本工程で皇l床性もポ支と

111J上し、独特の旨みが付与されるが、これはかつおのたたきを直火で加熱する効

果に類似しているといえる。ここでブロック肉表罰に残った油については手作業

で丁寧に拭き取り除去し、その後十分に冷却した後冷燥に供する。

ヱ冷燥

くん材としてヤマザクラチ y プを m い、約 3 時間、約20
0

C で煤煙処理を行う

(写真7)。製品が水っぽくならないよう、除湿に留意している。燥材の選定に

ついては、誰にでも好まれる風味を付与するために、最もポピュラーな香りの強

い岩手県大船渡市のヤマザクラチップを取り寄せ、使用している。

オ 真空包装、冷凍

上記の工程で完成した製品は、真空包装して急速凍結し、冷凍保管して出荷す

る。ただし、凍結直後には味が安定しないため、一定期間(約 5 日間)置いてか

ら出荷するなど、製品の微妙な味のばらつきにも細心の注意を払っている。

(3) 受賞財の特色

本受賞財は、アイデアに寓み、透明感のある肉質と味が抜群であると、全国水

産加工品総合品質審査会において絶賛された逸品である。かじきの県製を解凍し

スライスした肉片は、 ijtい控赤色を帯び、ソフトな弾力をもっO 調味と慎製に伴

う香味は適度であり、原料マカジキの味を引き立てている。 従来の伝統的かす・

みそ漬けとは異なり、現代の洋風化された食卓に向く商品を意識しており、議油
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写真 9 スライスして躍り合わせた

「かじきの県製j

写真 8 ギフト府の「かじ

きの煤製J

を汀i し、ずにそのままで、生食することができるのは勿論、生野菜と必討にドレッシ

ングや香半料を加えて食しでも非常に調和し食欲を増進させる製品で、あり、持者

から高齢者まで含め、幅広いjfl愉層に受け入れられる(写真 8 、 9 )。

護憲普及性と今後の方向

近年、産地卸売市場では、市場規模の零キIlけ~I:や水場げの減少等から、産地での

価格形成力の低下が問題となっており、水産加工業者との連携による地域資源の

有効活用が活路開拓のひとつとされている。…方、ヰl小規模の水産加工業の経営

は、収益性の低下や労働力の確保などさまざまな問題に直回しており、苦しい状

況に泣かれているところが多く、これらは業界の組織強化や原料調達、製品販売

の協業化等により体質強化を行い存続を図ろうとしている。こうしたなかで、IlJI

品者においてはその取り組みを時代に先駆けて行い成功した好事例であり、この

ような取り組みによる地域の水産加工業への波及効果は大きいものと期待され

る。

受賞者は、自社の経営戦略としての酪品開発を推進するばかりでなく、宮城県

A
4ゐ
q
L
 



水産加工研究間体連合会会長、気仙沼水産加工研究会会長を務めるなど、実力の

ある地域の 1) ーダーとして、気イÙJ沼地区のみならず宮城県の若手加工業者の指

導・育成にも意欲的に貢献してきた。全国各地で開催される水産加工品品評会に

は必ず足を運び、各地の優れた製品を自ら買い求め、研究会に持ち帰って全会員

とともに評価しあうなど、地域の若手会員の商品開発に対する意識を高めるなど

の地道な努力が着ー実に実を結んでおり、当該地区の加工業者は非常に意欲的であ

り、宮城県水産加工品品評会等において、多数の受賞者を出している。

このように、受裳者の活動は、優れた調味加工品の開発・製造にとどまらず、

将来の地域水産加工.業存続に向けて真撃な取り組みを展開しており、その面から

も関連業界に及ぼす波及効果は大きいものと評価される。
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受賞者のことば、

近代的いなか社会の創造はこれからも

仁保地域開発協議会代表山本繁正

昭和45年以降取り組んでまいりました私たちのむらづくり活動が評価さ

れ、天皇杯を受賞できましたことに地包民一同大きな喜びと深い感謝の意を

覚えているところです。

仁保地区は中間山脈の西端に位置し典型的な中山間地域で、昭和20年代に

は人口も 5 千人を超えていましたが、高度経済成長期における様々な要因に

より人口が減少し、中学校の廃校問題も持ち上がるなど、過疎化による多く

の諜題を抱えることとなりました。

こうした課題に対応していくためには、自治会や農協など個々の組織だけ

で個々の問題を解決してし、く従来のやりかたでは限界があることから、地域

内の各種組織の代表を構成員とする「仁保地域開発協議会j を発足させ、同

H!jに地域開発の恭本計画を策定しました。

この計画は、仁保地域では農業を基本にしつつ、古きよき農村の人情や景

観はそのままに、生活環境や農業生産施設は近代化を目指す「近代的いなか
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社会の創造」を終局の目標としており、道路や河川の整備等に対する住民の

を自らの手で取り付ける活動から始めました。

現在に至る問、 「安心を むらから まちへはこぶ里」、 「むらづくり

年の大計土地改良j など、その時々にマッチした目標を定め、農協や土地改

良!去を中心に、有機農業の tfí~J並や作物の少量多品目生産、活H定等に取り組む

とともに、ほ場整備事業に取り組み、今年度でほぼ全ての水田の猿1mlが終了

し、 i可 H~:に全戸を対象とした集落排水事業にも取り組み、来年供用が開始さ

れることとなっています。

こうした取り組みの集大成が道の駅「仁保の郷」であり、 仁保地域開発協

議会の役員がI:!:I心となり、自治会が迷営しております。 道の釈の隣接地には

郵便局、農協のA コープ、パスターミナルなども整備され、都市と農村の交

流の場としてだけでなく、地域住民の交流の場として利用されており、仁保

の元気のj原となっています。

しかし、むらづくりにゴールはありません。今後も 「近代的いなか社会の

創造J を永遠のテーマとし、農業を恭本に据えた地域づくりに取り組んでい

きたいと思います。

闘むらづくりの概要

(1) 地区の概要

仁保地域は、 111 口市の最北端部

にある中山間地:tJ&:である。出積

l土、 7 ， 280haで'111 口市の20% を占め

ており、うち I L!**カ'82% を占め、

地形は三方を LL!に閉まれ、その I十i

央音1\ を南北に梅野川の支流である

仁保)1 1 が貰ìJtE し、このi点域に沿っ

て上流の北部は、 LU 聞の谷間が多

第 1 図 UJ 口市仁保位置!~
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く、細長く、ゃっ手の葉のように広がった地勢であり、南部は平坦な地形であ

る。

気候は内陸型気候であり、年平均気温13.8
0

C、年間iE手水量は2 ， 100nun、 1ザJ箱 11 月

20 日、晩諾 4 月 3 日で瀬戸内沿岸気候の影響を受けている UJ 仁i市の "1:1心と比べる

と、やや冷涼多雨であり、特に山間部の冬期j気象は厳しい。

総人口は3 ， 904人、世帯数は 1 ， 094戸であり、そのうち農家は590戸と全戸数の

53.9%である。専業農家は83戸(農家戸数の14.1%) 、第 1 種兼業農家36戸 (6.1

%)、第 2 種兼業農家471戸 (79.8%) と第 2 種兼業農家が多く、そのうち293戸

が恒常的勤務である安定兼業となっている。兼業農家等の通勤先は、地域内は少

なく大半が地域外となっている。 農業従事者は、 1 ， 446人、 l 戸平均2.5人である

が、農業就業人口は666人と少ない。年齢別には60歳以 j二が473人 (7 1. 0%) 、男

性は259人 (38.9%) 、女性407人 (6 1. 1%) と高齢者、女性が拘い手の "1:1 心と

なっている現状にある。

耕地閉店i は、 504haで、総面積に占める割合が非常に少ない (6.9%) 。一方、耕

地に占める水出の割合は470ha (93.2%) と水田率が高し、。この耕地の海抜は、最

も低い下郷:l'ÚL fR で、45m 、最も高い松十r~地院では300m と標高差は250mある。

この様な中、平坦部では、水稲やもも、ぶどうを中心に、また、iJJ間部で、は小

物野菜やきくを中心に農産物の生産が行われており、特色として消費者との提携

による水稲、野菜の生産が行われ、その取り組みは f安心・安全」な仁保の農産

物として広く消費者に認知されるに至っている。

認定農業者はきく、菌床しいたけ、ほうれんそう、水稲及び果樹をr:j:1心とした

複合経営に取り組む10経営体が認定されている。

農地の流動化率は12.3% で、 LLi口市の平均9.8% より高く、耕作放棄地は山間;f1J)J

IH に見られる税!支で非常に少ない。

(2) むらづくりの経緯

ア むらづくり活動の原点

H百平[]23年 ( 1948i!三) 人は万人のために万人は一人のためにj という協同組

合の原点にたち仁保村農業協同組合の発足、lIH手[1 27年農協青年連盟の結成、昭和
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28年当時の「井戸塀」と言われるメン

バーが中心となり土地改良区を

昭和38年仁保自治会や仁保地区老人ク

ラブ連合会の発足する…方、昭和40年

(1 965年)には山口市内の 14農業協同

組合の合併協議の結果、臨時総会で仁

保農業協同組合は加わらないこととな

り、その後新生 í1二保農業協同組合j

として新しい途を歩み始めることとな

る。

勢謬

写真 1 受賞者の写真

イ むらづくり組織「仁保地域開発協議会J の設立

この当時、我が国経済が高度に成長を成し遂げ、全国の農村で過疎化が問題と

なる中、仁保地域においても昭和35年から昭和45年までに地域の人口が約1， 000人

減少し3 ， 884名となるなど過練化の進展は著しいものがあった。

そうした中、昭和42年には道路舗装が地域の大きな問題となり経済効果を優先

する考えと過疎化を防止すべきだとの意見で、激論が交わされ、不便なところから

良くしていくとの大方針を合意し、桝谷地区の道路錦装から行われるなど、 f二保

の問題は仁保の住民で解決していこうとする、 「仁保モンロー」と言われる地域

強特の誇り高き住民意識が芽生え、仁保地域のむらづくりが胎動していった。

昭和44年(1969年)、仁保自治会では、現状を放任していては仁保地域全体の

社会活力がなくなるとの危機感から、人口の域外流出を防止し、土地を守り、農

業を大切にする方策をさぐる必要があるとの合意に基づき、 『住民が将来とも仁

保地域において社会的、一般水準の生活が享受で、きるように、地包産業の高度化

と生活環境の整備を図る。，1ことを目的に、仁保農業協同組合、仁保土地改良区

など地域の全ての組織を網羅して「仁保地域開発協議会J を設置した。

昭和初年から 111 口大学農学部農業経営学研究室の協力を得て、昭和46年 4 月に

鍛密な地域調査と住民の一致協力により『地域開発の基本計画j が取りまとま

り、仁保地区総合開発協議会で決定、その基本理念を f近代的いなか社会の創

造j とした。
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この近代的いなか社会の創造の理念は、 「むらを守る活動」から f住み良いむ

らづくり j への運動の転換を目指し、 「生活環境を近代化しつつも、人情農かな

古き良きいなか社会を大切にする。 農業を大切にするむらづくりこそがふるさと

を守る。 J との考えから、①人[]を減らさないようにする、②農業を大切にする

むらづくりをする、③二子ども達に郷土の教育をすることを 13 探としている。

ウ 近代的いなか社会の創造

昭和45年(1970年)から、 『近代的いなか社会の創造j の現念の普及と実践の

ためまず第一に生活環境の整舗を推進した。

その実施地肢の選定に当たっては、昭和42年の考えを踏襲するとともに、その

後仁保方式と呼ばれる「公共事業の実施に当たっては、地域の話し合いで、合意を

形成し、その合;なに基づき用地の確保・調整等は自治会が進め、それを受けて実

際の工事を行政と協力して効率的に行う。 J 手法を確立した。

実際、昭和47年の大水害を受けた復旧工事について、仁保地域内でも条件不利

地域である一貫野地区での一般県道の拡張改修を優先し、その実施に当たって

は、地元が資金を借り入れ、先に県道用地の確保を行い、その工事の早期着工を

実現していった。

昭和48年、地域での祭りが無くなる中、村おこしの機会を、新しい祭りに求め

ようとして「仁保大農業まつり J が開始された。これは、仁保農業協同組合、仁

保公民館が中心となり、仁保地域の組織、機関が全て参加するものであり、農業

生産資材倉庫(郷土発展の砦)前が会場となり活気に満ちた管内での極めて先駆

的な取り組みであった。

この取り組みは、その後、地域の小中学生達が参加するなどさらに発展してい

る。

エ 土を動かすむらづくり

昭和48年の「仁保大農業まつり」で「土を動かすむらづくり j が提唱され、昭

和50年これを本格的に始動させるため、忠治委員、集落代表、仁保農協役員など

を構成員とする「仁保地区農業構造改善惟進協議会」、{谷に地域で flOO人委員

会」と呼ばれる組織が結成され、仁銀地域でのほ場整備の進め方、各種補助事業

の活用方法などが協議され、仁保地区全体のほ場環境を改善するとした基本方針

-253 



が合意され、従前から方向付けられていた条件の悪い地域から実施するというこ

とも再確認された。

昭和52年、上郷地区でほ場整備が開始され、続いて昭和54年の浅地地区の一

部、昭和55年一貫野地区、昭和58年松柄地区と計画的に着手し、昭和59年には仁

保地託金域のほ場整備へと進展し、現在ではほ場整情本91%と実施可能な地域で

のほ場整備はほとんど完了するなど「むらづくり 100年の大計土地改良」の基盤が

々と整備されている。

オ 彩り豊かなむらづくり

昭和50年代後半から、農業生産の停滞館i旬が現れ、各品目の生産規模も次第に

小さくなりはじめ、その動向に歯止めをかけ、仁保の農業生産を再生することが

できるかが、地域で、の大きな課題となってきた。

そうした中、昭和62年、上郷営農改善組合の取り組みを参考に全集落を対象に

「一集落一ー農場j の考えにより営農改善組合を設置しその活動を高めるととも

に、農家総ぐるみで特産づくりに取り組むこととした。

昭和63年には、仁保地域の全集落に「営農改善組合j が設立され、ここに自治

組織と営農組織が表裏一体となりむらづくりを推進する体制が整備された。

昭和61年、 「大富を良くする会J の農村女性活動の活発化とむらづくり活動を

支援するため、上郷地区に農協が農産加工所を設置し、農村女性28名で結成され

た「むらの味加工組合J へ委託し、味11首、漬け物等の加工が開始された。

特産の振興に当たっては、昭和62年「仁保米の産車販売」やモモ、ブドウの

「朝もぎ新鮮くだもの宅配J を「モーニングフレアシュ」の名前での宅配販売、

「ナメコ J の真空パックによる市場出荷など新たな取り組みが開始された。

カ 安心を むらから まちへはこぶ思

平成元年からは生協との産i直提携活動として、山口中央生協や生協ひろしまと

の「仁保米(宮本晴) J による提携、山口生協へのホウレンソウ、キュウ 1) 、ブ

ドウ等の供給が伺始されるとともに、交流活動も始まり、上郷地匿でのふれあい

ウォーキングや慣例の仁保大農業まつりへの生協組合員の参加が行われた。

生協との産直提携活動はその後も活発化し、平成 2 年には、少最多品目生産と

いった特徴を活かし、山口生協に仁保産直コーナーが設けられ、毎日の野菜供給
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が始まる。

平成 4 年には山口市内の消費者と特別栽培米を供給する新たな取り組みも始ま

り、有機米愛好会が設立された。

平成 5 年には副作により国内米の不作が起きたが、精米プラントを設践し、特

別栽培米として安定供給に努めた結果、生協との政Ð~J是焼活動はより強l司なもの

となっていった。

王子成 7 年、山口 r=jJ 央生協との特別栽培米の11)( り総みは発展し、環境に配癒した

栽培方法を積極的に導入し、消費者との話し合いにより栽培方法を決定し、商品

名も「ふれあい米j に変更された。

また、浪費者の農業理解を促進するため、 「ふれあい交流 EEI J を上郷地区に設

け、田植え、主主取り、稲刈り、お米の学青会を行い、 J::.~H日常jJ2改落*a合の生産者

と共 jfiJで実施され、交流が行われるようになった。

一方、有機米愛好会も環境保全担農業への取り組みを強化し、消費者との話し

合いや、はぜかけ米づくり交流会などの活動を行うとともに、この年から f有機

のんた米」として供給が始まった。

キ 新規就農者への支援

王子成 8 年から、地域外からの農業への参入希認者が増加する r=~r で、仁保地域で

PJì骨に受け入れるため「仁f巣地域新規就農者協議会」を設け、農地や住居など就

農に対する様々な問題を解決する Jh去を話し合い、実際にむらの仁I:r で調整を行い

ながら新規参入希望者を支援することにより、この年 3 名の新規就農者があっ

た。

ク 学校教育との連携

昭和54年から、仁保幼稚園、仁保小・中学校の先生に仁保地域の出身者が居な

いことから、{二保地域の歴史、むらづくりの取り組み状況、農業の実態を知って

もらうため、 「地域教育懇談会J を設置し、 2 年に l度仁保地域開発協議会の関係

者との交流や仁保地域の巡回学習を実施するとともに、 「学習!万j を設け地区農

業青年の指導のド、父兄も参加し、 13:1抱え、稲刈りを実施している。

この取り組みは、仁保地区大農業まつりでの作文の発表やポスターの作成・掲

示等へ発展し、定着したものとなっている。
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ケ むらづくりへの新たな取り組み

平成 8 年、これまでの生協との交流活動をさらに発展させ、むらづくり活動の

拠点となる施設づくりを進める「道の駅構想」を決定した。

この構想、は、むらづくりや交流活動また地域の農林産物販売の拠点となる道の

駅の設置と併せ、郵便局や農協の生活センター、またパスの停留所(回転場)な

どむらの活動拠点施設をーカ所に集め、地域活性化を困ろうとするものである。

平成 9 年、仁保地域開発協議会は、道の駅設置にむけたアンテナショップとし

て「いろどり市J (朝市)を開設し、その事務局を仁保農協とした。

また、道の駅の設置にむけた検討のため、{二保地域開発協議会内に「道の駅建

設委員会」などの専門部会を設け、構想の具体化に向けた事業計画づくりや地域

での合意形成、行政との調整が進められた。

平成12年、道の駅「仁保の郷j の運営会社として、第 3 セクタ一方式ではな

く、開発協議会役員が出資の中心となった自治会で運営する(有)仁保の郷が設立

され、 10月に道の駅「仁保の郷」がオープンした。

このオープンに当たっては、オープン前から住民参加の植樹祭が行われ、また

道の駅のオープンを彩るためキクの一戸一鉢運動が行われ、オープン当日には仁

保地域の世帯数を上回る1， 500鉢が釈を飾るなど、様々な形で、の住民の参加が行わ

れた。

また、 「いろどり市」も道の駅エリアに入り、その運営主体も(有)仁保の郷に

代わり、道の駅「仁保の怨IU 全体が新たな賑わいのある市として、むらづくり活

動の拠点となっている。

また、平成10年にはむらづくりに向けた若者の「夢」、 「パワー j 、 「思い」

をむらからまちへ発信する仕掛けやむらの中で楽しむ仕掛けをする組織として20

名の者で「仁保むらづくり塾」が設置された。

この「仁保むらづくり塾」を中心として、山口市の中心街にある中市寵店街と

の交流が始まり、これまでの生産者と消費者との交流とは異なり、農業者(農村

定住者)と商店主の相互が交流し、そのメリットを活かし合う活動のあり方の模

索がはじまった。

ー方、中山間地域等直接支払制度を活用したまちむら交流も始まり、地域の有
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志が山口市民等と連携し、自主的に「田んぼの学校J を開講し、多くの市民の参

加を得ながら仁{巣地区の坂本集落にピオトープを創り、田んぼの自然観察会を

行っている。

盤むらづくりの特色

(1) むらづくりの性格

仁保地域でのむらづくりは、昭和40年晶代の人口の著しい流出を受けた危機意識

の中、 fむらを守る」から「住み良いむらをつくるj へ発想、を転換し、仁保の問

題は仁保で解決する f仁保モンローJ と言われる誇り高い住民意識を背景としな

がら、 「仁保地域開発協議会J が核となり進められ、地域の合意に基づき、それ

ぞれの団体、住民が iヨ襟に向かつて遁進してきた30年の活動が、今日のむらづく

りの成果に結び付いている。

その目標は、生活環境の整備やほ場整備から環境保全型農業への取り組み、消

費者との交流など常に時代を先取りしたものである。それは地域での新たな課題

を地域で素早く認知し、それを解決するため、仁保地域開発協議会を中心に様々

な話し合い活動を経て地域で解決手法を見いだし、地域独自のルールづくりを行

いなカfら耳文りキ並んでいる。

また、その実践に当たっては、当初のむらづくりの理念である「農業を大切に

するむらづくり j から逸脱することなく、 「近代的ないなか社会の創造j を基本

理念として、 「土を動かすむらづくり J 、 「彩り豊かなむらづくり J 、 「安心を

むらから まちへはこぶ皇J と簡潔なキャッチフレーズを地域で考え、できる

だけ多くの住民の参加を得ながら進めているところに仁保地域でのむらづくり活

動の特徴がある。

その結果、仁保地域開発協議会を中心とした話し合い活動によるむらづくり体

制の確立、営農改善組合や生産部会活動による生産体制整備なとごハード、ソフト

一体となった取り組みにより、いきいきと暮らし、安心して地域に定住できるむ

らづくりが進んで、いる。

この度、むらづくり活動の拠点として道の駅「仁保の郷J が整備され、そこを
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拠点とし様々な住民参加による活動が行われているが、今後とも、若者から高齢

者、また女性まで参加し、時代を先読みした「農業を大切にするJ 活発なむらづ

くりが実践されると期待される。

(2) 農業生産面における特徴

ア 農業生産基盤の整備

昭和52年から条件不平IJ地域を優先してほ場整舗の取り組みを開始し、ほほ完了

している。

また、昭和63年、平成元年にライスセンタ一、育苗センタ一、堆肥センターを

|可一笛所に f生産施設センターJ として機能的に整備し、良質堆肥や良質の水

樹、野菜菌が生産者に安定I~せに供給されている。

イ 営農改善組合による地域営農体制整備への取り組み

昭和63年に仁保地域の全ての23集落で20の営農改善組合が組織化され、その取

り組みは、 「営農改善組合にモデルなしJ との考えに基づき、それぞれの集落の

実状に即した営農体制の整備を進め、農業機械の共同利用等による営農の効率化

がなされた。

本年度から始まった「中山間地域等直接支払い制度j への対応についても、集

落の世話人に営農改善組合から参加し、営農・生活両面から地域の実情を反映し

た集落協定を締結している。

ウ 環境保全型農業への絞り組み

f安心、を むらからまちへ はこぶ担j をキャッチフレーズに、仁保地域の農

業と環境を守ることを基本的な考え方として、消費者との交流・提携を重視した

産直型の生産・供給を行っており、県内では先駆的な取り組みがなされた。

生協等との産宣活動では、消費者は山口市内を中心に県内各地、広島にも拡大

し、剖植え、草取り、稲刈りの農作業や農業の学習会を通じた交流により信頼関

係を築きながら販売を行っている。

野菜は、県内 9 カ所の生協店舗に「仁保のこだわり野菜コーナ -J を設け販売

している。ここで販売される商品には、生産者名、農薬の使用状況を明記し販売

しており、消費者から仁保産の農産物は「安心・安全」と高い評価を得ている。

。
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エ 少量多品目生産の推進

1:13 山 i現地域の多様な地形を活かした少翠A多 full 日生産は、 f トランジスタ型団地

生産」の考えから始まり、拍い手の状況が高齢化し、女性がJ:j:"L、となる中で、高

齢者、女性にあった技術開発や作業分担休前IJづくりに努めた f彩り豊かなむらづ

くり J の取り組みにより確実なものとなっている。

特に、 LLJ 日中央農協仁保支所の生産部会には、 f きのこ部会J や「コープふれ

あい米部会j 、 「のんた米部会j の他に「ほうれんそう部会j 、 f らっきょう奇11

会」、 「生協産直野菜部会」、 r:!1ミJ院長11会J など13ìil\会があり、それぞれ特倣あ

る活動を行っている。

オ 一貫野菊生産組合

一貫野地区は標高300mあり、その立地条件を活かし1Uでiの農家が支部の生産に

取り組んでいる。夫婦同伴による月 l 同のほ場巡回を行い、技術{は土全て公罰する

などH昭百和3却91:年lド三カか】ら J技支刻f争11制i

受けている O

その栽培技術の根底をなすものは徹底した土づくりにあり、 10 a 当たり 10 t 税

j支の堆肥を投入するといったものであり、他産地では容易に実践できない技術と

なっている。

また、近年新規参入者 3 名が加わり、i'îfi自の活気がでできており、現在4.8ha を

栽培し、 8 ， 500万円を売り上げている。

カ 道の駅「仁保の刻IU に合わせた事~.たな取り組み

a むらの味加工組合

上~np也区に設i置されている加工路設を ~Iこl心に、地域で採れる様々な産物を活JIl

して、高齢者と::r1iい人たちが加工部門と販売部門をそれぞれが補完しながら、む

らづくり活動として「むらの味加工組合J は運営されている。

各地でのイベントへ参加し販売を行うなど、仁保地域におけるまちむら交流の

先駆けとして成果をあげてきており、道の!択「仁保の主!日」に隣接する A コープ店

に漬け物、味n国等を出荷しており、仁保の顔となる蔵品となりつつある。

b いろどり市出荷者協議会

平成101:ド 7 丹、道の駅建設に向けてアンテナショップとしてオープンした「し、
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ろどり市j は、平成 1 2 年からその事務局を(有)仁保の郷に移し、魅力ある地域

の農林産物を消費者に届けている。

会員数は、現在180名で高齢者が中心となっている。栽培方法は、 「家族が食べ

る食材を消費者に」を旨とし、栽埼技術の向上と多様な産品を計画的に生産する

ように取り組んで、おり、 150品目程度が販売されている。

また、販売はコンテナに顔入り写真を貼り付け、活費者に誰が栽培しているか

解るようするなど工夫し、 f顔の見える販売」に努め、道の駅で販売を開始した

後の今では年間の販売額が l 億円程度が見込まれるまでになっている。

c 菓子加工グループ「かぼちゃの馬車j

道の駅のオープンに向け、地元産品を使った菓子加工グループが平成10年末に

組織化され、 2 年間菓子加工研修を行い、技術習得に努めてきた。

このグループは 6 名で開始し、現在は若手 3 名を中心に運営しておりその平均

年齢も 45歳程度と若い。

このグルーフ。で、作っている菓子は、仁保で採れた様々な果実や野菜を使ったも

のであり、 「肥城桃ういろう j 、 「万次郎かぼちゃういろう J など仁保地域なら

ではものを消費者に提供し、最初の年間販売額は 1 千万円以上が見込まれてお

り、今後、地域の若い女性をパート雇用することにより仲間づくりを進めようと

している。

d 道の駅「仁保の郷J へ参加しているテナントの地場産品の利用

道の駅「仁保の郷」のテナントは、施設設置者である山口市とテナント契約を

交わし参加している。

これらのテナントでの地場産品の利用は、例えばパン工房では地元野菜を使っ

た「いろどりパン」、餅工房では全て仁保産の無農薬もち米を利用し、地元のゆ

ずやよもぎ、また野菜を使った様々な種類のもちを販売し、レストランでは毎日

の野菜を「いろどり市」から仕入れ、またその他の食材も地元の豆腐等を{吏い

「仁保うどんj 、 「いろどり定食」などを販売している。

これらの食材は、 円二保の特産品J として定着しつつあるが、今後、道の駅

オープン後登録されている約 2 千名の消費者データーベースを活かし、消費者と

連携を図り新たな産品開発を行うように取り組んでおり、地元で、33ha栽培されて
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いる小麦を活用した特産品の開発などが期待されている。

キ 複合的流通チャンネルの確立

仁{呆地域では、これまで述べたように市場出荷に加え、ぶどう、ももの宅配、

水稲・野菜の生協等消費者との提携による販売、 fいろどりrl1J による生産者の

顔の見える販売、イベント等での販売など様々な流通チャンネルを確保し、有利

販売により農家所得の向上に努めている。

(3) 生活・環境整備面における特徴

ア 住み良い生活環境の紫備

道路整備については、県道から生活道に至るまで、 f二保地域開発協議会で話し

合いにより進め、計画的に整備を進めてきており、一部の計画化を残すのみと

なっている。

道路網や生産基盤の整備が進む中、地域の仁保)11 をきれいにする取り組みが始

まり、カジカや鮎、ヤマメが住み、蛍が飛び交いそして子ども達が泳げる川 i を守

るため仁保)11 を美しくしようと「仁保)1 1 を守る会j が出来た。

そこで、ほ場整1ífiH去の集落づ、くりの一貫として、下郷地区では平成 4 年度から

農業集落排水事業に取り組み平成 9 年に UJ 口市では、第 1 号の供用開始となっ

た。この地誌での実施にあたっては、非農家団地(深野田地)を含めて行われ、

何度となく話し合いが行われたO 続いて、 仁主11; ・中郷地区については、平成13年

度の完成を目指し、現夜、工事が進められて、 情1\で供用が開始されている。

イ 大富、松柄、一貫野の各々の「ょくする会」における地域活動

仁保地域では仁保地域開発協議会を中心とした地域全体のむらづくりのもと

に、集落や地域ではそれぞれの自治会が中心となり、 「ょくする会」を設けた活

動など地域の実慣に応じた集落づくりを積極的に取り組んで、いる。

上郷地区のむらづくりを目的に、昭和58年設立され、非農家を含めたコミュニ

ティー組織として活動している。その活動は、集落環境点検活動から河川プール

の設置や県道の拡幅、地区運動会、盆踊り大会など“{二保の文化は上郷から始ま

る"と言われる幅広いむらづくり活動を実施してきた。

その結果、 J二郷地区で、は、若い}止代が子どもを連れて帰る家庭も出始めてい
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る。

この他、松柄地夜では、松板金毘羅杜のお祭りで他地域との交流が生まれ、一

貫野地区では、毎年 3 月、 「蕎麦ヶ岳J の山開きを行い「婦人部j の手料理を振

る舞うなどの活動を行い、年聞を通じ蕎麦が岳登山を楽しむ者も増加している。

ウ 「むらづくり塾」による交流活動

本塾は、平成10年に行政主導で設立されたため、一度解散し、自らがむらづく

り活動を実践する集団に改組し、大きく生まれ変わり、現在では発足時の20名か

ら 30名に増え、多様な活動を行っている。

平成10年度から始まった 111 口市の中心街にある中市商店街との交流活動は、平

成12年度から本格化され、 6 月にむらづくり塾が「まちむら交流協定j を交わ

し、仁保地域に「えびす交流出」を設け、商店街側が参加し、むらづくり塾が中

心となって企画し、田植えや収穫の行

事が定着してきた。

」方、商店街では恵比寿まつりと

し、月恵比寿(毎月)で朝~rh を開催、

本恵比寿(1 1 月)では仁保で生産され

たかぼちゃを使いハロウィーンでのか

ぼちゃのランタンつずくり、作品コンテ

ストを実施し、むらづくり塾はインス

トラクターとして参加した。

道の駅設置と併せて、むらづくりの

考え方を勉強するための「むらづくり

講演会」やプレイベントとして「ジャ

ズコンサート」、交流の Illfiî を広げるた

め、 「ふるさと国際交流J として KD

D 1 に勤める外国人職員との交流会を

行うなど、楽しく智慧あふれる活動を

自主的に行っている。

このことは、仁保地域への企業や団

写真 2 消費者との交流「えびす交流

ﾆlJ 

写真 3 むらづくり講演会
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体等の進出についても、仁保地域開発協議会の検討により、むらづくりの理念に

沿った企業や団体の進出を認めるといったことにより、企業等と地元との結び付

きも揺れ、ことも一国となっている。

エ 道の駅 fi二保の主11りを核とした住民参加活動

平成12年 10月 7 日にオープンした道の駅「仁保の郷」での活動は、仁;保地域開

発協議会や(有)仁保の郷の呼びかけに対し、住民や協議会役員が自主的に参加し

たものである。

また、こうしたむらづくり活動を継続し、様々な地域内外の人材集う場として

設置された道の駅 fi二保の郷」では、その企画・運営に仁保地域開発協議会の役

員を中心に構成される f(有)仁保の郷j が当たるなど、その活動は多岐に渡って

いる。

また、こうした取り組みが仁保地域以外の住民からも「楽しそう j 、 「何か仁

保のものを使って参加したい」といった要望もあり、イベント時のフリーマ

ケットへの参加や手作り!日の展示、販売などが催されている。加えて、環境に恵

まれていること、また施設がバリアフリーであることも手伝って、周辺の市町村

のデイケアセンタ一等からの高齢者が多く訪れるなど高齢者から若者まで様々な

人がここに集うなど仁保地域のむらづくりは周辺の地域までも巻き込み始めてい

る。

オ 学校教育との述J持活動

学校教育との連携活動は「教育懇談会」による先生と地域との交流ばかりでな

く、大農業祭での作文の朗読やポスターの作成、展示、その他イベントでの全校

生による体操の披露など地域活動の受入を地域で、行っている。

カ 子ども会活動

少子化等から子どもの数は減ってきているが、子ども会活動は蟻んであり、ま

た他地域では中学生からほとんどの参加が見られないが、仁保地域では中学生や

一部の高校生までもがジ‘ュニアリーダーとして子ども会活動に参加し、小学生の

世話や自らが活動を行っている。

また、地域行事への参加も積極的に行っており、これは、子ども会育成会の地

域への積極的な働きかけや活動ばかりでなく、地域でそうした活動を受け止め、
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その活動の場づくりに仁保地域開発協議会等地元住民が理解と協力をしているか

らこそ可能となっているものである。

キ 大農業まつりの実施と発展

昭和48年に仁保地域の関係する団体が全て参加した「住民が参加する祭」とし

て継続して開催され、周辺の地域を含め多くの者が参加する祭として発展してき

ている。

その開催・運営は、平成10年までは農協と公民館が連携して仁保農協、公民舘

を会場に行っていたが、平成11年度から仁保地区の各自治体が実行委員会をつく

るようになり、 12年度からは参加者もフリーマーケットへの参加として山口市民

まで、広カすってきている。

ク 各種イベントの実施

仁保地域では、 「大農業祭j が地域の重要なイベントであったが、最近の交流

活動を通じ、山口生協との υ、れあい交流田J による活動やむらづくり塾による

中市商店街との交流、有機米愛好会が主体となり、 「たんぼの学校」など様々な

活動がそれぞれの実施主体のもと行われている。

今後、こうした取り組みは、道の駅「仁保の怨むを含め、様々な団体の積極的

な取り組みとそれを取り巻く仁保地域の住民ばかりでなく幅広い人々を巻き込ん

で、道の駅を核に今後一層活発になっていくと思われる。

ケ 文化活動を通じた地域への参加

公民館を中心に様々な活動が行われている。

民謡、フォークダンス、 3B体操など様々なグループによる活動であり、そう

した日々の活動成果を大農業祭や道の駅のオープンなどで発表している。

このように、仁保地域では、個人の資質向上や趣味を日的とした文化活動が、

地域活動と結び付いており、円滑な人間関係の形成や地域活力の醸成に重要な役

割を担っている。

また、むらづくり撃が地域資源の発掘活動を行う中、地域の歴史に詳しい者の

意見を開き、 「道の駅建設委員会j に働きかけ地域内の各資源のいわれ等を整理

した f遊湧見開録故郷仁保J (196ページ、平成12年 3 月発行)を作成し、地域

のむらづくりに関係する者に配布している。
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コ 多様な人材の地域への参画

近年、新規就農者の他にも、大学の先生など様々な文化人が定住を始めてお

り、その土地や家探しについて、仁保地域開発協議会の役員などが相談を受け、

i世話をしている例が多い。

また、このように古くから仁保地域はむらづくり活動が活発であり、多くの調

査等を受け入れてきたが、その受け入れに当たっては昭和44年山口大学の支援を

受け構想、を作成したように様々な知識や地域づくりのヒントを地域として吸収

し、活かすように努めている。

霊童むらづくりの鑓れている点

仁保地域のむらづくり活動の取り組みは古く、昭和46年に「近代的いなか社会

の創造」を基本理念としたところから、地域を挙げての取り組みとなり、現在ま

で続いている。

この「むらづくり活動j が現在まで継続し続けた要素は次のとおりと考えら

れ、この一つが欠けてもここまでの取り組みは困難と考えられる。

(1) 基本理念「近代的いなか社会の創造j を継承

基本理念「近代的いなか社会の創造J の考え方の背景は、次のとおりであり、

この考え方は今でも生きている。

ア 農業を大切にするむらづくりを進める。

つまり、むら=農業と考え、そのことを基本に以後のルールづくりを進めてい

ることから、非農家を含めた地域での人間関係やむらの基幹施設の撃備、企業の

進出など様々なあり方にバランスがとれた耳正り組みとなっている。

イ 人を減らさないためには、条件の不利なところから生産、生活環境を張備

する必要がある。

このことから、地域内の集落問格差が他の中山開地域より少なく、いつの時代

も仁保地域全体でむらづくりを考えることが可能となっている。

ウ 子どもの教育、特に学校教育とは親密に連携を進める。
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子どもが地域に定住することが望ましいが、将来地域から離れても、地域に愛

着を持ち続けている者が他地域に比べて多く育っている様子が伺える。

(2) 住民の合意を優先する課題解決等とリーターシップ

ア むらづくりの局面で、課題の発見とその対応方法の決定までの状況をみる

と、他地域に比べ早くから地域で論議を深め、住民の合意に基づき方針決定して

いる。

イ 仁能地域開発協議会が強いリーダーシップを発揮しながらも、協議会に関

わる各国体や集落での話し合いと合意形成が、地域で発生する様々な課題に対し

一つずつ下寧に行われている。

ウ 話し合いの結果を受け地域で合意したことに対し、仁保地域開発協議会で

は実現のための方法を株々な者・機関等の考えを受け入れながら実行し、必ず実

現に結び付けており、課題が解決された達成感が地域を次の問題解決に対する取

り組みの熱意に結び付ていることから、先見性のある車り組みともなっている。

エ むらづくり活動の局面ごとに、むらづくり活動の目標をキャッチフレーズ

に置き換え、住民全員の取り組みに結び付けるように工夫している点も、住民の

合意形成を推進する上で見逃せない取り組みである。

(3) 集落段階での徹底した話し合い活動

ア 課題解決のための話し合いは、仁保地域開発協議会や関係団体段措での話

し合いと各集落段階の話し合いが双方やりとりされながら、合意するまで徹底し

て行われている。

イ 集落段暗での話し合いは、誰でも意見を述べることができる環境がこれま

での取り組みでできており、例えば、高齢の女性が述べた意見が正しければ、如

何に声高に意見を述べる者がいても、参加者は正しい意見を支援するといった、

話し合いの手法が地域で創られてきており、 「声の大きな者の意見が通る。 J む

らづくりとはなっていない。

ウ 徹底した話し合いを経て合意されたことについては、論議は別としてその

実現のためには全員が協力して取り組んでいる。
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エ これは、これまでのむらづくり活動が地域に浸透している証でもある。

(4) 1) ーダーを支える豊富な人材と様々な活動

ア 仁{巣地域開発協議会やその関係団体の強いリーダーシップによりむらづく

りが進められているが、それを支える若い層に様々な能力をもった多くの人材が

おり、その強い行動力をもって地域の活力を生み出している。

イ こうした若い人材が、交流などこれからのfI寺代を先取りした地域活動を

行っており、むらづくり活動も f近代的いなか社会の創造J 活動から自然、にその

範閣を広げ、様々な取り組みが地:liixで行われており、これからもさらに多様化す

ると思われる。

ウ こうした若い人材の積極的な地域活動を地域が支援しており、仁保地域開

発協議会の新たなリーダーの人材育成も進んでいる。

(5) むらづくり拠点「道の駅仁保の郷J と担い手の拡大

ア 仁保地域のむらづくり活動の拠点として「道の駅仁保の郷j が設置され

寸、

"目。

イ そこには、地域の多くの人々が参加、関与し数々の行事が行われ、特産!?ll

の出荷や、新たな開発が進んでいる。

ウ その参加者は、高齢者から、丈性や若者まで各穏で着実に増加している

が、その中には仁保域外からの参両を希架する者もあり、むらづくり活動は大き

く広がりを持ち始めている。

このように徹底した話し合い活動を通じ住民が合意した理念や自 i索に沿ってむ

らづくり活動を行っており、合意した事項は必ず実現しながら先見性を持って新

たな課題を取り iニげていくことで、常にむらづくりへ住民が参加しており、 30年

も継続できるむらづくり活動となっている。

これは、リーダーの高い資質と住民の参加意識の両面が織りなすものであり、

何れが欠けても仁保地域のむらづくりはここまで進むとは考えられない。

その結果、農業・生活基盤はほとんど殺備され、その上で交流活動などの他新
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たに環境運動にも取り組みを開始するとともに、若い人材も着実に育ちつつあ

り、これからはこれまで以上に幅広いむらづくり活動が行われ、発展すると期待

できる地域となっている。

「仁保地域開発協議会j は、この仁保地域のむらづくりの中核となる地域や各

団体のリーダーが集まった、住民自らの発意により自j られた任意集団で、あるが、

むらづくりに対する強い思いがこれまでその組織を維持するばかりでなく、他に

誇れるむらを富IJ るうえでの、重要な役割を担っている。

また、会長である山本繁正氏は菊栽培農家であり、県内でも優れた技術を持っ

た経営者であり、後継者も就農するなど農業の実践者としても幅広く活躍してお

り、その人望は高く、多くの人に慕われている。他のリーダーも同様に農業協同

組合、土地改良豆、森林組合など地域で活擢しており、多くの人の信頼を得てい

る。

仁{呆地域のむらづくり活動での行政との関係は、こうした池域の人達が日常の

視点で、問題意識を持ち、その解決のために地域の発意と総力を結集し、自由な発

想に基づく提案が行政へ行われることにより、住民にとっての問題解決に施策と

して何が必要か、メリットがあるかなど、行政と仁保池域の住民がともに考え、

ともに汗を流すという協働関係にある。
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農林水産業の概要
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むらづくりに関する年表
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è，支持-1m進協ぷ会J を結成

相手11 52 iド I U1草地 iポで、ほ場経11iìiが I JlJ ljfì され、 JJ!. iJ:
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受賞者のことば‘

満天の星・さらなるきらめきをめざして

星野村農業・農村を考える会代表笛 出厚一郎

私たちが、これまで村民が一体となって取り組んできた「むらづくり活

動」を高く評価していただき、深く感謝申し上げます。今回の受賞という名

を自信と誇りに、これからも活動を続けたいと考えているところです。

星野村聞は林業で栄えた村でしたが、林業の低迷や担い手の減少などによ

り、急、i敢に過疎化が進みました。

そのような中、何とか村を活性化させようと、農村女性グループや生産部

会等が、農業と生活の阿国から活動してまいりました。しかし、それぞれの

組織が単独で活動したのでは解決できない課題が多く出てきたため、私たち

は、組織を有機的に結びつけ、生産振興とむらづくり活動を一元的に推進す

る「星野村農業・農村を考える会」を結成しました。

この会は、 「生産振興j 、 「経営の育成J 、 f女性の活動J 、 「交流の促

j割、 「景観の保全J の 5 つの方針。をもとに、村ー民の相互扶助の精神を大切

にしながら、活発なむらづくり活動を行ってきました。
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その結果、今では年間40万人もの消費者が訪れるようになり、経済基盤の

確立はもとより様々な取り組みが連携して展開され、笑顔のきらめくむらと

なっています。

今後l土、山南地域の強みを活かし、農業の振興を基本に林業とのイ本的な

振興に努めるなど、新たな課題にも積極的に取り組んでいくことが重要だと

考えています。

また、さらなる都市と農村の交流を促進するため、村からの提案である村

全体が静物舘機能を持つ「星野村ーエコミュージアム構想j や「山林オーナ一

部JJ の取り組み等にも積櫨的に参i到し、地域住民と都市住民の知恵や創造力

を積様的に取り込みながら、自分たちの手で総合的なむらづくり活動が展開

できるよう一層頑張っていきたいと思っております。

盤むらづくりの概要

(1) 地区の概要

星野村は福間県の東南端に位置し、東西に長く、東は大分県に接する「県境J

の 111村である。

総面積の84%が山林で、標高

300m以上が全体の 9 割 (500m

以上が半分以上)を占めてい

る。気候は、雨が多く(年間降

水最2 ， 300mm) 、年平均気溢

16.4
0

C である。

交通の便は福岡市から車で約

2 時間、福岡県八女 1 C から国

道442号線を東に約 3 0 kmで、あ

る。本村の中央部を県道が走っ

ており、この県道を基幹にして

第 1 図皇野村位置凶

A44 
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各集落への道路が整備されている。地

形は急峻で、 UIの斜聞に築かれた石積

みの搬出は、美しい山村の景観を作り

出しており、補同県の輿座敷「奥八

女」と u手ばれるところである。

人口は、 3 ， 881 人(平成12年国勢調

査)で、 IIB和 30年代後半から急速に過

疎化が進み、昭和35 il二と比べ半数以下

に減少しているが、 i設近は 1~1 7!~減の状

況である。

産業は、農林業を主体とした第 i 次段業がI←1-1心である。立地条件を活かして、

良質茶と花木の生産を拡大してきたが、高度経済成長以降、年層を rlJ心に人口

流出が進み、村全体の活性化への取り組みが必要になってきた。

写真 1 受賞者の写真

(2) むらづくりの経緯

f星野八郎胤賓が紀州熊野権現を無ìhfJ Ll, (室 UJ) に勧諒して無揃LLi十二社権現

1':1:を創建する。」と野の地名が鎌倉時代の資料に表記されている。茶の歴史も

古く、Iltを問じくして村内の大円寺において山茶として栽培されたのが星野茶栽

培のきっかけである。

村の間部にある星野金吐lは有名で、昭和初期に採掘され、企業進出で隆盛をき

わめた。昭和15:1ドに実施された第 5 間関勢調査では総人口が、 9 ， 226人で、ピークを

迎えた。 昭和18:1fに金採掘がliJ.Lとされた後は、茶業と林業が村の基幹産業として

栄え、特に、高級王蕗の産地として有利な自然条件を生かし確11m たる地位を占め

てきた。

林業は、零細農家の関知j のL1J林労務に支えられ、おくから良質材の産地とし

て知られてきた。しかし、木材価格低迷による就業機会の減少や活者の都会志向

により人口がìTiI I:I\し、過疎の村となった。

ア ーつのきらめきが村の人びとにやる気を与えた

本地域内には特般的な土壌(焼け.:1: :般性二!こ J)'l1で、栽培に i嘆さない赤土)で、試行

什
/
臼



錯誤を繰り返していた地域があった。

昭和30年代、 4 人の生産者が村内の山林に自生するアセビやドウダンツツジ等

を栽培し、市場出荷したことから星野村の花木生産が始まった。その後、栽培方

法が確立したこと、全国有数の植木産地であり集散地でもある福岡県田主丸可へ

の道路が整備されたことから、種々の花木を導入し、本格的な栽培が始まり、既

存の基幹作物である茶に加え花木の振興を図っていった。

昭和40年代には、集落の共有原野の払い下げや水田転作の実施等により「茶+

花木」の複合経営が積極的に取り組まれ、経営規模の拡大が進んだ。

昭和50年代に入ると、花ァドの価格も安定し、いきいきとした農業生産がむら全

体に広がっていった。

イ 営農集出の再編とリーダーの育成

村の大きな特徴として、集落対抗意識の強さがあげられる。農作業の機械化、

省力化の進行及び農家数の減少とともに集落機能も弱まり、農家個々バラバラに

営農を行うようになったことから、もう一度、集落内の協誠意識を取り戻そう

と、村は、昭和50年代後半より集落単位に営農集団の背成に絞り組んだ。地縁的

結びつきを背景に各種の話し合いが行われ、営農集団としての活動を行っていく

中で、集落内にリーダー及び作自ごとの名人が生まれ、それらの人を中心に人の

輪ができてきた。

また、農協は、振興作物としての園芸品目が普及していく iヤ、お互いの情報交

換の場として、作目ごとの研究会や部会を発足させた。総合的な生産振興を進め

る視点から、昭和63年に各生産部会の代表で構成する生産組織リーダー協議会が

発足した。

ウ むら全体が動きだす

集落ごとの再編や農業生産が軌道にのると、女:性グループをはじめとしていろ

いろなむらづくりの取り組みの芽が生まれてきた。そして併せてむらづくりに対

する意見の相違も出てくる。人口3 ， 900人のむらがバラバラの活動をしていては消

費者に対しでも失礼との意見が出てくる。そこで、生産組織リーダー協議会が中

心となり、作物ごとの取り組みの一本化やむらづくり活動を村が 1 つになって推

進することを目的として、平成元年に住民主体で「星野村農業・農村を考える
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会J (以下、考える会という。)を発足した。そして、この考える会を 11:1心とし

て、王子成元年に第 l 悶農業振興大会を開催した。この大会は、農業振興を通して

地域を活性化させるという目標のもと、農業者自らが中心となって企画し、これ

まで毎年開催している。

また、一部の地域では、以前から茶摘み体験等を実施するなど、都市との交流

を進めていた。交流が定着し深まる中、考える会では交流のための拠点施設の必

要性を感じていた。

新たなlfx.組を模索していた中、自治省が提唱したふるさと創生事業は、絶好の

チャンスであった。 住民アンケート等の結果を踏まえて、考える会が観光拠点施

設の整備を行うとともに、基幹産業である「お茶」と美しい自然、歴史、文化遺

産を有機的に結合させて村の活性化を出lることを提案した。 r茶の文化館J の誕

生である。

山同地域の条件のもとで、三j7. tl日[1に負けない茶と花木を中心とした倒々の農家

の経営確立の推進、女性グ、ループの交流活動や法人組織の設立など総合的な活動

を行っている。その結果が、 「出身地はJ と問かれた村出身の若者が、 「星野村

です」と小声で言っていた村に、年間 4 0 万人を越える市費者が訪れるまでに

なった。

(3) むらづくりの推進体制

ア 星の中心となる星野村農業・農村ーを考える会

茶と花木を基幹とする生産振興、経営の育成、女性の活動、交流の促進及び景

観の保全という 5 つの方針について、一元的、総合的に計測・推進していく住民

主体の機関が「星野村ー農業・農村を考える会J である。

考える会の構成は、生産組織 1) ーダー協議会代表、担い手組織の代表、女性グ

ループ代表、女性農村アドバイザ一地域の代表者である援野地区農事組合代表、

協定集落協議会代表と関係機関である。ここで検討・決定された方針・計踏の実

践については関連するそれぞれの組織 が担っている。

イ 生産振興の星 生産組織リーダー協議会一

発足当初は、茶や花木の生産部会代表者のみで構成していた。その後、様々な

ウ
t

門d
t

ワ
ム



部会や研究会が発足するごとに新たな組織が加わり、現在は、茶業部会星野支

部、星野村緑化木生産出街組合連合会、切り枝研究会、ナス部会星野支部、花き

部会、ネギ部会、チンゲンサイ研究会、とまと部会と関係機関の代表者で構成し

ている。各組織の生産拡大はもとより、それぞれの組織のみでは解決できない課

題の検討等、相立の情報交換の場として活動している。

ウ 経営育成の星 一活躍する担い手一

平成 6 年に農事組合法人足野緑茶組合(構成員 12名)、平成10年に農事組合法

人皇の喜楽|望(構成員 8 名)を設立した。いずjノLの法人も 40歳から 50歳代が1=1:1心

で、村内の農業経営の一等星たちである。

村内の認定農業者数は、現在日経営体である。平成13年 4 月に認定農業者が連

携し、経営改善計画に掲げた目標の達成と地域農業の発展に寄与することを目的

に認定農業者連結協議会を設立し、技術の研績と高所得経営を目僚として活動し

ている。

エ k↑生活動の星 女性グループ連絡会議

昭和63年に、集落ごとにあった女性グループの連携と活動の発展を図るため、

た|笠グループ連絡会議が結成された。構成員は「おばしゃんの店清流」運営委

員、 ]A女性部、婦人会役員、蕗工会女性部など女性 1) ーダーたちである。

村に埋もれている力[J下命食品を掘り起こし、商品化するために昭和61年から平成

3 年まで「阜のふるさと食品フェア」を星野村Aで開催した。

また、平成 5 年からは、 「おばしゃ

んの店清流J を運営している。平成 9

年からは村外に向けての情報発信の場

として「星の遊友里めぐり」を実施

し、さらに、村内の女性についての実

態誠査、男女共同参両についての研修

会なども企画・実践している。その活

動費は、各グループから年会費を徴収

して当てているなど、自主的な活動を 写真 2 女性グループによって運営さ
実践している。 れているおばしゃんの店清流
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オ 交流促進の星 一時代をとらえた仲間たち一

考える会の構成員(星)は、それぞ、れ自分のできる範出のことからやっていこ

うということで、茶摘み体験ツアーに始まり、各種農作業体験の場の提供、学校

教育との連携、農家民宿、 111村留学、監の遊友めぐり、むらまつり、文化施設

を活用した交流等に積極的に取り組んでいる。

カ 景観保全の濃 さまざまな住民グループ

景観保全検討委員会は、ボランテイアを含む各組織の長と行政で構成している。

農地保全のみならず、村中の景観を美しく保つため各組織への働きかけはもとよ

り、自らも景観パトロール、沿道の植栽(桜等)、奇~:刈り、 ZE き f則合い等を実施

している。

また、農事組合、地域農業集匝の活動として棚 i士l保全、仁1 1 1111帯地域等直接支払

い制度に積極的に取り組んで、いる。

特に平成12年度から始まった中 LLi問地域ffI接支払し、制度にともない、対象農地

の75%で協定が結ばれ、協定集落連絡協議会が関係集落で発足した。これは直篠

支払い金を将来に向かつて有効に活用するためである。現在は棚!万への耕作道整

備への負担金、景観作物(彼岸花やれんげ)代金などに充てられており、将来は

棚田公閣を整備する夢が平くも tH されている。また、水稲(撤回)を支えてきた

農家が口々に言う[ここまで苦労してきたことが認められてうれしし、今後は

もっと美しく、散策できる体制を築いていく」と。

広 i勾・上原地区(美しい日本のむら景観コンテスト入選、棚田百選)棚閃保存

実行委員会は、第 6 区の区長の呼びかけで結成された棚間保全の実践組織であ

る。

(4) むらづくりの内容及び成果

ア 農業振興面

① 高収益農業の展開

a おいしい星野茶

星野茶は標高200~800mに栽培されており、朝夕の大きな気品差と良好な土壌

条件を利用して高級茶栽培が行われている。栽培者数635戸、面積258ha、粗生産
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額10億円である。

特に、玉露生産に適しており、茶生

産量259 t (Hl 2) のうち玉露の生産は 1

7t と少ないが、 1 kg当たり平均単価は

12 ， 900円(Hl 2) と全国一を誇る。茶生産

者 l 戸当たりの経営規模は1O~15 a と

小さいが、法人を組織している者を中

心に規模拡大が関られ、専業経営が
写真 3 立地条件を生かした高級茶と

育っている。 花木の生産

このおいしい星野茶は、 111 の力(杉

立木、朝霧)と清流星野川と名人たちの競い合いといえる。

1 )法人による経営確立

荒茶加工は、集落単位での共同工場が中心となって行っていた。煎茶は、生産

者の高齢化と工場稼働率低下に加え、需要の変化により生産コストの低減が余犠

なくされ、茶工場の再編が必要不可欠の状況となった。その結果、村全体の話し

合いが行われ、希望者が集まって、平成6年に八女地域初の農事組合法人「星野緑

茶組合J が誕生した。 111 開地での法人設立は、全国的にも例が少なく、地域に大

きな反響を与えた。

その後、二町会(自主的な研究会組織、比較的規模の大きい農家で構成)のメ

ンバーの中で、茶工場の再編を希望する農家が集まり、 2 つ目の法人である「星

の喜楽図j が設立され、王子成11年から稼働している。両工場の生葉処理能力は、

約47万 kg と村内生業生産量の 3 割に相当することから、 2 法人が星野村茶業の中

心的担い手組織として注目を集めている。

大型再編工場を建設したことで各人の楠採時の労力が軽減され、構成員ひとり

ひとりの経営規模が拡大した。

星野緑茶組合では、設立当初、構成員の栽培面積の合計は約17 haで、あったが、

現在では幼木閏も含めて31h aに拡大した。さらに平成 1 3 年度には約 5 haの規

模拡大を計画している。

2 )商品開発による消費拡大
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玉露は、生活環境の変化や生活スタイルの変化に伴って消費が減少し、減産を

余織なくされた。しかし、村の茶業振興を進めるためには玉露の生産が不可欠で、

あるとの認識から、消費拡大のための「茶の文化館j が平成6年にオ プンした。

ここで、玉露の新しい飲み方で、ある f しずく茶J を提案、好評を博し、星野玉露

を PRする大きな原動力となっている。

また、昔ながらのお茶の保存方法を再現した「諜刻茶」は、数量を限定し販売

している。この取り組みは新たな消費拡大をねらった取り組みとして話題を u乎ん

でいる。

3 )環境に援しいお茶づくり

平成12年度から県の茶施肥基準(窒素施肥量53kg/10a) に対して、関係機関と

連携しながら施肥削減に取り組んでおり、施肥j去の改善により従来の施肥最に対

し 1121長度まで削減することが可能となった。また、有機栽培の取り組みも始まっ

ている。

b 山を京3る ~E木(ツツジ、サツキ、アセビ、 ドウダンツツジ)

花木生産は、茶の補完作物として、転作作物として、そして地域にあった作物

として順調に拡大し、出荷組合ごとに独自の販売先を開拓しながら生産してい

た。さらなる星野村-ブランド確立のため、平成 6 年に 7 出荷紐合による星野村緑

化木生産出荷組合連合会が結成された。平成12年現在、構成員76戸、生産面積

65ha、販売金額 4 億 3 子万円となっている。 1 戸あたりの平均売上高は570万円と

高収誌な農業が実現されている。

ここ数年は、公共用樹種の需要低迷と単価安が続いており、かつてのような需

要の伸びが期待できない状況であるが、若い人が中心になって生産技術部という

内部研究組織をつくり、土づくりやガーデニングブーム等を考癒した一般消費者

向け新路品(落葉樹禄)の開発等に取り組んでいる。

IlJ を彩る花木たち、地元の農家たちは、この景観を flllが笑う j と表現する。

c 輝きだした|重l芸品自

1)水出を利用した複合経常の擁立

茶の規模拡大が進む lがで、経営規模の小さい農家の経営を 11在京するため、茶と

の労働力競合がない夏秋野菜、切り花や切り校が導入されている。夏秋野菜は、
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高品質で収益性が高いことが魅力となっており、栽培者も増加している。

2 )高齢者が取り組むいきがいとゆとりある経営

切枝は、多くの所得は袈めないものの、他の品目に比べると労力が非常に少な

くてすむことから高齢者を中心に生産者が増加し、昭和63年 4 月に切校研究会が

発足した。

現在では、会員数50名で栽培面積 5ha、販売金額は1， 800万円で間年出荷が行わ

れている。主要品目はニオイヒパのほか、シキミ、サカキなどである。輸入品と

の競合が無いこと、週 3 回の集荷で収穫日に余裕があることなどから生産・販売

は順調であり、特に高齢者の笑いが絶えない農業として確立しつつある。

d さらに競争しはじめた集落と組織

平成12年度から始まった中山間地域等直接支払い制度に県内でもいち早く取り

組み、積極的な話し合いが行われている。

初年度にして、村の対象農地の75% にあたる 189h aで、集落協定が締結されてお

り、集落機能の維持、経営安定のために、互いに協力しあって取り組んでいる。

農業生産活動では、耕作放楽地の復旧をはじめとして、法面点検、水路・農道

の管理を計画している。また、多面的機能を増進する活動ではレンゲ、ツツジ、

ヒガンバナ等の景観作物の作付けに取り組み、また、そのうち 3 集落では、体験

農園にも訳り組むこととなっている。他にも農作業受託の推進、担い手定着のた

めのオペレータ育成確保、機械コストの低減を進めている。

各集落での~x.組状況や交付金の有効活用等の情報交換を行うため、各集落の代

表者で組織する連絡協議会が大きな役割を果たしている。

以上のような取り組みの結果、認定農業者が 5 5 経営体誕生し、若い後継者も

増えつつあり、活気のある農業生産が展開されている。また、村全体の農業粗生

も順調に伸びており専業農家(認定農業者)の平均粗生産額は 1 ， 000万円を超え

ている。

② 自立する女性活動

a 加工品の掘り起こしから商品化へ

昭和58年 6 月、村内の生活改善グループが活動の先陣を切って、 「ふるさと

便j の取り組みが始まった。年会費を納めた会員 100人には年間 3 回新茶、棚田の

282 



かけ干し米、ちまき、らっきょう泣け、高菜漬け、味噌なとやの農産加工品が送ら

れるシステムである。ふるさと{更を受け担った会員の方からの喜びの手紙や電話

を楽しみに活動を続けている。

この先進的な活動をきっかけに女性グループ連絡会議が組織され、村l勾での

ふるさと食品フェアが開催された。

そして、星野村Aの農産物や昔から食べてきた行事食を活かした加工品の掘り起

こしと開発を行い、臨品化へとつなげてきた。そのため、加工場の必袋性がj曽

し、平成元年に農産加工センタ- r星のJll.J を開設した。

このことにより、たくさんの出品(かりんとう、元気豆くん、味噌等)が製

造・販売できるようになった。

さらに平成 9 年度に星野村の全体の商品開発を考えようと、足のふるさと商品

開発委員会が発足した。構成員は、財団法人足のふるさと、商工会、森林組合、

地元商工業者、 「おばしゃんの店清流J 主営委員会代表、農協、役場、普及セン

ターである。

星野にある豊富な農産物から星のふるさと特産品を開発し、パッケージの検討

を行い星野村の高品として統ー!惑を出し、村のイメージアップを図った。

また、村の施設では村内で生産された農産物を積秘的に食材として活用してい

る。 r監の文化館」のレストランでは、宿泊客の朝食に赤米を炊き込んだ、ご飯が

出される。レストラン「湖畔J では、季節の野菜をふんだんに使っただご汁、里

を使ったドリア、大根を使ったグラタン、抹茶ソフトクリーム、;J;jミ茶ミルクな

どがある。豚肉のソテーには星のふるさと q~j'産品で、ある「フゃルーペリージャム j

を使ったソースが添えられている。これらは、商品開発委員会で提案されたもの

である。

b rおばしゃんの店清流J

平成 5 年に、物産販売所「おばしゃんの信清流j を開設し、村で、商!日化した加

工品を販売し始めた。これによって女性グルーフ。は加工品の製造・販売を一貫し

て行うようになった。

運営にあたっては、 k性グループの lやで委員会を結成し、自ら流通・販売や経

営の研ー修会を開きなカf ら f11小主的に行っている。
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その結果、売り場面積は小さいが、毎年商品数と来客も増え、着実な売り上げ

の増加につながっている。また、顧客名簿を活用し、季節の便りを心を込めて届

けている。

「おばしゃんの店清流J は、上手なる産売所ではなし、。ふるさと公園の入り口に

位置しているため、情報発イ言葉地ともなっており、お客様に…杯のお茶を勧めな

がら「どこからですかJ í星野ははじめてですかJ との会話を欠かさない。

活動は村内だけにとどまらず、福岡市や北九州市などへの出張販売(平成10年

度20 日、 11年度14 日)を行い息野村を自らがPR している。特に福岡市内の女性

の会 (60名)とは平成11年 2 FJ より継続的に交流し星野村の良き応疑団を獲得し

た。

特筆すべきは、消費者からの苦情の処理である。もちろん商品に対する管理は

当然だが、もしもの苦情に対しては、その日の内に解決するように努力する。

話で解決しない場合は出向いてでも理解を得る努力を怠らない。

c 幅広い視点と行動

平成 9 年には女性グループ連絡会議は、村内女性の実態調査を行った。その結

果、 20歳代から80歳代までの女性1.036人から回答が寄せられた。その中で、 l 人

当たり1. 5種類のスポーツや文化芸能活動や地域活動に積極的に取り組む女性の姿

が現れた。しかし、 「女のくせに」と言われることがまだあるなどたくさんの意

見が寄せられた。そこで、考える会で開催している農業振興大会でこの結果を報

し、男女がともに星野村を支えていこうと訴えた。

女性グループ連絡会議は平成10年からは女性の集いを開催し、男女共同参画社

会の形成を呂指している。また、平成12年には村内の小学校へ鰻頭・味噌づくり

の講師・加工見学など学校教育との連携を国っている。

イ 生活・文化面

① むらまつりと伝統文化の継承

むらまつりと言うと村全体の催しが一般的である。もちろん、村全体のむらま

つりは青年団が主保して行うが、各集落ごとのむらまつりが毎年行われ、それぞ

れに競い合っている。村全体のむらづくり、伝統文化、芸能等はその延長線に今

でもなっている。
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県指定f~~JI三文化財の「風流・はんや舞」は、貞!志元年、結尾城主黒木氏が国家

安全と風間無難を折って舞楽ならびに風流の神事をなしたとあり、毎年9月の第3

日 H翠目、池の山の麻生神社に奉納される。その他、 「こっぱげ商j なども務者に

受け継がれ活気に満ちている。

この「風流・はんや舞J は、風流(打楽)とはんや舞(扇舞)から構成され、

|雑子方の笛に合わせて打楽が演奏される。その後、持を着け扇を持った20人税

が、はんやのかけ声とともに古謡を歌いながら、扇を開いたり閉じたりしながら

舞い踊る伝統芸能である。また、 fこっぱげIHjJ と呼ばれる祭りが集落の若者の

手で引き継がれている。祭りの起源ははっきりしないが、平安時代に疫:府が流行

した時に「悪霊払い」として始まったと伝えられる。鬼の闘をかぶった若者が

「こっぱげ」に扮し、青竹を:手に人々の体をたたき病気を追い払う夏の祭りであ

る。

② 交流イベントを通じ浪費者にアピール

年間を通じて開催される各種交流イベントは、生産者はもとより女性グループ

が主役となる。特に、平成 9 年から「はんや務」の奉納にあわせて、星野村-に訪

れる観光客に昆野の秋を楽しんでもらおうと女性グループが「星の遊友阜.めぐ

り」を企爾・運営している。村を走る県道沿いに 5 か所のテントを立てお茶や郷

土料理を振舞う「お接待」を通して、訪れた観光客との会話を楽しんでいる。同

時に、自分たちの加工品の試食・販売も行い昆野村のファンづくりに取り組んで

いる。なかでも人気なのは、テントをめぐるスタンプラリーである。皇野村内を

巡ってもらおうと工夫したことで毎年村外から 250人以上の参加がある。

特産品である星野茶を消費者へ情報発信することを目的として、 f星のふるさ

と新茶まつり J を 4 月下旬から 6 月中旬にかけて実施している。星のふるさと公

園、茶の文化館をメイン会場にして、部茶会(お茶の種類をあてる)、茶摘みツ

アー、手もみの実演・体験等各種イベントが開催されている。いずれのまつりに

も k性グループは、加工品等を販売する出告を出し、積極的な交流に努めてい

る。

その他、サツキまつり、ほたるまつり、星のまつり、農業振興大会など年聞を

通じて、消費者との交流や地元農業の PR を穣極的に展開している。
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③ 美しい景観・環境を守る取り組み

星野村は、豊かな山林、星野川を中心に花木、棚田、茶園が彩る。大人から子

供まで、ず、っと引き継がれた定期的な清揖・美化活動の結果である。

特に、村内にある棚田は、すべてが精巧な石積みで築かれており、祖先が血と

汗で開墾し、守ってきた貴重な文化遺産であることが地域の人に見藍され、この

棚田の保全を図ろうという動きが芽生えた。村では、棚田の中心的位置にある広

内・上)京地区(約 6 ha) を指定し、景観の保護と生産の場としての両立を進める

「広内・上原地区棚田保護条例J を制定している。既に、草刈りやソパのオー

ナー制度の取り組みが行われている。また、棚田での農業体験等を通した都市と

農村の交流活動を一層促進するために、中山間地域等直接支払い制度の交付金を

活用して体験農閑の開設等を既に実施している集落もある。

④ 星野型グリーンツーリズムへの挑戦

平成 2 年、仁田原小学校の父母が発起人となり、都市住民との交流による地域

の活性化を目的として山村留学制度がスタートした。留学児童が、古い家を改装

した「星の自然の家J で、の共伺生活を行う「センタ一方式J による留学であっ

た。しかし、 3 年目には、地元の家庭にホームステイする「里親方式j に転換す

るなど試行錯誤を重ね、官学制度10年目を迎えた平成11年度からは、全国にも例

を見ない星野村‘独自の方式(センタ一方式の中に里親方式を組み込む。子供たち

一人ひとりに里親を決め、月に 2 剖はその家に宿治する。)を採用している。

学校内では留学児童に刺激されて、地元の児童にヤル気がでてきたことや、高

齢者の多い地域に子供たちの声が聞こえることで、地域に活気が戻ってきた。留学

が終わってもその後の交流が続いている。また、 トマトの接ぎ木作業を子どもた

ちにも経験せさ、そのトマトが給食に使われるなど、カリキュラムの中に自然環

境や文化など地域資源を活かした活動が組み込れている。

地元での期待も大きく、地域・学校・センターの三者が一体となって支援して

いる。

このような取り組みを契機に、地元の小学生は人と出会うと必ず大きな声であ

いさつをするようになった。

また、日帰りの交流に加え滞在型の交流も始めた。平成11年 4 月、女性グルー
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プの 4員である女性農村アドバイザーが自宅の離れを改築し農家民宿「総のìl司」

を開業した。平成12{1三には 145人の街泊客:を迎え、滞在型のグ 1) ンツーリズムを

実現している。街泊客からは、 「誰にも教えたくない自分だけの宿にしたいJ と

いう感想が寄せられていることはこの上ない喜びである。

圏むらづくりの持色

(1) むらづくりの性格

星野村は林業で栄えたむらであったが、輸入木材の増加lによる 11日i絡の低迷等に

より、若者を中心に人口が流出し、村の過疎化は急激に進行した。

村では、農業を基幹産業と位置付け、地域農業集団育成に取り組んだ。-方、

農協は茶や花木の振興と補完する振興作物を推奨し、生産組織リーダー協議会が

発足することになる。

しかし、星野村の活性化を総合的に展開していくためには、これらの組織単独

では解決できない様々な問題に対処するためこれらの組織を有機的に結びつけ生

産振興とむらづくり活動を一元的に推進する考える会が設立された。

考える会は、 「満天の塁、笑顔がきらめく星崎村をめざしてj をスローガンに

掲げ、 「生産J辰興」、 「経営育成j 、 「女性活動j 、 「交流促進」、 f景観保

全」の 5 つのキーワードを振興の柱として、総合的な活動を展開している。

(2) 農業生産冨における特徴

ア 茶や花木を rl:1心とした生産振興

茶の振興は、環境に優しい茶づくりをめざし、従来の施肥基準の約 5 割の施肥

量で、従来とほぼ同校度の収量・品質水準にまで、技術改善が行われたO また、玉

露の消費拡大のため、玉露の新しい飲み方で、ある「しずく茶J を提案するととも

に、生産者が中心となり昔ながらの茶の保存法を再現した「復刻茶」を商品開発

し、好評を博している。

花木の振興は、販路J広大に向けて、平成 6 年に星野村緑化木生産出荷組合連合

会を結成した。また、ここ数年公共用樹種の詣要低迷が続く l:j:1 で、ガーデニング
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ブーム等を考慮した一般消費者向けの新説材(落葉樹)の開発に取り組んでい

る。

これらの生産振興については、考える会で検討され、各部会・研究会に定着し

たものであり、現在の星野村の農業を支えている。

イ 法人組織や認定農業者による経営育成

星野村の茶生産者一人当たりの経営規模は、兼業農家が多いこともあって10~

15 a と少なく、荒茶加工は集落単位で共同工場が中心となって行われていた。し

かし、生産者の高齢化と茶工場稼働率の低下に加え、生産コストの低減が求めら

れるようになり、茶工場再編の気運が高まってきた。そこで、考える会では茶の

担い手経営育成について検討した結果、平成 6 年及び平成10年に 2 つの農事組合

法人が誕生し、専業農家の規模拡大を図っている。

一方、認定農業者数は平成12年度末現在日経営体で、認定農業者 1 人当たりの

農業粗生産額は 1 ， 000万円を超えている。また、平成13年 4 月には、認定農業者連

絡協議会が発足し、活動が始まった。これら先進的な取り組みは、個々の農家の

経営安定と星野村の池域農業の発展に寄与している。

ウ 活発な女性活動による、農産物加工品の開発・販売

昭和58年、村内の女性 6 人が立ち上がり、 「ふるさと便j の取り組みがスター

トした。これがきっかけとなり、女性グループ連絡会議が結成され、 「星のふる

さと食品フェアJ が開催された。食品フェアでは、星野村の農産物や行事食など

の掘り起こしを行い、商品化へとつなげている。

平成 5 年には、物産販売所 fおばしゃんの店清流」が開設され、農産加工品及

び農産物の販売が始まった。

さらに、平成 9 年度に女性グループ連絡会議では、村内女性の実態調査を行

い、その結果を農業振興大会で発表するなど、村の女性の熱気あふれるパワーに

より、生き生きとした地域づくりが展開されている。

エ 都市と農村-の交流促進による村の活性化

「おばしゃんの店清流」は、単なる直売だけではなく、消費者への情報発信基

地となっている。また、福岡市や北九州市への出張販売を継続的に行い、星野村

の良き応援団(福岡市「女性の会J )を得ている。

288 



グリーンツー 1) ズムの取り組みについては、女性農村アドバイザーが自宅の離

れを改築し滞在型の農家民宿「緑の洞j を開設し、 「だれにも教えたくない自分

だけの宿としたいj と好評を博している。

山村留学の取り組みについては、全国でも類をみない星野村独自の方式(里親

方式とセンタ一方式を組み合わせたもの)を採用し、カリキュラムの中にトマト

の接ぎ木など農作業体験なども取り入れている。

オ 地域の手づくりによる景観保全と地域文化の継承

村では、景観の探護と生産の場としての棚田の有効利用を進めるため、 「広

内・上}京地区棚国保護条例j を制定したo tlm 田の草刈り、そばのオーナー制度、

体験農民i の開設など、都市住民と迷携した取り組みが行われている。さらに、産

接支払い制度も有効に活用されているところである。

地域文化の継承の詣では、県指定の無形文化財である「はんや舞J が、毎年 9

月に地域住民の手で池の山麻生神社に奉納されている。また、 fこっぱげ閣J な

ど集落独自のむらまつりも脈々と受け継がれている。

このように、手づくりによる景観保全や地域文化の継承が、地域住民の手に

よって積極的に行われている。

圏むらづくりの優れている点

星野村のむらづくりは、考える会を中心に、山間池域の強みを活かした県のモ

デルとなる活動である。特に、山間地域に革新的な農業経営が育成されたこと

や、女性の創意工夫により数多くの農産加工品が開発されるなど、地域住民の農

・農村に対ーする熱い思い入れを実感することができる。

今後、考える会は、農業の振興を基本として、都市と農村の交流をさらに促進

するため、村全体が博物館機能を持つ「星野村エコミュージアム構想」、山林を

有効に活用した 1111林オーナー制j の取り組み、あるいは、地元の木材を有効に

活用した施設の建設などの取り組みに積極的に参顧することが期待されている。

地域住民と都市住民の知恵、や創造力を積極的に取り込みながら、さらに総合的

なむらづくり活動が展開されていくものと期待する。
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昭和 42 ìド|茶会|主i品評会で玉露 114ド
i沼羽]44 {j三

l昨似ヰ収併例仰i伐矧仰手布和制[14は45 守年5サ|
げで拡大
トマト導入

昭和 46 1j'. 1 1m怨パイロ y ト事業竣[ (綜谷地|反)
昭和 53>r 1 花木出制組合結成、 jJZ協脱水部会発足
昭和 53-541 第 2 林構花木間j也造成 3.2ha 
|消杭] 55 iド|
昭和何年 I rflli~tt~' 花木|対地ilil& 2.7ha 
昭和 57 :i j三|第 3 JlI振花木討l地造成 8.0ha

|ユズ導入試作 (58 年研究会)
昭和 58 年 i 花き研究会(スプレー、テッボウ、カス

ミ、スターチス)発見

椋谷 �'�!J 1こl 民業会(保代表)
ltiのふるさと会「ふるさと便j を令凶に
夜送店内める

昭和 59 >ド
昭和 61 :iド|星野民業大学開講

椋谷地[;;<:むらづくり部ド可決林大[:~抗受1'í:
第 1 [fJJ 食品フェア問1m
(平1&3 iドまで勾~il~[lllfln 

1I(j手1162 �'. I 切り校研究会発足
11日午1163 年 i イチゴig入

't政組織リーダー協議会党Jl
平成7ê ijミ 1 liU!r-村民業 . J;.~村を 47える会づきJJl

ナス研究会発足
J;~f主力IJTJ必( Ítlの以)オーブン
第 1 IiiJ 炭業振興大会(以降何年 IJfHilU

、 l仁成 2 {j~ I シンボルマーク、シンボルキャラク
タ一決定
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生活・文化面

星野金山河興、大企業進出で全盛
金山閉鎖
星野村森林組合設立

、 [Z布l の i芯転火

第 1 Ilîj 泉のまつり

第 2 次総合I汁[il1Í 1足の 21111:*己ビジョン、
スターライトプラン」策定



fr 次 lt 政 i百

平成 2 年[持iU把センター竣1:

可'.J北 34ド j 椋谷地区花木 I，;ì]造成
花き部会へ11.よ大

平成 4 {f~ I 全 Ij~ ，九州・仏J~ 1í~f;-11J4f 会で伐材(k 1:': 'tt 5~\ 
,Ij (二k銘の古15)

花木のポット栽i青山t{'ló

平成 51ド i おばしゃんの J，tj ri ，'riftU オープン
村 ìjí.防街ファン設 rí~: 'Ji* (19 ha) 

平成 6fjt i I21jL総合法人Jr1.lliJ総茶総合設な
第 31i<J災しいEl本の村扶鋭コンテスト

広|勾 1: IJ;Ullili(仰IJI11 11~林水政大!三賞受1't
良野村緑化水 1[二政 l L'. l;:fk，Jl合jilifr会発jι

平成 7 11' I 全開・九州， ~民主:~ r~i~1 ;-FF会で、J;~*本大L:i'/'t5%lj
平成パイロ y ト花木 iゑiiS成 11ha 

ミ IZ]!X: 81j� 

平成 9 1ド I 1三のふるさと 1m ，'ibIJíJづき委民会発足
第 1 阪il誌のj整友製めぐり IJfJim
(以 1;制iJ1f iJfJfifD
女性の実態íûld1E

平成 lO fiiiZ31 凶 1長野村女性の集い IJfJ官l(
従事総合法人1itの忘※|主l設 v:

平成 11 1ド I rJtlJ~ ，ヒjポ:lt!!Ji{棚 m係護条例J íI】 IJ定
決議<::1ミ街 IK，求の iII;JJ オープン

平成 12{F I 会国側'Jmサミット(浮羽 IfTf と共 lìiJljfJ依)
樋[~I正博氏、林業部門(経常)天!之杯受賞

t1'. 丹・文 fヒ i凶

LLi HW!学術Hit スタート
財 1 ，)1法人民のふるさと成虫
!41の文;化自'Êf オープン

i守火橋竣 r 、 かj、 ll!J' J;ミ村江主主5センタ

竣 r
fHj!Í' J;ýtlJ主示館オープン

L火地区民村 :lH存センタ一波.I~、本店
日守 J;-~--~Tf.Uミ会ì?[ !I主工、小野地 1:>5:営;;-~飲雑
IIJ ;J，施設立去T
長l己uミ終センター綾← 1:
J!1.'J!Í'小学校校舎改築
茶の文化自'rÄオープン
9 ~~多I! 的集会施設竣工、 61:><: 多 11 的
集会施設竣工
平和l のi芥ふるさと後媛へ移転
縫1創出版村'辺住宅竣1: (6 Ji) 
11 I:，{J;~村両li人活動促進施設立主1:
'J'll!f IJ、学校!設内巡動場竣]

J[lJ!j'小学校}沿いjJili動 j;t，，}波J:，屯の JJM1J;~
村集務センター竣仁、 叶立jf;道茶!社ケ

ZF12竣T
自治大 I:X i't rilMJ し、と i舌))のあるまちづ
くり部門J 受託

主r:i 3 次 1長野村総合illl@)左手:m:tH策定

l!).lliJ'村総合保健fM社センタ rそよか
ぜJ オープン

今
、υ

ハ
叶u

q
〆
ム
】



平成12年度年間事業計閥(実績)

)J J]! IA l人j 符 I十I{、[>j[体 考える会主主2-会I滋

4 )J 殺í.1t~まつり 新茶の!!反光、茶摘みW!\食ア JiE業部会在日'Ï'支部 計画検討会
(~6 )J) アー、 [0WJí~会

S)J さつきまつり さっさの{上点て )j救宅、 K~Hヒ *l[~_ ，;üIU 手;l

さっきの似-/é 組合述公会

6)J ホタル去を 1) ホタルのmm\ とれー!払 1 [ズ、 2[足、 31m
[>く、 It百仁会 ，'j:iド NI5

7JJ 集?存誕祭り ~f~踊 1) 、午11 太鼓、花火大会、 各集務
~ 
8JJ カラオケ大会、こっぱげ IfIí

9JJ i亙友 IJ!.めぐり l\C 必ぷ!以ヅ乙スタンプフ 1;.オ'[，グループ)1.1' !fl[ii]検討会
リー(各集浜 lこ Wl先を店~lÌJ 、 絡会設
合う)

J!J(lì定・はんや舞

9Jl 会[íi[仰11111サミット 記念講演、パネルテ、イス 会[E[仰1111サミァ

カッション、小ヅソJ:.の{本店主 ト実行委員会
'5Gdぇ、仰lUI_;~ り

llJJ filのまつり ;;-~Iìíサ却の h~ポWl光、 JL州 実行委員会

仰手11 や太[1 政手 フェステイパル、

12 Il j1-~ ;t~ まつり 出産物A-ll詳会、 J}~ ，!'(~~彼III'(光 g~1湯、出合中ILfì長会

2JJ 第 12川良栄J長興 むらづくり議iiÎi 、生必 :p;-- j;~~ ・ J;~村を与え
大会 1;:性'Jfi9U '5色衣、 jJ21守J物 fill る会

汗会衣杉

3)J 実klí1折、j 会
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受賞者のことば

都市農村は農ある地域づくりから

舞間ふるさと村推進協議会代表増昌昭二

はじめに、民林水夜祭において本設を受賞した私共の喜びは筆舌に尽くせ

ないものでありますとともに、常日頃よりご指導をいただいております

関係行政機関、関係諸機関及びこの農林水産祭における審査とし寸重責を逆

行された各委員の皆様方に敬意と感謝の窓を去したいと思います。

さて、舞岡ふるさと村は大都市横j共(1 8行政夜、人口340万人、 1407JI吐

千百)の南西部の戸J忍区(人口25万人、 10万世部)の舞開fHJ (人仁17 千人、 2.8

万 111:帯)に位置しています。

横浜は首都圏の中核都市で、高度成長時代には東京のスプロール都市とし

て道路等各種の社会資本が整部ij されましたが、他方、農地の乱売と荒廃が進

み集団的な優良農地の縮小化や農家の廃業が相次ぐなと寸農業の根i~~~ を揺るが

す状況が著しく顕在化してきました。

推進協議会は、このような I:I~ で「農業の持つ多面的機能と都市住民が持つ

多様なニーズ等」を踏まえ、所有する緑地や農地の保全とその整備を行い、
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①生産面としては地域住民が 1] で見える安心-安全で新鮮な地場産の農畜産

物を夜売により提供を ②詣祉文化活動としては障害者の就労訓練や芸術作

品の野外展示等を行う自然芸術祭の開催を ③地域環境面としては地域住民

が共に参加できる緑農地を通じた森の散策路等地域アメニティーの提供等を

図り、地域住民との相互理解と共生による都市の中のオアシス的機能を持つ

「農ある地域づくり J を呂擦に事業展開を行ってきました。

また、多様な生産物の需要と販路の安定的確保等に重点を置き、地元槙J兵

南農協と連携し、経営規模の大小、出荷量の多少を問わず、どんな品自もま

とめて集指し販売できる集出荷方式(一括販売)を構築・実施しています。

この販売方式は中小農家が公平・平等に事業参加できる利点があり、組合

員全体の営農活動の充実や組織としての結束力等を飛躍的に強聞にしていま

す。

推進協議会はこのような事業展開を基本とし、都市住民に喜ばれる竹の子

掘り、 トマト狩り等四季折々の各種イベントを定期的に開催しているととも

に、農業後継者を中心に行う幼稚関児・学設のための芋掘り等体験農業を通

じた食と農の教育の場を提供したり、地元住民も参加する婦人グループによ

る漬物販売等も行っています。

今後ともこの受賞を励みに、消費地に接近している都市農業の特徴を活か

し、各種の事業を推進協議会を中心に農業者個々人の自主的活動と努力によ

り一層充実し、都市と調和した農業の展開を推進してまいります。

襲警むらづくりの概要

(1) 地症の特色

横浜市は神奈川県の東端に位

し、総面積は、約433km 2 (東

京231Zの約 7 割に相当)、人口

340万人の大都市で、ある。横浜

第 1 図横浜市戸塚区舞悶町位置国
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市の中心部から東京都心部までは、約30kmである。日本最大の国際港である横浜

港を基盤として、首都圏の中核都市としての役割を担っている。

横浜市は、高度成長時代に東京のスプロール都市として発民し、道路、鉄道の

交通網を始め、学校、病院等各種の公共施設等が整怖され、人口流入も飛躍的に

増加をした。他方、人口流入のための住宅政策等における都市政策仁の土地利用

計画が必ずしも適正に進展せず、各種のみを生じた制面があり、特に農業にお

いては、農地の乱売と荒廃が進み、集団的な優良農地の縮小化や良家の廃業が相

次ぐなど農政の根幹を揺るがす状況が顕在化をしている状態にある。

このような中で、優良な農地を保全、整備していくとともに、新しい時代と市

民のニーズに対応した農業経営と地域づくりを確立していくことが、横浜市のま

ちづくりの今後の課題となっている。

第 1 表横浜市における農家数と経営耕地開積等
(単位:戸、人、 ha)

|足分|昭 和ヂ成

4551三 50"'1て 5511'. 

民家数 10, 198 8, 476 8, 117 

t日 数(%) 100 83 80 

民家人 1] 58 , 957 46 , 697 4 

数(%) 100 79 72 

虫色合おn也 i[fí f!'( 6, 000 4.283 3.967 

数(%) 100 71 

� J;'UKセンサスによる。

(2) むらづくりの基本的特徴

ア むらづくりの経緯 ~拙速を避

け全員参加によるむらづくりを目指す

① 舞同地区は大都市横浜市の鴎西

部に位置し、 J R戸j家駅から地下鉄で

わずか崎駅の所にある都市的地j或であ

る。急激な都市化により、 と里iJJ

66 
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601j'. 2"'1ミ 711' 12{ド

6, 751 6, 106 5, 190 4, 693 

66 60 51 46 

404 30 , 293 24 , 366 

58 51 i つ 38

3, 419 3.274 

57 55 I 42 

写真 1 受賞者の写真



であったこの地区のFlfJ 1&IJ は全て住宅地となってしまい、また、未組織に等しい農

業者の結束力不足や廃業等から農業者にとっては農業の存続が著しく困難な環境

となった。

このような中、 「農業で生きていきたいj との強い思いから、若い農業者20名

程度で組織する「農業1iJI:究会J (昭和25年設置)が中心となって活動を開始し、

まずは農地を保全するために昭和54年に横浜市独自の制度である「農業専用地

区J の指定を受け、 「農業専用地rx協議会J (組合員 55名)が設立された。農業

専用地区で活動する I トl で、農業者の営農意欲や自立意識が醸成され、組織的推進

体制が必要であるとの認識から、平成 2 年には横浜市のふるさと村の指定を受

け、 「舞同ふるさと村推進協議会J (組合員 56名)が設立された。

その後、本協議会の iぐに各種の農業形態や作物別に組合等を次々と組織し、農

業後継者や婦人ク、ループ等の全組織の協力体制l を築き、農家以外の住民を巻き込

んで直売活動や各種イベントの開催、農と緑の環境整備等を行っている。

消費地に近接しているとし、う郁子11農業の特徴を活かした市民との共生によるふ

るさと村づくりを自主・自立的に展開l し、今後の都市における農業展開のモデル

ケースとなっている。

② 昭和60年頃の期尚岡地!瓦の農業は、大きくわけで、

a 市場出荷をする大型農家

b 近隣の市街地をテリトリーとして引き売りや直売をする中~小の農家

c 自給的な農業生産にとどまる小規模農家

の 3 昨によって担われ、このうち農業経営力の弱い、 c に罰する自給的な農家

が全体の 4 分の 3 と圧倒的な多数を占めていた。

しかしながら、昭和62年に、舞|河より 5 kmという圏内の量販店 3 J古舗に地場野

菜コーナーを設けるという、近静量販店との産車活動をきっかけとして、様々な

議論と試行錯誤的実践を踏まえ、 f集落全体の協力を求め、舞同のあるがままの

農業を結集した地域づくり j を進めることを決断する。元々、地域柄、横浜市内

への引き売り・直売という形態の経営が発達していたこと、生活上における集落

機能が高かったこと等から、その後わずカ、 2 ヶ月足らずで専業、兼業、自給的農

家を間わず40余戸の農家がこの行動に加わることとなり、 I 年後の昭和63年に
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は、この取組の集大成として ~;frﾚiJ Iß持組合が発足し、これをきっかけにふるさと

村づくりに踏み出すことになる。

③ すべての地区内農業者に地域づくりの趣旨をト分に明解してもらうため、

むらづくりに当たっては、農業者個々の常民意欲を踏まえ、自立的営1111 ìli動意識

の織成を悶るとともに、土地利用基本指想lj['\J :1t 、 i在光の試行的実施、また、 11/;1 別

訪問、検討会による意見聴llXt~ を重ねるなど、 ~IB速を避け全員参加iによる義実な

意識醸成の中で、全体合意を形成していくことにした。このため、舞附地区では、

ふるさと村を正式に立ち上げる平成 2 年までに、実に 7 1frm を Zそやすこととなっ

た。

{参考} 横浜 df J1%1:業専問地 1i<:HJIl皮(昭和43年 8 月施行)

この制)皮支は、 指7定ι地区 i内付の毘地における j悲J左jf盤!段主整{怖備出桁j等各樟の2亨乎]~f.

T市|作7担独t!自当の制}度支でで、、舞 fiiíJ ふるさと村は、昭和54:;f'.9 月に指定されている。

イ 売活wJj ~地元農協と述携し

た新たな地場野菜の集出荷方法( .--tr~ 

;仮う'C)かに)等の実施

者Ilrlj農業の特徴である消費地に近按

しているという利点を最大限に活か

し、昭和63年から地場産農帝産物の直

売に取り組み、消費者ニーズに見合う

少量多品目生産の硲立や地元横浜南

協と連携し、経営規模の大ノトや出荷量:
写真 2 所、ハム

の多少を間わず、と守んな，\1'， 1::1 でもまとめて集荷し版光するという新たな地場野菜

の集出荷方法 (-tiÝ販売方式)を実施している o Jl IJ ち、横浜海農協の組合員であ

る持i泊j地区の農家が作った農産物 り残ったものを含む)は、作った

家が誰であれ、作った品目が何であれ、いつでも出荷出米る方法で、時期も IJ[J わ

なければ、量の多おも Igj題にされない。これにより、 i十i小農家を含めたすべての

農家が参加できることとした。今ではこの方式は地元農協全域に広がっている。

また、資産農家によって述営されるハム工防施設(平成 7 年設置)では生産と

かn工・販売部門を加会計とし、部門 1I号で切{正I~(J告する企業的環境の "1:1で、 ljゴハム
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等各種の加工品や地場産にこだ、わった贈答品等を販売している。

この努力により、直売所には約 5 万人、ハム工房は約 4 万人が年聞に訪れてお

り、新鮮で、安全な農畜産物の提供は、好評で年間販売額(平成12年)は野菜(直

売所)で52 ， 000千円、ハム類(ハム工房)で71， 280千円となっている。

ウ 組織活動 ~各種の農業形態、作物別に組合等を次々組織化

舞i司ふるさと村推進協議会を件!'L、に、各穫の農業形態、作物別に組合等を組織

するとともに、特鍛的には農業後継者を中心に農作業の受託等を行う IFM 2 

1 J や一般市民も参加し漬け物などの加工農産物の製造販売を行う婦人グループ

「問季の会」が組織され、全組織の協力体制の下に生産・加工活動を展開する。

このような活動により、都市化の中にあって農地、農家が適正に維持されてお

り、農業後継者も数人から約20人へ増加している。

エ 市民との共生を目指した活動 ~市民の農への理解を促す

農業者自らが都市農業の維持・向上のためには、市民の農への理解が不可欠で、

あるとの認識から、推進協議会を中心として新鮮で安全な地場産農斎産物の提供

や各種イベントの開催、農と緑を通じた地域アメニティーの提供等を行ってお

り、これにより、年間約20万人の市民が務岡ふるさと村に来村している。市民と

荏結した農業、農ある地域づくりを見事に実現させており、市民はもとより全国

から先進事例として、多くの視察の申し込みがある(平成ロ年視察者数 24団体

520人)。

また、小学 3 ・ 4 年生向けの社会科

教科書(光村図書)にも舞岡ふるさと

村が紹介されている。

オ 農ある地域づくり ~市民や子

供が参加するイベントの実施

農ある地域づくりを推進するため、

竹の子掘りや体験温室でのトマト狩り

、年聞を通じた四季折々のイベント

を子供や市民を対象に開催している。 写真 3 市民の農業への理解を深める
小学生の田植え見学や遠足等の課外学 イベント「サツマイモまつり j

300 



習、保育閤児が散策に訪れること等は日常的に行われている。

また、市民交流の場である総合案内施設「虹の家J (平成 9 :t]三設蹴)の運営に

関わり、イラストマップの作成、子供を rþJ心にした自然観察会や手作りウィン

ナー教室等各種体験教室を開催している。(虹の家の米館者:約 5 万人(平成12

年) ) 

カ 1'11民の森事業への参画 ~ I愛護会J 組織の発足

農と緑の地域アメニティーへの資l猷と集客等を促進するため、市民公園と隣接

する森を市民が自由に楽しみながら散策できるよう市が行う市民の森事業に提

供、参画するとともに、自主的に森の草刈り等の森林の管理を行う「愛護会J 組

織を平成l3::fy.に新たに発足させ、活動している。

{参考] 市民の森制度(!昭和46年 8 月施行)

市民の森は、横浜市独自の緑地を保存する制度で、紘を守り育てるとともに、

LlJ林所有者の方々の協力により、市民のfiI!いの場として利用する。

キ 福祉活動 ~知的障害者の桔極的な受け入れ

横浜市が平成 7 年度から実施している障害者農業就労援助事業に協力し、すべ

ての市民に開かれた地域づくりを実践するため、畜産農家等が知的障害児を積極

的に受け入れ、農作業を通じた l符害者の自立にも地域として寄与している(Hl2年

受け入れ人数就労者 l 人、研修生 2 人)。

ク 文化活動 ~民的環境を活かした芸術作品の自主示等

平成13年から毎年 5 月から約 1 ヶ月間の期間をかけて、間畑、竹林、森などの

農的環境等を利用した、現代的な芸術作品の展示やパフォーマンスの上演、森の

広場でのジャズコンサート等都市と農村の融合をイメージした文化活動を行って

いる。

璽むらづくりの特色

(1) 務開ふるさと村推進協議会によるむらづくりの特色は、 「消費地に近接し

ているという都市農業の特徴を活かし、推進協議会並びに農業者個々人が自主的

に努力、活動を行い、都市農業の維持・向上を図るため、新鮮で安全な地場農畜
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産物の提供、目立季折々のイベントの開催、 j長と緑を通じた地域アメニティーの提

供等により、農業の理解を深め、市民と直結した農業、農ある地域づくりを見事

に実現させ、今後の都市における農業展開のモデルケースとなっている。 J と総

J吉できる。

(2) むらづくりのこれまでの経緯を踏まえ、全員参加を基本に、現在は、自ら

共同直光所で、直売を行うとともに、地元横浜南農協と連携し「規模の大小、専

業、兼業を間わず舞 [jf;J で農業を営む者が、等しく各個のできる範囲で参加j で

き、どんな品目でもまとめて集荷し販売する新たな地場野菜の集出荷方法(一括

販売方式)に取り組むことにより、白給的な農家も含めた出荷農家の;意識の高揚

が促がされるとともに、本方式は、先駆的取り組みとして地元農協全域に広がっ

ている。

(3) 舞 i弘j地区の組織形態は、他に見られるような一定の資格要件や特定メン

バーによる枠組みはなく、常に全員参加を基本とし、各個の個性が尊重され、

業、兼業という [j隔たりは見られない。各個の個性により「あるがままの安を持ち

寄る j ことが是とされ、組織は出入り自由でいたっておおらかなものであり、自

給的な農家も含めた農家の意欲と組織への帰間意識の高揚の一助となっている。

具体的には、務l品lふるさと村推進協議会を中心に、各種の農業形態、作物別に

組合等が組織さ iL，特徴的には農業後継者を中心に農作業の受託等を行う fFIVI 

2 1 J や一般市民も参加し漬け物などの加工農産物の製造販売を行う婦人グルー

プ fplJ季の会J が傘ドに組織されている。この FIVI21 が、自給的な農家等の小

規模な農家をフォローし、当該農家の営農継続を可能としており、また、婦人グ

ループ「由季の会j の活動は、それが現金JI){.入につながったことで、舞岡地院の

農村女性等の生きがい作りともなっている。

(4) 昭和60年の地下鉄開通等により、舞岡地区への市民の立ち入りが増え、ま

た、小学校からの農業見学、現場学習の依頼が増え始めたことを踏まえ、訪れる

市民を「迷惑市民J にすることなしともに農業を育てていく、共生することが
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できる者と捉え、また、児童に対ーする学習体験を実施することで、農業を理解し

愛することができる「将来の市民j を養成するとの発想から、竹の子掘りや体験

協室でのトマト狩り等、年間を通じた凶季折々のイベントを市民や子供を対象に

開催し、また、市民交流の場として市により設置された総合案内施設「虹の家j

での体験教室等の活動に深く関わることにより、市民の農への理解を深めるとと

もに、直売所への集客にも好影響を及ぼしている。

(5) 営農活動に限らず、市民との共生を凶るため、自らの取組や地域の持つ公

益性に着目し、市民の f農j と「緑J に期待する地域像を達成するため、小Jl I な

とツk辺空間の整舗や森の散策路の整備、市が行う市民の森事業への参画等地域ア

メニティーの整備にも積極的に取組み、幅広く市民からの支持等を意識した活動

を行っている。訪れた市民からは、農的長観が良好に維持されているとの治iい評

価を受けるとともに、舞岡地法へのリピーター確保につなげている。

盤むらづくりの優れている点

(1) 市民と直結した農業、農ある地域づくりの工夫 ~農業者個々人が自主的

に努力、活動を行い、市民との共生を図る

消費地に近接しているという都市農業の特徴を活かし、推進協議会並びに農業

者個々人が自主的に努力、活動を行い、都市農業の維持・向上を関るため、新鮮

で安全な地場農畜産物の提供、間季折々のイベントの開催、農と緑を通じた地域

アメニティーの提供等により、農業の理解を深め、市誌と直結した農業、農ある

地域づくりを見事に実現させており、都市と農村の栢互理解や共生を推進してい

く上で大きな意義を有している。

(2) 直売所運営の工夫 ~地元農協と連携した新たな地場野菜の集出荷方法

(一括販売方式)等の実施

消費地に近掠しているという利点を最大限に活かした地場産農産物の直売に取

り組み、消費者ニーズに見合う少量多品目生産を確立するとともに、地元農協と
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連携し、経営規模の大小や出荷量の多少を問わず、どんな品目でもまとめて集荷

し販売するという新たな地場野菜の集出荷方法(一括販売方式)に取り組み、こ

れにより、農業経営の安定化が関られている。

また、全員参加を基本に、この一括販売方式により、自給的な農家も含めた出

荷農家の意識の高揚が促されている等、取り組み内容がユニークかっ先駆的であ

る。

(3) 推進協議会運営の工夫 ~全員参加を基本とし、各個の個性が尊重され、

専業、兼業という稿たりをなくす、また、組織への出入りは自由

舞岡地区の組織形態は、他に見られるような一定の資格要件や特定メンバーに

よる枠組みはなく、常に全員参加を基本とし、各個の個性が尊重され、専業、兼ー

業という隔たりは見られない。

また、地域{主民も参加した農産加工品の開発・販売や、婦人グループ f四季の

会J 、若手農業者で結成される IFM21J 等、多様な担い手が地域づくりに積

極的に参加している。このような特定のリーダーに頼らない活動は、今後も持続

性がある。

(4) 農業の有する多面的機能の十全な発揮

本地区は、米、野菜、畜産(養豚、養鶏)、果樹等新鮮で多様な農畜産物を地

域の住民に提供するのみならず、農地等の間関空間の保全、整備や閤辺森林の管

理を積極的に取り組むことにより、都市住民にゆとり・やすらぎや緊急時におけ

る防災空間を提供するとともに、体験農園等による都市と農村の交流の場、

農関等、積極的な展開を通じた食と農の教育の場の提{共など農業の有する多面的

機能が十全に発揮されている。
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農業の概要(舞岡関連の 3 集落の概要)

¥¥¥  55 11二 60 if 、成 2il ‘ ['1& 7 if 
平成 12 年

時t 考
M55WJと |昨!ιlヒ

総flI:'ii'i 主主 3.398 3, 788 4.284 4, 838 4, 962 116 100.0 農業後継者確保率

J;{; 

t、iJ f 
民家数 1 71 59 58 45 41 58 0.8 専業 92.3% 

1ft IJ') 出f 業 8 8 3 10 13 0.3 I 兼 100.0% 

I 兼 18 12 14 10 3 O. 1 
主業 93.3% 

ì1t\3:業 50.0%
巧え

i ll~伝 47 39 41 25 9 0.2 
認定農業省数 3 経営体b214く1 

I}'l L!k 18 15 0.3 (うち法人 1 経営体)
持え Hl三七業 7 8 0.2 基幹男子農業従事者数 147 人

数
2 刷業 20 2 0.1 出稼率

数
~I，出家数 3.327 3. 729 4.226 4.793 4, 921 148 99.2 55 :fjô 一% 12 年%

m 0.5ha 米 I!均 43 39 12 8 7 28.0 戸当たり王子均初|作規模
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h、
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むらづくりに関する年表

41:3 内手F

J1{j布145 年 6 月 来~都市計|削法による i1711J化溺数区域

J1{:i布 I 542ド 4fi 農業振興地域に指定

昭和 54 年 9J1 総浜市jJZ楽専用地区に指定

J1ii布1 55fド 111 A2用地区域に指定

J1{i布 I 56 i1ミから 観光j民主主振興事業による梨を ':11 心とした栄樹|溺整備

II{{布 I 603ド 211 ふるさと村 1)"-;;主導入のための「ニL:地利別基本ffifH調査j 実施

J1{{キ1I 60 年 3 }1 市営地 F 欽「舞関駅」 IJf.J~ミ(ふるさと村地{之内)

J1!j布 I 621ド 4 月 地元大ず-スーパーへの lt[約開始

(ふるさと村卒業導入のための試行的事業として)

i昭和 62:�f� 4 Jcl I jrJ Jl~1湯 J!t f{lil 支店店うむを利用した野菜のmelcI)fl ~f:ì 

(ふるさと付事業滋入のための試行的事業として)

H日午1I 621f 7j] ふるさと村卒業導入全体説明会の間健(事業の基本構1H4:I~)

昭和 62 :�f 8jj 問 l二 (事業項目等)

iI!HfI 63f1: 1 Jj J'!~例山花組合設31:(ふるさと村ゴ13主導入のための組織として)

昭和 63fド 8JT ふるさと村事業導入全体説明会の 121fiIi (事業の推進方法等)

昭和 63 年 9Jci ふるさと村事業導入地区別説明会の開催( 7 地 I乏に分刻して)

'1と 1& 元年 7FJ ふるさと村事業導入地15{ í]1j説明会の IJfJil1i

( 7 地況をヨミに 12 地区に分割し主主検別検討を)

平成 フじ年 10 JJ ふるさと村事業導入全体説明会の開催(恭本構怨等)

ふるさと村卒業導入地区別説明会の1511絞り左4[~tlt恕の地i;><:í]1j説明)

平成 5�;:f[� 11 FJ ふるさと村卒業導入に伴う戸別訪問説明及ひ立見聴取開始

ふるさと村事業導入金体説明会の併j健(}，jAqFL想の具体化を)

平成 2 年 1 JJ ふるさと村守13主導入にf'\óう戸別訪問j説明及び;む;見聴取

ふるさと村卒業導入に伴う全体会議で卒業務入を決定

平成 2 年 2 FJ I t&ìJí, 市長あてふるさと村指定 lド約:di'の提出

F'!{!I ，jGiふるさと村推進協議会設玄( 2 月 24 EJ) 

ヂ jdL 2 il3 月 材Il ~JLí!7からふるさと1'1 のJ肯定

平成 2 1/,_ I IjH: JYUdllj造改議事業導入

から りi~ : J;~k 3住環境務官1ìl1事業、 Jll~:5{~公 WJ殺fíiíì事業の導入

ヂ!戊 13fド41イi: r!�: 11!!V- I品jふるさと村吉宅fiIi ~JL 業(ì!i 単独)

。 1二 i氾 ~Jf.~~今による各穏の42似事業を実施し現在に宗る。
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